
 

2021年度 

モニタリングサイト 1000 磯・干潟 

調査報告書 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和 4（2022）年 3月 

環境省自然環境局 生物多様性センター 

 

 

 



 



 

要 約 

 

 

モニタリングサイト1000では、日本列島の多様な生態系を対象にモニタリングを実施している。本報告

書では、それらの中で磯・干潟生態系を対象とし、全国の太平洋側に設置したサイトにおいて生物種の在・

不在や個体数を調査し、その結果をとりまとめた。また、磯・干潟生態系の変化を捉えることを目的に、

2021年度の調査と過去の調査で得られた生物の出現状況のデータを整理し、その動向を示した。 

本調査を開始してから14年目となった今年度（2021年度）は、全国 14サイト（磯6サイト、干潟 8サ

イト）で調査を実施し、さらに 2か所の協力サイトから干潟調査の結果に関する情報提供を受けた。2021

年度の各生態系における調査結果の概要は以下のとおりである。 

磯生態系では、全6サイトにおいて、サイト毎に5～10種の解析対象種を指定し、30個の永久方形枠内

での出現状況を記録した。厚岸浜中サイトでは、外来種のキタアメリカフジツボの出現方形枠数が、2020

年度より 6枠減少し 20枠であった。安房小湊サイトにおいて、無節サンゴモの出現方形枠数が、2020年

度より4枠増加し26枠であった。大阪湾サイトでは、無節サンゴモの出現方形枠数が 24枠であり、調査

開始以降、最も高い値であった。また、本サイトのヒジキの出現方形枠数は、調査開始年以来、前年度を

下回っていない。南紀白浜サイトの緑藻綱（アオサ類）の出現方形枠数は、調査開始以降最多の 23枠であ

った。天草サイトでは、イワフジツボの出現方形枠数が 2020年度と比べて5枠増加し15枠であった。石

垣屋良部サイトにおいて、2020 年度に大幅に減少した藍藻綱の一種の出現方形枠数が 6 枠増加し、19 枠

で確認された。 

磯生態系の各サイトにおける解析対象種の出現状況を俯瞰すると、全サイトで共通する一方向的な変化

は見られなかった。しかしながら、気候変動等の兆候をいち早く捉えるために、今後も解析対象種の出現

状況を複数のサイトで継続してモニタリングしていくことが必要である。 

干潟生態系では、全8サイトにおいて定量及び定性調査により、底生動物の出現種と個体数を記録した。

厚岸サイトでは、Aエリアにおいて、出現動物門数と出現種数が 3門26種であり、過去5年の調査結果と

比べて最も少なかった。一方、Bエリアでは、出現動物門数と出現種数に、2020年度と比較して大きな変

化は確認されなかった。松川浦サイトに関して、Aエリアでは、出現動物門数と出現種数が 9門103種で

あり、2020年度（7門 85種）に比べて増加していた。また、Bエリアでは 6門 59種が出現し、過去 5年

の調査結果と比較すると最多であった。盤洲干潟サイトにおいて、Aエリアでは、動物門の入れ替わりは

見られたものの、種数は概ね定常状態であった。一方、Bエリアでは、4門71種が確認され、過去5年間

と比較して出現動物門数が最も少なかった。汐川干潟サイトに関して、Bエリアでは5門43種が確認され

Cエリアでは4門38種が確認され、種数の過去最高値を記録した 2020年度（46種）より減少した。南紀

田辺及び中津干潟サイトに関しては、2020年度の結果と比べて、いずれの調査エリアにおいても、出現動

物門に多少の入れ替わりは見られたものの、同程度の種数が確認された。永浦干潟サイトにおいて、A及

びBエリアの出現種数と出現動物門数は、それぞれ 86種 6門及び 103種8門であり、2020年度（77種 7

門、95種8門）と比べ、種数はわずかに増加した。石垣川平湾サイトにおいて、Aエリアでは、出現動物

門数と出現種数ともに 2020年度と同程度であった。一方、Bエリアでは、7門 82種が確認され、2020年

度（5門42種）より種数が大きく増加した。 

干潟生態系の各サイトで記録された底生動物を俯瞰すると、協力サイト（松名瀬干潟と英虞湾）を含め

た全10サイトにおいて、多くの絶滅危惧種や外来種の生息が継続的に確認されている。これらの結果は、

各サイトが絶滅危惧種等にとって重要な生息地の一つとなっていることを示すとともに、各サイトの生態

系が外来種による影響を受ける可能性も示唆される。そのため、今後も継続したモニタリング調査とその

データ蓄積及び解析が必要である。 



 

Summary 

 

 

The aim of the Monitoring Sites 1000 Project is to detect signs of ecosystem degradation via long-term monitoring 

surveys and to accumulate and analyze quantitative data on various Japanese ecosystems. This report summarizes the 

results of surveys conducted in the 2021 fiscal year (FY2021) in rocky shore and tidal flat ecosystems along the Pacific 

coast of the Japanese archipelago. We identified both the presence or absence of focal species in rocky shore and 

determined the number of individuals and the species found in tidal flat. Our results are compared to those from 

previous surveys at the same sites. In 2021, the 14th year of the survey project, surveys were conducted at 14 sites (six 

rocky shore sites and eight tidal flat sites). The results of two additional volunteer tidal flat survey sites are also 

provided. The results of the surveys are summarized below. 

At each rocky shore site, between five and ten focal species were selected, and their presence or absence inside 30 

permanent quadrats was recorded. At the Akkeshi-Hamanaka site, the alien species Balanus glandula was found in 20 

quadrats, a decrease of six from that recorded in FY2020. At the Awa-Kominato site, non-articulated corallines were 

found in 26 quadrats, an increase of four from that recorded in FY2020. At the Osaka-Wan site, non-articulated 

corallines were recorded in 24 quadrats, the highest value observed since 2010 when surveys began at this site. 

Additionally, the number of quadrats in which Sargassum fusiforme was recorded was the same or higher than that seen 

every year since 2010. At the Nanki-Shirahama site, Chlorophyceae was recorded in 23 quadrats, the highest value 

observed since 2008 when the survey began. At the Amakusa site, Chthamalus challengeri was recorded in 15 

quadrats, an increase of five from that recorded in FY2020. At the Ishigaki-Yarabu site, Cyanophyceae was recorded in 

19 quadrats, an increase of six from that recorded in FY2020.  

A unidirectional change common to all sites could not be confirmed based on these results. However, in the future, 

accumulation and analysis of these survey data may facilitate the detection of nationwide changes in the rocky shore. 

Therefore, continuation of the monitoring program using the same methods is important. 

At each flat site, the quantity and emergence of macrozoobenthos were recorded via quantitative and qualitative 

surveys. At the Akkeshi site, area A contained 26 species in three phyla, which was lower than that recorded in all five 

previous years; area B had no substantial changes in the number of species and phyla. At the Matsukawaura site, area A 

contained 103 species in nine phyla, an increase from FY2020 (85 species in seven phyla); area B contained 59 species 

in six phyla, which was higher than that recorded in the previous five years. At the Banzu-Higata site, area A had a 

similar species count to the previous five years, although there was an increases or decreases in the number of phyla; 

area B contained 71 species in four phyla, the lowest number of phyla that recorded in the previous five years. At the 

Shiokawa-Higata site, area B contained 43 species in five phyla; area C contained 38 species in four phyla, a decrease 

from that recorded in FY2020 (46 species), which was the highest since the survey began. At both the Nanki-Tanabe 

and Nakatsu-Higata sites, there were similar numbers of species compared to that recorded in FY2020, although there 

were some changes in the number of phyla. At the Nagaura-Higata site, area A and B contained 86 species in six phyla 

and 103 species in eight phyla, respectively, an increase from 77 species in seven phyla and 95 species and eight phyla 

that recorded in FY2020. At the Ishigaki-Kabirawan site, area A contained approximately the same number of phyla 

and species as in FY2020; area B contained 82 species in seven phyla, a substantial increase from 42 species in five 

phyla in FY2020. 

The presence of species listed in the Red List of the Ministry of the Environment and invasive alien species were 

confirmed at all survey sites, including volunteer survey sites (Matsunase-Higata and Ago-Wan). This suggests that 

each site is an important habitat for both common and endangered species while also indicating a potential risk to native 

species from invasive alien species. Therefore, continuous monitoring and data analyses are required. 
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1. 調査概要 

 

1）調査の実施 

2021 年度に調査を実施した磯・干潟生態系の各サイト代表者及び調査日は、表 1-1 及び表 1-2

のとおりである。 

 

表 1-1．2021年度モニタリングサイト 1000沿岸域 磯調査実施結果 

生態系 サイト名 サイト代表者 調査日 

磯 

厚岸浜中 野田隆史 

（北海道大学大学院地球環境科学研究院） 
7月 23日 

安房小湊 村田明久 

（千葉県立中央博物館） 
5月 28日 

大阪湾 石田 惣 

（大阪市立自然史博物館） 
6月 24、25日 

南紀白浜 石田 惣 

（大阪市立自然史博物館） 
6月 14、15日 

天草 森 敬介 

（ひのくにベントス研究所） 
5月 25、26日 

石垣屋良部 島袋寛盛 

（水産研究・教育機構水産技術研究所） 
8月 21日※ 

※新型コロナウイルス感染症拡大の影響により、例年よりもやや遅い時期に調査を実施 
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表 1-2．2021年度モニタリングサイト 1000干潟調査実施結果 

生態系 サイト名 サイト代表者 調査日 

干潟 

厚岸 仲岡雅裕 

（北海道大学北方生物圏フィールド科学センタ

ー水圏ステーション厚岸臨海実験所） 

6月 24、25日 

松川浦 金谷 弦 

（国立環境研究所） 
6月 24、25日 

盤洲干潟 多留聖典 

（東邦大学理学部東京湾生態系研究センター） 
6月 9、10、11日 

汐川干潟 木村妙子 

（三重大学大学院生物資源学研究科） 
6月 25、26日 

南紀田辺 古賀庸憲 

（和歌山大学教育学部） 
7月 12、13日 

中津干潟 浜口昌巳 

（水産研究・教育機構水産技術研究所） 
6月 24、25、26日 

永浦干潟 逸見泰久 

（熊本大学くまもと水循環・減災研究教育セン

ター） 

6月 12、13、26、

27日 

石垣川平湾 岸本和雄 

（沖縄県農林水産部水産海洋技術センター） 
10月 16、17日※ 

松名瀬干潟 

*協力サイト 

木村妙子 

（三重大学大学院生物資源学研究科） 
6月 12 日 

英虞湾 

*協力サイト 

木村妙子 

（三重大学大学院生物資源学研究科） 

4 月 30 日、5 月 1

日 

*協力サイトの詳細は 7ページを参照 

※新型コロナウイルス感染症拡大の影響により、例年よりも遅い時期に調査を実施 
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2）調査サイトの概要 

本事業では、調査サイトとして、コアサイトと協力サイトの 2 つを設置している。各調査サイ

トの詳細については、（4）調査サイトの特徴と選定理由に示した。 

 

（1）海域区分 

全国の沿岸域生態系の状態を適切にモニタリングするため、緯度勾配と海流を考慮して、全国

を以下の 6 海域に区分し、各海域に磯及び干潟のコアサイトがそれぞれ配置されるように配慮し

た（図 1-1）。 

 

 

 

海域区分名は以下のとおり。 

①北部太平洋沿岸 

②日本海沿岸 

③瀬戸内海沿岸 

④中部太平洋沿岸 

⑤西部太平洋沿岸等 

⑥琉球列島沿岸 

 

 

図 1-1．緯度勾配と海流の違いに基づく沿岸域の海域区分 

 

 

（2）調査サイト選定の基準 

コアサイトは、以下の 7項目を考慮して選定した。 

・ 可能な限り、6海域全ての海域にサイトを配置すること、又は南北・東西に互いに離れている

こと。 

・ 磯又は干潟生態系において重要なサイトであること。 

・ 分科会委員を中心とした調査者が在籍するか、もしくは利用可能な臨海実験所等の施設に隣

接していること、又は、特に施設がなくとも調査を開始しやすいこと。 

・ 過去に専門的な調査記録があること。 

・ JaLTER*、NaGISA**等国際的枠組みのモニタリングに参加している、あるいは今後参加予定の

あるサイトであること。 

・ 近隣に開発計画がなく、調査サイトの継続性が期待されること。 

・ 干潟については、上記の基準を満たすサイトが複数あった場合には、モニタリングサイト 1000

シギ・チドリ類調査と重複するサイトであること。 

 

 

*JaLTER（Japan Long-Term Ecological Research Network）：人間社会的側面を含む生態学的研究に関する学際的な長期、大規模な調
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査・観測を推進することにより、社会に対して自然環境、生物多様性、生物生産、生態系サービスの保全や向上、持続可能

性に寄与する適切な科学的知見を提供することを目的としたプロジェクトである。 

**NaGISA（Natural Geography In Shore Areas）：世界の沿岸生物多様性を調査し、その変化を継続的に観測することや、生物多様

性に関心を持つ世界の人々が協力する活動を通して、人のつながりが広がることも目的とした、海洋生物センサス（Census 

of Marine Life: CoML）の野外研究プロジェクトである。プロジェクト自体は 2010年に終了。 

 

 

（3）調査サイトの位置関係 

調査サイトの位置を図 1-2 に示した。 

 

図 1-2．調査サイト位置図 
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（4）調査サイトの特徴と選定理由 

・コアサイト 

コアサイトは、モニタリングサイト 1000（磯・干潟調査）事業において、各生態系における調

査が同一手法により継続して実施され、各サイトの調査結果を統一的に比較することが可能かつ

生物種の同定精度等の確度を担保されたデータが得られる調査サイトである。各生態系における

コアサイトの特徴と選定理由を表 1-3 及び表 1-4に示した。 

磯については、全国を 6 つの海域に区分して、わが国の代表的な磯浜を選出した。その中から

海域の変化にしたがって生物変化が検出できるように、干満差が大きく調査のしやすい海域に 6

つのサイトを選定した。なお、日本海沿岸については干満差が小さいことにより潮間帯の面積が

狭く、他の海域と同一手法が適用できないため、サイトの選定を見送った。 

 

表 1-3．磯のコアサイトの特徴及び選定理由 

海域

区分 
サイト 選定理由 

① 
厚岸浜中 

（北海道） 

親潮の強い影響を受けるほか、数年に一度、流氷の影響を受け、全国的に

貴重な磯である。JaLTERと NaGISA のサイトであり、近隣に北海道大学

北方生物圏フィールド科学センター水圏ステーション厚岸臨海実験所が

あり利便性も高い。 

④ 
安房小湊 

（千葉県） 

暖流と寒流が交わり地域特異性の高い生物相を形成する。南房総国定公

園に指定されており、継続的な調査が見込める。また、近隣の研究施設へ

のアクセスが容易である。 

③ 
大阪湾 

（大阪府） 

調査地一帯はアクセスしやすい上に、大阪湾東岸で唯一残された自然岩

礁である。都市部にある内湾の磯浜として、各種の人為的影響を検出する

上でも調査の意義が極めて高い。 

⑤ 
南紀白浜 

（和歌山県） 

黒潮の影響を受ける磯浜で JaLTERと NaGISA のサイトでもある。京都大

学フィールド科学教育研究センター瀬戸臨海実験所等によって多数の調

査データが蓄積されている。 

⑤ 
天草 

（熊本県） 

干満差が大きく黒潮系の種が多く出現する点で特徴的なサイトであり、

モニタリング適地である。近隣に九州大学理学部附属天草臨海実験所が

あり、利便性が高い。 

⑥ 
石垣屋良部 

（沖縄県） 

調査サイトを含む石垣島一帯は種多様性が高く、長期的なモニタリング

により種々の環境変動を捉えやすい。また、西表石垣国立公園に指定され

ており、継続的な調査が見込める。近年、調査研究の文献も蓄積されてい

る。 
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干潟については、全国を 6 つの海域に区分して、わが国の代表的な干潟を選出した。その中か

ら海域の変化にしたがって生物変化が検出できるように、干満差が大きく調査がしやすい太平洋

側に緯度勾配をつけて 8 サイトを選定した。なお、日本海沿岸については干満差が小さく干潟が

発達しないため、サイトを選定しなかった。 

 

表 1-4．干潟のコアサイトの特徴及び選定理由 

 

海域

区分 
サイト 選定理由 

① 
厚岸 

（北海道） 

厚岸湖や厚岸湾の干潟は、親潮影響下にある北部太平洋沿岸に形成され

た代表的な干潟である。北海道大学北方生物圏フィールド科学センター

水圏ステーション厚岸臨海実験所が隣接し、利便性が高い。 

④ 
松川浦 

（福島県） 

東北地方で最大級の干潟で、種多様性が高い。松川浦県立自然公園に指

定されており、開発の影響を受けにくく、継続的な調査が見込める。モニ

タリングサイト 1000シギ・チドリ類調査のコアサイトになっており、総

合的なモニタリングが行える。平成 15・16年度に実施された『自然環境

保全基礎調査生物多様性調査』による総合調査等の既存資料も充実して

いる。 

④ 
盤洲干潟 

（千葉県） 

東京湾最大の干潟で、自然地形の保存が良好である。首都圏に近く専門

家を擁した大学や研究施設も多い。モニタリングサイト 1000 シギ・チド

リ類調査のコアサイトになっており、総合的なモニタリングが行える。

また、当地を含めた周辺の干潟に関係する多数の既存資料がある。 

④ 
汐川干潟 

（愛知県） 

絶滅危惧種を含む豊富な底生動物相が見られる。モニタリングサイト

1000 シギ・チドリ類調査のコアサイトになっており、総合的なモニタリ

ングを行える。 

⑤ 
南紀田辺 

（和歌山県） 

内湾泥性動物が豊富で希少種が多く、JaLTERと NaGISAのサイトでもあ

る。近隣の京都大学フィールド科学教育研究センター瀬戸臨海実験所に

多数の調査データが蓄積されている。 

③ 
中津干潟 

（大分県） 

瀬戸内海最大の自然干潟で、多様な生物種が生息する。モニタリングサ

イト 1000シギ・チドリ類調査のコアサイトになっており、総合的なモニ

タリングが行える。 

⑤ 
永浦干潟 

（熊本県） 

生物相が豊かで、かつ地域特異性が高い。熊本大学沿岸域環境科学教育

研究センター（現 くまもと水循環・減災研究教育センター）合津マリン

ステーションに近く、雲仙天草国立公園に指定されており、継続的な調

査が見込める。 

⑥ 
石垣川平湾 

（沖縄県） 

国指定の名勝及び西表石垣国立公園に指定されており、継続的な調査が

見込める。生物相は地域特異性が高い。既存資料も多い。 
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・協力サイト 

協力サイトは、モニタリングサイト 1000（磯・干潟調査）事業の各生態系調査の目的に賛同し

た調査主体から調査データの提供等の協力の申し出があり、かつ各分科会にて承認された調査サ

イトである。協力サイトの承認に当たっては、提供される調査データの確度等を担保することな

ど、各分科会で定めた受け入れ条件を満たす必要がある。 

2015年度の本事業の干潟分科会にて、事業への協力の申し出のあった松名瀬干潟と英虞湾を調

査サイトとすることに承認を得た。それぞれの協力サイトの特徴について、表 1-5に示した。 

 

表 1-5．干潟の協力サイトとその特徴 

サイト 特徴 

松名瀬干潟 

（三重県） 

日本の中央部に位置し、内湾としては三河湾とあわせて国内最大面積を誇る伊

勢湾の西側に位置する干潟である。伊勢湾西岸の櫛田川の河口に前浜干潟と河

口干潟が発達しており、陸上植生からヨシ原湿地、後背の塩沼や感潮クリーク、

泥質干潟と前浜に広がる砂質干潟、アマモ場といった多様な環境が現存してい

る。 

本サイトでは、本事業の調査手法に準ずる調査が実施されている。 

英虞湾 

（三重県） 

三重県中部に位置し、熊野灘に面した干潟である。英虞湾には、リアス式の複

雑な海岸地形が見られ、小さな支湾が数多く形成されている。周辺には、南日

本に特有な海岸植生（ハイネズ、トベラ、ウバメガシ）が確認され、塩性湿地

等が現存している貴重な場所であり、伊勢志摩国立公園に指定されている。 

本サイトでは、本事業の調査手法に準ずる調査が実施されている。 
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2. 調査方法 

調査方法については、検討会及び分科会における検討の結果、2020年度から特に大きな変更は

なかった。以下に、調査方法の詳細を示した。 

 

1）毎年調査と 5年毎調査 

調査は、原則的に毎年実施する「毎年調査」と、毎年調査に加えて 5年毎に実施する「5年毎調

査」で構成されている（表 2-1）。2021年度は、各生態系において毎年調査を実施した。 

 

表 2-1．5年毎調査の実施年度 

西暦 

（平成／令和） 

2008 

（H20） 

2009 

（H21） 

2013 

（H25） 

2014 

（H26） 

2018 

（H30） 

2019 

（H31） 

2024 

（R6） 

（予定） 

2025 

（R7） 

（予定） 

磯  ○  ○  ○  ○ 

干潟 ○  ○  ○  ○  

※表内の数字は年度を示す。また、新型コロナウイルス感染症拡大の影響により、4回目の 5年毎調査は 1年ずつ

延期の予定。 

 

2）調査対象 

磯調査では、磯生態系において優占する底生生物を調査対象とし、それらの種組成や現存量の

変化の把握を調査の目的とした。底生生物のうち、定量的な測定を行いやすい岩表面に生息・生

育する生物（固着性生物）を対象とし、転石の下や固着性生物の殻の中等に生息・生育する生物

は、定量的な測定を行うことが困難であるため対象としなかった。同様の理由で、岩表面に生息

する底生動物のうち、移動速度の速い種も対象としなかった。 

毎年調査では、固着性生物から指標的な種を 5 種程度選定し、一定の面積あたりの出現の有無

を調べた。なお、5年毎調査では、一定の面積当たりに出現した全ての固着性生物とその量等を調

べた。 

干潟調査では、干潟生態系において優占する干潟表面に生息する表在性動物と底土中に生息す

る埋在性動物を調査対象とし、その種組成や現存量の変化の把握を調査の目的とした。塩性湿地

やマングローブ湿地においては、植物の根や地下茎の発達によって埋在性動物の定量採集が極め

て困難であるため、表在性動物のみを対象とした。 

毎年調査では、一定の空間に出現した表在性及び埋在性動物の個体数を調べた。なお、5年毎調

査では、底土の粒度及び有機物含有量を調べた。 

 

3）調査方法 

以上の目的達成のため、磯及び干潟の各生態系において、統計解析が可能な数の方形枠を適切

に配置した。それらの枠内に出現する種の組成や存否を記録し、出現種の個体数や被度を、写真

撮影、目視観察、標本採集等により測定した。また、調査者が交替した際にもモニタリングが継

続できるように、特殊な技術を必要としない調査手法を採用するなど配慮した。 
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既に、国際的な環境モニタリングプロジェクトとして JaLTER や NaGISA 等が知られている。

これらのプロジェクトとの連携を図るため、本事業では一部のサイトの選定場所やマニュアル等

において事業間の整合を図った。 

各生態系における調査方法や調査項目の概要は次のとおりである。詳細は、モニタリングマニ

ュアル（参考資料 1）に記載している。なお、本調査は行政機関や管轄漁協等に事前に連絡等の調

整を行った上で、調査を実施している。 

 

磯調査 

・ 調査人員と調査日数：毎年調査は 2人で 1日、5年毎調査実施年には 4人で 2日 

・ 調査時期：5～8月 

・ 毎年調査： 

① 調査サイトの風景（景観）の写真撮影（2枚） 

② 永久方形枠（30 個）内の写真撮影（岩礁潮間帯に設置した 25cm × 25cmの方形枠（図

2-1）全体を対象に 1方形枠当たり 1枚） 

③ 温度データロガーの交換（交換前に方形枠番号等がわかるように写真撮影） 

④ アンカーボルト及びラベルのメンテナンス 

⑤ データの抽出（各サイトにおいて指標的な固着性生物を 5～10種程度選定し、解析対

象種とする。②で取得した写真から各方形枠における解析対象種の出現の有無を記録） 

・ 5年毎調査：（2021年度は実施していない） 

① 生物定量調査（方形枠内の固着性生物・移動性動物を記録、点格子法で格子内 50%以

上の被度を示す固着性生物を記録、移動性動物の個体数を記録） 

② 標本用生物種の採集（方形枠内の優占種を固着性生物及び移動性動物各 10 種程度採

集し、標本とする） 

 

 

図 2-1．磯調査における方形枠等の配置図（イメージ）
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干潟調査 

・ 調査人員と調査日数：毎年調査は 3～4人で原則として 2日。広大な干潟に関しては 3日とな

る場合がある。5年毎調査実施年には 4～5人で 2日 

・ 調査時期：原則として 4～6月 

・ 調査単位：各調査サイト内に潮間帯上部から下部までを含むように調査エリアを 1～3箇所設

定（A、B、C 等とする）。各調査エリアの異なる潮位に最大 3 調査ポイント（U（Upper）、M

（Middle）、L（Lower））を選定、各調査ポイントに 5 つの方形枠をランダムに配置（図 2-2） 

・ 毎年調査： 

① 調査エリアの風景（景観）（2枚）、代表的な生物種（5枚程度）、方形枠（各 1枚）の

写真撮影 

② 生物定量調査（50cm × 50cm の方形枠内に出現する表在性動物と 15cm 径 × 20cm 深

のコア（2 mm篩を使用）に出現する埋在性動物について種名及び個体数等を記録） 

③ 生物定性調査（調査エリアに出現する生物を可能な限り多く記録） 

・ 5年毎調査：（2021年度は実施していない） 

① 生物定量調査（15cm 径 × 20cm 深のコア（1mm 篩を使用）に出現する埋在性動物に

ついて種名及び個体数を記録し、標本とする） 

② 底土の採取・分析（5cm径 × 5cm深のコアで底土を採取、粒度組成：篩分析法、有機

物含有量：強熱減量法） 

 

 

 

図 2-2．干潟調査における方形枠等の配置図（イメージ） 
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4）調査時期 

調査は各調査サイトで最適な時期に実施することとし、調査結果のサイト毎の年間比較を行う

ことを考慮し、可能な限り毎年同じ時期に調査を実施した。 
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3. 調査結果 

次項以降は 2021年度に実施した磯調査及び干潟調査の結果票を掲載した。なお、結果票は各サ

イトでの調査結果の概要であり、全ての調査結果を示すものではない。 

 

 

 

 

 



【磯】厚岸浜中 
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厚岸浜中サイト 
所在地： 北海道厚岸郡浜中町 略号： RSHMN 

設置年： 2008年 海域区分： ①北部太平洋沿岸 

 

調査地景観 

サイト概要 

北海道厚岸郡浜中町にある藻散布沼の東方約 1km、

アイヌ岬の南西約 1km に位置する調査サイトである。調

査地周辺は、親潮の強い影響を受けるほか、数年に一

度、流氷の影響を受ける。 

調査地の後背地は、5～20m の崖になっている。後背

地の植生は調査地の南北で異なっており、北はクマイザ

サを主体としたササ原、南はミズナラ等からなる落葉樹

林が主体となる。調査地周辺の海岸線は、砂浜、転石浜

及び崖地からなり、その底質構成は、潮間帯から潮上帯

にかけては主に崖と転石、潮下帯は転石混じりの砂であ

る。調査地点は、堆積岩からなる小さな島状の岩礁上

（北部）、あるいは崖地の側面（南部）に位置している。 

周囲には潮だまりはほとんど存在しない。やや奥まっ

た（内湾的）地形で、かつ遠浅であるため、波当たりは弱

い。また、浜中町霧多布の大潮時の最大干満差は約

120～160cmである。 

磯調査サイトの配置 

（点線丸内に当サイト調査地を含む） 



【磯】厚岸浜中 
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解析対象種の概要 

 

 
キタイワフジツボ 
 

生息・生育場所：潮間帯中部に生息する。 

分布：北海道 

指標性及び選定理由：優占種かつ写真から同定するこ

とが容易である。 

 

 
フクロフノリ 
 

生息・生育場所：日当たりのよい潮間帯上部の岩上に

生育する。 

分布：北海道から沖縄県 

指標性及び選定理由：優占種かつ写真から同定するこ

とが容易である。 

 

 
マツモ 
 

生息・生育場所：潮間帯中部の岩上に生育する。 

分布：北海道、本州太平洋岸犬吠崎以北 

指標性及び選定理由：優占種かつ写真から同定するこ

とが容易である。 

 

 
ピリヒバ 
 

生息・生育場所：潮間帯下部に生育する。 

分布：北海道・本州・四国・九州・沖縄県 

指標性及び選定理由：優占種かつ写真から同定するこ

とが容易である。 

 

 
キタアメリカフジツボ 
 

生息・生育場所：潮間帯中部に生息する。 

分布：北海道（北米大陸からロシアの太平洋沿岸） 

指標性及び選定理由：外来種かつ優占種で写真から同

定することが容易である。 



【磯】厚岸浜中 
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調査結果 

年月日 2021 年 7 月 23 日 
サイト 

代表者 

野田隆史 

（北海道大学大学院地球環境科学研究院） 

調査者 
立花道草・藤井玲於奈・姚 遠・米田智樹・劉 小河・新井 慧・稲冨 楽・ 

久保田畔菜（北海道大学大学院環境科学院） 

調査協力者 阿部俊朗（たくほく） 

景観 

 
調査地 

 

 
調査地 

 

写真撮影：米田智樹 

調査地点の景観に関しては、前年度（2020 年度）と比較して、特に大きな変化は見られない。 

 



【磯】厚岸浜中 
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解析対象種の出現状況とその変化 

 

解析対象種として選定した種（キタイワフジツボ、フクロフノリ、マツモ、ピリヒバ、キタア

メリカフジツボ）について、各方形枠における出現の有無を調べた。 

30 方形枠中、キタイワフジツボは 26、フクロフノリは 23、マツモは 22、ピリヒバは 14、キ

タアメリカフジツボは 20 方形枠で確認された。 

2020 年度と比較すると、キタイワフジツボは前年比−2、フクロフノリは−1、マツモは+3、

ピリヒバは±0、キタアメリカフジツボは−6 であった。 

 

 

 

 

 

 

0

5

10

15

20

25

30

2009 2010 2011 2012 2013 2014 2015 2016 2017 2018 2019 2020 2021

出
現
方
形
枠
数

キタイワフジツボ

フクロフノリ

マツモ

ピリヒバ

キタアメリカ

フジツボ

図．解析対象種の出現方形枠数の変化。2009-2021 年度の結果を示す。ただし、キタアメリカフジツボ

は 2011年度より解析対象種としている。 



【磯】厚岸浜中 
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岩温の季節変化 
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図．厚岸浜中サイトに設置した方形枠における岩温（午前 8:00）の年変化。左上段に全ての方形枠の温度変化

を表し、それ以外は各方形枠の個々の変化を示す。 
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その他特記事項 

特になし 

参考文献 

特になし 

関連業績 

特になし 
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方形枠（25 cm×25 cm）写真 

ｷﾀｲﾜ→ｷﾀｲﾜﾌｼﾞﾂﾎﾞ、ﾌﾉﾘ→ﾌｸﾛﾌﾉﾘ、ｷﾀｱﾒ→ｷﾀｱﾒﾘｶﾌｼﾞﾂﾎﾞ、1→有、0→無 

 
RSHMN01（方形枠番号 1） 
潮位：139 cm 方角：284° 傾斜：82° 
 

【解析対象種(種群)】 

ｷﾀｲﾜ：1   ﾌﾉﾘ：1   ﾏﾂﾓ：0   ﾋﾟﾘﾋﾊﾞ：0   ｷﾀｱﾒ：1 
 

 
RSHMN02（方形枠番号 2） 
潮位：113 cm 方角：160° 傾斜：40° 
 

【解析対象種(種群)】 

ｷﾀｲﾜ：1   ﾌﾉﾘ：1   ﾏﾂﾓ：1   ﾋﾟﾘﾋﾊﾞ：0   ｷﾀｱﾒ：1 
 

 
RSHMN03（方形枠番号 3） 
潮位：128 cm 方角：145° 傾斜：20° 
 

【解析対象種(種群)】 

ｷﾀｲﾜ：1   ﾌﾉﾘ：1   ﾏﾂﾓ：1    ﾋﾟﾘﾋﾊﾞ：0   ｷﾀｱﾒ：1 
 

 
RSHMN04（方形枠番号 4） 
潮位：33 cm 方角：144° 傾斜：24° 
 

【解析対象種(種群)】 

ｷﾀｲﾜ：0   ﾌﾉﾘ：0   ﾏﾂﾓ：1    ﾋﾟﾘﾋﾊﾞ：1   ｷﾀｱﾒ：0 
 

 
RSHMN05（方形枠番号 5） 
潮位：58 cm 方角：84° 傾斜：17° 
 

【解析対象種(種群)】 

ｷﾀｲﾜ：0   ﾌﾉﾘ：0   ﾏﾂﾓ：1   ﾋﾟﾘﾋﾊﾞ：1   ｷﾀｱﾒ:0 
 

 
RSHMN06（方形枠番号 6） 
潮位：29 cm 方角：105° 傾斜：24° 
 

【解析対象種(種群)】 

ｷﾀｲﾜ：1   ﾌﾉﾘ：0   ﾏﾂﾓ：1    ﾋﾟﾘﾋﾊﾞ：1   ｷﾀｱﾒ：0 
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方形枠（25 cm×25 cm）写真 

ｷﾀｲﾜ→ｷﾀｲﾜﾌｼﾞﾂﾎﾞ、ﾌﾉﾘ→ﾌｸﾛﾌﾉﾘ、ｷﾀｱﾒ→ｷﾀｱﾒﾘｶﾌｼﾞﾂﾎﾞ、1→有、0→無 

 
RSHMN07（方形枠番号 7） 
潮位：37 cm 方角：22° 傾斜：64° 
 

【解析対象種(種群)】 

ｷﾀｲﾜ：0   ﾌﾉﾘ：0   ﾏﾂﾓ：0   ﾋﾟﾘﾋﾊﾞ：1   ｷﾀｱﾒ：0 
 

 
RSHMN08（方形枠番号 8） 
潮位：76 cm 方角：30° 傾斜：55° 
 

【解析対象種(種群)】 

ｷﾀｲﾜ：1   ﾌﾉﾘ：1   ﾏﾂﾓ：1   ﾋﾟﾘﾋﾊﾞ：1   ｷﾀｱﾒ：1 
 

 
RSHMN09（方形枠番号 9） 
潮位：36 cm 方角：36° 傾斜：35° 
 

【解析対象種(種群)】 

ｷﾀｲﾜ：0   ﾌﾉﾘ：0   ﾏﾂﾓ：0   ﾋﾟﾘﾋﾊﾞ：1   ｷﾀｱﾒ：0 
 

 
RSHMN10（方形枠番号 10） 
潮位：55 cm 方角：9° 傾斜：8° 
 

【解析対象種(種群)】 

ｷﾀｲﾜ：1   ﾌﾉﾘ：1   ﾏﾂﾓ：1   ﾋﾟﾘﾋﾊﾞ：1   ｷﾀｱﾒ：1 
 

 
RSHMN11（方形枠番号 11） 
潮位：88 cm 方角：23° 傾斜：nd 
 

【解析対象種(種群)】 

ｷﾀｲﾜ：1   ﾌﾉﾘ：1   ﾏﾂﾓ：1   ﾋﾟﾘﾋﾊﾞ：1   ｷﾀｱﾒ：1 
 

 
RSHMN12*（方形枠番号 12） 
潮位：82 cm 方角：15° 傾斜：25° 
 

【解析対象種(種群)】 

ｷﾀｲﾜ：1   ﾌﾉﾘ：1   ﾏﾂﾓ：1   ﾋﾟﾘﾋﾊﾞ：1   ｷﾀｱﾒ：1 

*2017 年度に方形枠の一部に岩が堆積し、調査が不可能にな

ったため、2017 年度から 2019 年度のデータはない。しかし、

再び岩が移動したため、2020 年度から調査が可能となった。 
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方形枠（25 cm×25 cm）写真 

ｷﾀｲﾜ→ｷﾀｲﾜﾌｼﾞﾂﾎﾞ、ﾌﾉﾘ→ﾌｸﾛﾌﾉﾘ、ｷﾀｱﾒ→ｷﾀｱﾒﾘｶﾌｼﾞﾂﾎﾞ、1→有、0→無 

 
RSHMN13（方形枠番号 13） 
潮位：127 cm 方角：20° 傾斜：58° 
 

【解析対象種(種群)】 

ｷﾀｲﾜ：1   ﾌﾉﾘ：0   ﾏﾂﾓ：0   ﾋﾟﾘﾋﾊﾞ：0   ｷﾀｱﾒ：0 
 

 
RSHMN14（方形枠番号 14） 
潮位：82 cm 方角：22° 傾斜：38° 
 

【解析対象種(種群)】 

ｷﾀｲﾜ：1   ﾌﾉﾘ：0   ﾏﾂﾓ：0   ﾋﾟﾘﾋﾊﾞ：0   ｷﾀｱﾒ：0 
 

 
RSHMN15（方形枠番号 15） 
潮位：119 cm 方角：48° 傾斜：30° 
 

【解析対象種(種群)】 

ｷﾀｲﾜ：1   ﾌﾉﾘ：1   ﾏﾂﾓ：0   ﾋﾟﾘﾋﾊﾞ：0   ｷﾀｱﾒ：1 
 

 
RSHMN16（方形枠番号 16） 
潮位：89 cm 方角：97° 傾斜：89° 
 

【解析対象種(種群)】 

ｷﾀｲﾜ：1   ﾌﾉﾘ：1   ﾏﾂﾓ：0   ﾋﾟﾘﾋﾊﾞ：0   ｷﾀｱﾒ：1 
 

 
RSHMN17（方形枠番号 17） 
潮位：58 cm 方角：23° 傾斜：85° 
 

【解析対象種(種群)】 

ｷﾀｲﾜ：1   ﾌﾉﾘ：1   ﾏﾂﾓ：0   ﾋﾟﾘﾋﾊﾞ：1   ｷﾀｱﾒ：0 
 

 
RSHMN18（方形枠番号 18） 
潮位：75 cm 方角：52° 傾斜：14° 
 

【解析対象種(種群)】 

ｷﾀｲﾜ：1   ﾌﾉﾘ：1   ﾏﾂﾓ：1   ﾋﾟﾘﾋﾊﾞ：0   ｷﾀｱﾒ：1 
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方形枠（25 cm×25 cm）写真 

ｷﾀｲﾜ→ｷﾀｲﾜﾌｼﾞﾂﾎﾞ、ﾌﾉﾘ→ﾌｸﾛﾌﾉﾘ、ｷﾀｱﾒ→ｷﾀｱﾒﾘｶﾌｼﾞﾂﾎﾞ、1→有、0→無 

nd* 

 

*方形枠の前方に転石が出現し、正面から写真を

撮影することができなくなった。そのため、

2017 年度以降のデータはない。 

 

 

 

RSHMN19（方形枠番号 19） 
潮位：40 cm 方角：187° 傾斜：44° 
 

【解析対象種(種群)】 

ｷﾀｲﾜ：-   ﾌﾉﾘ：-   ﾏﾂﾓ：-   ﾋﾟﾘﾋﾊﾞ：-   ｷﾀｱﾒ：- 
 

 
RSHMN20（方形枠番号 20） 
潮位：80 cm 方角：134° 傾斜：62° 
 

【解析対象種(種群)】 

ｷﾀｲﾜ：1   ﾌﾉﾘ：1   ﾏﾂﾓ：1   ﾋﾟﾘﾋﾊﾞ：0   ｷﾀｱﾒ：1 
 

 
RSHMN21（方形枠番号 21） 
潮位：44 cm 方角：98° 傾斜：86° 
 

【解析対象種(種群)】 

ｷﾀｲﾜ：1   ﾌﾉﾘ：1   ﾏﾂﾓ：1   ﾋﾟﾘﾋﾊﾞ：1   ｷﾀｱﾒ：1 
 

 
RSHMN22（方形枠番号 22） 
潮位：125 cm 方角：100° 傾斜：21° 
 

【解析対象種(種群)】 

ｷﾀｲﾜ：1   ﾌﾉﾘ：1   ﾏﾂﾓ：1   ﾋﾟﾘﾋﾊﾞ：0   ｷﾀｱﾒ：1 
 

 
RSHMN23（方形枠番号 23） 
潮位：89 cm 方角：21° 傾斜：16° 
 

【解析対象種(種群)】 

ｷﾀｲﾜ：1   ﾌﾉﾘ：1   ﾏﾂﾓ：1   ﾋﾟﾘﾋﾊﾞ：0   ｷﾀｱﾒ：1 
 

 
RSHMN24（方形枠番号 24） 
潮位：45 cm 方角：297° 傾斜：40° 
 

【解析対象種(種群)】 

ｷﾀｲﾜ：1   ﾌﾉﾘ：1   ﾏﾂﾓ：1   ﾋﾟﾘﾋﾊﾞ：1   ｷﾀｱﾒ：0 
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方形枠（25 cm×25 cm）写真 

ｷﾀｲﾜ→ｷﾀｲﾜﾌｼﾞﾂﾎﾞ、ﾌﾉﾘ→ﾌｸﾛﾌﾉﾘ、ｷﾀｱﾒ→ｷﾀｱﾒﾘｶﾌｼﾞﾂﾎﾞ、1→有、0→無 

 
RSHMN25（方形枠番号 25） 
潮位：101 cm 方角：310° 傾斜：23° 
 

【解析対象種(種群)】 

ｷﾀｲﾜ：1   ﾌﾉﾘ：1   ﾏﾂﾓ：1   ﾋﾟﾘﾋﾊﾞ：0   ｷﾀｱﾒ：1 
 

 
RSHMN26（方形枠番号 26） 
潮位：63 cm 方角：132° 傾斜：14° 
 

【解析対象種(種群)】 

ｷﾀｲﾜ：1   ﾌﾉﾘ：1   ﾏﾂﾓ：1   ﾋﾟﾘﾋﾊﾞ：1   ｷﾀｱﾒ：1 
 

 
RSHMN27（方形枠番号 27） 
潮位：97 cm 方角：60° 傾斜：86° 
 

【解析対象種(種群)】 

ｷﾀｲﾜ：1   ﾌﾉﾘ：1   ﾏﾂﾓ：1   ﾋﾟﾘﾋﾊﾞ：0   ｷﾀｱﾒ：1 
 

 
RSHMN28（方形枠番号 28） 
潮位：51 cm 方角：121° 傾斜：39° 
 

【解析対象種(種群)】 

ｷﾀｲﾜ：1   ﾌﾉﾘ：1   ﾏﾂﾓ：1   ﾋﾟﾘﾋﾊﾞ：0   ｷﾀｱﾒ：1 
 

 
RSHMN29（方形枠番号 29） 
潮位：101 cm 方角：67° 傾斜：8° 
 

【解析対象種(種群)】 

ｷﾀｲﾜ：1   ﾌﾉﾘ：1   ﾏﾂﾓ：1   ﾋﾟﾘﾋﾊﾞ：0   ｷﾀｱﾒ：1 
 

 
RSHMN30（方形枠番号 30） 
潮位：86 cm 方角：121° 傾斜：55° 
 

【解析対象種(種群)】 

ｷﾀｲﾜ：1   ﾌﾉﾘ：1   ﾏﾂﾓ：1   ﾋﾟﾘﾋﾊﾞ：0   ｷﾀｱﾒ：1 
 



【磯】厚岸浜中 
 

24 

方形枠（25 cm×25 cm）写真 

ｷﾀｲﾜ→ｷﾀｲﾜﾌｼﾞﾂﾎﾞ、ﾌﾉﾘ→ﾌｸﾛﾌﾉﾘ、ｷﾀｱﾒ→ｷﾀｱﾒﾘｶﾌｼﾞﾂﾎﾞ、1→有、0→無 

 

 

nd* 

 

*2017 年度より RSHMN12 の代替方形枠として

設置されたが、2020 年度から RSHMN12 での調

査が可能となったため、調査を行わなかった。 

 

 

RSHMN31*（方形枠番号 31） 
潮位：82 cm 方角：15° 傾斜：25° 
 

【解析対象種(種群)】 

ｷﾀｲﾜ： -   ﾌﾉﾘ： -   ﾏﾂﾓ： -   ﾋﾟﾘﾋﾊﾞ： -   ｷﾀｱﾒ： - 

*2017 年度に設置 
 

 
RSHMN32*（方形枠番号 32） 
潮位：40 cm 方角：187° 傾斜：44° 
 

【解析対象種(種群)】 

ｷﾀｲﾜ：1   ﾌﾉﾘ：1   ﾏﾂﾓ：1   ﾋﾟﾘﾋﾊﾞ：1   ｷﾀｱﾒ：0 

*2017 年度に設置 
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安房小湊サイト 
所在地： 千葉県鴨川市 略号： RSKMN 

設置年： 2009年 海域区分： ④中部太平洋沿岸 

 

 

調査地景観 

サイト概要 

千葉県房総半島南東部に位置し、南房総国定公園

に指定されている。暖流と寒流が交わり、地域特異性

の高い生物相を形成する。 

調査地の後背地は高さ 10～20m の崖になってい

る。後背地の植生はタブノキ等の常緑広葉樹の森林

が主体となる。調査地周辺の海岸線は起伏に富んだ

岩盤からなり、岩盤は砂岩・泥岩を主体とした堆積岩

で構成されるため柔らかい。 

調査地点の周囲には多数の潮だまりが存在する。

波当たりはやや強く、海水の流動が盛んである。潮下

帯にはカジメやアラメ等が繁茂する海藻群落が広がっ

ている。調査地付近の大潮時の最大干満差は約 140

～180 cmである。 

磯調査サイトの配置 

（点線丸内に当サイト調査地を含む） 
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解析対象種の概要 

 

 
イワフジツボ 
 

生息・生育場所：内湾から外洋にかけての潮間帯上

部の岩盤上に群生する。 

分布：北海道南部以南 

指標性及び選定理由：潮間帯上部に高密度で生息す

る優占種である。イボニシ等肉食性貝類の餌とし

ても重要である。 

 

 
クロフジツボ 
 

生息・生育場所：波当たりが強い海岸の潮間帯中部

の岩盤上に群生する。 

分布：津軽海峡以南 

指標性及び選定理由：写真から同定することが容易

である。地球温暖化等の影響で南方性のミナミク

ロフジツボと置き換わる可能性がある。 

 

 
無節サンゴモ 
紅藻サンゴモ目のうち膝節を持たず岩盤表面を被覆するものを対象。 
 

生息・生育場所：潮間帯中部から潮下帯に生育する。 

分布：日本全域 

指標性及び選定理由：増加することにより他の海藻

類が生育できず、海藻類を食べる腹足類の個体密

度に影響が生じる可能性がある。 

 

 
ヒジキ 
 

生息・生育場所：潮間帯中部以下の岩の上に生育す

る。 

分布：日本全域 

指標性及び選定理由：優占種かつ写真から同定する

ことが容易である。 
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解析対象種の概要 

 

 
ケガキ 
 

生息・生育場所：波当たりが強い潮間帯中部の岩盤

上に群生する。 

分布：本州以南、南西諸島 

指標性及び選定理由：他のサイトと共通して出現す

る種である。環境変化に伴い増減や近縁種と入れ

替わる可能性がある。 

 

 
イシゲ 
 

生息・生育場所：潮間帯中部の岩上に生育する。  

分布：日本中・南部、瀬戸内海・九州・日本海南部・

沖縄県 

指標性及び選定理由：他のサイトと共通して出現す

る種である。環境変化に伴い増減する可能性があ

る。 
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調査結果 

 

 

 

年月日 2021 年 5 月 28 日 
サイト 

代表者 
村田明久（千葉県立中央博物館） 

調査者 村田明久（千葉県立中央博物館） 

調査協力者 青木美鈴・上野綾子（日本国際湿地保全連合） 

景観 

 
調査地 

 

 
調査地 

 

写真撮影：村田明久 

調査地写真（右）画像右奥に写っている崖で大きな崩落があった。調査地に直接の影響はない。 
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解析対象種の出現状況とその変化 

 

解析対象種として選定した種もしくは種群（イワフジツボ、クロフジツボ、無節サンゴモ、

ヒジキ、ケガキ、イシゲ）について、各方形枠における出現の有無を調べた。 

30 方形枠中、イワフジツボは 20、クロフジツボは 2、無節サンゴモは 26、ヒジキは 11、ケガ

キは 3、イシゲは 9 方形枠で確認された。 

30 方形枠中、解析対象種を確認することができた方形枠の数を 2020 年度と比較すると、イ

ワフジツボは前年比+1、クロフジツボは±0、無節サンゴモが+4、ヒジキが+2、ケガキが−1、イ

シゲが±0 であった。 

ただし、2020 年度の調査は例年より 3 ヶ月遅い 8 月に行っていることに留意する必要があ

る。 

 

  

図．解析対象種（種群）の出現方形枠数の変化。2009-2021年度の結果を示す。ただし、ケガキとイシゲ

は 2016年度より解析対象種としている。 
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岩温の季節変化 

 

 

 

 

 

  

図．安房小湊サイトに設置した方形枠における岩温（午前 8:00）の年変化。左上段に全ての方形枠の温度変化

を表し、それ以外は各方形枠の個々の変化を示す。 
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その他特記事項 

特になし 

参考文献 

特になし 

関連業績 

特になし 



【磯】安房小湊 

32 

方形枠（25 cm×25 cm）写真 

ｲﾜ→ｲﾜﾌｼﾞﾂﾎﾞ、ｸﾛ→ｸﾛﾌｼﾞﾂﾎﾞ、ｻﾝｺﾞﾓ→無節ｻﾝｺﾞﾓ、1→有、0→無 

 

RSKMN01（方形枠番号 1） 

潮位：155 cm 方角：106° 傾斜：78° 
 

【解析対象種(種群)】 

ｲﾜ：1   ｸﾛ：0   ｻﾝｺﾞﾓ：1   ﾋｼﾞｷ：0   ｹｶﾞｷ：0   ｲｼｹﾞ：0 
 

 

RSKMN02（方形枠番号 2） 

潮位：108 cm 方角：150° 傾斜：63° 
 

【解析対象種(種群)】 

ｲﾜ：1   ｸﾛ：0   ｻﾝｺﾞﾓ：1   ﾋｼﾞｷ：0   ｹｶﾞｷ：0   ｲｼｹﾞ：0 
 

 

RSKMN03（方形枠番号 3） 

潮位：75 cm 方角：114° 傾斜：57° 
 

【解析対象種(種群)】 

ｲﾜ：0   ｸﾛ：0   ｻﾝｺﾞﾓ：1   ﾋｼﾞｷ：0   ｹｶﾞｷ：0   ｲｼｹﾞ：0 
 

 

RSKMN04（方形枠番号 4） 

潮位：111 cm 方角：0° 傾斜：0° 
 

【解析対象種(種群)】 

ｲﾜ：0   ｸﾛ：0   ｻﾝｺﾞﾓ：1   ﾋｼﾞｷ：0   ｹｶﾞｷ：0   ｲｼｹﾞ：0 
 

 

RSKMN05（方形枠番号 5） 

潮位：79 cm 方角：194° 傾斜：62° 
 

【解析対象種(種群)】 

ｲﾜ：0   ｸﾛ：0   ｻﾝｺﾞﾓ：1   ﾋｼﾞｷ：0   ｹｶﾞｷ：0   ｲｼｹﾞ：0 
 

 

RSKMN06（方形枠番号 6） 

潮位：75 cm 方角：323° 傾斜：5° 
 

【解析対象種(種群)】 

ｲﾜ：0   ｸﾛ：0   ｻﾝｺﾞﾓ：1   ﾋｼﾞｷ：1   ｹｶﾞｷ：0   ｲｼｹﾞ：0 
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方形枠（25 cm×25 cm）写真 

ｲﾜ→ｲﾜﾌｼﾞﾂﾎﾞ、ｸﾛ→ｸﾛﾌｼﾞﾂﾎﾞ、ｻﾝｺﾞﾓ→無節ｻﾝｺﾞﾓ、1→有、0→無 

 

RSKMN07（方形枠番号 7） 

潮位：39 cm 方角：3° 傾斜：15° 
 

【解析対象種(種群)】 

ｲﾜ：0   ｸﾛ：0   ｻﾝｺﾞﾓ：0   ﾋｼﾞｷ：1   ｹｶﾞｷ：0   ｲｼｹﾞ：0 
 

 

RSKMN08（方形枠番号 8） 

潮位：54 cm 方角：15° 傾斜：12° 
 

【解析対象種(種群)】 

ｲﾜ：0   ｸﾛ：0   ｻﾝｺﾞﾓ：1   ﾋｼﾞｷ：1   ｹｶﾞｷ：0   ｲｼｹﾞ：0 
 

 

RSKMN09（方形枠番号 9） 

潮位：84 cm 方角：355° 傾斜：15° 
 

【解析対象種(種群)】 

ｲﾜ：1   ｸﾛ：0   ｻﾝｺﾞﾓ：1   ﾋｼﾞｷ：0   ｹｶﾞｷ：0   ｲｼｹﾞ：1 
 

 

RSKMN10（方形枠番号 10） 

潮位：133 cm 方角：310° 傾斜：60° 
 

【解析対象種(種群)】 

ｲﾜ：1   ｸﾛ：0   ｻﾝｺﾞﾓ：1   ﾋｼﾞｷ：0   ｹｶﾞｷ：0   ｲｼｹﾞ：0 
 

 

RSKMN11（方形枠番号 11） 

潮位：131 cm 方角：109° 傾斜：88° 
 

【解析対象種(種群)】 

ｲﾜ：1   ｸﾛ：1   ｻﾝｺﾞﾓ：1   ﾋｼﾞｷ：0   ｹｶﾞｷ：0   ｲｼｹﾞ：0 
 

 

RSKMN12（方形枠番号 12） 

潮位：102 cm 方角：109° 傾斜：25° 
 

【解析対象種(種群)】 

ｲﾜ：1   ｸﾛ：1   ｻﾝｺﾞﾓ：1   ﾋｼﾞｷ：1   ｹｶﾞｷ：0   ｲｼｹﾞ：1 
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方形枠（25 cm×25 cm）写真 

ｲﾜ→ｲﾜﾌｼﾞﾂﾎﾞ、ｸﾛ→ｸﾛﾌｼﾞﾂﾎﾞ、ｻﾝｺﾞﾓ→無節ｻﾝｺﾞﾓ、1→有、0→無 

 

RSKMN13（方形枠番号 13） 

潮位：173 cm 方角：210° 傾斜：54° 
 

【解析対象種(種群)】 

ｲﾜ：0   ｸﾛ：0   ｻﾝｺﾞﾓ：0   ﾋｼﾞｷ：0   ｹｶﾞｷ：0   ｲｼｹﾞ：0 
 

 

RSKMN14（方形枠番号 14） 

潮位：154 cm 方角：160° 傾斜：10° 
 

【解析対象種(種群)】 

ｲﾜ：1   ｸﾛ：0   ｻﾝｺﾞﾓ：1   ﾋｼﾞｷ：0   ｹｶﾞｷ：0   ｲｼｹﾞ：0 
 

 

RSKMN15（方形枠番号 15） 

潮位：175 cm 方角：161° 傾斜：70° 
 

【解析対象種(種群)】 

ｲﾜ：1   ｸﾛ：0   ｻﾝｺﾞﾓ：0   ﾋｼﾞｷ：0   ｹｶﾞｷ：0   ｲｼｹﾞ：0 
 

 

RSKMN16（方形枠番号 16） 

潮位：85 cm 方角：44° 傾斜：11° 
 

【解析対象種(種群)】 

ｲﾜ：1   ｸﾛ：0   ｻﾝｺﾞﾓ：1   ﾋｼﾞｷ：0   ｹｶﾞｷ：0   ｲｼｹﾞ：1 
 

 

RSKMN17（方形枠番号 17） 

潮位：46 cm 方角：10° 傾斜：9° 
 

【解析対象種(種群)】 

ｲﾜ：0   ｸﾛ：0   ｻﾝｺﾞﾓ：1   ﾋｼﾞｷ：1   ｹｶﾞｷ：0   ｲｼｹﾞ：0 
 

 

RSKMN18（方形枠番号 18） 

潮位：110 cm 方角：106° 傾斜：3° 
 

【解析対象種(種群)】 

ｲﾜ：1   ｸﾛ：0   ｻﾝｺﾞﾓ：1   ﾋｼﾞｷ：0   ｹｶﾞｷ：0   ｲｼｹﾞ：1 
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方形枠（25 cm×25 cm）写真 

ｲﾜ→ｲﾜﾌｼﾞﾂﾎﾞ、ｸﾛ→ｸﾛﾌｼﾞﾂﾎﾞ、ｻﾝｺﾞﾓ→無節ｻﾝｺﾞﾓ、1→有、0→無 

 

RSKMN19（方形枠番号 19） 

潮位：53 cm 方角：131° 傾斜：54° 
 

【解析対象種(種群)】 

ｲﾜ：0   ｸﾛ：0   ｻﾝｺﾞﾓ：1   ﾋｼﾞｷ：1   ｹｶﾞｷ：0   ｲｼｹﾞ：0 
 

 

RSKMN20（方形枠番号 20） 

潮位：89 cm 方角：120° 傾斜：35° 
 

【解析対象種(種群)】 

ｲﾜ：1   ｸﾛ：0   ｻﾝｺﾞﾓ：1   ﾋｼﾞｷ：0   ｹｶﾞｷ：0   ｲｼｹﾞ：1 
 

 

RSKMN21（方形枠番号 21） 

潮位：128 cm 方角：178° 傾斜：4° 
 

【解析対象種(種群)】 

ｲﾜ：1   ｸﾛ：0   ｻﾝｺﾞﾓ：1   ﾋｼﾞｷ：0   ｹｶﾞｷ：1   ｲｼｹﾞ：0 
 

 

RSKMN22（方形枠番号 22） 

潮位：53 cm 方角：160° 傾斜：90° 
 

【解析対象種(種群)】 

ｲﾜ：1   ｸﾛ：0   ｻﾝｺﾞﾓ：1   ﾋｼﾞｷ：1   ｹｶﾞｷ：0   ｲｼｹﾞ：1 
 

 

RSKMN23（方形枠番号 23） 

潮位：56 cm 方角：330° 傾斜：69° 
 

【解析対象種(種群)】 

ｲﾜ：0   ｸﾛ：0   ｻﾝｺﾞﾓ：1   ﾋｼﾞｷ：1   ｹｶﾞｷ：0   ｲｼｹﾞ：0 
 

 

RSKMN24（方形枠番号 24） 

潮位：84 cm 方角：246° 傾斜：38° 
 

【解析対象種(種群)】 

ｲﾜ：1   ｸﾛ：0   ｻﾝｺﾞﾓ：1   ﾋｼﾞｷ：1   ｹｶﾞｷ：0   ｲｼｹﾞ：1 
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方形枠（25 cm×25 cm）写真 

ｲﾜ→ｲﾜﾌｼﾞﾂﾎﾞ、ｸﾛ→ｸﾛﾌｼﾞﾂﾎﾞ、ｻﾝｺﾞﾓ→無節ｻﾝｺﾞﾓ、1→有、0→無 

 

RSKMN25（方形枠番号 25） 

潮位：81 cm 方角：189° 傾斜：91° 
 

【解析対象種(種群)】 

ｲﾜ：1   ｸﾛ：0   ｻﾝｺﾞﾓ：1   ﾋｼﾞｷ：1   ｹｶﾞｷ：0   ｲｼｹﾞ：1 
 

 

RSKMN26（方形枠番号 26） 

潮位：59 cm 方角：194° 傾斜：4° 

【解析対象種(種群)】 

ｲﾜ：1   ｸﾛ：0   ｻﾝｺﾞﾓ：1   ﾋｼﾞｷ：1   ｹｶﾞｷ：0   ｲｼｹﾞ：1 
 

 

RSKMN27（方形枠番号 27） 

潮位：106 cm 方角：220° 傾斜：20° 
 

【解析対象種(種群)】 

ｲﾜ：1   ｸﾛ：0   ｻﾝｺﾞﾓ：1   ﾋｼﾞｷ：0   ｹｶﾞｷ：0   ｲｼｹﾞ：0 
 

 

RSKMN28（方形枠番号 28） 

潮位：119 cm 方角：128° 傾斜：9° 
 

【解析対象種(種群)】 

ｲﾜ：1   ｸﾛ：0   ｻﾝｺﾞﾓ：1   ﾋｼﾞｷ：0   ｹｶﾞｷ：1   ｲｼｹﾞ：0 
 

 

RSKMN29（方形枠番号 29） 

潮位：118 cm 方角：197° 傾斜：51° 
 

【解析対象種(種群)】 

ｲﾜ：1   ｸﾛ：0   ｻﾝｺﾞﾓ：1   ﾋｼﾞｷ：0   ｹｶﾞｷ：0   ｲｼｹﾞ：0 
 

 

RSKMN30（方形枠番号 30） 

潮位：120 cm 方角：156° 傾斜：46° 
 

【解析対象種(種群)】 

ｲﾜ：1   ｸﾛ：0   ｻﾝｺﾞﾓ：0   ﾋｼﾞｷ：0   ｹｶﾞｷ：1   ｲｼｹﾞ：0 
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大阪湾サイト 
所在地： 大阪府泉南郡岬町 略号： RSOSK 

設置年： 2010年 海域区分： ③瀬戸内海沿岸 

 

調査地景観 

サイト概要 

大阪府泉南郡岬町豊国崎の磯で、大阪湾の南東岸に位

置する。本サイトは瀬戸内海国立公園及び大阪府指定小島

自然海浜保全地区に指定され、大阪府下では数少ない自然

海岸である。また、生物多様性保全上重要な湿地（以下「重

要湿地」という。）にも選定されている。大阪湾東岸で唯一残

された自然岩礁であり、都市部にある内湾の磯浜として、各

種の人為的影響を検出する上でも調査の意義が極めて高

い。 

後背の崖の上部の植生はウバメガシ、トベラ、モチノキ、

マサキ等からなる。海岸線は侵食された崖や岩礁からなり、

転石も見られる。豊国崎一帯は和泉層群からなり、地質は

砂岩と泥岩の互層である。 

調査地には潮だまりはほとんどない。沖合に波当たりを防

ぐ地形や構造物はないが、調査地は大阪湾内であり、風雨

の激しい時を除けば波当たりはおだやかなことが多い。最干

潮線より数メートル内外の沖合に水没しない岩礁が点在して

いる。サイト付近の大潮時の最大干満差は約 150～170cm

である。 

磯調査サイトの配置 

（点線丸内に当サイト調査地を含む） 
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解析対象種の概要 

 

 
イワフジツボ 
 

生息・生育場所：内湾から外洋にかけての潮間帯上

部の岩盤上に群生する。 

分布：北海道南部以南 

指標性及び選定理由：優占種で高潮位帯に群生し、

他のサイトと共通して出現する種である。写真か

ら同定することが容易である。 

 

 
クロフジツボ 
 

生息・生育場所：波当たりが強い海岸の潮間帯中部

の岩盤上に群生する。 

分布：津軽海峡以南 

指標性及び選定理由：他のサイトと共通して出現す

る種で写真から同定することが容易である。 

 

 
無節サンゴモ 
紅藻サンゴモ目のうち膝節を持たず岩盤表面を被覆するものを対象。 
 

生息・生育場所：潮間帯中部から潮下帯に生育 

する。 

分布：日本全域  

指標性及び選定理由：優占種かつ他のサイトと共通

して出現する種群である。本サイトに出現する種

類は南方性であるため高水温等の変化に対する

指標となりうる。磯焼けとの関連性も示唆され

る。 

 

 
ケガキ 
 

生息・生育場所：波当たりが強い潮間帯中部の岩盤

上に群生する。 

分布：本州以南、南西諸島 

指標性及び選定理由：優占種かつ他のサイトと共通

して出現する種である。今後の環境変化に伴い増

減や近縁他種と入れ替わる（その場合、本種は減

少）可能性がある。 
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解析対象種の概要 

 

 
ヒジキ 
 

生息・生育場所：潮間帯中部以下の岩の上に生育す

る。 

分布：日本全域 

指標性及び選定理由：他のサイトと共通して出現

し、潮間帯中部以下における優占種である。 

 

 
カメノテ 
 

生息・生育場所：潮間帯上部の岩の裂け目や岩盤上

に群生する。 

分布：本州以南 

指標性及び選定理由：他のサイトと共通して出現す

る種である。比較的寿命が長いと思われるため、

長期的な環境変化の指標となりうる。写真から同

定することが容易である。 

 

 
イシゲ 
 

生息・生育場所：潮間帯中部の岩上に生育する。  

分布：日本中・南部、瀬戸内海・九州・日本海南部・

沖縄県 

指標性及び選定理由：他のサイトと共通して出現す

る種である。環境変化に伴い増減する可能性があ

る。 
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調査結果 

年月日 2021 年 6 月 24、25 日 
サイト 

代表者 
石田 惣（大阪市立自然史博物館） 

調査者 石田 惣（大阪市立自然史博物館） 

調査協力者 － 

景観 

 

調査地 

 

 

調査地 

 

写真撮影：石田 惣 

景観全体としては、前年度（2020 年度）と比較して、大きな変化は認められなかった。 
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解析対象種の出現状況とその変化 

 

解析対象種として選定した種もしくは種群（イワフジツボ、クロフジツボ、無節サンゴモ、

ケガキ、ヒジキ、カメノテ、イシゲ）について、各方形枠における出現の有無を調べた。 

30 方形枠中、イワフジツボは 18、クロフジツボは 11、無節サンゴモは 24、ケガキは 7、ヒジ

キは 14、カメノテは 5、イシゲは 1 方形枠で確認された。 

2020 年度と比較すると、イワフジツボは前年比−2、クロフジツボは−1、無節サンゴモは+3、

ケガキは−10、ヒジキは±0、カメノテは−1、イシゲは+1 であった。 

ヒジキの出現方形枠数は 2010 年度以来、前年度を下回ったことがない。また、無節サンゴモ

の出現方形枠数は 2010 年度以来最も高い値であった。 

 

 

 

 

 

  

 

0
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10

15

20

25

30

2010 2011 2012 2013 2014 2015 2016 2017 2018 2019 2020 2021

出
現
方
形
枠
数

イワフジツボ

クロフジツボ

無節サンゴモ

ケガキ

ヒジキ

カメノテ

イシゲ

図．解析対象種（種群）の出現方形枠数の変化。2010-2021 年度の結果を示す。ただし、カメノテと

イシゲは 2016年度より解析対象種としている。 
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岩温の季節変化 
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図．大阪湾サイトに設置した方形枠における岩温（午前 8:00）の年変化。左上段に全ての方形枠の温度変化

を表し、それ以外は各方形枠の個々の変化を示す。 
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その他特記事項 

特になし 

参考文献 

特になし 

関連業績 

石田 惣 (2021) クロフジツボは何年生きるのか. Nature Study, 67(8):9 
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方形枠（25 cm×25 cm）写真 

ｲﾜ→ｲﾜﾌｼﾞﾂﾎﾞ、ｸﾛ→ｸﾛﾌｼﾞﾂﾎﾞ、ｻﾝｺﾞﾓ→無節ｻﾝｺﾞﾓ、1→有、0→無 

 

RSOSK01（方形枠番号 1） 

潮位：108 cm 方角：Flat 傾斜：0° 

【解析対象種(種群)】 

ｲﾜ：1     ｸﾛ：0     ｻﾝｺﾞﾓ：0   ｹｶﾞｷ：1 

ﾋｼﾞｷ：0   ｶﾒﾉﾃ：0   ｲｼｹﾞ：0 
 

 

RSOSK02（方形枠番号 2） 

潮位：102 cm 方角：290° 傾斜：59° 
 

【解析対象種(種群)】 

ｲﾜ：1     ｸﾛ：1     ｻﾝｺﾞﾓ：1   ｹｶﾞｷ：1 

ﾋｼﾞｷ：0   ｶﾒﾉﾃ：1   ｲｼｹﾞ：0 
 

 

RSOSK03（方形枠番号 3） 

潮位：91 cm 方角：230° 傾斜：86° 
 

【解析対象種(種群)】 

ｲﾜ：1     ｸﾛ：1     ｻﾝｺﾞﾓ：1   ｹｶﾞｷ：0 

ﾋｼﾞｷ：0   ｶﾒﾉﾃ：1   ｲｼｹﾞ：0 
 

 

RSOSK04（方形枠番号 4） 

潮位：89 cm 方角：300° 傾斜：2° 
 

【解析対象種(種群)】 

ｲﾜ：1     ｸﾛ：1     ｻﾝｺﾞﾓ：1   ｹｶﾞｷ：0 

ﾋｼﾞｷ：0   ｶﾒﾉﾃ：0   ｲｼｹﾞ：0 
 

 

RSOSK05（方形枠番号 5） 

潮位：85 cm 方角：45° 傾斜：74° 
 

【解析対象種(種群)】 

ｲﾜ：0     ｸﾛ：1     ｻﾝｺﾞﾓ：1   ｹｶﾞｷ：0 

ﾋｼﾞｷ：1   ｶﾒﾉﾃ：0   ｲｼｹﾞ：0 
 

 

RSOSK06（方形枠番号 6） 

潮位：66 cm 方角：35° 傾斜：78° 

【解析対象種(種群)】 

ｲﾜ：0     ｸﾛ：0     ｻﾝｺﾞﾓ：1   ｹｶﾞｷ：0 

ﾋｼﾞｷ：1   ｶﾒﾉﾃ：0   ｲｼｹﾞ：0 
 



【磯】大阪湾 

 

45 

方形枠（25 cm×25 cm）写真 

ｲﾜ→ｲﾜﾌｼﾞﾂﾎﾞ、ｸﾛ→ｸﾛﾌｼﾞﾂﾎﾞ、ｻﾝｺﾞﾓ→無節ｻﾝｺﾞﾓ、1→有、0→無 

 

RSOSK07（方形枠番号 7） 

潮位：62 cm 方角：165° 傾斜：72° 
 

【解析対象種(種群)】 

ｲﾜ：0     ｸﾛ：0     ｻﾝｺﾞﾓ：1   ｹｶﾞｷ：0 

ﾋｼﾞｷ：1   ｶﾒﾉﾃ：0   ｲｼｹﾞ：0 
 

 

RSOSK08（方形枠番号 8） 

潮位：57 cm 方角：92° 傾斜：12° 
 

【解析対象種(種群)】 

ｲﾜ：0     ｸﾛ：0     ｻﾝｺﾞﾓ：1   ｹｶﾞｷ：0 

ﾋｼﾞｷ：1   ｶﾒﾉﾃ：0   ｲｼｹﾞ：0 
 

 

RSOSK09（方形枠番号 9） 

潮位：50 cm 方角：12° 傾斜：53° 
 

【解析対象種(種群)】 

ｲﾜ：0     ｸﾛ：0     ｻﾝｺﾞﾓ：1   ｹｶﾞｷ：0 

ﾋｼﾞｷ：0   ｶﾒﾉﾃ：0   ｲｼｹﾞ：0 
 

 

RSOSK10（方形枠番号 10） 

潮位：91 cm 方角：110° 傾斜：28° 
 

【解析対象種(種群)】 

ｲﾜ：1     ｸﾛ：1     ｻﾝｺﾞﾓ：1   ｹｶﾞｷ：1 

ﾋｼﾞｷ：1   ｶﾒﾉﾃ：1   ｲｼｹﾞ：0 
 

 

RSOSK11（方形枠番号 11） 

潮位：81 cm 方角：50° 傾斜：45° 
 

【解析対象種(種群)】 

ｲﾜ：0     ｸﾛ：1     ｻﾝｺﾞﾓ：1   ｹｶﾞｷ：0 

ﾋｼﾞｷ：1   ｶﾒﾉﾃ：0   ｲｼｹﾞ：0 
 

 

RSOSK12（方形枠番号 12） 

潮位：41 cm 方角：70° 傾斜：16° 
 

【解析対象種(種群)】 

ｲﾜ：0     ｸﾛ：0     ｻﾝｺﾞﾓ：1   ｹｶﾞｷ：0 

ﾋｼﾞｷ：0   ｶﾒﾉﾃ：0   ｲｼｹﾞ：0 
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方形枠（25 cm×25 cm）写真 

ｲﾜ→ｲﾜﾌｼﾞﾂﾎﾞ、ｸﾛ→ｸﾛﾌｼﾞﾂﾎﾞ、ｻﾝｺﾞﾓ→無節ｻﾝｺﾞﾓ、1→有、0→無 

 

RSOSK13（方形枠番号 13） 

潮位：101 cm 方角：210° 傾斜：10° 
 

【解析対象種(種群)】 

ｲﾜ：1     ｸﾛ：1     ｻﾝｺﾞﾓ：0   ｹｶﾞｷ：0 

ﾋｼﾞｷ：0   ｶﾒﾉﾃ：0   ｲｼｹﾞ：0 
 

 

RSOSK14（方形枠番号 14） 

潮位：88 cm 方角：10° 傾斜：27° 
 

【解析対象種(種群)】 

ｲﾜ：1     ｸﾛ：1     ｻﾝｺﾞﾓ：1   ｹｶﾞｷ：0 

ﾋｼﾞｷ：0   ｶﾒﾉﾃ：1   ｲｼｹﾞ：0 
 

 

RSOSK15（方形枠番号 15） 

潮位：63 cm 方角：180° 傾斜：44° 
 

【解析対象種(種群)】 

ｲﾜ：1     ｸﾛ：0     ｻﾝｺﾞﾓ：1   ｹｶﾞｷ：0 

ﾋｼﾞｷ：1   ｶﾒﾉﾃ：0   ｲｼｹﾞ：0 
 

 

RSOSK16（方形枠番号 16） 

潮位：52 cm 方角：160° 傾斜：46° 
 

【解析対象種(種群)】 

ｲﾜ：0     ｸﾛ：0     ｻﾝｺﾞﾓ：1   ｹｶﾞｷ：0 

ﾋｼﾞｷ：1   ｶﾒﾉﾃ：0   ｲｼｹﾞ：0 
 

 

RSOSK17（方形枠番号 17） 

潮位：34 cm 方角：110° 傾斜：43° 
 

【解析対象種(種群)】 

ｲﾜ：0     ｸﾛ：0     ｻﾝｺﾞﾓ：1   ｹｶﾞｷ：0 

ﾋｼﾞｷ：1   ｶﾒﾉﾃ：0   ｲｼｹﾞ：0 
 

 

RSOSK18（方形枠番号 18） 

潮位：147 cm 方角：350° 傾斜：32° 
 

【解析対象種(種群)】 

ｲﾜ：1     ｸﾛ：1     ｻﾝｺﾞﾓ：0   ｹｶﾞｷ：0 

ﾋｼﾞｷ：0   ｶﾒﾉﾃ：0   ｲｼｹﾞ：0 
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方形枠（25 cm×25 cm）写真 

ｲﾜ→ｲﾜﾌｼﾞﾂﾎﾞ、ｸﾛ→ｸﾛﾌｼﾞﾂﾎﾞ、ｻﾝｺﾞﾓ→無節ｻﾝｺﾞﾓ、1→有、0→無 

 

RSOSK19（方形枠番号 19） 

潮位：140 cm 方角：230° 傾斜：43° 
 

【解析対象種(種群)】 

ｲﾜ：1     ｸﾛ：0     ｻﾝｺﾞﾓ：0   ｹｶﾞｷ：0 

ﾋｼﾞｷ：0   ｶﾒﾉﾃ：0   ｲｼｹﾞ：0 
 

 

RSOSK20（方形枠番号 20） 

潮位：140 cm 方角：350° 傾斜：5° 
 

【解析対象種(種群)】 

ｲﾜ：1     ｸﾛ：0     ｻﾝｺﾞﾓ：0   ｹｶﾞｷ：1 

ﾋｼﾞｷ：0   ｶﾒﾉﾃ：0   ｲｼｹﾞ：0 
 

 

RSOSK21（方形枠番号 21） 

潮位：108 cm 方角：81° 傾斜：49° 
 

【解析対象種(種群)】 

ｲﾜ：1     ｸﾛ：1     ｻﾝｺﾞﾓ：1   ｹｶﾞｷ：1 

ﾋｼﾞｷ：0   ｶﾒﾉﾃ：1   ｲｼｹﾞ：0 
 

 

RSOSK22（方形枠番号 22） 

潮位：92 cm 方角：230° 傾斜：72° 
 

【解析対象種(種群)】 

ｲﾜ：1     ｸﾛ：1     ｻﾝｺﾞﾓ：1   ｹｶﾞｷ：1 

ﾋｼﾞｷ：0   ｶﾒﾉﾃ：0   ｲｼｹﾞ：0 
 

 

RSOSK23（方形枠番号 23） 

潮位：76 cm 方角：320° 傾斜：90° 
 

【解析対象種(種群)】 

ｲﾜ：1     ｸﾛ：0     ｻﾝｺﾞﾓ：1   ｹｶﾞｷ：0 

ﾋｼﾞｷ：1   ｶﾒﾉﾃ：0   ｲｼｹﾞ：0 
 

 

nd* 

 

*2015 年度に方形枠を設置した岩の一部が崩

落したため、2015 年度以降のデータはない。 

 

 

RSOSK24（方形枠番号 24） 

潮位：173  cm 方角：0° 傾斜：71° 

【解析対象種(種群)】 

ｲﾜ：-     ｸﾛ：-     ｻﾝｺﾞﾓ：-   ｹｶﾞｷ：- 

ﾋｼﾞｷ：-   ｶﾒﾉﾃ：-   ｲｼｹﾞ：- 
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方形枠（25 cm×25 cm）写真 

ｲﾜ→ｲﾜﾌｼﾞﾂﾎﾞ、ｸﾛ→ｸﾛﾌｼﾞﾂﾎﾞ、ｻﾝｺﾞﾓ→無節ｻﾝｺﾞﾓ、1→有、0→無 

 

RSOSK25（方形枠番号 25） 

潮位：63 cm 方角：120°  傾斜：2°  
 

【解析対象種(種群)】 

ｲﾜ：0     ｸﾛ：0     ｻﾝｺﾞﾓ：1   ｹｶﾞｷ：0 

ﾋｼﾞｷ：1   ｶﾒﾉﾃ：0   ｲｼｹﾞ：0 
 

 

RSOSK26（方形枠番号 26） 

潮位：42 cm 方角：340°  傾斜：62°  
 

【解析対象種(種群)】 

ｲﾜ：0     ｸﾛ：0     ｻﾝｺﾞﾓ：1   ｹｶﾞｷ：0 

ﾋｼﾞｷ：0   ｶﾒﾉﾃ：0   ｲｼｹﾞ：0 
 

 

RSOSK27（方形枠番号 27） 

潮位：53 cm 方角：150°  傾斜：34°  
 

【解析対象種(種群)】 

ｲﾜ：1     ｸﾛ：0     ｻﾝｺﾞﾓ：1   ｹｶﾞｷ：0 

ﾋｼﾞｷ：1   ｶﾒﾉﾃ：0   ｲｼｹﾞ：0 
 

 

RSOSK28（方形枠番号 28） 

潮位：60 cm 方角：352°  傾斜：45°  
 

【解析対象種(種群)】 

ｲﾜ：1     ｸﾛ：0     ｻﾝｺﾞﾓ：1   ｹｶﾞｷ：1 

ﾋｼﾞｷ：1   ｶﾒﾉﾃ：0   ｲｼｹﾞ：1 
 

 

RSOSK29（方形枠番号 29） 

潮位：41 cm 方角：180°  傾斜：6°  
 

【解析対象種(種群)】 

ｲﾜ：0     ｸﾛ：0     ｻﾝｺﾞﾓ：1   ｹｶﾞｷ：0 

ﾋｼﾞｷ：0   ｶﾒﾉﾃ：0   ｲｼｹﾞ：0 
 

 

RSOSK30（方形枠番号 30） 

潮位：62 cm 方角：150°  傾斜：9°  
 

【解析対象種(種群)】 

ｲﾜ：1     ｸﾛ：0     ｻﾝｺﾞﾓ：1   ｹｶﾞｷ：0 

ﾋｼﾞｷ：1   ｶﾒﾉﾃ：0   ｲｼｹﾞ：0 
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方形枠（25 cm×25 cm）写真 

ｲﾜ→ｲﾜﾌｼﾞﾂﾎﾞ、ｸﾛ→ｸﾛﾌｼﾞﾂﾎﾞ、ｻﾝｺﾞﾓ→無節ｻﾝｺﾞﾓ、1→有、0→無 

 

RSOSK31*（方形枠番号 31） 

潮位：173 cm 方角：0°  傾斜：71°  
 

【解析対象種(種群)】 

ｲﾜ：1     ｸﾛ：0     ｻﾝｺﾞﾓ：0   ｹｶﾞｷ：0 

ﾋｼﾞｷ：0   ｶﾒﾉﾃ：0   ｲｼｹﾞ：0 

*2015 年度に設置 
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南紀白浜サイト 
所在地： 和歌山県西牟婁郡白浜町 略号： RSSRH 

設置年： 2008年 海域区： 

分： 

⑤西部太平洋沿岸等 

 

調査地景観 

サイト概要 

黒潮の影響を受ける番所崎と呼ばれる和歌山県西牟婁

郡白浜町の海岸に位置し、田辺湾の湾口南側の最外縁に

あたる。この番所崎は吉野熊野国立公園の海域公園地区

に指定されており、重要湿地にも選ばれている場所であ

る。 

番所崎北西斜面は高さ約10～20mの崖状になっている。

後背地の植生はマツ林が主体となる。周辺は大小の島状

岩礁が点在し、調査サイトは干潮時に台地状の地形が露

出する。台地の立ち上がり部分を中心に傾斜が強く、台地

の上面は比較的緩やかである。浸食により露出した礫によ

り表面には凹凸が形成される。底質構成は、ほとんどが礫

岩質である。番所崎一帯は田辺層群を傾斜不整合で覆う

塔島礫岩層からなる。 

調査サイトの周囲には潮だまりが点在するが、方形枠の

設置場所には含まれない。調査サイトは大小の島状岩礁に

囲まれているが、台風が接近するなどの風雨の激しい時は

直接的に強い波浪を受けるとみられる。田辺湾は大潮時の

最大干満差は約 180～200cmである。 

磯調査サイトの配置 

（点線丸内に当サイト調査地を含む） 
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解析対象種の概要 

 

 

イワフジツボ 

 

生息・生育場所：内湾から外洋にかけての潮間帯上

部の岩盤上に群生する。 

分布：北海道南部以南 

指標性及び選定理由：優占種かつ他のサイトと共通

して出現する種である。高潮位帯に群生し、写真

から同定することが容易である。 

 

 

クログチ 

 

生息・生育場所：潮間帯上部から中部に生息する。 

分布：房総半島以南 

指標性及び選定理由：優占種で高潮位帯に多く見ら

れ、写真から同定することが容易である。 

 

 

クロフジツボ 

 

生息・生育場所：波当たりが強い海岸の潮間帯中部

の岩盤上に群生する。 

分布：津軽海峡以南 

指標性及び選定理由：他のサイトと共通して出現す

る種であり、比較的寿命が長いと思われるため、

長期的な環境変化の指標となりうる。写真から同

定することが容易である。 

 

 

カメノテ 

 

生息・生育場所：潮間帯上部の岩の裂け目や岩盤上

に群生する。 

分布：本州以南 

指標性及び選定理由：比較的寿命が長いと思われる

ため、長期的な環境変化の指標となりうる。写真

から同定することが容易である。 
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解析対象種の概要 

 

 
緑藻綱（アオサ類）* 
 

生息・生育場所：外海・内海の潮間帯上部の岩の表

面に生育する。 

分布：日本中部・南部太平洋岸・九州・沖縄県 

指標性及び選定理由：海藻類の中でも写真から同定

することが容易である。 

 
*2013 年度まで「ボタンアオサ」と呼んでいた種であるが、複数種

群であることが分かり呼称を変更した。 

 

 
無節サンゴモ 
紅藻サンゴモ目のうち膝節を持たず岩盤表面を被覆するものを対象。 

 

生息・生育場所：潮間帯中部から潮下帯に生育する。 

分布：日本全域 

指標性及び選定理由：優占種かつ他のサイトと共通

して出現する種である。南方性であるため、高水

温等の変化に対する指標となりうる。磯焼けとの

関連性も示唆される。 

 

 
ヒバリガイモドキ 
 

生息・生育場所：潮間帯中部から潮下帯に生息する。 

分布：房総半島・日本海中部以南 

指標性及び選定理由：写真から同定することが容易

である。南方性であるため、高水温等の変化に対

する指標となりうる。 

 

 
ケガキ* 
 

生息・生育場所：波当たりが強い潮間帯中部の岩盤

上に群生する。 

分布：本州以南、南西諸島 

指標性及び選定理由：他のサイトと共通して出現す

る種である。環境変化に伴い増減する可能性があ

る。 

*写真は大阪湾サイトで撮影。 
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解析対象種の概要 

 

 
ヒジキ* 
 

生息・生育場所：潮間帯中部以下の岩の上に生育す

る。 

分布：日本全域 

指標性及び選定理由：他のサイトと共通して出現す

る種である。巻貝類やヤドカリ類が干潮時の乾

燥・日射を避ける場として利用される。環境変化

に伴い増減する可能性がある。 

*写真は大阪湾サイトで撮影。 

 

 
イシゲ* 
 

生息・生育場所：潮間帯中部の岩上に生育する。  

分布：日本中・南部、瀬戸内海・九州・日本海南部・

沖縄県 

指標性及び選定理由：他のサイトと共通して出現す

る種である。環境変化に伴い増減する可能性があ

る。 

*写真は大阪湾サイトで撮影。 
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調査結果 

年月日 2021 年 6 月 14、15 日 
サイト 

代表者 
石田 惣（大阪市立自然史博物館） 

調査者 
石田 惣（大阪市立自然史博物館）、小林元樹（京都大学フィールド科学教育

研究センター瀬戸臨海実験所） 

調査協力者 － 

景観 

 
調査地 

 

 

調査地 

 

写真撮影：石田 惣 

2008 年度の方形枠設置時点と比較して、地形等の環境に大きな変化は認められなかった。 
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解析対象種の出現状況とその変化 

解析対象種として選定した種もしくは種群（イワフジツボ、クログチ、クロフジツボ、カメ

ノテ、緑藻綱（アオサ類）、無節サンゴモ、ヒバリガイモドキ、ケガキ、ヒジキ、イシゲ）につ

いて、各方形枠における出現の有無を調べた。 

30 方形枠中、イワフジツボは 20、クログチは 13、クロフジツボは 14、カメノテは 7、緑藻綱

（アオサ類）は 23、無節サンゴモは 26、ヒバリガイモドキは 5、ケガキは 19、ヒジキは 3 方形

枠で確認された。イシゲの方形枠内での生育は確認されなかった。 

2020 年度と比較すると、イワフジツボが確認された方形枠数は前年比−1、クログチは±0、ク

ロフジツボ−2、カメノテ−2、緑藻綱（アオサ類）+5、無節サンゴモ+3、ヒバリガイモドキ±0、

ケガキ−1、ヒジキ+1、イシゲ±0 であった。 
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図．解析対象種（種群）の出現方形枠数の変化。2009-2021 年度の結果を示す。ただし、ケガキ・ヒジキ・

イシゲは 2016年度より解析対象種としている。 
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岩温の季節変化 
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図．南紀白浜サイトに設置した方形枠における岩温（午前 8:00）の年変化。左上段に全ての方形枠の温度変化

を表し、それ以外は各方形枠の個々の変化を示す。 
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その他特記事項 

特になし 

参考文献 

特になし 

関連業績 

特になし 
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方形枠（25 cm×25 cm）写真 

ｲﾜ→ｲﾜﾌｼﾞﾂﾎﾞ、ｸﾛ→ｸﾛﾌｼﾞﾂﾎﾞ、緑藻→緑藻綱（ｱｵｻ類）、ｻﾝｺﾞﾓ→無節ｻﾝｺﾞﾓ、ﾋﾊﾞﾘ→ﾋﾊﾞﾘｶﾞｲﾓﾄﾞｷ 

1→有、0→無 

 

RSSRH01（方形枠番号 1） 

潮位：156 cm 方角：49° 傾斜：10° 

【解析対象種(種群)】 

ｲﾜ：1      ｸﾛｸﾞﾁ：1   ｸﾛ：0      ｶﾒﾉﾃ：0   緑藻：0 

ｻﾝｺﾞﾓ：0   ﾋﾊﾞﾘ：0    ｹｶﾞｷ：0    ﾋｼﾞｷ：0   ｲｼｹﾞ：0 
 

 

RSSRH02（方形枠番号 2） 

潮位：50 cm 方角：32° 傾斜：72° 

【解析対象種(種群)】 

ｲﾜ：0      ｸﾛｸﾞﾁ：0   ｸﾛ：0      ｶﾒﾉﾃ：0   緑藻：0 

ｻﾝｺﾞﾓ：1   ﾋﾊﾞﾘ：0    ｹｶﾞｷ：0    ﾋｼﾞｷ：1   ｲｼｹﾞ：0 
 

 

RSSRH03（方形枠番号 3） 

潮位：84 cm 方角：340° 傾斜：37° 

【解析対象種(種群)】 

ｲﾜ：0      ｸﾛｸﾞﾁ：0   ｸﾛ：1      ｶﾒﾉﾃ：1   緑藻：1 

ｻﾝｺﾞﾓ：1   ﾋﾊﾞﾘ：0    ｹｶﾞｷ：1    ﾋｼﾞｷ：0   ｲｼｹﾞ：0 
 

 

RSSRH04（方形枠番号 4） 

潮位：33 cm 方角：25° 傾斜：32° 

【解析対象種(種群)】 

ｲﾜ：0      ｸﾛｸﾞﾁ：0   ｸﾛ：0      ｶﾒﾉﾃ：0   緑藻：1 

ｻﾝｺﾞﾓ：1   ﾋﾊﾞﾘ：1    ｹｶﾞｷ：0    ﾋｼﾞｷ：1   ｲｼｹﾞ：0 
 

 

RSSRH05（方形枠番号 5） 

潮位：77 cm 方角：30° 傾斜：49° 
 

【解析対象種(種群)】 

ｲﾜ：1      ｸﾛｸﾞﾁ：0   ｸﾛ：0      ｶﾒﾉﾃ：0   緑藻：1 

ｻﾝｺﾞﾓ：1   ﾋﾊﾞﾘ：0    ｹｶﾞｷ：1    ﾋｼﾞｷ：0   ｲｼｹﾞ：0 
 

 

RSSRH06（方形枠番号 6） 

潮位：140 cm 方角：25° 傾斜：29° 
 

【解析対象種(種群)】 

ｲﾜ：1      ｸﾛｸﾞﾁ：1   ｸﾛ：1      ｶﾒﾉﾃ：1   緑藻：1 

ｻﾝｺﾞﾓ：1   ﾋﾊﾞﾘ：0    ｹｶﾞｷ：1    ﾋｼﾞｷ：0   ｲｼｹﾞ：0 
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方形枠（25 cm×25 cm）写真 

ｲﾜ→ｲﾜﾌｼﾞﾂﾎﾞ、ｸﾛ→ｸﾛﾌｼﾞﾂﾎﾞ、緑藻→緑藻綱（ｱｵｻ類）、ｻﾝｺﾞﾓ→無節ｻﾝｺﾞﾓ、ﾋﾊﾞﾘ→ﾋﾊﾞﾘｶﾞｲﾓﾄﾞｷ 

1→有、0→無 

 

RSSRH07（方形枠番号 7） 

潮位：59 cm 方角：257° 傾斜：43° 
 

【解析対象種(種群)】 

ｲﾜ：0      ｸﾛｸﾞﾁ：1   ｸﾛ：1      ｶﾒﾉﾃ：0   緑藻：1 

ｻﾝｺﾞﾓ：1   ﾋﾊﾞﾘ：0    ｹｶﾞｷ：1    ﾋｼﾞｷ：0   ｲｼｹﾞ：0 
 

 

RSSRH08（方形枠番号 8） 

潮位：44 cm 方角：215° 傾斜：61° 
 

【解析対象種(種群)】 

ｲﾜ：0      ｸﾛｸﾞﾁ：0   ｸﾛ：0      ｶﾒﾉﾃ：0   緑藻：1 

ｻﾝｺﾞﾓ：1   ﾋﾊﾞﾘ：0    ｹｶﾞｷ：1    ﾋｼﾞｷ：0   ｲｼｹﾞ：0 
 

 

RSSRH09（方形枠番号 9） 

潮位：99 cm 方角：208° 傾斜：92° 
 

【解析対象種(種群)】 

ｲﾜ：0      ｸﾛｸﾞﾁ：0   ｸﾛ：1      ｶﾒﾉﾃ：0   緑藻：1 

ｻﾝｺﾞﾓ：1   ﾋﾊﾞﾘ：0    ｹｶﾞｷ：1    ﾋｼﾞｷ：0   ｲｼｹﾞ：0 
 

 

RSSRH10（方形枠番号 10） 

潮位：146 cm 方角：226° 傾斜：64° 
 

【解析対象種(種群)】 

ｲﾜ：1      ｸﾛｸﾞﾁ：1   ｸﾛ：0      ｶﾒﾉﾃ：0   緑藻：0 

ｻﾝｺﾞﾓ：0   ﾋﾊﾞﾘ：0    ｹｶﾞｷ：0    ﾋｼﾞｷ：0   ｲｼｹﾞ：0 
 

 

RSSRH11（方形枠番号 11） 

潮位：169 cm 方角：228° 傾斜：32° 
 

【解析対象種(種群)】 

ｲﾜ：1      ｸﾛｸﾞﾁ：1   ｸﾛ：0      ｶﾒﾉﾃ：0   緑藻：0 

ｻﾝｺﾞﾓ：0   ﾋﾊﾞﾘ：0    ｹｶﾞｷ：0    ﾋｼﾞｷ：0   ｲｼｹﾞ：0 
 

 

RSSRH12（方形枠番号 12） 

潮位：34 cm 方角：173° 傾斜：10° 
 

【解析対象種(種群)】 

ｲﾜ：1      ｸﾛｸﾞﾁ：0   ｸﾛ：0      ｶﾒﾉﾃ：0   緑藻：1 

ｻﾝｺﾞﾓ：1   ﾋﾊﾞﾘ：1    ｹｶﾞｷ：0    ﾋｼﾞｷ：0   ｲｼｹﾞ：0 
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方形枠（25 cm×25 cm）写真 

ｲﾜ→ｲﾜﾌｼﾞﾂﾎﾞ、ｸﾛ→ｸﾛﾌｼﾞﾂﾎﾞ、緑藻→緑藻綱（ｱｵｻ類）、ｻﾝｺﾞﾓ→無節ｻﾝｺﾞﾓ、ﾋﾊﾞﾘ→ﾋﾊﾞﾘｶﾞｲﾓﾄﾞｷ 

1→有、0→無 

 

RSSRH13（方形枠番号 13） 

潮位：88 cm 方角：113° 傾斜：57° 
 

【解析対象種(種群)】 

ｲﾜ：1      ｸﾛｸﾞﾁ：1   ｸﾛ：1      ｶﾒﾉﾃ：0   緑藻：1 

ｻﾝｺﾞﾓ：1   ﾋﾊﾞﾘ：0    ｹｶﾞｷ：1    ﾋｼﾞｷ：0   ｲｼｹﾞ：0 
 

 

RSSRH14（方形枠番号 14） 

潮位：133 cm 方角：113° 傾斜：53° 
 

【解析対象種(種群)】 

ｲﾜ：1      ｸﾛｸﾞﾁ：1   ｸﾛ：1      ｶﾒﾉﾃ：1   緑藻：1 

ｻﾝｺﾞﾓ：1   ﾋﾊﾞﾘ：0    ｹｶﾞｷ：1    ﾋｼﾞｷ：0   ｲｼｹﾞ：0 
 

 

RSSRH15（方形枠番号 15） 

潮位：46 cm 方角：255° 傾斜：56° 
 

【解析対象種(種群)】 

ｲﾜ：0      ｸﾛｸﾞﾁ：0   ｸﾛ：0      ｶﾒﾉﾃ：0   緑藻：1 

ｻﾝｺﾞﾓ：1   ﾋﾊﾞﾘ：1    ｹｶﾞｷ：1    ﾋｼﾞｷ：0   ｲｼｹﾞ：0 
 

 

RSSRH16（方形枠番号 16） 

潮位：100 cm 方角：276° 傾斜：34° 
 

【解析対象種(種群)】 

ｲﾜ：1      ｸﾛｸﾞﾁ：1   ｸﾛ：1      ｶﾒﾉﾃ：0   緑藻：1 

ｻﾝｺﾞﾓ：1   ﾋﾊﾞﾘ：0    ｹｶﾞｷ：1    ﾋｼﾞｷ：0   ｲｼｹﾞ：0 
 

 

RSSRH17（方形枠番号 17） 

潮位：106 cm 方角：45° 傾斜：78° 
 

【解析対象種(種群)】 

ｲﾜ：1      ｸﾛｸﾞﾁ：1   ｸﾛ：0      ｶﾒﾉﾃ：1   緑藻：1 

ｻﾝｺﾞﾓ：1   ﾋﾊﾞﾘ：0    ｹｶﾞｷ：1    ﾋｼﾞｷ：0   ｲｼｹﾞ：0 
 

 

RSSRH18（方形枠番号 18） 

潮位：63 cm 方角：333° 傾斜：10° 
 

【解析対象種(種群)】 

ｲﾜ：1      ｸﾛｸﾞﾁ：0   ｸﾛ：1      ｶﾒﾉﾃ：0   緑藻：1 

ｻﾝｺﾞﾓ：1   ﾋﾊﾞﾘ：0    ｹｶﾞｷ：1    ﾋｼﾞｷ：0   ｲｼｹﾞ：0 
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方形枠（25 cm×25 cm）写真 

ｲﾜ→ｲﾜﾌｼﾞﾂﾎﾞ、ｸﾛ→ｸﾛﾌｼﾞﾂﾎﾞ、緑藻→緑藻綱（ｱｵｻ類）、ｻﾝｺﾞﾓ→無節ｻﾝｺﾞﾓ、ﾋﾊﾞﾘ→ﾋﾊﾞﾘｶﾞｲﾓﾄﾞｷ 

1→有、0→無 

 

RSSRH19（方形枠番号 19） 

潮位：33 cm 方角：46° 傾斜：33° 
 

【解析対象種(種群)】 

ｲﾜ：0      ｸﾛｸﾞﾁ：0   ｸﾛ：0      ｶﾒﾉﾃ：0   緑藻：0 

ｻﾝｺﾞﾓ：1   ﾋﾊﾞﾘ：1    ｹｶﾞｷ：0    ﾋｼﾞｷ：0   ｲｼｹﾞ：0 
 

 

RSSRH20（方形枠番号 20） 

潮位：46 cm 方角：137° 傾斜：5° 
 

【解析対象種(種群)】 

ｲﾜ：1      ｸﾛｸﾞﾁ：0   ｸﾛ：0      ｶﾒﾉﾃ：0   緑藻：1 

ｻﾝｺﾞﾓ：1   ﾋﾊﾞﾘ：1    ｹｶﾞｷ：0    ﾋｼﾞｷ：0   ｲｼｹﾞ：0 
 

 

RSSRH21（方形枠番号 21） 

潮位：57 cm 方角：139° 傾斜：2° 
 

【解析対象種(種群)】 

ｲﾜ：1      ｸﾛｸﾞﾁ：0   ｸﾛ：1      ｶﾒﾉﾃ：0   緑藻：1 

ｻﾝｺﾞﾓ：1   ﾋﾊﾞﾘ：0    ｹｶﾞｷ：1    ﾋｼﾞｷ：0   ｲｼｹﾞ：0 
 

 

RSSRH22（方形枠番号 22） 

潮位：57 cm 方角：90° 傾斜：93° 
 

【解析対象種(種群)】 

ｲﾜ：0      ｸﾛｸﾞﾁ：0   ｸﾛ：1      ｶﾒﾉﾃ：0   緑藻：1 

ｻﾝｺﾞﾓ：1   ﾋﾊﾞﾘ：0    ｹｶﾞｷ：0    ﾋｼﾞｷ：1   ｲｼｹﾞ：0 
 

 

RSSRH23（方形枠番号 23） 

潮位：35 cm 方角：21° 傾斜：62° 
 

【解析対象種(種群)】 

ｲﾜ：0      ｸﾛｸﾞﾁ：0   ｸﾛ：0      ｶﾒﾉﾃ：0   緑藻：0 

ｻﾝｺﾞﾓ：1   ﾋﾊﾞﾘ：0    ｹｶﾞｷ：0    ﾋｼﾞｷ：0   ｲｼｹﾞ：0 
 

 

RSSRH24（方形枠番号 24） 

潮位：139 cm 方角：5° 傾斜：8° 
 

【解析対象種(種群)】 

ｲﾜ：1      ｸﾛｸﾞﾁ：1   ｸﾛ：0      ｶﾒﾉﾃ：0   緑藻：0 

ｻﾝｺﾞﾓ：0   ﾋﾊﾞﾘ：0    ｹｶﾞｷ：1    ﾋｼﾞｷ：0   ｲｼｹﾞ：0 
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方形枠（25 cm×25 cm）写真 

ｲﾜ→ｲﾜﾌｼﾞﾂﾎﾞ、ｸﾛ→ｸﾛﾌｼﾞﾂﾎﾞ、緑藻→緑藻綱（ｱｵｻ類）、ｻﾝｺﾞﾓ→無節ｻﾝｺﾞﾓ、ﾋﾊﾞﾘ→ﾋﾊﾞﾘｶﾞｲﾓﾄﾞｷ 

1→有、0→無 

 

RSSRH25（方形枠番号 25） 

潮位：95 cm 方角：33° 傾斜：30° 
 

【解析対象種(種群)】 

ｲﾜ：1      ｸﾛｸﾞﾁ：0   ｸﾛ：1      ｶﾒﾉﾃ：1   緑藻：1 

ｻﾝｺﾞﾓ：1   ﾋﾊﾞﾘ：0    ｹｶﾞｷ：1    ﾋｼﾞｷ：0   ｲｼｹﾞ：0 
 

 

RSSRH26（方形枠番号 26） 

潮位：99 cm 方角：49° 傾斜：1° 
 

【解析対象種(種群)】 

ｲﾜ：1      ｸﾛｸﾞﾁ：1   ｸﾛ：1      ｶﾒﾉﾃ：1   緑藻：1 

ｻﾝｺﾞﾓ：1   ﾋﾊﾞﾘ：0    ｹｶﾞｷ：1    ﾋｼﾞｷ：0   ｲｼｹﾞ：0 
 

 

RSSRH27（方形枠番号 27） 

潮位：127 cm 方角：Flat 傾斜：2° 
 

【解析対象種(種群)】 

ｲﾜ：1      ｸﾛｸﾞﾁ：1   ｸﾛ：0      ｶﾒﾉﾃ：0   緑藻：1 

ｻﾝｺﾞﾓ：1   ﾋﾊﾞﾘ：0    ｹｶﾞｷ：0    ﾋｼﾞｷ：0   ｲｼｹﾞ：0 
 

 

RSSRH28（方形枠番号 28） 

潮位：78 cm 方角：100° 傾斜：33° 
 

【解析対象種(種群)】 

ｲﾜ：1      ｸﾛｸﾞﾁ：0   ｸﾛ：1      ｶﾒﾉﾃ：0   緑藻：1 

ｻﾝｺﾞﾓ：1   ﾋﾊﾞﾘ：0    ｹｶﾞｷ：1    ﾋｼﾞｷ：0   ｲｼｹﾞ：0 
 

 

RSSRH29（方形枠番号 29） 

潮位：77 cm 方角：112° 傾斜：15° 
 

【解析対象種(種群)】 

ｲﾜ：1      ｸﾛｸﾞﾁ：0   ｸﾛ：1      ｶﾒﾉﾃ：0   緑藻：1 

ｻﾝｺﾞﾓ：1   ﾋﾊﾞﾘ：0    ｹｶﾞｷ：1    ﾋｼﾞｷ：0   ｲｼｹﾞ：0 
 

 

RSSRH30（方形枠番号 30） 

潮位：141 cm 方角：84° 傾斜：35° 
 

【解析対象種(種群)】 

ｲﾜ：1      ｸﾛｸﾞﾁ：1   ｸﾛ：0      ｶﾒﾉﾃ：1   緑藻：1 

ｻﾝｺﾞﾓ：1   ﾋﾊﾞﾘ：0    ｹｶﾞｷ：1    ﾋｼﾞｷ：0   ｲｼｹﾞ：0 
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天草サイト 
所在地： 熊本県天草市 略号： RSAMK 

設置年： 2009年 海域区分： ⑤西部太平洋沿岸等 

 

  

調査地景観 

サイト概要 

有明海の入り口にある通詞島西岸に位置し、天草

本土に面する。通詞島周辺の沿岸は重要湿地に選定

されているともに、その沖合はイルカの群れが常時滞

在することで知られており、餌となる魚類が豊富な海域

であるとされている。干満差が大きく黒潮系の種が多く

出現する点で特徴的な調査サイトである。 

調査地及びその周辺の磯では、潮間帯上部が護岸

され道路が走っているため、潮上帯の自然海岸はな

い。潮間帯上部から下部にかけての磯は堆積岩で構

成され、なだらかな岩礁と崖状の起伏が混在する。こ

の状態が潮下帯まで続き、潮下帯にはホンダワラ、ア

ラメ等の海藻群落が広がっている。 

調査地点の周囲にはほとんど潮だまりは存在しな

い。波当たりは弱いが潮位差は大きく、大潮時の最大

干満差は約 380cmに達する。 

磯調査サイトの配置 

（点線丸内に当サイト調査地を含む） 
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解析対象種の概要 

 

 

イワフジツボ 

 

生息・生育場所：内湾から外洋にかけての潮間帯上部

の岩盤上に群生する。 

分布：北海道南部以南 

指標性及び選定理由：優占種かつ他のサイトと共通し

て出現する種である。環境変化に伴い増減する可能

性がある。 

 

 

無節サンゴモ 

紅藻サンゴモ目のうち膝節を持たず岩盤表面を被覆するものを対象。 

 

生息・生育場所：潮間帯中部から潮下帯に生育する。 

分布：日本全域 

指標性及び選定理由：優占種で環境変化に伴い増減す

る可能性がある。 

 

 

クロフジツボ 

 

生息・生育場所：波当たりが強い海岸の潮間帯中部の

岩盤上に群生する。 

分布：津軽海峡以南 

指標性及び選定理由：優占種で環境変化に伴い増減や

近縁種等と入れ替わる可能性がある。 

 

 

イシゲ 

 

生息・生育場所：潮間帯中部の岩上に生育する。  

分布：日本中・南部、瀬戸内海・九州・日本海南部・

沖縄 

指標性及び選定理由：優占種で環境変化に伴い増減す

る可能性がある。 
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解析対象種の概要 

 

 

ケガキ 

 

生息・生育場所：波当たりが強い潮間帯中部の岩盤上

に群生する。 

分布：本州以南、南西諸島 

指標性及び選定理由：最優占種で環境の変化に伴い増

減する可能性がある。 

 

 

カメノテ 

 

生息・生育場所：波当たりが強い潮間帯上部から中部

の岩盤上にパッチ状に群生する。 

分布：本州以南 

指標性及び選定理由：他のサイトと共通して出現する

種である。潮間帯上部の優占種で環境の変化に伴い

増減する可能性がある。 

 

 

ヒジキ 

 

生息・生育場所：波当たりが強い潮間帯中部から下部

の岩盤上に群生する。 

分布：日本全域 

指標性及び選定理由：他のサイトと共通して出現する

種である。潮間帯下部の最優占種で環境の変化に伴

い増減する可能性がある。 

  



【磯】天草 

 

68 

調査結果の概要 

年月日 2021 年 5 月 25、26 日 
サイト 

代表者 
森 敬介（ひのくにベントス研究所） 

調査者 森 敬介（ひのくにベントス研究所） 

調査協力者 森 亜紀（ひのくにベントス研究所） 

景観 

  
調査地 

 

 
調査地 

  

写真撮影：森 敬介 

前年度（2020 年度）と比較して、特に大きな変化は見られない。 
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解析対象種の出現状況とその変化 

 

解析対象種として選定した種もしくは種群（イワフジツボ、無節サンゴモ、クロフジツボ、

イシゲ、ケガキ、カメノテ、ヒジキ）について、各方形枠における出現の有無を調べた。 

2021 年度調査では、30 方形枠中、イワフジツボが 15、無節サンゴモが 5、クロフジツボが 6、

イシゲが 2、ケガキが 24、カメノテが 6、ヒジキが 2 方形枠で確認された。 

2020 年度との比較では、イワフジツボが+5、無節サンゴモが±0、クロフジツボが−3、イシゲ

が−2、ケガキが+1、カメノテが−1、ヒジキが+2 であった。 

 

 

 

 

  

図．解析対象種（種群）の出現方形枠数の変化。2009-2021年度の結果を示す。ただし、ケガキは 2010年度 

より、カメノテとヒジキは 2016年度より解析対象種としている。 
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岩温の季節変化 

 

 

  

図．天草サイトに設置した方形枠における岩温（午前 8:00）の年変化。左上段に全ての方形枠の温度変化 

を表し、それ以外は各方形枠の個々の変化を示す。 

設置していた温度ロガーが故障

したため、RSAMK14 の岩温デ

ータはない。 
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その他特記事項 

特になし 

参考文献 

特になし 

関連業績 

特になし 
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方形枠（25 cm×25 cm）写真 

ｲﾜ→ｲﾜﾌｼﾞﾂﾎﾞ、ｻﾝｺﾞﾓ→無節ｻﾝｺﾞﾓ、ｸﾛ→ｸﾛﾌｼﾞﾂﾎﾞ、1→有、0→無 

 

RSAMK01（方形枠番号 1） 

潮位：270 cm 方角：66° 傾斜：85° 
 

【解析対象種(種群)】 

ｲﾜ：1    ｻﾝｺﾞﾓ：0   ｸﾛ：0   ｲｼｹﾞ：0 

ｹｶﾞｷ：0   ｶﾒﾉﾃ：0    ﾋｼﾞｷ：0 
 

 

RSAMK02（方形枠番号 2） 

潮位：253 cm 方角：150 傾斜：31° 
 

【解析対象種(種群)】 

ｲﾜ：1    ｻﾝｺﾞﾓ：0   ｸﾛ：0   ｲｼｹﾞ：0 

ｹｶﾞｷ：0   ｶﾒﾉﾃ：1    ﾋｼﾞｷ：0 
 

 

RSAMK03（方形枠番号 3） 

潮位：239 cm 方角：114° 傾斜：70° 
 

【解析対象種(種群)】 

ｲﾜ：1    ｻﾝｺﾞﾓ：0   ｸﾛ：0   ｲｼｹﾞ：0 

ｹｶﾞｷ：1   ｶﾒﾉﾃ：1   ﾋｼﾞｷ：0 
 

 

RSAMK04（方形枠番号 4） 

潮位：209 cm 方角：80° 傾斜：41° 
 

【解析対象種(種群)】 

ｲﾜ：1    ｻﾝｺﾞﾓ：0   ｸﾛ：0   ｲｼｹﾞ：0 

ｹｶﾞｷ：1   ｶﾒﾉﾃ：0   ﾋｼﾞｷ：0 
 

 

RSAMK05（方形枠番号 5） 

潮位：77 cm 方角：212° 傾斜：14° 
 

【解析対象種(種群)】 

ｲﾜ：0    ｻﾝｺﾞﾓ：0   ｸﾛ：0   ｲｼｹﾞ：0 

ｹｶﾞｷ：0   ｶﾒﾉﾃ：0   ﾋｼﾞｷ：0 
 

 

RSAMK06（方形枠番号 6） 

潮位：75 cm 方角：260° 傾斜：11° 
 

【解析対象種(種群)】 

ｲﾜ：1    ｻﾝｺﾞﾓ：0   ｸﾛ：0   ｲｼｹﾞ：0 

ｹｶﾞｷ：1   ｶﾒﾉﾃ：0   ﾋｼﾞｷ：0 
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方形枠（25 cm×25 cm）写真 

ｲﾜ→ｲﾜﾌｼﾞﾂﾎﾞ、ｻﾝｺﾞﾓ→無節ｻﾝｺﾞﾓ、ｸﾛ→ｸﾛﾌｼﾞﾂﾎﾞ、1→有、0→無 

 

RSAMK07（方形枠番号 7） 

潮位：114 cm 方角：318° 傾斜：30° 
 

【解析対象種(種群)】 

ｲﾜ：0    ｻﾝｺﾞﾓ：1   ｸﾛ：0   ｲｼｹﾞ：0 

ｹｶﾞｷ：1   ｶﾒﾉﾃ：0   ﾋｼﾞｷ：0 
 

 

RSAMK08（方形枠番号 8） 

潮位：61 cm 方角：310° 傾斜：20° 
 

【解析対象種(種群)】 

ｲﾜ：0    ｻﾝｺﾞﾓ：0   ｸﾛ：0   ｲｼｹﾞ：0 

ｹｶﾞｷ：0   ｶﾒﾉﾃ：0   ﾋｼﾞｷ：0 
 

 

RSAMK09（方形枠番号 9） 

潮位：145 cm 方角：188° 傾斜：64° 
 

【解析対象種(種群)】 

ｲﾜ：0    ｻﾝｺﾞﾓ：1   ｸﾛ：1   ｲｼｹﾞ：0 

ｹｶﾞｷ：1   ｶﾒﾉﾃ：0   ﾋｼﾞｷ：0 
 

 

RSAMK10（方形枠番号 10） 

潮位：68 cm 方角：70° 傾斜：12° 
 

【解析対象種(種群)】 

ｲﾜ：0    ｻﾝｺﾞﾓ：0   ｸﾛ：0   ｲｼｹﾞ：1 

ｹｶﾞｷ：1   ｶﾒﾉﾃ：0   ﾋｼﾞｷ：0 
 

 

RSAMK11（方形枠番号 11） 

潮位：74 cm 方角：186° 傾斜：32° 
 

【解析対象種(種群)】 

ｲﾜ：0    ｻﾝｺﾞﾓ：1   ｸﾛ：0   ｲｼｹﾞ：0 

ｹｶﾞｷ：0   ｶﾒﾉﾃ：0   ﾋｼﾞｷ：1 
 

 

RSAMK12（方形枠番号 12） 

潮位：200 cm 方角：Flat 傾斜：4° 
 

【解析対象種(種群)】 

ｲﾜ：1    ｻﾝｺﾞﾓ：0   ｸﾛ：0   ｲｼｹﾞ：0 

ｹｶﾞｷ：1   ｶﾒﾉﾃ：0   ﾋｼﾞｷ：0 
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方形枠（25 cm×25 cm）写真 

ｲﾜ→ｲﾜﾌｼﾞﾂﾎﾞ、ｻﾝｺﾞﾓ→無節ｻﾝｺﾞﾓ、ｸﾛ→ｸﾛﾌｼﾞﾂﾎﾞ、1→有、0→無 

 

RSAMK13（方形枠番号 13） 

潮位：138 cm 方角：14° 傾斜：90° 
 

【解析対象種(種群)】 

ｲﾜ：0    ｻﾝｺﾞﾓ：0   ｸﾛ：0   ｲｼｹﾞ：0 

ｹｶﾞｷ：1   ｶﾒﾉﾃ：0   ﾋｼﾞｷ：0 
 

 

RSAMK14（方形枠番号 14） 

潮位：180 cm 方角：6° 傾斜：80° 
 

【解析対象種(種群)】 

ｲﾜ：1    ｻﾝｺﾞﾓ：0   ｸﾛ：1   ｲｼｹﾞ：0 

ｹｶﾞｷ：1   ｶﾒﾉﾃ：0   ﾋｼﾞｷ：0 
 

 

RSAMK15（方形枠番号 15） 

潮位：82 cm 方角：194° 傾斜：61° 
 

【解析対象種(種群)】 

ｲﾜ：0    ｻﾝｺﾞﾓ：1   ｸﾛ：0   ｲｼｹﾞ：1 

ｹｶﾞｷ：1   ｶﾒﾉﾃ：0   ﾋｼﾞｷ：0 
 

 

RSAMK16（方形枠番号 16） 

潮位：68 cm 方角：318° 傾斜：15° 
 

【解析対象種(種群)】 

ｲﾜ：1    ｻﾝｺﾞﾓ：0   ｸﾛ：0   ｲｼｹﾞ：0 

ｹｶﾞｷ：1   ｶﾒﾉﾃ：0   ﾋｼﾞｷ：0 
 

 

RSAMK17（方形枠番号 17） 

潮位：97 cm 方角：310° 傾斜：18° 
 

【解析対象種(種群)】 

ｲﾜ：1    ｻﾝｺﾞﾓ：0   ｸﾛ：1   ｲｼｹﾞ：0 

ｹｶﾞｷ：1   ｶﾒﾉﾃ：0   ﾋｼﾞｷ：0 
 

 

RSAMK18（方形枠番号 18） 

潮位：148 cm 方角：314° 傾斜：18° 
 

【解析対象種(種群)】 

ｲﾜ：0    ｻﾝｺﾞﾓ：0   ｸﾛ：1   ｲｼｹﾞ：0 

ｹｶﾞｷ：1   ｶﾒﾉﾃ：0   ﾋｼﾞｷ：0 
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方形枠（25 cm×25 cm）写真 

ｲﾜ→ｲﾜﾌｼﾞﾂﾎﾞ、ｻﾝｺﾞﾓ→無節ｻﾝｺﾞﾓ、ｸﾛ→ｸﾛﾌｼﾞﾂﾎﾞ、1→有、0→無 

 

RSAMK19（方形枠番号 19） 

潮位：77 cm 方角：110° 傾斜：25° 
 

【解析対象種(種群)】 

ｲﾜ：0    ｻﾝｺﾞﾓ：0   ｸﾛ：0   ｲｼｹﾞ：0 

ｹｶﾞｷ：1   ｶﾒﾉﾃ：0   ﾋｼﾞｷ：0 
 

 

RSAMK20（方形枠番号 20） 

潮位：136 cm 方角：Flat 傾斜：3° 
 

【解析対象種(種群)】 

ｲﾜ：0    ｻﾝｺﾞﾓ：0   ｸﾛ：0   ｲｼｹﾞ：0 

ｹｶﾞｷ：1   ｶﾒﾉﾃ：0   ﾋｼﾞｷ：0 
 

 

RSAMK21（方形枠番号 21） 

潮位：166 cm 方角：250° 傾斜：82° 

 

【解析対象種(種群)】 

ｲﾜ：0    ｻﾝｺﾞﾓ：0   ｸﾛ：0   ｲｼｹﾞ：0 

ｹｶﾞｷ：1   ｶﾒﾉﾃ：0   ﾋｼﾞｷ：0 
 

 

RSAMK22（方形枠番号 22） 

潮位：238 cm 方角：150° 傾斜：66° 

 

【解析対象種(種群)】 

ｲﾜ：1    ｻﾝｺﾞﾓ：0   ｸﾛ：0   ｲｼｹﾞ：0 

ｹｶﾞｷ：1   ｶﾒﾉﾃ：1   ﾋｼﾞｷ：0 
 

 

RSAMK23（方形枠番号 23） 

潮位：251 cm 方角：326° 傾斜：18° 
 

【解析対象種(種群)】 

ｲﾜ：1    ｻﾝｺﾞﾓ：0   ｸﾛ：0   ｲｼｹﾞ：0 

ｹｶﾞｷ：1   ｶﾒﾉﾃ：1   ﾋｼﾞｷ：0 
 

 

RSAMK24（方形枠番号 24） 

潮位：146 cm 方角：108° 傾斜：14° 
 

【解析対象種(種群)】 

ｲﾜ：1    ｻﾝｺﾞﾓ：0   ｸﾛ：0   ｲｼｹﾞ：0 

ｹｶﾞｷ：1   ｶﾒﾉﾃ：0   ﾋｼﾞｷ：0 
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方形枠（25 cm×25 cm）写真 

ｲﾜ→ｲﾜﾌｼﾞﾂﾎﾞ、ｻﾝｺﾞﾓ→無節ｻﾝｺﾞﾓ、ｸﾛ→ｸﾛﾌｼﾞﾂﾎﾞ、1→有、0→無 

 

RSAMK25（方形枠番号 25） 

潮位：169 cm 方角：132° 傾斜：73° 
 

【解析対象種(種群)】 

ｲﾜ：0    ｻﾝｺﾞﾓ：0   ｸﾛ：0   ｲｼｹﾞ：0 

ｹｶﾞｷ：1   ｶﾒﾉﾃ：1   ﾋｼﾞｷ：0 
 

 

RSAMK26（方形枠番号 26） 

潮位：245 cm 方角：Flat 傾斜：1° 
 

【解析対象種(種群)】 

ｲﾜ：1    ｻﾝｺﾞﾓ：0   ｸﾛ：0   ｲｼｹﾞ：0 

ｹｶﾞｷ：0   ｶﾒﾉﾃ：0   ﾋｼﾞｷ：0 
 

 

RSAMK27（方形枠番号 27） 

潮位：76 cm 方角：110° 傾斜：37° 
 

【解析対象種(種群)】 

ｲﾜ：1    ｻﾝｺﾞﾓ：1   ｸﾛ：0   ｲｼｹﾞ：0 

ｹｶﾞｷ：1   ｶﾒﾉﾃ：0   ﾋｼﾞｷ：1 
 

 

RSAMK28（方形枠番号 28） 

潮位：194 cm 方角：154° 傾斜：91° 
 

【解析対象種(種群)】 

ｲﾜ：0    ｻﾝｺﾞﾓ：0   ｸﾛ：1   ｲｼｹﾞ：0 

ｹｶﾞｷ：1   ｶﾒﾉﾃ：1   ﾋｼﾞｷ：0 
 

 

RSAMK29（方形枠番号 29） 

潮位：129 cm 方角：166° 傾斜：59° 
 

【解析対象種(種群)】 

ｲﾜ：1    ｻﾝｺﾞﾓ：0   ｸﾛ：0   ｲｼｹﾞ：0 

ｹｶﾞｷ：1   ｶﾒﾉﾃ：0   ﾋｼﾞｷ：0 
 

 

RSAMK30（方形枠番号 30） 

潮位：151 cm 方角：10° 傾斜：15° 
 

【解析対象種(種群)】 

ｲﾜ：0    ｻﾝｺﾞﾓ：0   ｸﾛ：1   ｲｼｹﾞ：0 

ｹｶﾞｷ：1   ｶﾒﾉﾃ：0   ﾋｼﾞｷ：0 
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石垣屋良部サイト 
所在地： 沖縄県石垣市 略号： RSYRB 

設置年： 2008年 海域区分： ⑥琉球列島沿岸 

 

 

調査地景観 

サイト概要 

沖縄県石垣島の西端、屋良部半島に位置し、海岸線に垂

直な方向に約 50m、海岸線に平行な方向に約 70mの広がり

を持つ磯である。西表石垣国立公園に指定されている。本

サイトがある石垣島一帯は種多様性が高く、長期的に生物

をモニタリングすることにより種々の物理環境の変動を捉え

やすい場所の一つである。 

調査地の後背地は、高さ 10m 程の崖になっている。後背

地の植生は、ごくわずかな低木と草本からなる。調査地周辺

の海岸は「洗濯板」状の岩盤からなり、岩盤表面には溝が刻

まれる。この岩盤の稜線は概ね崖から海へと向かう。岩盤の

傾斜は、この稜線に沿った方向では約 3°と緩やかだが、稜

線に垂直な方向ではしばしば 90°に達し、急である。底質は

潮間帯下部では、石灰岩と死サンゴである。調査地周辺の

地質は野底層からなる。 

調査地には潮だまりがあるが、方形枠の設置場所には含

まれない。波当たりは、高潮時、とくに荒天時には激しくな

る。調査地付近の大潮時の最大干満差は約 160cmである。 

磯調査サイトの配置 

（点線丸内に当サイト調査地を含む） 
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解析対象種の概要 

 

 

リトウイワフジツボ＊ 

 

生息・生育場所： 岩礁上の中潮帯付近に生息する。 

分布：インド太平洋域 

指標性及び選定理由：ある程度の生物量があり、写真から同

定することが可能である。 

＊2009 年度と 2010 年度に「イワフジツボ」及び 2011 年度から 2020 年度に

「Chthamalus moro」と呼んでいた種。 

 

 

イバラノリ属（現在のところ本種の同定は不確定） 

 

以下は、本サイトに出現する生物種の特徴を記載。 

生息・生育場所：潮間帯上部満潮線付近の岩のくぼみの中に

生育する。 

分布：不明 

指標性及び選定理由：ある程度の生物量があり、写真から同

定することが可能である。 

 

 

バロニア属 

 

以下は、本サイトに出現する生物種の特徴を記載。 

生息・生育場所：潮間帯上部満潮線付近の岩のくぼみの中に

生育する。 

分布：不明 

指標性及び選定理由：ある程度の生物量があり、写真から同

定することが可能である。 

 

 

藍藻綱の一種* 

 

以下は、本サイトに出現する生物種の特徴を記載。 

生息・生育場所：潮間帯上部満潮線付近の岩盤上に生育する。 

分布：不明 

指標性及び選定理由：優占種かつ写真から同定することが可

能である。 

＊2013 年度まで「リングビア属の一種」と呼んでいた種。 

 

 

無節サンゴモ 

紅藻サンゴモ目のうち膝節を持たず岩盤表面を被覆するものを対象。 

 

以下は、本サイトに出現する生物種の特徴を記載。 

生息・生育場所：潮間帯上中部付近に生育する。 

分布：不明（本サイトで見られる無節サンゴモには分布の不明なものも含ま

れるため） 

指標性及び選定理由：優占種かつ写真から同定することが可

能である。 
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調査結果 

年月日 2021 年 8 月 21 日 
サイト 

代表者 

島袋寛盛 

（水産研究・教育機構水産技術研究所） 

調査者 
島袋寛盛（水産研究・教育機構水産技術研究所）、久保弘文（沖縄県衛生環境

研究所） 

調査協力者 － 

景観 

 
調査地 

 

 
調査地 

 

写真撮影：島袋寛盛 

前年度（2020 年度）と比較して、特に大きな変化は見られなかった。 
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解析対象種の出現状況とその変化 

 

解析対象種として選定した種もしくは種群（リトウイワフジツボ、イバラノリ属、バロニア

属、藍藻綱の一種、無節サンゴモ）について、各方形枠における出現の有無を調べた。 

30 方形枠のうち、リトウイワフジツボは 10、藍藻綱の一種は 19、無節サンゴモは 9 方形枠

で確認された。また、イバラノリ属、バロニア属はいずれの方形枠でも確認されなかった。 

2020 年度と比較すると、リトウイワフジツボは前年比+2、イバラノリ属は±0、バロニア属

は±0、藍藻綱の一種は+6、無節サンゴモは−1 であった。 
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図．解析対象種の出現方形枠数の変化。2009-2021 年度の結果を示す。ただし、2011 年度以前の調査

において、藍藻綱の一種には複数種が含まれていた可能性がある。また、無節サンゴモは 2016年度

より解析対象種としている。 
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岩温の季節変化 

 

 

 

 

  

図．石垣屋良部サイトに設置した方形枠における岩温（午前 8:00）の年変化。左上段に全ての方形枠の温

度変化を表し、それ以外は各方形枠の個々の変化を示す。 
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設置していた温度ロガーが故障

したため、RSYRB19 の岩温デー

タはない。 
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その他特記事項 

解析対象種については、藍藻綱の一種とリトウイワフジツボにおいて増加の傾向にあった。 

参考文献 

特になし 

関連業績 

特になし 
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方形枠（25 cm×25 cm）写真 

ﾘﾄｳ→ﾘﾄｳｲﾜﾌｼﾞﾂﾎﾞ、ｲﾊﾞﾗ→ｲﾊﾞﾗﾉﾘ属、ﾊﾞﾛ→ﾊﾞﾛﾆｱ属、藍藻→藍藻綱、ｻﾝｺﾞﾓ→無節ｻﾝｺﾞﾓ 

1→有、0→無 

 

RSYRB01（方形枠番号 1） 

潮位：237 cm 方角：50° 傾斜：3° 
 

【解析対象種(種群)】 

ﾘﾄｳ：0    ｲﾊﾞﾗ：0    ﾊﾞﾛ：0    藍藻：0   ｻﾝｺﾞﾓ：0 
 

 

RSYRB02（方形枠番号 2） 

潮位：240 cm 方角：Flat 傾斜：0° 
 

【解析対象種(種群)】 

ﾘﾄｳ：0    ｲﾊﾞﾗ：0    ﾊﾞﾛ：0    藍藻：0   ｻﾝｺﾞﾓ：0 
 

 

RSYRB03（方形枠番号 3） 

潮位：238 cm 方角：230° 傾斜：21° 
 

【解析対象種(種群)】 

ﾘﾄｳ：0    ｲﾊﾞﾗ：0    ﾊﾞﾛ：0    藍藻：0   ｻﾝｺﾞﾓ：0 
 

 

RSYRB04（方形枠番号 4） 

潮位：231 cm 方角：340° 傾斜：84° 
 

【解析対象種(種群)】 

ﾘﾄｳ：0    ｲﾊﾞﾗ：0    ﾊﾞﾛ：0    藍藻：0   ｻﾝｺﾞﾓ：1 
 

 

RSYRB05（方形枠番号 5） 

潮位：201 cm 方角：60° 傾斜：40° 
 

【解析対象種(種群)】 

ﾘﾄｳ：0    ｲﾊﾞﾗ：0    ﾊﾞﾛ：0    藍藻：1   ｻﾝｺﾞﾓ：0 
 

 

RSYRB06（方形枠番号 6） 

潮位：203 cm 方角：40° 傾斜：88° 
 

【解析対象種(種群)】 

ﾘﾄｳ：0    ｲﾊﾞﾗ：0    ﾊﾞﾛ：0    藍藻：1   ｻﾝｺﾞﾓ：0 
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方形枠（25 cm×25 cm）写真 

ﾘﾄｳ→ﾘﾄｳｲﾜﾌｼﾞﾂﾎﾞ、ｲﾊﾞﾗ→ｲﾊﾞﾗﾉﾘ属、ﾊﾞﾛ→ﾊﾞﾛﾆｱ属、藍藻→藍藻綱、ｻﾝｺﾞﾓ→無節ｻﾝｺﾞﾓ 

1→有、0→無 

 

RSYRB07（方形枠番号 7） 

潮位：203 cm 方角：40° 傾斜：34° 
 

【解析対象種(種群)】 

ﾘﾄｳ：0    ｲﾊﾞﾗ：0    ﾊﾞﾛ：0    藍藻：1   ｻﾝｺﾞﾓ：0 
 

 

RSYRB08（方形枠番号 8） 

潮位：192 cm 方角：50° 傾斜：54° 
 

【解析対象種(種群)】 

ﾘﾄｳ：0    ｲﾊﾞﾗ：0    ﾊﾞﾛ：0    藍藻：1   ｻﾝｺﾞﾓ：0 
 

 

RSYRB09（方形枠番号 9） 

潮位：204 cm 方角：40° 傾斜：79° 
 

【解析対象種(種群)】 

ﾘﾄｳ：0    ｲﾊﾞﾗ：0    ﾊﾞﾛ：0    藍藻：0   ｻﾝｺﾞﾓ：0 
 

 

RSYRB10（方形枠番号 10） 

潮位：188 cm 方角：310° 傾斜：3° 
 

【解析対象種(種群)】 

ﾘﾄｳ：0    ｲﾊﾞﾗ：0    ﾊﾞﾛ：0    藍藻：1   ｻﾝｺﾞﾓ：0 
 

 

RSYRB11（方形枠番号 11） 

潮位：201 cm 方角：240° 傾斜：25° 
 

【解析対象種(種群)】 

ﾘﾄｳ：0    ｲﾊﾞﾗ：0    ﾊﾞﾛ：0    藍藻：1   ｻﾝｺﾞﾓ：0 
 

 

RSYRB12（方形枠番号 12） 

潮位：176 cm 方角：80° 傾斜：73° 
 

【解析対象種(種群)】 

ﾘﾄｳ：0    ｲﾊﾞﾗ：0    ﾊﾞﾛ：0    藍藻：1   ｻﾝｺﾞﾓ：0 
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方形枠（25 cm×25 cm）写真 

ﾘﾄｳ→ﾘﾄｳｲﾜﾌｼﾞﾂﾎﾞ、ｲﾊﾞﾗ→ｲﾊﾞﾗﾉﾘ属、ﾊﾞﾛ→ﾊﾞﾛﾆｱ属、藍藻→藍藻綱、ｻﾝｺﾞﾓ→無節ｻﾝｺﾞﾓ 

1→有、0→無 

 

RSYRB13（方形枠番号 13） 

潮位：199 cm 方角：Flat 傾斜：3° 
 

【解析対象種(種群)】 

ﾘﾄｳ：0    ｲﾊﾞﾗ：0    ﾊﾞﾛ：0    藍藻：1   ｻﾝｺﾞﾓ：0 
 

 

RSYRB14（方形枠番号 14） 

潮位：170 cm 方角：50° 傾斜：48° 
 

【解析対象種(種群)】 

ﾘﾄｳ：1    ｲﾊﾞﾗ：0    ﾊﾞﾛ：0    藍藻：0   ｻﾝｺﾞﾓ：1 
 

 

RSYRB15（方形枠番号 15） 

潮位：136 cm 方角：250° 傾斜：44° 
 

【解析対象種(種群)】 

ﾘﾄｳ：1    ｲﾊﾞﾗ：0    ﾊﾞﾛ：0    藍藻：1   ｻﾝｺﾞﾓ：0 
 

 

RSYRB16（方形枠番号 16） 

潮位：131 cm 方角：50° 傾斜：42° 
 

【解析対象種(種群)】 

ﾘﾄｳ：0    ｲﾊﾞﾗ：0    ﾊﾞﾛ：0    藍藻：1   ｻﾝｺﾞﾓ：1 
 

 

RSYRB17（方形枠番号 17） 

潮位：84 cm 方角：245° 傾斜：6° 
 

【解析対象種(種群)】 

ﾘﾄｳ：0    ｲﾊﾞﾗ：0    ﾊﾞﾛ：0    藍藻：1   ｻﾝｺﾞﾓ：0 
 

 

RSYRB18（方形枠番号 18） 

潮位：96 cm 方角：310° 傾斜：89° 
 

【解析対象種(種群)】 

ﾘﾄｳ：1    ｲﾊﾞﾗ：0    ﾊﾞﾛ：0    藍藻：1   ｻﾝｺﾞﾓ：1 
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方形枠（25 cm×25 cm）写真 

ﾘﾄｳ→ﾘﾄｳｲﾜﾌｼﾞﾂﾎﾞ、ｲﾊﾞﾗ→ｲﾊﾞﾗﾉﾘ属、ﾊﾞﾛ→ﾊﾞﾛﾆｱ属、藍藻→藍藻綱、ｻﾝｺﾞﾓ→無節ｻﾝｺﾞﾓ 

1→有、0→無 

 

RSYRB19（方形枠番号 19） 

潮位：132 cm 方角：220° 傾斜：8° 
 

【解析対象種(種群)】 

ﾘﾄｳ：0    ｲﾊﾞﾗ：0    ﾊﾞﾛ：0    藍藻：1   ｻﾝｺﾞﾓ：0 
 

 

RSYRB20（方形枠番号 20） 

潮位：162 cm 方角：10° 傾斜：112° 
 

【解析対象種(種群)】 

ﾘﾄｳ：1    ｲﾊﾞﾗ：0    ﾊﾞﾛ：0    藍藻：1   ｻﾝｺﾞﾓ：0 
 

 

RSYRB21（方形枠番号 21） 

潮位：152 cm 方角：230° 傾斜：21° 
 

【解析対象種(種群)】 

ﾘﾄｳ：0    ｲﾊﾞﾗ：0    ﾊﾞﾛ：0    藍藻：0   ｻﾝｺﾞﾓ：0 
 

 

RSYRB22（方形枠番号 22） 

潮位：123 cm 方角：40° 傾斜：90° 
 

【解析対象種(種群)】 

ﾘﾄｳ：0    ｲﾊﾞﾗ：0    ﾊﾞﾛ：0    藍藻：1   ｻﾝｺﾞﾓ：1 
 

 

RSYRB23（方形枠番号 23） 

潮位：90 cm 方角：230° 傾斜：36° 
 

【解析対象種(種群)】 

ﾘﾄｳ：1    ｲﾊﾞﾗ：0    ﾊﾞﾛ：0    藍藻：1   ｻﾝｺﾞﾓ：0 
 

 

RSYRB24（方形枠番号 24） 

潮位：81 cm 方角：45° 傾斜：2° 
 

【解析対象種(種群)】 

ﾘﾄｳ：1    ｲﾊﾞﾗ：0    ﾊﾞﾛ：0    藍藻：0   ｻﾝｺﾞﾓ：1 
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方形枠（25 cm×25 cm）写真 

ﾘﾄｳ→ﾘﾄｳｲﾜﾌｼﾞﾂﾎﾞ、ｲﾊﾞﾗ→ｲﾊﾞﾗﾉﾘ属、ﾊﾞﾛ→ﾊﾞﾛﾆｱ属、藍藻→藍藻綱、ｻﾝｺﾞﾓ→無節ｻﾝｺﾞﾓ 

1→有、0→無 

 

RSYRB25（方形枠番号 25） 

潮位：84 cm 方角：230° 傾斜：38° 
 

【解析対象種(種群)】 

ﾘﾄｳ：1    ｲﾊﾞﾗ：0    ﾊﾞﾛ：0    藍藻：1   ｻﾝｺﾞﾓ：0 
 

 

RSYRB26（方形枠番号 26） 

潮位：103 cm 方角：290° 傾斜：42° 
 

【解析対象種(種群)】 

ﾘﾄｳ：1    ｲﾊﾞﾗ：0    ﾊﾞﾛ：0    藍藻：1   ｻﾝｺﾞﾓ：1 
 

 

RSYRB27（方形枠番号 27） 

潮位：77 cm 方角：Flat 傾斜：3° 
 

【解析対象種(種群)】 

ﾘﾄｳ：0    ｲﾊﾞﾗ：0    ﾊﾞﾛ：0    藍藻：0   ｻﾝｺﾞﾓ：0 
 

 

RSYRB28（方形枠番号 28） 

潮位：81 cm 方角：240° 傾斜：9° 
 

【解析対象種(種群)】 

ﾘﾄｳ：1    ｲﾊﾞﾗ：0    ﾊﾞﾛ：0    藍藻：0   ｻﾝｺﾞﾓ：1 
 

 

RSYRB29（方形枠番号 29） 

潮位：90 cm 方角：40° 傾斜：76° 
 

【解析対象種(種群)】 

ﾘﾄｳ：1    ｲﾊﾞﾗ：0    ﾊﾞﾛ：0    藍藻：1   ｻﾝｺﾞﾓ：1 
 

 

RSYRB30（方形枠番号 30） 

潮位：75 cm 方角：Flat 傾斜：0° 
 

【解析対象種(種群)】 

ﾘﾄｳ：0    ｲﾊﾞﾗ：0    ﾊﾞﾛ：0    藍藻：0   ｻﾝｺﾞﾓ：0 
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厚岸サイト 
所在地： 北海道厚岸郡厚岸町 略号： TFAKS 

設置年： 2008年 海域区分： ①北部太平洋沿岸 

 

  

サイト概要 

北海道東部の別寒辺牛川流域の湿原から厚岸湖を

通じて厚岸湾に至る水系に属している。この「厚岸湖・別

寒辺牛湿原」は、ラムサール条約湿地として登録されて

おり、良好な自然環境が保全されている。また、国指定

厚岸・別寒辺牛・霧多布鳥獣保護区に指定されるととも

に生物多様性保全上重要な湿地（以下「重要湿地」とい

う。）にも選定されている。 

調査対象となる干潟は、厚岸湾北奥部の前浜干潟と

厚岸湖の東側最奥部に位置する河口干潟である。前浜

干潟は砂泥、河口干潟は泥質の底土である。また、潮下

帯はアマモ場が形成されている。 

Aエリア：厚岸湾の北奥部、厚岸湖の出入口に近いとこ

ろに立地する幅の狭い前浜干潟である。潮上帯にはわ

ずかに海岸植生が残っていたが、コンクリート護岸の拡

張により 2012年に消滅した。 

B エリア：厚岸湖の東側最奥部、トキタイ川の河口部に

広がる干潟である。干潟の陸側は一段高いピート台地と

なり、塩性湿地が広がる。陸路でアクセスできる道路は

なく、小型ボートがないと到達できない。 

干潟調査サイトの配置 

（点線丸内に当サイト調査地を含む） 

（a）Bエリア, （b）Aエリア, （c）Bエリア後背地 

（a） 

（b） 

（c） 
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調査結果 

年月日 2021 年 6 月 24、25 日 
サイト

代表者 

仲岡雅裕 

（北海道大学 

北方生物圏フィールド科学センター 

水圏ステーション厚岸臨海実験所） 

調査者 

仲岡雅裕・須藤健二・Angela Quiros・伊藤美菜子・桂川英徳・橋本真理菜・ 

山本麻衣（北海道大学北方生物圏フィールド科学センター水圏ステーション

厚岸臨海実験所）、齋藤昂大・甲田聖志郎（北海道大学大学院環境科学院）、 

飯尾千賀子・伊藤柚里（北海道大学理学部）、高尾航平（北海道大学水産学部） 

調査協力者 
濱野章一（北海道大学北方生物圏フィールド科学センター水圏ステーション

厚岸臨海実験所） 

景観 

【A エリア】 

厚岸湾の北奥部、厚岸湖の出入口に近いところに立地する幅の狭い前浜干潟であり、面積は

3ha 程である。後背地には、わずかに海岸植生が残っていたが、コンクリート護岸の拡張によ

り 2012 年に消滅した。一方、潮下帯にはアマモ群落があり、沖合にはオオアマモの群落があ

る。 

底土は全体的に砂泥質であるが、潮間帯上部では小砂利が混じる。干潟の東端に小面積なが

ら転石帯がある。 

景観に関して 2020 年度からの大きな変化はなかったが、東側で隣接する厚岸港では浚渫（し

ゅんせつ）工事が断続的に行われており、それに伴い表層水や底質に変化があると考えらえ

る。 

 

【B エリア】 

厚岸湖の東側最奥部、トキタイ川の河口部に広がる干潟であり、面積はおよそ 30ha である。 

干潟の陸側は一段高いピート台地となり、塩性湿地が広がる。また、潮間帯中部から下部に

かけてコアマモが生育し、潮下帯はアマモ場となっている。 

底土は泥質であるが、ある程度締まっており、掘り返すには労力を要する。 

景観に関してここ数年間で大きな変化は観察されていない。 
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底生生物の出現状況 

【A エリア】 

定量調査及び定性調査において、今年度も例年どおり、アナジャコ科の一種等の甲殻類、

アサリ、ウバガイ、オオノガイ等の二枚貝類、ミズヒキゴカイ科、シロガネゴカイ科の一種

等の多毛類が出現した。潮間帯上部（AU ポイント）にはアマモやコアマモのパッチが形成さ

れるとともに、アオノリ類等の緑藻も見られた。また、今年度の定量調査では、特にミズヒキ

ゴカイ科の多毛類が多かった。 

定性調査において、潮間帯下部（AL ポイント）ではアナジャコの巣穴の密度が高くなって

いた。さらに、潮間帯上部の転石帯では前年度に引き続きタカノケフサイソガニの個体数が

非常に多く見られた。 

 

【B エリア】 

定量調査において、表在性動物の優占種であるホソウミニナは、今年度、潮間帯上部（BU

ポイント）でいくらか確認された程度となり、エリア全体的では個体数が少なかった。埋在性

動物については、例年どおり、オオノガイ、サビシラトリ等の二枚貝類やヤマトカワゴカイ

等の多毛類が複数出現した。 

定性調査において、例年の調査に比べて、ホウザワイソギンチャクが多く観察された。さら

に、潮間帯表面のコアマモやオゴノリ、ホソジュズモ等の植物は例年より少ない印象だった。 

底生生物の変化 

【A エリア】 

A エリアでは、ここ数年、底生動物の種数や個体数が減少傾向にある。今年度の調査で

は、前年度と比較して、優占分類群である環形動物、節足動物、軟体動物のいずれにおいて

も、確認された種数が減少していた。近年、本エリアの周辺海域では、砂泥の堆積速度が増

加したため、近接する港湾部では浚渫工事等が行われている。底生生物相の変化の原因につ

いては不明であるが、この様な環境変化や人間活動が関連している可能性はある。 

 

【B エリア】 

B エリアでは、表在性動物の優占種であるホソウミニナの個体数が 2020 年度よりさらに減

少したが、主要な埋在性動物に大きな変化は認められなかった。B エリアにおける全体の出現

種数は、過去 6 年間では 2 番目に多かった。 
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底生動物の総出現種数と内訳 

 

 
図．厚岸サイトの各調査エリアで確認された門別の種数を示す。2016～2021年度の結果を並列した。種数は 

毎年調査（定量・定性）の結果を用いて算出し、魚類及び植物は対象外とした。 

 

A エリアでは 3 門 26 種、B エリアでは 4 門 15 種の底生動物が確認された。A エリアでは、

2020 年度には出現種数 37 種、出現動物門 6 門であったのに対し、今年度は 26 種、3 門と減少

した。また、過去 5 年間の調査と比較しても、出現種数は最も小さい値であった。B エリアで

は、過去 5 年間の調査結果と比較して、出現種数と動物門に際立った変化は確認されなかった。 
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その他特記事項 

A エリアに隣接する港湾地域では、2020 年に浚渫工事が行われていたが、その直接の影響は

認められなかった。沖の潮下帯は砂の堆積によりさらに浅くなりつつあり、アマモ場が拡大し

ている。また、A エリアでは多毛類のミズヒキゴカイ科の個体数が増加する一方、多毛類の種

数、他の多毛類の個体数は減少している傾向があり、今後注視していく必要がある。B エリア

については特に大きな変化は見られなかった。 

参考文献 

特になし 

関連業績 

Bonthond G, Bayer T, Krueger-Hadfield S, Stärck N, Wang G, Nakaoka M, Künzel S & Weinberger F 

(2021) The role of host promiscuity in the invasion process of a seaweed holobiont. ISME Journal, 15: 

1668-1679, DOI: 10.1038/s41396-020-00878-7 
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写真 

  

1 景観 
(Aエリア) 
厚岸湖の出入口近くにある、幅の狭い前浜干潟。干
潟沖の潮下帯（写真左側）にはアマモ場が広がる。 

2 イソタマシキゴカイ 
(Aエリア) 
今年度の調査では、ミズヒキゴカイ科は多く見られたが、
その他の多毛類の個体数や全体的な多毛類の種数は
少なかった。 

  

3 ウバガイ 
(Aエリア) 
別名ホッキガイと呼ばれ、北海道の主要な水産有用
種の一つである。今年度の調査では、潮間帯上部で
複数個体が観察された。 

4 産卵中のヒメエゾボラ 

（Aエリア） 

別名アオツブと呼ばれ、厚岸の水産有用種の一つであ

る。今年度の調査では、転石帯で卵塊が多数観察され

た。 
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写真 

  

5 景観 

（Bエリア) 

厚岸湖の東側最奥部のトキタイ川河口部に広がる広

大な泥質干潟。調査当日は、当初霧模様だったが、

途中から晴れ間がのぞいた。 

6 調査の様子 
（Bエリア) 
方形枠内に出現する表在性生物を確認している様子。 

 
 

7 オオノガイ（左側）とサビシラトリガイ（右側） 
（Bエリア) 

いずれもこのエリアの優占種である。オオノガイは加

入直後の小型個体も多く見られた。 

8 サビシラトリガイの水管 

（Bエリア) 

本種は水管を泥の表面に接触させ、微細藻類や有機物
を摂食することが知られている。 

 
 9 アッケシソウとアッケシカワザンショウ 

（Bエリアの植生帯） 
Bエリアの陸側の植生帯では、塩性湿地の指標種であるアッケ
シソウと、中央下に固有種である微小巻貝のアッケシカワザン
ショウも一個体確認された。 

 

 

写真 1-4：山本麻衣  撮影 
写真 5：仲岡雅裕  撮影 
写真 6：須藤健二  撮影 

写真 7-9：橋本真理菜  撮影
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松川浦サイト 
所在地： 福島県相馬市 略号： TFMTK 

設置年： 2008年 海域区分： ④中部太平洋沿岸 

  

サイト概要 

仙台湾の南端に位置し、砂州によって太平洋と隔てられ

た南北に長い潟湖であり、東北地方最大級の干潟であ

る。松川浦県立自然公園に指定されており、重要湿地にも

選定されている。 

潟湖干潟であるが、湾口が狭い内湾にある前浜干潟と

もみなせる。砂質から泥質まで様々な底質環境を持ち、流

入河川の河口部には河口干潟も形成され、ヨシ原も見ら

れる。 

2011 年に発生した東日本大震災により影響を受けたも

のの、地形はほぼ維持された。干潟は大津波でかく乱を受

け、回復途上にある。 

A エリア：太平洋との通水路付近に位置している入江状

になった砂質干潟。潮下帯にはアマモ場が見られる。 

B エリア：松川浦の南側最奥部に位置する砂泥質の干

潟。震災以降、干出面積が小さくなった。 

（a）上空より（左側手前に Aエリア，中央奥に Bエリア）, （ｂ）-（ｃ）Aエリア, （ｄ）Bエリア 

（b） 
 

（ｃ） （d） 

（a） 

干潟調査サイトの配置 

（点線丸内に当サイト調査地を含む） 
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調査結果 

年月日 2021 年 6 月 24、25 日 サイト代表者 金谷 弦（国立環境研究所） 

調査者 

金谷 弦（国立環境研究所）、鈴木孝男（みちのくベントス研究所）、 

多留聖典（東邦大学理学部東京湾生態系研究センター）、海上智央（自然教育

研究センター）、菅 孔太朗（岩手医科大学教養教育センター）、青木美鈴（日

本国際湿地保全連合） 

調査協力者 阿部博和（岩手医科大学教養教育センター） 

景観 

松川浦は、砂州によって太平洋と隔てられた南北に細長い潟湖（南北 5 km×東西 3 km）

であり、潟内には東北地方最大級の干潟が見られる。 

 

【A エリア】 

松川浦を太平洋と隔てて南北に延びる砂州の北端付近に発達した干潟である。また、太平洋

への通水路付近に位置し、潮間帯上部は石積みや遊歩道の護岸により潮上帯と隔てられてい

るが、エリア北側には人工護岸のなされていない場所も見られる。砂泥質の干潟が広がるが、

一部に泥分の多いところもある。潮間帯上部の調査地点（AU ポイント）から潮間帯下部の調

査地点（AL ポイント）へ移動する途中の北側一帯には、ヨシを主体とした塩性湿地が発達し

ている。ヨシ原に囲まれた汽水池の周辺には、塩生植物のマルミノシバナ、ハマサジ、ハママ

ツナ等が生育している。今年度の調査では、2020 年度と同様に広範囲で底土表面に緑藻が繁

茂していた。干潟の形状は 2020 年度とほぼ同様であった。潮間帯下部から潮下帯にかけては

アマモ場が広がっており、カキ礁は拡大傾向にあった。 

 

【B エリア】 

松川浦の南端、潟湖の最奥部に位置する干潟であり、陸側には耕作地が見られる。付近には、

野川と日下石（にっけし）川が流入している。潮上帯は護岸されているためヨシ等の植生は見

られず、潮下帯にも植生は見られないが、2020 年度と同様に護岸直下の岸際にアマモが生育

していた。底土は砂泥質や泥質で、潮間帯下部（BL ポイント）には広範囲に軟泥が堆積し、

潮間帯上部（BU ポイント）には礫も分布している。2019 年 10 月中旬の台風 19 号（令和元年

東日本台風）及び 10 月下旬の台風 21 号に伴う大雨の影響か、2020 年度調査時には BL ポイ

ント周辺に砂が広範囲に堆積しており、今年度もその状況が継続していた。調査時には潮が良

く引いており、干出範囲は広かった。岸際にあったヨシ原は、東日本大震災（以後、「震災」

という。）の津波と防潮堤工事により消失したままである。 
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底生生物の出現状況 

【A エリア】 

潮間帯上部での定量調査において、表在性動物ではマツカワウラカワザンショウとホソウ

ミニナが多く見られた。埋在性動物ではホソウミニナ、アサリ、ミズヒキゴカイ種群、コケゴ

カイ、オキシジミが多く見られた。潮間帯下部での定量調査では、表在性動物ではマツカワウ

ラカワザンショウが非常に高密度で出現した他、ホソウミニナやヤミヨキセワタが見られ、埋

在性動物ではアサリ、ユウシオガイ、ミズヒキゴカイ種群、Notomastus 属の一種、Zeuxo 属の

一種が多く見られた。 

定性調査では、干潟でオロチヒモムシ、マサゴゴカイ、ツバサゴカイ、シロナマコ、ユムシ、

アナジャコウロコムシ等が確認され、塩性湿地ではクリイロカワザンショウやヒナタムシヤド

リカワザンショウ等が確認された。護岸壁近傍では、スガイやニオガイが確認された。 

希少な種として、マツカワウラカワザンショウ（絶滅危惧 II 類*1）がエリア全域で多く見ら

れ、ヤミヨキセワタ（絶滅危惧 II 類*1）、ツバサゴカイ（絶滅危惧 IB 類*2）、ユウシオガイ（準

絶滅危惧*1）も多く確認された。今年度はスジホシムシモドキ（準絶滅危惧*2）とユムシ（準

絶滅危惧*2）も確認された。また、外来種として、今年度も肉食性巻貝類のサキグロタマツメ

タを確認した。 

 

【B エリア】 

潮間帯上部での定量調査において、表在性動物ではマツカワウラカワザンショウやホソウ

ミニナが多く見られた他、ニホンドロソコエビ、カワグチツボ、ヤミヨキセワタも見られた。

埋在性動物では Pseudopolydora 属の一種とヤマトスピオが多く見られた。潮間帯下部での定

量調査では、表在性動物としてヤミヨキセワタ、マツカワウラカワザンショウ、ホソウミニナ

が多く見られた。埋在性動物では、Heteromastus 属の一種が多く見られた。 

定性調査において、刺胞動物のホウザワイソギンチャク、二枚貝類のイソシジミ、オキシジ

ミが確認された。 

希少な種として、サビシラトリ（準絶滅危惧*1）、ガタヅキ（情報不足*1）、オオノガイ（準

絶滅危惧*1）、巻貝類のカワグチツボ（準絶滅危惧*1）、コメツブガイ、十脚目ではマメコブシ

ガニ、ヤマトオサガニ、ニホンスナモグリ等が見られた。外来種としては、多毛類のカニヤド

リカンザシや巻貝類のサキグロタマツメタ、甲殻類のヨーロッパフジツボが出現した。 

 

*1環境省レッドリスト 2020 

*2海洋生物レッドリスト 2017 
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底生生物の変化 

今年度はサイト全体で123種が確認された。これは2020年度の出現種数（101種）より多いが、過去

6年間における出現種数（2015年度 108種、2016年度103種、2017年度117種、2018年度 88種、2019

年度123種、2020年度101種）の変動の範囲内にあった。2020年度に出現種数がやや低下した要因の一

つに、2019年秋の台風に伴う出水の影響があると考えられる。より長期的なスパンでの傾向を見ると、

松川浦サイト（特にAエリア）における底生動物の多様性は、震災で大きく低下した後、年々回復し震

災前よりも高い多様性を維持していると考えられる。 

 

【Aエリア】 

Aエリアでの出現種数103種は、2020年度（85種）より多く、2019年度（109種）よりは少なかった

が、過去6年間（2015年度76種、2016年度91種、2017年度98種、2018年度 73種、2019年度109種、

2020 年度 85 種）の変動の範囲内にあった。優占種のホソウミニナやマツカワウラカワザンショウは今

年度も高密度で出現しており、希少な種であるツバサゴカイの棲管も例年同様に多く見られた。また、

潮下帯のアマモの分布も拡大傾向が続いている。一方、震災後のヨシ原内の植生の回復により、ヨシ原

内の裸地が減少し、そのようなハビタットを好む塩生植物のハマサジ、マルミノシバナ、ハママツナは

縮小傾向にある。塩性湿地内では、今年度もクリイロカワザンショウ、ヒナタムシヤドリカワザンショ

ウを含むカワザンショウガイ類の生息が認められた。 

 

【Bエリア】 

Bエリアでは59種の底生動物が出現した。これは過去6年間の出現種数（2015年度53種、2016年度

32 種、2017 年度 49 種、2018 年度 41 種、2019 年度 52 種、2020 年度 48 種）の中では最も多かった。

2020 年度の調査時には 2019 年秋の台風によるかく乱（土砂の堆積による砂質化）の影響が見られてい

たが、今年度は台風の影響から回復した可能性がある。また、例年、Bエリアの出現種数はAエリアよ

りも少ない。この理由として、B エリアは平坦な軟泥干潟であり生息場の多様性が低いこと、淡水が流

入する潟奥部に位置しており低塩分であるために海産種が生息できないことなどが挙げられる。 

 

Aエリアでの優占種であるホソウミニナは、今年度も小型個体から大型個体までの各世代が出現して

おり、毎年の再生産が順調であることが示唆された。希少な種であるマツカワウラカワザンショウにつ

いても、A・Bエリアともに多数が干潟上で確認された。しかし、震災前にAエリアで記録されていた

希少な種のフトヘナタリとウミニナ、B エリアに生息していた希少な種のカワアイは今年度も確認され

なかった。水産資源として重要なアサリについては、2020年度までと同様、Aエリアで大型の個体が多

数確認されているが、小型個体はほとんど見られなかった。外来種のサキグロタマツメタは依然として

両エリアで生息が確認されていた。希少な種の動向として、Aエリア全域でツバサゴカイが震災後に著

しく増加したが、今年度も多くの棲管が確認され、Bエリアでも虫体を含む棲管が確認された。ALポイ

ント潮間帯上部に残されたヨシ原は、カワザンショウガイ類の生息場所として重要であり、今年度の調

査ではクリイロカワザンショウ、ヒナタムシヤドリカワザンショウ（2年ぶりの確認）、ヒラドカワザン

ショウが確認された。以前生息が確認されていたヨシダカワザンショウと、2020年度に確認されたキン

トンイロカワザンショウは確認できなかった。2018年度と 2019年度にAエリアのアサリ生貝の殻上か

ら多数のトウガタガイ科の巻貝（Leucotina属？）が確認されたが、2020年度に続き 2021年度も確認で

きなかった。 
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底生動物の総出現種数と内訳 

 

 

図．松川浦サイトの各調査エリアで確認された門別の種数を示す。2016～2021年度の結果を並列した。 

種数は毎年調査（定量・定性）の結果を用いて算出し、魚類及び植物は対象外とした。 

 

A エリアでは、9 門 103 種の底生動物が出現した。A エリアでの出現種数は、2011 年の震災以

降、2017 年度まで増加傾向にあった。その後、2018 年度に一度減少したのち、2019 年度は最高値

（109 種）を更新したが、2020 年度（85 種）は再び減少した。今年度の出現種数は 2020 年度に比

べて増加していた。内訳を見ると、軟体動物門と環形動物門がやや増加し、2020 年度に確認され

なかった扁形動物門、尾索動物門が再び確認された。B エリアでは、6 門 59 種の底生動物が出現

した。B エリアの出現種数は、2016 年度（32 種）から、年毎に多少の増減を繰り返し、2021 年度

は 59 種となった。出現動物門の内訳を見ると、今年度の調査では、2016 年度から確認されていな

かった扁形動物が確認された。両エリアにおける、2020 年度の減少は、2019 年秋の台風による出

水による影響を受けたと思われ、今年度は回復しつつある可能性もあるが、今後、数年間の動態

に注意する必要がある。 
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その他特記事項 

松川浦周辺における復旧工事で、震災前に堤防があった場所には、かさ上げされた新しい堤防

が建設された。この堤防は上部が垂壁となっており、干潟内に入ることができる場所は限られる。

A エリア周辺の防潮堤は、基盤に石積みがなされており、この部分はちょうど潮間帯上部に位置

している。また、A エリアでは遊歩道の整備に伴う工事が終了し、干潟上に積まれたフレコンバ

ッグが撤去されて 5 年目となった。新たに作られた護岸上の付着生物も増加している。B エリア

でも護岸工事は終了し、陸上から干潟へのアプローチは限られた場所からのみ可能である。B エ

リアの護岸下でここ数年見られているアマモ場は今年度も確認された。 

今年度も調査終了後に、2016 年度以降実施している宇多川湿地（宇多川と小泉川の河口部に、

震災で形成された塩性湿地・裸地干潟）の観察も行った。本エリアには干潟とヨシ原が広がり、

底生動物に好適な生息場所を提供している。宇多川湿地では、希少な種としてウミニナ、フトヘ

ナタリ、クリイロカワザンショウ（2 年ぶり）、ヨシダカワザンショウ（2017 年度以来）、ヒナタ

ムシヤドリカワザンショウ（2 年ぶり）、ハマガニ（2 年ぶり）及びアカテガニを確認できたが、

2019 年度に見られたキントンイロカワザンショウは確認できなかった。 

参考文献 

環境省自然環境局 (2017) 海洋生物レッドリスト 2017. http://www.env.go.jp/press/103813.html, 

2021 年 2 月 1 日確認 

環境省自然環境局 (2020) 環境省レッドリスト 2020. https://www.env.go.jp/press/107905.html,  

2021 年 2 月 1 日確認 

関連業績 

特になし 
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写真 

  
1 景観 

(Aエリア（鵜の尾）の全景) 
手前が AU ポイント、前方の遊歩道橋の前面右手が
AL ポイント。遊歩道の護岸上にも多くの底生動物が
付着していた。 

2 景観 
(Aエリア潮間帯下部のアマモ場) 
潮間帯下部に繁茂する顕花植物のアマモ。潮が引く
と干潟上でも多くのアマモを見ることが出来る。アマ
モ場は多くの生きものたちのゆりかごとなる。 

  
3 調査の様子 

(Aエリア) 
干潟の上に方形枠を置き、表面の底生動物を数えて
いるところ。目をこらすと小さな巻き貝のマツカワウラ
カワザンショウが数百個体も見つかることもある。 

4 マツカワウラカワザンショウ 
（Aエリア） 
Aエリアで多く産出する松川浦サイトの優占種。殻長
1～3mmほどの小型種。絶滅危惧II類*1。 
*1環境省レッドリスト 2020 

  
5 トリウミアカイソモドキ 

（Aエリア） 
他の生き物の巣穴に間借りして生きるカニの仲間。ア

ナジャコの巣穴の中から見つかった。準絶滅危惧*2。 

*2海洋生物レッドリスト 2017 

6 シロナマコ 
（Aエリア） 
Aエリアの潮間帯下部で毎年見られる。干潟上に泥
を積み上げたマウンドを作る。普段は頭（左側）を下
にして泥の中に潜っている。写真右側の細い部分が
肛門のある尾部。 
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写真 

  

7 ホソウミニナ 
（Aエリア潮間帯上部） 
松川浦に多く産出する巻貝類のホソウミニナ。緑藻
類のマット上に様々な大きさの個体が群れていた。 

8 ユウシオガイ 
（Aエリア潮間帯下部） 
泥質の干潟で見られる美しい二枚貝。準絶滅危惧*1。 
*1環境省レッドリスト2020 

  
9 ユムシ 

（Aエリア潮間帯下部） 
泥の中に穴を掘って暮らし、周囲の泥を食べる環形
動物の一種。体長 20cm 以上となり、韓国ではケブ
ルと呼ばれる高級食材である。写真の個体は体長
数 cm とまだ小さかった。準絶滅危惧*2。 
*2海洋生物レッドリスト 2017 

10 塩生植物のマルミノシバナ 

（Aエリア） 

AL ポイントのヨシ原内裸地に群生。塩性湿地にの

み生育するため、全国的に生育に適した環境が減

少している。塩生植物種間には、光や空間をめぐる

競争がある。ヨシ植生の増加に伴って、本種の生育

場所はヨシに覆われはじめている。 
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写真 

  

11 景観 
(Bエリア（磯部）の全景) 
BU ポイントから BL ポイント（沖の方角）を望む。
徐々に干潟が現れてきているところ。手前の護岸下
にはアマモが数株生えている。 

12 調査の様子 
（Bエリア） 
泥を掘り上げて大型のツバサゴカイを確認している
ところ。残念なことに写真の個体は途中でちぎれて
しまった。 

  
13 オキシジミ 

（Bエリア） 
B エリアで多く見られる汽水性の二枚貝。写真に
は、生まれた年の異なる個体（少なくとも 3 世代）が
並んでいる。大型の個体で殻長 4～5cmほど。 

14 コメツキガニ 
（Aエリア） 
干潟に巣穴を掘り、周りに砂団子を並べる。写真の
個体は赤みがかっており色鮮やか。 

写真 1、3、4、7、10-14: 金谷 弦  撮影 

写真 2: 青木美鈴  撮影 

写真 5、8、9: 海上智央  撮影 

写真 6: 多留聖典  撮影 
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盤洲干潟サイト 
所在地： 千葉県木更津市 略号： TFBNZ 

設置年： 2008年 海域区分： ④中部太平洋沿岸 

 

 

  

サイト概要 

東京湾東岸部に位置し、千葉県木更津市の小櫃川河

口部より広がる盤洲干潟は、現存する砂質干潟で最大

級の面積を誇る。また、重要湿地に選定されている。 

東京湾東側に流れ込む小櫃川河口に形成された盤

洲干潟の外周を形成する前浜干潟と、小櫃川右岸の三

角洲に形成された後背湿地である。底質はともに砂から

砂泥質であるが、後背湿地の方がやや泥質である。 

A エリア：東京湾東岸に注ぐ小櫃川河口に形成された

盤洲干潟の外周を形成する前浜干潟。延長 8km、沖側

に約 2 kmと砂質干潟としては日本最大級である。最も陸

側は連続的に大規模な後背湿地へとつながっている。 

B エリア：盤洲中央部の小櫃川河口右岸の三角洲に形

成された面積およそ 40ha の後背湿地。中央部を通るク

リーク（水路）の西端部（BU）は標高が高く前浜に直接解

放せずクリークの上流部となり、最下流で小櫃川本流と

合流する。 

（a）Aエリア, （b）Bエリア BU, （c）Bエリア BL 

干潟調査サイトの配置 

（点線丸内に当サイト調査地を含む） 

（a） 

（b） 

（ｃ） 
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調査結果 

年月日 
2021 年 6 月 9、10、

11 日 
サイト代表者 

多留聖典 

（東邦大学理学部 

東京湾生態系研究センター） 

調査者 

多留聖典（東邦大学理学部東京湾生態系研究センター）、金谷 弦・伊藤 萌（国

立環境研究所）、海上智央（自然教育研究センター）、青木美鈴・上野綾子・ 

朴 惠眞（日本国際湿地保全連合） 

調査協力者 
横岡博之（いであ）、尾島智仁・尾島雅子（東京港水中生物研究会）、志賀 薫（国

立環境研究所） 

景観 

【A エリア】 

東京湾東岸に注ぐ小櫃川河口に位置する、盤洲干潟の外周を形成する前浜干潟。延長 8 km、

沖側に約 2 kmと砂質干潟としては日本最大級である。陸側は小櫃川河口の三角洲に形成された

大規模な後背湿地へとつながっている。後背湿地には、ヨシ、アイアシ、シオクグ、ハママツナ、

マツナ、ハマヒルガオ、コウボウシバ、テリハノイバラ等の植生が見られた。 

潮間帯上部（AU ポイント）は砂泥から砂質で、上部に後背湿地へと連続する大規模なヨシ原

が見られる。ヨシ原内部に 2015年度までは浅い汽水池が見られたが、現在は干出している。2016

年度まで前浜最上部に見られた小規模な転石帯と、ヨシ原と干潟面の段差は砂に埋没し、2020

年度に見られた B エリア最上部（BU ポイント）方向からの洗掘によって生じたタイドプールは

ほぼ砂で埋まっていた。潮間帯下部（ALポイント）は砂質で、2019年度までは沖合に小規模な

アマモ・コアマモ群落が見られたが、2020 年度から衰退し、今年度は非常に小規模かつ少数の

パッチ状のアマモ・コアマモ植生が見られるのみであった。また、2018 年以降に砂が堆積し、

さらに 2019年秋の台風の影響等により、2020年度と同様に地盤高が上がった状態が継続してい

るように思われた。 

 

【B エリア】 

盤洲干潟中央部の小櫃川河口右岸の三角洲に形成された、面積およそ 40 haの後背湿地。潮間

帯上部（BU ポイント）は中央部を通るクリークの上流端に位置し標高が高く、クリーク上流は

泥質が強い砂泥底であり、最西部で AU ポイントに近接する。2020 年度に生じていた AU ポイ

ントに向けての洗掘されたようなタイドプールはほぼ埋まっていた。クリークが河川本流に合

流する付近の潮間帯下部（BLポイント）も砂泥底であるが、河道付近には砂質が強い場所もあ

る。両ポイントとも潮間帯上部にはヨシ・アイアシ等からなるヨシ原が形成され、満潮線付近は

漂着物が堆積していた。 

BL ポイントでは、2020 年度に確認された、2019 年秋の台風の増水時のものと考えられる大

きなスギの流木等の大型の漂着物が残っていた。しかし、2020 年度に確認された大きなタイド

プールは砂泥で埋まって消失し、深さ数 cm 程度の澪筋が干潟面に残るのみであった。河岸に
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大量に投棄されていたシオフキ・バカガイ等の二枚貝の殻も、砂泥への埋没が進行し、干潟表面

に現れている範囲は非常に狭くなっていた。また、2020年度と同様にヨシ原と干潟面の浸食に

よる段差の拡大やヨシの地下茎の露出、漂着物による被覆等が確認され、依然として表在性の

底生動物の生息環境が損なわれている可能性が懸念される。 

底生生物の出現状況 

【A エリア】 

定量調査では、AU ポイントの表在性無脊椎動物（以下種数は全て無脊椎動物）は 3 種（678

個体：以下括弧内は換算値*1 を含む合計個体数）で、ツツオオフェリア（627）が優占し、以

下、ホソウミニナ（50）、ヤマトカワゴカイ（1）と、少数種による寡占状態であった。埋在性

動物は 6 種が確認された。全 69 個体のうち、そのほとんどがウメノハナガイモドキ（48）で

あり、次いでコケゴカイ（15）であったが、他のホソウミニナ、コメツブガイ、ゴカイ科の一

種（断片）、ツツオオフェリアは各 1−3 個体のみで、優占 2 種は 2020 年度と同様であった。 

AL ポイントにおいては、表在性動物は 6 種（28）で、ホソウミニナ（16）、イボキサゴ（5）、

テナガツノヤドカリ（3）、アサリ（2）、マメコブシガニ（1）、タカノケフサイソガニ（1）で

あった。埋在性動物は 14 種（170）で、イボキサゴ（107）、アサリ（28）、ウメノハナガイモ

ドキ（13）、アラムシロ（8）が比較的多かったが、その他の 10 種はいずれも 3 個体以下であ

った。 

定性調査では AU ポイントの干潟面においては 24 種、ヨシ原においては 11 種が記録され

た。AL ポイントの干潟面では 68 種が記録された。なお、AL ポイントでは、2020 年度調査で

アマモ場がほぼ消失している状態が確認されているが、今年度も干潟面に小規模なパッチ状

のアマモ植生が見られるのみだった。したがって、今年度も 2020 年度と同様に、定性調査に

おいてアマモ植生中で確認された生物は干潟面の出現種に含めて示している。また、2018 年

以降、堆砂による地盤高の上昇がさらに進行したと見られ、過去に確認されておりかつ主に潮

下帯上部に生息していたであろう種は、2020 年度と同様に今年度も確認されなかった。 

外来種として、タテジマフジツボ、ヨーロッパフジツボ、シマメノウフネガイ、サキグロタ

マツメタが記録された。また、外来の可能性が疑われる種は、ホソヤツメタ、Leucotina 属？

の一種、ハマグリ、ウメノハナガイモドキ、Marphysa 属の一種が記録された。 

希少な種としては、ツボミ、ウミニナ、フトヘナタリ、クリイロカワザンショウ、ムラクモ

キジビキガイ、ヤミヨキセワタ、スジホシムシモドキ、ツバサゴカイ、テナガツノヤドカリ、

ウモレベンケイガニ、クシテガニ、オサガニ、アカホシマメガニ、ギボシマメガニ、ミサキギ

ボシムシが挙げられる。 

 

【B エリア】 

定量調査では、BU ポイントの表在性動物は、ホソウミニナ（1）とチゴガニ（84）の 2 種

（85）のみであった。また、埋在性動物も 5 種（24）にとどまり、チゴガニ（14）、Heteromastus 

属の一種（5）、イトメ（3）、コメツキガニ（1）、ヤマトオサガニ（1）であった。 

BL ポイントの表在性動物はコメツキガニ（10）、チゴガニ（5）、ヤマトオサガニ（5）、ホソ

ウミニナ（2）の 4 種（22）だった。埋在性動物は 5 種（9）で、コメツキガニ（5）が最も多

く、ホソウミニナ、ソトオリガイ、イトゴカイ科（断片）、ニホンスナモグリの 4 種は、いず

れも 1 個体であった。 

定性調査では B エリア全域でアシハラガニが多数見られた。BU ポイントの干潟面では 24

種が記録され、ニホンスナモグリ、チゴガニ、ヤマトオサガニ等が多く見られた。ヨシを主体
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とした植生帯では 13 種が記録され、カワザンショウガイ科やベンケイガニ科の複数種が出現

した。BL ポイントの干潟面では 44 種が記録され、ホソウミニナ、チゴガニ、コメツキガニが

多く見られた。植生帯の種は 14 種で、カワザンショウガイ科、ハマトビムシ科、ベンケイガ

ニ科の種が多く見られた。転石帯では 20 種が出現し、ウミニナ、ホソウミニナ等の腹足類や

マガキやシロスジフジツボ等の付着性種、モクズガニ科の種が多く見られた。 

B エリアではミナミホソハマトビムシが、今年度初めて記録された。同科のヒメハマトビム

シ近似種に比べて大型だが、個体数が少なく転石下に隠れていることから、過去に確認されに

くかった可能性がある。希少な種としてはウミニナ、クリイロカワザンショウ、ヨシダカワザ

ンショウ、カハタレカワザンショウ、ガタヅキ、ハサミシャコエビ、ウモレベンケイガニ、ク

シテガニ、ヒメアシハラガニ、オサガニ等が挙げられる。確認された外来種としてはコウロエ

ンカワヒバリが挙げられる。 

 

*1特定の種のみ調査面積を小さく（抽出）して個体を数える場合がある。そのような場合は、

個体密度を比較するために換算した値を使用する。 

底生生物の変化 

【A エリア】 

定量調査での今年度の出現種数は 21 種で、2020 年度（28 種）より減少しているものの、

2019 年度（21 種）と同数で変動の範囲内であると考えられた。上部（AU）ポイントでは 2020

年度と同様にウメノハナガイモドキが最優占種で、表在・埋在個体を合計した個体密度は 543

個体/m2と、2020 年度（514 個体/m2）、2019 年度（730 個体/m2）とほぼ同程度であった。2020

年度に減少が見られたツツオオフェリアは 535 個体/m2（2020 年度は 136 個体/m2）、ホソウミ

ニナは 51 個体/m2（同 2.4 個体/m2）と増加が見られた。下部（AL）ポイントでは、2020 年度

に 3,210 個体/m2と卓越していたイボキサゴの個体密度は、今年度は 1,213 個体/m2と減少して

おり、2019 年（2,339 個体/m2）よりも少なかった。アサリも同様に 318 個体/m2と、2020 年度

（593 個体/m2）より少なく、2 年連続で減少しており、小型個体も少数であった。一方で、2020

年度に大きく密度が低下したホソウミニナは、47 個体/m2 と、2020 年度（4.8 個体/m2）の 10

倍程度であった。 

定性調査において、今年度の A エリアを通じた出現種数は 89 種で、2020 年度（104 種）よ

りもやや減少した。AU ポイントの植生帯においては、例年と同様にカワザンショウガイ科の

複数種やクシテガニ、アシハラガニ等のカニ類が見られ、フトヘナタリも確認された。ALポ

イントでは今年度も 2020 年度と同様に、アマモ場が発達していなかったため、独立した環境

区分として設定しておらず、アマモ植生で確認された種も干潟面の出現種に含めている。種数

の点では 2020 年度と大きな差はないが、2020 年度には確認されなかったシロガネゴカイ類の

3 種が確認された。 

2020 年度に調査開始以降初めて記録されたホソワレカラ、2019 年度に確認されたカシオペ

エビジャコ、Leucotina 属？の一種、ムラクモキジビキガイ、スジホシムシモドキは、今年度

も引き続き確認された。 

 

【B エリア】 

定量調査での出現種数は 9 種で、2020 年度（13 種）より少なく、2019 年度（20 種）からさ

らに減少が続いた。1 ポイントでの合計で、1～数個体と密度が低い種がほとんどであった。

特に、2020 年度に BL ポイントで多く産出したヤマトカワゴカイは、今年度の定量調査では確
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認されず、定性調査でごく少数が確認されるのみとなり、2019 年以前の水準とほぼ同等であ

った。 

定性調査において、B エリアでは 70 種が確認され、これは 2020 年度（69 種）とほぼ同等

であった。干潟表面には B エリア全体でアシハラガニが多く見られた。一方で、2019 年度以

降に、現地を観察して感じられるホソウミニナの個体数の低下は、今年度も継続しているよう

であった。BU ポイントでは、チゴガニやヤマトオサガニ等の軟泥質を好むカニ類が多く見ら

れ、2020 年度に再確認されたコメツキガニが、今年度も比較的多数見られた。また 2019 年度

以降、連続して確認されているヒメアシハラガニも、今年度は複数個体が確認され、BL ポイ

ントでも発見された。クリーク内においては、2020 年度に確認できなかったサビシラトリや

セジロムラサキエビが再び確認された。特に、BL ポイントにおいて、2016 年度以降、増加傾

向の印象にあったウミニナは、今年度も 2019 年度、2020 年度とほぼ同程度の頻度で確認され

た。 

ヨシ原を主体とする植生帯の定性調査では、BU・BL ポイントで確認される複数のカワザン

ショウガイ科の種やベンケイガニ科の種（クシテガニ、アカテガニ、カクベンケイガニ、ウモ

レベンケイガニ等）は、過年度と同様に多く確認された。しかし、BL ポイントでは、植生帯

とヨシの根際にクリイロカワザンショウとコメツキガニが比較的多数見られたが、それ以外

のオイワケゴカイ、キタフナムシ、ヒメハマトビムシ近似種、ミナミホソハマトビムシ、アカ

テガニ、カクベンケイガニ、アシハラガニは少数見られたのみであった。ヨシ原と河道の間に

投棄された貝殻の堆積はほぼ砂泥に埋没し、2020 年度と同様に間隙性の種は見られなかった。

以上のような現象は、年変動に加え、2019 年秋の台風による出水や波浪による地形変化の影

響の可能性がある。一方で、BL ポイントの転石帯では、タマキビ、ウミニナ、カハタレカワ

ザンショウ、マガキ、オイワケゴカイ、シロスジフジツボ、フサゲモクズ、ケフサイソガニ、

イソガニ、カクベンケイガニ等が例年と同様に多く確認され、転石がシールドとして機能して

いる可能性が示唆された。 
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底生動物の総出現種数と内訳 

 

 
図．盤洲干潟サイトの各調査エリアで確認された門別の種数を示す。2016～2021年度の結果を並列した。 

種数は毎年調査（定量・定性）の結果を用いて算出し、魚類及び植物は対象外とした。 

 

 

今年度（2021 年度）の調査において、魚類を除き、A エリアでは 8 門 94 種、B エリアでは 4

門 71 種の底生動物が出現した。A エリアにおいて 2020 年度と比較して、構成する動物門で、

扁形動物門と尾索動物門が見られなかった一方、海綿動物門と外肛動物門が確認された。出現

種数は、10 種程度減少した。B エリアにおいて 2020 年度と比較して、構成する動物門は、扁形

動物門が見られなくなり、また過去 5 年間と比較して最も少なかった。出現種数では、2020 年

度と同程度であった。また、常に A エリアの出現種数が B エリアの種数をやや上回っている

が、動物門の構成については、節足動物門の種数が最も多く、次いで軟体動物門、環形動物門が

多く、その他の動物門の種数は少数である点については共通していた。 
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その他特記事項 

AL ポイントで出現した種のうち、従来ナミノリソコエビ近似種としていた種は、2021 年 3 月

に盤洲干潟をタイプ産地として新種記載され、ウスゲナミノリソコエビ（Haustorioides furotai 

Ogawa in Ogawa, Takada & Sakuma, 2021）と命名された。本種はナミノリソコエビ（Haustorioides- 

japonicus Kamihira, 1977）と比較して、触角及び歩脚の剛毛が目立たないことが特徴である。本

種は盤洲干潟以外からの出現記録はなく、ナミノリソコエビとされる種も日本海側で地域ごと

に遺伝的に区別される 5 群に分けられるため（Takada et al., 2017）、本種の分布も限定される可

能性がある。また、Marphysa 属の一種は、Abe et al. (2019) の Marphysa sp. E に相当する種で

あり、2020 年度の補足調査で確保された標本を用いて、現在記載に向けた検討が進行中である。

さらに今年度は、2020 年度に記録されなかったツバサゴカイの出現が確認されたが、その共生

種として過去に出現記録のあるオオヨコナガピンノやバンズマメガニは確認されなかった。特

に、バンズマメガニは本サイトをタイプ産地とし、千葉県の最重要保護生物（千葉県，2015）で

あるが、本種の原記載論文である Komai et al.（2014）での報告以降に当地での確認はなされて

いない。 

BU ポイントの干潟面で確認されたヒメアシハラガニは、2017 年度と 2018 年度の調査では確

認されなかったが、2019 年度から今年度までには複数個体が確認されている。また、BU 近傍

の植生帯では、2019 年度と 2020 年度に確認されたシオマネキ（柚原・相澤, 2016）は、今年度

は確認されなかった。2020 年度に多く産出したヤマトカワゴカイは、今年度は非常に少数で、

2020 年度の多数の確認は一過的な卓越群であった可能性があり、風呂田ほか（2019）で指摘さ

れた東京湾全域における本種の減少傾向が解消したわけではないことが示唆される。 

参考文献 

Abe H, Tanaka M, Taru M, Abe S & Nishigaki A (2019) Molecular evidence for the existence of five 

cryptic species within the Japanese species of Marphysa (Annelida: Eunicidae) known as “iwa-mushi”. 

Plankton and Benthos Research, 14 (4): 303−314 

千葉県希少生物及び外来生物リスト作成検討会 (2015) 千葉県の保護上重要な野生生物 －千葉

県レッドデータブック－ 追録第 4号 （平成 27年 5月）. 千葉県環境生活部自然保護課, 千葉 

風呂田利夫, 多留聖典, 尾島智仁, 馬渡和華 (2019) 東京湾における干潟生物多様性低下の現状. 

海洋と生物 AQUABIOLOGY, 41 (3): 203−210, 生物研究社, 東京 

環境省自然環境局 (2017) 海洋生物レッドリスト 2017. http://www.env.go.jp/press/103813.html, 

2022 年 2 月 1 日確認 

Komai T, Nishi E & Taru M (2014) A new species of Pinnixa (Crustacea: Decapoda: Brachyura: 

Pinnotheridae) associated with a tube worm, Chaetopterus cautus (Annelida: Polychaeta) from Tokyo 

Bay, Japan. Zootaxa, 3793 (1):119−132 

Ogawa, H, Takada, Y & Sakuma, K (2021). A New Species of the Sand-burrowing Dogielinotidae, 

Haustorioides furotai, from Tokyo Bay, Japan (Crustacea: Amphipoda). Species Diversity, 26(1): 65-78 

Takada Y, Sakuma K, Fujii T & Kojima S (2017) Phylogeography of the sandy beach amphipod 

Haustorioides japonicus along the Sea of Japan: Paleogeographical signatures of cryptic regional 

divergences. Estuarine, Coastal and Shelf Science, 200:19-30, DOI:10.1016/j.ecss.2017.10.012. 

柚原 剛, 相澤 敬 (2016) 東京湾小櫃川河口干潟で確認されたシオマネキ: 軟甲綱十脚目スナガ

ニ科. 千葉生物誌, 65:52−54 

 



【干潟】盤洲干潟 

 

114 
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写真 

  

1 景観 
(Aエリア潮間帯上部) 
前浜干潟の最上部。以前は右側のヨシ原と左側の干
潟面の間に段差が生じ、転石が露出していたが、今
年度は砂に埋没していた。 

2 景観 
(Aエリア潮間帯下部) 
前浜干潟の最下部、沖合約 1.5km。アマモやコアマ
モは小規模なパッチとして点在するのみであった。 

  

3 アマモ 
(Aエリア潮間帯下部) 
アマモは小規模なパッチが点在するのみで、密度も
低く、アマモ場の形成には至っていない。 

4 ユビナガホンヤドカリ 
(Aエリア潮間帯上～下部) 
最も多く産出するヤドカリ。イボキサゴやホソウミニ
ナの殻を利用しており、漂着物等に蝟集（いしゅう）
していることがある。 

  

5 タマシキゴカイ（糞塊） 
(Aエリア潮間帯下部) 
A エリアの下部には、タマシキゴカイの巣穴が多数あ
り、開口付近には糞がモンブランケーキ状に積み上
がっている。 

6 ナミノリソコエビ近似種 
(Aエリア潮間帯下部) 
5mm程度のヨコエビで、2021年に当地をタイプ産地
として新種記載され、ウスゲナミノリソコエビ 
Haustorioides furotai と命名された。 
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写真 

  

7 景観 
(Bエリア潮間帯上部) 
砂泥質の浅い澪筋があり、澪筋周辺は軟泥質。周
囲にはヨシ原が広がる。 

8 景観 
(Bエリア潮間帯下部) 
干潟面。砂泥質から泥質で、ところにより軟泥。写真
右手のヨシ原際の汀線には流木等がある。 

  
9 干潟面・転石帯・ヨシ原 

(Bエリア潮間帯下部) 
左手が小櫃川本流で、右手にはヨシ原が広がり、中
央奥には転石護岸がある。 

10 ニホンスナモグリ 
(Bエリア潮間帯上部) 
澪筋の中に多数の棲孔が見られた。前浜上部（AU
ポイント）でも多数が生息している。 

  

11 ウモレベンケイガニ 
(Bエリア潮間帯下部) 
ヨシ原内の堆積物や流木の下等に見られる。全身
の体表に泥を付着しており、動作も緩慢で見つけに
くい。絶滅危惧 II類*1。 
*1海洋生物レッドリスト 2017 

12 チゴガニ 
(Bエリア潮間帯上部・下部) 
泥質で比較的標高の高い干潟に、巣穴を掘って生
息している。雄が白色のハサミを振り上げるウェービ
ングを行う。 

写真 1-12: 多留聖典  撮影
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汐川干潟サイト 
所在地： 愛知県豊橋市、田原市 略号： TFSOK 

設置年： 2008年 海域区分： ④中部太平洋沿岸 

 

  

サイト概要 

田原湾は、渥美半島と知多半島に挟まれた三河湾奥の

東側に位置している。田原湾を含む三河湾沿岸域は、汐川

干潟をはじめとする数多くの干潟が形成されており、重要

湿地にも選定されている。汐川干潟は三河湾奥の田原湾

に位置する干潟で、汐川をはじめとし、蜆川、紙田川等が

流入している大きな河口干潟である。渡り鳥の渡来地とし

ても非常に重要である。 

調査対象となる干潟は、汐川の河口から田原湾に広が

る広大な干潟と紙田川の河口付近に形成される河口干潟

である。底質はともに砂泥質であるが、紙田川河口の方が

やや泥質である。 

B エリア：汐川の河口から田原湾に広がる広大な干潟の

中央部に位置する。 

Cエリア：田原湾口部に流れ込む紙田川の河口干潟であ

る。底質は B エリアより泥質であり、潮間帯上部の表層に

は礫が多く含まれる。近年、沖側に砂が堆積し、干潟面積

が拡大している。潮上帯に塩性湿地が存在する。 

（a）Cエリア, （ｂ）Bエリア, （ｃ）Bエリアに拡がるカキ礁 

（a） 

（ｂ） 

（ｃ） 

干潟調査サイトの配置 

（点線丸内に当サイト調査地を含む） 

＊Aエリア（蜆川）：2010年度以降中止 
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調査結果 

年月日 2021 年 6 月 25、26 日 
サイト

代表者 

木村妙子 

（三重大学大学院生物資源学研究科） 

調査者 
藤岡エリ子・藤岡純治（汐川干潟を守る会）、木村妙子・木村昭一（三重大学

大学院生物資源学研究科） 

調査協力者 － 

景観 

汐川干潟は、三河湾奥の田原湾に位置する干潟で、汐川をはじめとし、蜆川、紙田川等が流

入して形成されるおよそ 300ha の河口干潟である。 

【B エリア】 

汐川の河口部から田原湾に広がる干潟の中央部に位置し、陸側には耕作地が見られる。エリ

アの潮上帯は護岸されており海岸植生はほとんど見られない。また、潮下帯にも植生は見られ

ない。干潟の底質は砂泥質であり、潮間帯中部には広範囲にわたりカキ礁が見られるが近年縮

小傾向にある。 

今年度も潮間帯上部から下部の干潟表面に広くアオサの堆積が見られ、エイの捕食痕と思

われるくぼみが確認された。 

【C エリア】 

田原湾口部に流れ込む紙田川河口部に位置し、陸側は耕作地や遊水池等が見られる。エリア

の潮間帯上部にヨシやシバナ等が生育する塩性湿地が見られる。潮下帯には植生は見られな

い。干潟の底質は B エリアよりも泥質であり、潮間帯上部の表層には礫が多く含まれるが、

今年度は上部表面が泥に覆われていた。近年、沖側に砂が堆積し、干潟面積が拡大している。 

2020 年度に続き、エイの捕食痕と思われるくぼみが確認された。 
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底生生物の出現状況 

【B エリア】 

定量調査に関して、潮間帯上部（BU ポイント）における表在性動物としては、ウミニナ

やヘナタリが多数見られた。また、埋在性動物では、ユウシオガイや多毛類のゴカイ科の一

種が多数見られた。 

潮間帯中部（BM ポイント）では、表在性動物として、ウミニナ、ヘナタリ、ユビナガホ

ンヤドカリ、マガキ、タテジマイソギンチャクが多数見られた。また、埋在性動物としては

ユウシオガイやゴカイ科といった多毛類等が見られた。 

潮間帯下部（BL ポイント）では、表在性動物として、ウミニナ、ユビナガホンヤドカリ

が多数見られた。また、埋在性動物としては、オキシジミ、シオフキ、ヒメマスオ、ギボシ

ムシ綱の一種等が見られた。 

定性調査に関して、潮間帯上部の干潟面では、ヨコイトカケギリ、カワグチツボ、アサリが

見られた。潮間帯中部の干潟面ではヒメケハダヒザラガイ、イボニシ、マメコブシガニ、ウネ

ナシトマヤが見られ、潮間帯下部ではタマシキゴカイ、イボウニミナが見られた。 

記録しておくべき希少な種としては、ヒメマスオ、マキガイイソギンチャク、イボウミニナ

が挙げられ、今後の出現状況を注視していく必要がある。また、少数であるが全体的にイボウ

ミニナが分布していた。 

 

【C エリア】 

定量調査に関して、潮間帯上部（CU ポイント）における表在性動物としては、ヘナタ

リ、ウミニナといった巻貝類が多数見られた。また、埋在性動物としては、ヒガタケヤリム

シ、ゴカイ科の一種、ミズヒキゴカイ科の一種、アナジャコ科、その他二枚貝類等が見られ

た。 

潮間帯中部（CM ポイント）では、表在性動物としてユビナガホンヤドカリが多数見られ

た。また、埋在性動物として、ミズヒキゴカイ科、ゴカイ科、オキシジミ、ユウシオガイ、

ソトオリガイが多数見られた。 

潮間帯下部（CL ポイント）の表在性動物としては、ウミニナが多数見られた。また、埋

在性動物としては、ミズヒキゴカイ科、ゴカイ科、アナジャコが多数見られた。 

定性調査に関して、潮間帯上部の塩性湿地ではオカミミガイ、フトヘナタリ、アカテガニ

が見られた。潮間帯中部のカキ礁では、タテジマイソギンチャク、タマキビ、コウロエンカ

ワヒバリ、マガキ等が見られた。潮間帯下部の杭には、マガキ、コウロエンカワヒバリ、タ

マキビが見られた。 

記録しておくべき種としては、外来種のコウロエンカワヒバリ、タテジマフジツボが挙げら

れる。また、希少な種のうち、オカミミガイ、フトヘナタリ、イボウミニナ、マキガイイソギ

ンチャク、ヒガタケヤリムシ等があげられる。これらの種を含め、今後の出現状況を注視して

いく必要がある。 
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底生生物の変化 

両エリアを通じて、有明海周辺でのみ分布するとされているマキガイイソギンチャクが

2015 年度から継続して確認されている。 

 

【B エリア】 

2008 年度は底土表面にアオサが堆積し、表面が還元化していたが、2009 年度以降はアオサ

の堆積が岸近くを除いてほとんど見られない。2012 年度以降には岸近くも含めてアオサの堆

積は認められず、底土表面の還元化も見られなかったが、2015 年度には岸近くに堆積が見ら

れた。また、2016 年度と 2017 年度にはアオサの堆積は見られなかったが、今年度の調査では

干潟面に広く堆積が見られた。潮間帯中部に発達していたカキ礁は縮小傾向にある。 

 

【C エリア】 

潮間帯中部において、2012 年度に個体数が多く確認されたヒガタケヤリムシは、2014 年度

から 2017 年度には確認されず、2018 年度に潮間帯下部で多数確認された。今年度は潮間帯上

部で本種が確認された。なお、底質と本種の生息場所との関連性は不明であるが、潮間帯上部

の底質は例年礫混じりの砂泥質だが、今年度は表面に砂の堆積があった。 

今年度の調査では、調査エリア内において、特定外来生物のヒガタアシは確認されなかっ

た。本種は、2012 年度以降、近隣の河口域で発見され、C エリア付近の干潟に侵入していた

が、2016 年までには周辺水域において大部分が駆除された。ただし、現在も干潟内には散発

的に確認されている。ヒガタアシは、在来のヨシより低潮位の干潟上に生育するため、干潟に

生息する生物への影響が懸念される。 
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底生動物の総出現種数と内訳 

 

 

図．汐川干潟サイトの各調査エリアで確認された門別の種数を示す。2016～2021年度の結果を並列した。 

種数は毎年調査（定量・定性）の結果を用いて算出し、魚類及び植物は対象外とした。 

 

B エリアにおいて、2016 年度から 2019 年度にかけて 5～6 動物門、2020 年度には 8 動物門の

底生動物が確認されていたが、今年度は 5 門であった。種数の最も多い動物門は、調査期間を

通じて軟体動物門であり、その他に節足動物門、環形動物門、刺胞動物門が常に出現している。

出現種数は 2017 年度（35 種）から毎年 2～3 種ずつ増加し、今年度は 43 種であった。C エリア

では、2016 年度から 2020 年度にかけて 4～6 門が出現しており、今年度は 4 動物門が確認され

た。C エリアにおいても、B エリアと同様に軟体動物門の出現種数が最も多かった。また C エ

リアでは、2020 年度の調査で 46 種が出現し過去最高値を記録したが、今年度は 38 種であった。

B エリアと C エリアの出現種数を比較すると、2017 年度までは B エリアの方が C エリアより

も多く、2018 年度から 2020 年度までは C エリアの方が上回ったが、今年度はふたたび B エリ

アの方が多い結果であった。 
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その他特記事項 

汐川河口部や流入小河川のヨシ原湿地に外来種のアカミミガメが多数観察された。 

参考文献 

環境省自然環境局 (2020) 環境省レッドリスト 2020. https://www.env.go.jp/press/107905.html,  

2022 年 2 月 1 日確認 

関連業績 

特になし 
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写真 

  

1 全景 
(Bエリア) 
汐川河口から田原湾に広がる広大な河口干潟であ
る。今年度は潮間帯上部から中部にアオサの堆積
が見られた。底土表面にエイの捕食痕と思われるく
ぼみが見られた。 

2 調査の様子 
（Bエリア） 
潮下帯中部での調査の様子。方形枠内の底土表面
にいる生物を調査した後、埋在性動物の調査をす
る。アオサの間にヘナタリやウミニナ等の巻貝が多数
這っていた。 

  

3 ヤミヨキセワタ 
（Bエリア） 
底土表面を這っていた。絶滅危惧 II類*1の腹足類。 
*1環境省レッドリスト 2020 

4 タマシキゴカイ 
（Bエリア） 
潮間帯下部の底土中に生息している。堆積物食であ
り、底土表面に糞塊が多く見られた。 
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写真 

  

5 全景 
(Cエリア) 
紙田川河口に位置する干潟である。潮間帯上部にヨ
シやシバナ等が生育する塩性湿地がある。底土表
面にエイの捕食痕と思われるくぼみが見られた。 

6 ウミニナ 
（Bエリアと Cエリア） 
両方のエリアで優占する表在性腹足類。アオサに
集まっていた。準絶滅危惧種*1。 
*1環境省レッドリスト 2020 

  

7 オカミミガイ 
（Cエリア） 
絶滅危惧Ⅱ類*1の腹足類。本エリアの塩性湿地に生
息する。交尾をしている様子が見られた。 
*1環境省レッドリスト 2020 

8 ヒガタケヤリムシ 
（Cエリア） 
毎年ではないが、本エリアで確認される。干潟表面
に鰓冠（冠状に並ぶ細い鰓糸）を広げている様子が
見られた。 

写真 1-8: 木村妙子  撮影
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南紀田辺サイト 
所在地： 和歌山県田辺市 略号： TFTNB 

設置年： 2008年 海域区分： ⑤西部太平洋沿岸等 

 

サイト概要 

紀伊半島南西部の田辺湾に位置し、沿岸域は黒潮の

影響を受け、多種多様な海洋生物が生息・生育してい

る。また、白浜から田辺湾は重要湿地に選定され、吉野

熊野国立公園に指定されている。 

調査対象となる干潟は、田辺湾に面した潟湖干潟と前

浜干潟である。底質は、潟湖干潟では軟泥、前浜干潟で

は砂質である。また、潮上帯部に転石帯も見られる。 

A エリア：湾央（湾の中央）に位置し水路でのみ外海と

つながる潟湖であり、潮間帯下部では以前あったアオサ

が表層から消失した。底質は軟泥で少し掘ると還元層が

見られるところが多い。 

B エリア：湾央ではあるが小さな入り江の先端近くに位

置し、潮下帯にコアマモ・アマモが群生し、その一部は潮

間帯下部まで広がる。上部は砂質干潟の典型種が多く、

大きな岩には磯に生息する種も多い。 

(a) Aエリア, (b) 調査風景, (c) Bエリア 

干潟調査サイトの配置 

（点線丸内に当サイト調査地を含む） 

（a） 

（ｂ） 

（c） 
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調査結果 

年月日 2021 年 7 月 12、13 日 サイト代表者 
古賀庸憲 

（和歌山大学教育学部） 

調査者 

古賀庸憲（和歌山大学教育学部）、渡部哲也（西宮市貝類館）、青木美鈴・ 

上野綾子（日本国際湿地保全連合）、小林元樹（京都大学フィールド科学教育

研究センター瀬戸臨海実験所） 

調査協力者 － 

景観 

【A エリア】 

田辺湾央（湾の中央）に位置し、面積約 7ha の水路でのみ外海とつながる潟湖である。潟湖

周辺は内之浦干潟親水公園として整備されている。潮上帯は石垣で護岸され小規模な転石帯

とヨシ原域となり、潮間帯下部から潮下帯にはアマモ場が形成されている。干潟の底質は軟泥

で少し掘ると還元層が見られるところが多い。潮間帯上部はやや固く、長靴でも歩くことがで

きるが、下部はぬかるんでおり歩くことができない。 

潮間帯下部では 2013 年度から 2018 年度まで表層のアオサが確認されなかったが、2019 年

度以降は、ある程度の範囲で確認されるようになった。 

 

【B エリア】 

田辺湾央ではあるが、小さな入り江の先端近くに位置し、面積 1ha 未満の前浜干潟である。

後背地は、海岸線に崖が迫っている。潮上帯は転石・岩礁域とコンクリート護岸壁からなり植

生は見られない。潮下帯にコアマモ・アマモが群生し、その一部は潮間帯下部まで広がる。2018

年からは一部にウミヒルモも見られる。干潟の底質は砂泥質である。 

例年と比べて特に目立った変化は見られなかった。 
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底生生物の出現状況 

【A エリア】 

定量調査については、潮間帯上部（AU ポイント）において、表在性動物として、ヘナタ

リ、ウミニナ、ホソウミニナ、カワアイの順に多く見られた。また、埋在性動物として、ミ

ズヒキゴカイ種群、チゴガニ、オキシジミ、イトゴカイ科の一種の順によく見られた。 

潮間帯下部（AL ポイント）において、表在性動物として、コゲツノブエの個体数が極めて

多く、それに続き、ユビナガホンヤドカリ、シオヤガイ、ホトトギス、カニノテムシロの順に

多く見られた。また、埋在性動物として、ミズヒキゴカイ種群、オキシジミ、コゲツノブエ、

ヒメシラトリの順に多く見られた。 

近年記録されていないシラギク（準絶滅危惧*1）やツブカワザンショウ（準絶滅危惧*1）、ヒ

ガタヨコイトカケギリ（情報不足*1）が確認された。 

定性調査については、ヨシ原のある潮間帯上部、軟泥の潮間帯下部ともに腹足類と甲殻類の

出現種数が多かった。潮間帯上部ではヘナタリ、潮間帯下部ではコゲツノブエの個体数が極め

て多かった。 

希少な種としては、シオマネキ（絶滅危惧 II 類*1）、ハクセンシオマネキ（絶滅危惧 II 類*1）、

ウモレベンケイガニ（絶滅危惧 II 類*2）が 2020 年度に引き続き確認された。その他には、最

優占種でもあるコゲツノブエ（絶滅危惧 II 類*1）、カワアイ（絶滅危惧 II 類*1）、ツボミ、ミヤ

コドリ、ヘナタリ、クリイロカワザンショウ、ヒメカノコ、カニノテムシロ、トガリユウシオ

ガイ、スダレハマグリといった希少な貝類や、マングローブテッポウエビ、ハマガニ、ヒメヤ

マトオサガニ、ユビアカベンケイガニ、テナガツノヤドカリ等の希少な甲殻類も確認された。 

 

【B エリア】 

定量調査については、潮間帯上部（BU ポイント）において、表在性動物として、ホソウ

ミニナとウミニナが多数見られた。また、埋在性動物として、ホソウミニナ、コメツキガ

ニ、オキシジミ、コケゴカイ等が数個体ずつ見られた。 

潮間帯下部（BL ポイント）において、表在性動物として、コゲツノブエの個体数が極めて

多く、次いでユビナガホンヤドカリが多く見られた。また、埋在性動物として、ウメノハナガ

イが極めて多く、次いでミズヒキゴカイ種群、ヒメシラトリの順に多く見られた。 

定性調査については、転石のある潮上帯やアマモ場が見られる潮間帯下部では、ハボウキガ

イ、ムシロガイ、ミヤコドリ、マテガイ、オサガニ等が見られた。 

近年記録されていないムギワラムシ（準絶滅危惧*2）やオチバガイ（準絶滅危惧*1）、イソア

ワモチ、ケアシヒライソガニが確認された。 

希少な種としては、最優占種でもあるコゲツノブエ（絶滅危惧 II 類*1）の他、ツボミ、ウミ

ニナ、ヘナタリ、ムシロガイ、スダレハマグリ、シオヤガイ、ユキガイ等の希少な貝類、オサ

ガニ、ヒメヤマトオサガニ等の希少な甲殻類が確認された。 

 

*1環境省レッドリスト 2020 

*2環境省海洋生物レッドリスト 2017 
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底生生物の変化 

【A エリア】 

シラギクが 2011 年度以来 2 度目、ツブカワザンショウが 2015 年度以来 2 度目の確認とな

った。2015 年度以降見られなかったヒガタヨコイトカケギリも今年度 7 年ぶりに、ハマガニ

は 3 年ぶりに確認された。また、シオマネキとハクセンシオマネキが今年度も定性調査で確認

された。さらに、調査開始以降ほぼ毎年継続してウモレベンケイガニが確認されている他、コ

ゲツノブエ、カワアイ、ヘナタリ、カニノテムシロ、クリイロカワザンショウ、トガリユウシ

オガイ等の希少な貝類やユビアカベンケイガニ、マングローブテッポウエビ、テナガツノヤド

カリといった希少な甲殻類の生息も引き続き確認されたことから、生息環境等に関して比較

的良好な状態が維持されていると思われた。 

今年度は、2019 年度、2020 年度に続きヘナタリの個体数が潮間帯上部で多く、また、コゲ

ツノブエの個体数が潮間帯下部で突出して見られたが、出現種数や構成種に特に目立つ変化

はなかった。以前は優占種の一つだったシオヤガイの個体数が 2020 年度までの数年間はやや

少なかったが、今年度は 20 個体強確認された。アオサは 2020 年度と同様やや多い印象であっ

た。 

 

【B エリア】 

今年度は、ムギワラムシが 2013 年度以来 2 度目、オチバガイが 2017 年度以来 2 度目、イソ

アワモチが 2008 年度以来 2 度目の確認となった。2012 年度以降、A エリアで見られるように

なったヘナタリが、今年度 B エリアで初めて 7 個体確認された。また、ミヤコドリ、ムシロ

ガイ、ハボウキガイ、スダレハマグリ、ユキガイ等の希少な貝類も引き続き確認された。オサ

ガニやチゴイワガニといった希少な甲殻類も確認された。なお、2016 年度に多数個体が初め

て記録されたイザナミツノヤドカリは、2020 年度に続き今年度も若干数確認された。 

その他、特に潮間帯下部では、希少な種を含め砂泥質干潟に特徴的な種が多数見られ、良好

な環境が維持されていると思われた。 
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底生動物の総出現種数と内訳 

 

 

図．南紀田辺サイトの各調査エリアで確認された門別の種数を示す。2016～2021年度の結果を並列した。 

種数は毎年調査（定量・定性）の結果を用いて算出し、魚類及び植物は対象外とした。 

 

2021 年度の調査において、A エリアでは 3 門 60 種の底生動物が確認され、出現動物門と出

現種数に顕著な変化は見られなかった。B エリアでは 7 門 87 種の底生動物が確認され、出現種

数に顕著な変化は見られなかった。また、B エリアにおいて、本調査開始以来、扁形動物門が

初めて記録されたが、主な出現動物門の構成に顕著な変化は見られなかった。 
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その他特記事項 

特になし 

参考文献 

環境省自然環境局 (2017) 海洋生物レッドリスト 2017. http://www.env.go.jp/press/103813.html,  

2022 年 2 月 1 日確認 

環境省自然環境局 (2020) 環境省レッドリスト 2020. https://www.env.go.jp/press/107905.html,  

2022 年 2 月 1 日確認 

関連業績 

特になし 
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写真 

  

1 景観 
(Aエリア) 
A エリア上部から全景を撮影。5 年ほど消失してい
たアオサが、潮間帯下部で 2019 年度から見られる
ようになった。 

2 マングローブテッポウエビ 
（Aエリア） 
準絶滅危惧*2。普段は泥の中に生息し、目にすることは
ほとんどないが、このエビのいる場所付近を歩くと、パチ
ンパチンとハサミを鳴らす音が聞こえることがある。 
*2海洋生物レッドリスト 2017 

  
3 ヒメカノコ 
（Aエリア） 
準絶滅危惧*1。石等の硬いものにへばりついていた
り、底泥表面を這っていたりする様子を見ることが
多いが、写真のように表面張力を利用して水面を逆
さに這うこともできる。 
*1環境省レッドリスト 2020 

4 ヒメヤマトオサガニ 
（Aエリア） 
準絶滅危惧*1。求愛ダンスでオスがハサミ脚を振り上げ
る様子がバンザイをしているように見えることから種小
名「banzai」が付けられた。写真のオスは赤っぽい珍しい
体色で目立つ。 
*1環境省レッドリスト 2020 
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写真 

  

5 景観 
(Bエリア) 
B エリアの全景。極めて小さな干潟であるが、生息種
数は多い。コアマモが群生している様子が分かる。 

6 調査の様子 
(Bエリア) 
調査方形枠の緯度経度情報を取得し、表在性動物の
種とそれらの個体数を記録している様子。 

 

 

7 コゲツノブエ 
(Bエリア) 
九州以北では急減している絶滅危惧II類*1の希少な巻
貝だが、本サイトでは最優占種であり、A・Bエリアとも
毎年多数個体が確認される。内湾奥部の砂泥・軟泥
干潟の主に潮間帯下部～潮下帯に多いようである。 
*1環境省レッドリスト 2020 
 

8 ユキガイ 
（Bエリア） 
準絶滅危惧*1。鳥の巣の干潟では、やや還元層になる
黒っぽい泥の中から見つかる。写真は丁度この貝を掘
り出した場面で、この個体は全長4cm弱であった。 
*1環境省レッドリスト 2020 

写真 1、2、4、5、7: 古賀庸憲  撮影 

写真 3: 上野綾子  撮影 

写真 6: 青木美鈴  撮影 

写真 8: 渡部哲也  撮影 
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中津干潟サイト 
所在地： 大分県中津市 略号： TFNKT 

設置年： 2008年 海域区分： ③瀬戸内海沿岸 

  

サイト概要 

瀬戸内海南西端に位置する海域である周防灘に面してい

る。大分県中津市に位置する自然干潟で、瀬戸内海では最

大の面積を誇る。また、絶滅危惧種であるカブトガニが生息

している数少ない干潟のひとつである。重要湿地に選定さ

れている。 

わが国で第二位の広大な面積を誇る干潟であり、その環

境は一様ではない。調査エリアは、中津川河口、東浜、大新

田の 3 エリアとしている。それぞれのエリアは、底質（砂・泥

等）や植生（ヨシ・コアマモ・ハマサジ等）が異なっている。 

A エリア：河口干潟で塩性湿地がある。底質は砂泥質で、

一部礫が混じる。植生としてハマサジやフクドが見られる。

2012 年度調査の直前の 7 月 3 日にこの地方を襲った記録

的豪雨により山国川が出水し、その後度々、豪雨による出

水に見舞われている。 

B エリア：広大な砂質干潟で一部に礫場もある。底質は砂

質で、潮間帯上部の一部にはヨシ原が見られる。 

C エリア：干潟の手前に塩性湿地が、沖合にはコアマモ帯

や一部人工的に構築された転石帯がある。多様な環境が見

られるエリアである。 

（a）Cエリア, （b）Aエリアの植生帯, （c）Bエリア 

干潟調査サイトの配置 

（点線丸内に当サイト調査地を含む） 

（a） 

（b） 

（ｃ） 
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調査結果 

年月日 2021 年 6 月 24、25、26 日 サイト代表者 

浜口昌巳 

（水産研究・教育機構 

水産技術研究所） 

調査者 
浜口昌巳・鬼塚 剛（水産研究・教育機構水産技術研究所）、西 栄二郎（横

浜国立大学教育人間科学部）、金子誠也（日本国際湿地保全連合） 

調査協力者 － 

景観 

大分県中津市大塚地先には、およそ 1,000ha の広大な干潟が広がっている。 

 

【A エリア】 

山国川と中津川の河口干潟で、中洲や岸辺にハマサジやフクドが生育する小規模な塩性湿

地が点在する。潮上帯は護岸されているため、植生はほとんど見られない。底質は砂泥質

で、一部礫が混じる。河川出水の影響を受けやすい河口域であるため、本エリアは地形等の

変動が大きな場所である。 

 

【B エリア】 

沖側に約 2km の広大な前浜干潟であり、一部に礫場も見られる。後背地は、市街地となっ

ている。沖合にはコアマモが点在している。干潟の底質は砂質で、潮間帯上部の一部には広大

なヨシ原が見られる。また、近年、コアマモの密度と面積、イボウミニナの生息範囲が拡大し

ていた。 

 

【C エリア】 

沖側に約 1.5km の前浜干潟で、塩性湿地から砂泥質干潟、転石帯まで多様な環境が見られ

る。潮上帯には塩性湿地が、後背地には松林が見られる。また、沖合にはコアマモ帯や一部人

工的に構築された転石帯がある。底質は砂泥質で、干潟上には度重なる集中豪雨により陸域か

ら運ばれたと思われるごみや流木の堆積が恒常的に見られている。なお、岸側はモニタリング

サイト 1000（シギ・チドリ類調査）のサイトである。これまで、コアマモの密度と繁茂面積が

増加してきていたが、今年度は潮間帯中部地点（CM ポイント）付近のコアマモが消失するな

ど減少に転じていた。 

  



【干潟】中津干潟 

135 

底生生物の出現状況 

【A エリア】 

定量調査に関して、表在性動物として、ホソウミニナ、ウミニナ、ヘナタリ、フトヘナタ

リ、ユビナガホンヤドカリ等が見られた。また、埋在性動物では、ヘナタリ、アラムシロ、

ホトトギス、コメツキガニ、チゴガニ、コケゴカイ、ミズヒキゴカイ種群、トゲイカリナマ

コ等が見られた。 

定性調査に関して、中津川河口の塩性湿地周辺では、カワザンショウガイ、ヒメウズラタマ

キビ、クロへナタリ、シマヘナタリ、クロベンケイガニ、アシハラガニ、ヒメアシハラガニが、

干潟表面や転石帯には、マガキやシカメガキが生息していた。また、2021 年度の最大の特徴

としては、河口より最も遠いポイント（A3U ポイント）において、これまで生息数が少なかっ

た、シオマネキが小型個体を中心に増加していた。 

 

【B エリア】 

定量調査に関して、潮間帯上部（BU ポイント）の表在性動物として、オオシンデンカワ

ザンショウが高密度で観察され、他にはユビナガホンヤドカリ、アラムシロ等が見られた。

また、埋在性動物として、ハザクラやコケゴカイ等が見られた。潮間帯中部（BM ポイン

ト）においては、表在性動物として、オオシンデンカワザンショウが高密度で観察され、ア

ラムシロやユビナガホンヤドカリ等が見られた。しかし、2021 年度も、埋在性動物のアサリ

やハマグリがほとんど見られなかった。潮間帯下部（BL ポイント）では、表在性動物はほ

とんど見られず、アラムシロ、スゴカイイソメとムギワラムシの棲管が確認された程度であ

り、埋在性動物としてはイボキサゴやマテガイが見られた。 

定性調査に関して、表在性動物として、イボウミニナ、ゴマフダマ、テナガツノヤドカリ、

マメコブシガニ、アミメキンセンガニ等が確認された。また、埋在性動物としては、マテガイ、

チロリ等が見られた。また、2020 年度に引き続き、コアマモの繁茂面積の拡大やイボウミニ

ナの個体数の増加等の変化が見られた。 

 

【C エリア】 

定量調査に関して、潮間帯上部（CU ポイント）では、表在性動物として、イボウミニナ、

ヘナタリ、アラムシロ、ユビナガホンヤドカリ等が見られた。また、埋在性動物として、イボ

ウミニナ、ユウシオガイ、オキシジミ、その他イチョウシラトリ等が見られた。潮間帯中部（CM

ポイント）では、表在性動物として、イボウミニナ、アラムシロ、シロスジフジツボ等が見ら

れた。また、埋在性動物として、イボウミニナ、アラムシロ、シオフキ、マメコブシガニが見

られた。潮間帯下部（CL ポイント）においては、表在性動物として、アラムシロやテナガツ

ノヤドカリが見られた。また、埋在性動物はアラムシロの他、ユビナガホンヤドカリ等が見ら

れた。 

定性調査に関しては、カブトガニ、イボウミニナ、カワアイ、シカメガキ、ツメタガイ、ク
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ロヒメガキ、イタボガキ、イソヘラムシ、ヤマトオサガニ、シワオウギガニ、ニュウトウタテ

ジマウミウシ、サンショウウニ等も確認できた。 

今年度は、エリア全体でイボウミニナの生息範囲が拡大していた。また、これまで繁茂面積

が広がっていたコアマモが減少し、アマモの群落が所々で観察されるようになった。 

底生生物の変化 

今年度の特徴は、2020 年度と同様に全エリアにおいて潜砂性の二枚貝類（イチョウシラト

リ、オチバガイ、アサリ、ハマグリ、シオフキ、マテガイ）が少ないことであった。一方、

A エリアの潮間帯上部や B エリアより上の潮上帯塩性湿地では、本調査開始以来、初めてシ

オマネキの小型個体が増加していた。また、C エリアではカブトガニが観察された。 

 

【A エリア】 

今年度調査においても、ヨシ原ではクロヘナタリとシマヘナタリ、カキ礁周辺ではシカメ

ガキが確認できた。また、ハマサジやフクド等の塩生植物も生育が維持されていた。ヨシ原

周辺ではシオマネキが増加していた。 

 

【B エリア】 

環境はやや泥質化しており、出現種が少なかった。今年度もアミメキンセンガニは確認で

きたが、その他に出現した種数は例年に比べて減っていた。また、イボウミニナの分布範囲

やコアマモが繁茂する面積は拡大していた。 

 

【C エリア】 

環境及び出現した動物種に変化は見られなかった。今年度もイボウミニナやカワアイ等の

生息が確認できるとともに、イボウミニナの分布範囲の拡大は続いていたが、コアマモの繁

茂面積が減少し、アマモが散在していた。 

 

なお、本サイトの周辺は、1980 年代において瀬戸内海最大の二枚貝漁場であり、アサリ、

バカガイ、ハマグリが高密度で生息し、漁獲されていた。現在、これら 3 種は全て激減してい

る。今年度も 2020 年度に続き、アサリやハマグリがほとんど見られなかった。本調査開始以

降も、中津干潟では、度々、豪雨による大規模な出水に見舞われていることに加え、温暖化に

よる海水温上昇や気候の劇症化による底生生物への影響等が、二枚貝類の個体数が激減した

要因の一つとなっている可能性もあるため、継続した底生動物のモニタリングが求められる。 

 

  



【干潟】中津干潟 

137 

底生動物の総出現種数と内訳 

 

 

図．中津干潟サイトの各調査エリアで確認された門別の種数を示す。2016～2021年度の結果を並列した。 

種数は毎年調査（定量・定性）の結果を用いて算出し、魚類及び植物は対象外とした。 

 

2021 年度の調査では、A エリアでは 5 門 57 種、B エリアでは 5 門 38 種、C エリアでは 7 門

75 種が出現した。2020 年度の調査結果と比較すると、全てのエリアにおいて、構成する動物門

が、わずかに減少した。また、出現種数について、A 及び B エリアでは大きな変化は見られな

かったが、C エリアではわずかに増加した。 
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その他特記事項 

A エリアは、記録的豪雨（2012 年 7 月 3 日、2017 年 7 月 5 日、2018 年 7 月 6 日）による山国

川（中津川）の出水が連続して発生していたため、砂洲及び河床の形状等の変化も頻繁に発生

した。そのため、2012 年度以降の調査から底質を採集するためのコアサンプラーの深度（15cm）

が確保できなかったが、前年度頃から徐々に深く採集できるようになってきた。 

2017 年度において、A エリアで大規模な土木工事が計画されているという情報が得られた。

この工事が少しずつ進行しており、今後の状況によっては調査エリアの変更を検討する可能性

が生じるため、引き続き情報を収集していく予定である。 

A エリアに近接する漁港内では、外来種のタテジマフジツボ、シマメノウフネガイ、マンハ

ッタンボヤ、ヨーロッパフジツボ、アメリカフジツボが確認され、今後の出現状況を注視して

いく必要がある。また、これらは干潟域でも一部観察された。 

これまで B エリアより上部にある潮上帯の塩生湿地を詳細に調査してこなかったが、今年度、

調査したところ、シオマネキやハクセンシオマネキの大規模な個体群が確認できた。 

参考文献 

環境省自然環境局 (2020) 環境省レッドリスト 2020. https://www.env.go.jp/press/106383.html,  

2022 年 2 月 1 日確認 

関連業績 

特になし 
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写真 

  

1 景観 
(Aエリア) 
中津川河口に塩性湿地と干潟域が広がる。写真は河
口から上流部を撮影。 

2 ハクセンシオマネキ 
（Aエリア） 
絶滅危惧 II類*1の希少なカニ。Aエリアの塩性湿地
で確認 された。 
*1環境省レッドリスト 2020 

  

3 フトヘナタリ 
（Aエリア） 
準絶滅危惧*1 の巻貝。塩性湿地やその周辺の乾いた
底土表面の上でよく見られる。 
*1環境省レッドリスト 2020 

4 景観 
(Bエリア) 
中津干潟の中で最も岸から沖方向の距離が長い砂
質干潟。潮間帯上部の一部にはヨシ原が見られる。 

  
5 オオシンデンカワザンショウ 
（Bエリア） 
絶滅危惧II類*1の3mm程度の微小な巻貝。干潟の表面
を這っている様子が観察された。 
*1環境省レッドリスト2020 

6 ミドリシャミセンガイ種群の一種 
（Bエリア） 
中津干潟ではまれに見られる。2020年度は確認され
なかったが、今年度は B エリアの潮間帯下部で確認
された。 
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写真 

  
7 景観 

(Cエリア) 
岸側は泥質で途中からコアマモが繁茂する砂質干
潟に変わる。近年、コアマモの密度と繁茂面積が増
加しつつある。 

8 調査の様子 
（Cエリア） 
方形枠内の干潟表面に生息する底生動物の種と
個体数を確認しているところ。周辺には多数の巻貝
のイボウミニナが這っている。 

  
9 イチョウシラトリ 

（Cエリア） 
絶滅危惧 I類*1の希少な二枚貝。Cエリアの潮間帯
上部で確認された。 
*1環境省レッドリスト 2020 

10 カブトガニ 
（Cエリア） 
絶滅危惧 I類*1の希少な甲殻類。中津干潟は、本種
が生息する数少ない干潟である。 
*1環境省レッドリスト 2020 

  
11 イシワケイソギンチャク 

（Cエリア） 
潮間帯中部で見られた。触手を干潟表面に広げて
いた。 

12 サンショウウニ 
（Cエリア） 
潮間帯下部で見られた。体の表面に貝殻をつけて
いた。 

写真 1-3、5-10: 金子誠也  撮影 

写真 4、11、12: 浜口昌巳  撮影 
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永浦干潟サイト 
所在地： 熊本県上天草市 略号： TFNGU 

設置年： 2008年 海域区分： ⑤西部太平洋沿岸等 

  

サイト概要 

有明海と八代海を結ぶ瀬戸に位置する永浦島南部の

干潟で、周囲は雲仙天草国立公園に指定されている。ま

た、重要湿地に選定されている。海岸は主に岩礁や転

石地で、干潟は入り江奥部に小規模なものが発達する

に過ぎない。 

永浦島南西部に位置するAエリアは、潮上帯は堤防、

潮間帯上部は砂泥質、下部は泥質となっている。また、

永浦島南東部に位置する B エリアは、潮上帯は自然海

岸、全体的に砂泥質で、転石や岩礁も見られ、潮間帯下

部にはアマモ場が見られる。 

A エリア：永浦島南西部の前浜干潟である。ハクセン

シオマネキの群生地として有名。南東部にはクルマエビ

の養殖場が隣接する。 

B エリア：永浦島南東部の前浜干潟である。自然海岸

で、ハマボウ、ナガミノオニシバ等の植生がある。一部

に、岩礁・転石が見られる。潮下帯にはアマモが群生し

ているが、ここ数年、被度が増加している。 

（a）Aエリア, （ｂ）Aエリアの後背塩性湿地, （c）Bエリア 

干潟調査サイトの配置 

（点線丸内に当サイト調査地を含む） 

（a） 

(ｂ) 

（c） 
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調査結果 

年月日 
2021 年 6 月 12、13、26、27

日 

サイト

代表者 

逸見泰久 

（熊本大学くまもと水循環 

・減災研究教育センター） 

調査者 逸見泰久（熊本大学くまもと水循環・減災研究教育センター） 

調査協力者 

嶋永元裕・山田勝雅・松田竜也（熊本大学くまもと水循環・減災研究教育セン

ター）、﨑村豪太郎（熊本大学大学院自然科学研究科）、石原明日斗・岡本 海

（熊本大学理学部）、逸見高志（熊本県在住）阿部博和・菅 孔太朗（岩手医

科大学教養教育センター） 

景観 

熊本県上天草市松島町永浦島周辺には、小規模ながら生物相の豊かな干潟が点在する。 

 

【A エリア】 

永浦島南西部の前浜干潟であり、面積はおよそ 12 ha である。日本最大のハクセンシオマネ

キ生息地としても有名である。干潟上縁は舗装道路と堤防、南東部はクルマエビの養殖場と隣

接している。また、舗装道路を挟んで干潟の反対側に小さな塩性湿地（ヨシを主体とし、ホソ

バノハマアカザ、シバナ、ナガミノオニシバがわずかに生育）がある。潮下帯には、アマモ場

が見られる。干潟の底質は、潮間帯上部は砂泥質、下部は砂泥質又は泥質である。上部の一部

と東部は岩礁となっており、わずかに転石地も見られる。 

景観に関しては、特に例年との違いは見られなかった。 

 

【B エリア】 

永浦島南東部の前浜干潟であり、面積はおよそ 8 ha である。干潟の後背地の丘の上には天

草ビジターセンターがある。干潟上縁は自然海岸で照葉樹を主体とする斜面が続き、海岸には

ハマボウ、ヨシ、ナガミノオニシバが見られる。潮下帯にアマモが繁茂する他、潮間帯にコア

マモが点在する。干潟の底質は、潮間帯上部・下部とも砂泥質で、下部は一部が泥質である。

岩礁が点在し、わずかに転石地も見られる。なお、周辺は小島が多く、少し離れた小島には、

ヨシ、ナガミノオニシバ、ハママツナ等からなる塩性湿地がある。 

景観に関しては、例年と大きな違いはなかった。ただし、2019 年度に出現した低潮帯のウ

ミヒルモのパッチは消失したままであった。 
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底生生物の出現状況 

【A エリア】 

定量調査に関して、潮間帯上部（AU ポイント）では、表在性動物として、ホソウミニナや

ウミニナが多数見られた。また、埋在性動物としては、ハクセンシオマネキ等が見られ、干

潟表面にはハクセンシオマネキの巣穴も多数確認された。潮間帯下部（AL ポイント）では、

表在性動物として、ホソウミニナ、ホトトギス、テナガツノヤドカリが多数見られた。ま

た、埋在性動物として、ホソウミニナ、ホトトギス、コケゴカイ、ユウシオガイ、Scoloplas 

属の一種、ホシムシ類の一種が多数見られた。 

定性調査に関して、干潟ではイボウミニナ、テングニシ、ミナミエラコ、オサガニ、ヒメヤ

マトオサガニ等が見られた。一方で塩性湿地では、ホソウミニナ、フナムシ、クロベンケイガ

ニ等の 5 種が確認されたのみであった。 

その他、記録しておくべき希少な種としては、マキガイイソギンチャク、ゴマフダマ、ツバ

サゴカイが上げられ、今後の出現状況を注視していく必要がある。 

エリア全体として、砂泥底が主体であるため、一般に泥底に多い有明海特産種はほとんど確

認されなかったが、生物多様性が高く重要な干潟であると言える。 

 

【B エリア】 

定量調査に関して、潮間帯上部（BU ポイント）における表在性動物として、テナガツノヤ

ドカリが多数見られた。また、埋在性動物では、ホソウミニナ、トウガタガイ科の一種、ホト

トギス、ユウシオガイ、コケゴカイが多数見られた。潮間帯下部（BL ポイント）では、表在性

動物として、ツルヒゲゴカイが多数見られた。また、埋在性動物として、ホトトギス、マテガ

イ、コケゴカイ、ケヤリムシ科の一種、ホシムシ類の一種、クモヒトデ綱の一種が多数見られ

た。 

定性調査に関して、干潟では、ウミニナ、アラムシロ、ミナミエラコ、オサガニ、ヨツアナ

カシパン等が見られた。塩性湿地では、ユビアカベンケイガニ、ハマガニ、アシハラガニ等が

確認できた。 

その他、記録しておくべき希少な種としては、マキガイイソギンチャク、イボウミニナ、ゴ

マフダマ、ミドリシャミセンガイ種群の一種が挙げられる。 

A エリア同様に環境が多様で、潮間帯上部は砂泥質（一部砂質）で、ナガミノオニシバ等の

塩生植物が繁茂していた。希少な種が数多く確認される生物多様性の高い干潟であると言え

る。 
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底生生物の変化 

以前はほとんど見られなかったイボウミニナ、ゴマフダマ、ミドリシャミセンガイ種群の

一種が、ここ 4〜5 年で増加傾向にある。また、ここ 10 年ほど、ユビナガホンヤドカリが減

少し、テナガツノヤドカリが増加している。 

 

【A エリア】 

潮間帯下部（AL）の泥地に多数のカニノテムシロが出現した（永浦干潟では初記録）。塩性

湿地では、2013 年度からカワザンショウガイ科の一種（未記載種の可能性がある）が確認さ

れなくなるなど、生物相が貧弱になっている。原因としては、海域と連絡する水路の水門閉

鎖に伴う調整池の水位上昇や低塩分化が考えられる。今年度、この塩性湿地で確認された種

は、ホソウミニナ、フナムシ、クロベンケイガニ、フタバカクガニ、カクベンケイガニの 5 種

のみで、以前は確認されることが多かったシマヘナタリ、フトヘナタリ、アシハラガニは確

認できなかった。 

 

【B エリア】 

2020 年度に一時的に減少したゴマフダマは、今年度の調査では多数確認された。また、2019

年度に出現した低潮帯のウミヒルモのパッチは消失したままであった。塩性湿地では、以前

はヨシが不定期に刈り取られることが多かったが、ここ数年は刈り取りが行われておらず、

底生動物相も豊かであった。 
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底生動物の総出現種数と内訳 

 

 
図．永浦干潟サイトの各調査エリアで確認された門別の種数を示す。2016～2021年度の結果を並列した。 

種数は毎年調査（定量・定性）の結果を用いて算出し、魚類及び植物は対象外とした。 

 

A エリアでは 6 門 86 種の底生動物が確認され、動物門の構成及び出現種数について、2020 年

度と比較すると、動物門数が減少した一方で、出現種数はやや増加した。B エリアでは 8 門 103

種の底生動物が確認され、2020 年度と比較して、出現種数がやや増加した。なお、B エリアの

出現種数は、2017 年度（101 種）から 2018 年度（70 種）に減少したが、それ以降の調査では

年々増加している。また、2020 年度と比較すると、両エリアとも軟体動物門の種数に増加傾向

が見られた。 

 

  



【干潟】永浦干潟 

 

146 

その他特記事項 

本サイトから約 30 km 離れた坪井川・白川（有明海）、大野川・砂川・氷川（八代海）では、

特定外来生物ヒガタアシ Spartina alterniflora の定着が確認されている。本サイトでは現在の

ところ確認されていないが、侵入の可能性があるので注意が必要である。 

参考文献 

環境省自然環境局 (2020) 環境省レッドリスト 2020. https://www.env.go.jp/press/107905.html,  

2022 年 2 月 1 日確認 

関連業績 

特になし 
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写真 

  

1 景観 
(Aエリア) 
潮間帯上部はハクセンシオマネキの群生地として有
名。潮下帯には小規模なアマモの群落がある。 

2 調査の様子 
(Aエリア) 
6月 12日に本調査、6月 27日に追加調査を行った。 

  
3 ハクセンシオマネキ 

（Aエリア） 
巨大化したハサミを振る姿が、「潮を招いている」よう
に見えることから「しおまねき」と呼ばれる。実際に
は、メスに対する求愛行動（ウェービング）で、繁殖期
（6〜8月）に見られる。絶滅危惧 II類*1 

*1環境省レッドリスト 2020 

4 ツバサゴカイ（棲管） 
（Aエリア） 
Ｕ字型の棲管を作り、両端が干潟の上に突き出る。全
国的に激減しているが、有明海・八代海では比較的豊
富である。オオヨコナガピンノ（カニ類）のペアがしばし
ば棲管内に共生する。 

 
 5 ヘナタリ 

（Aエリア） 
円錐形の巻貝で、成貝は殻口がラッパ状に反り返る。永浦干
潟では上部の岩盤周辺に多く群生し、近年、個体数が増加し
ている。 
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写真 

  
6 景観 

(Bエリア潮間帯下部) 
潮間帯に小規模なコアマモの群落（写真で緑に見え
る部分）と、潮下帯にアマモの群落がある。 

7 調査の様子 
（Bエリア） 
6月13日に本調査、6月26、27日に追加調査を行っ
た。 

  
8 イシガニ 

（Bエリア） 
ワタリガニ（ガザミ）の仲間。干潟下部のアマモの周
辺で発見。ワタリガニ類の中では小型だが、食用に
なる。敵に襲われた時は、写真のように鋏脚を大きく
振り上げて威嚇する。 

9 ウミウシの一種 
（Bエリア） 
潮間帯下部の窪地に取り残されているのを発見。大
型であることと模様より、ヒカリウミウシの一種だと考
えられる。本種であれば、強い刺激を受けると、青白
く光る。 

 
 10 ゴマフダマ 

（Bエリア） 
殻表面に黒褐色の斑点があるため、「胡麻斑玉」と呼ばれ
る。天草や八代海北部では増加傾向にある。写真は、数個
体がコアマモの群落内に集まって団子状になっていたも
の。絶滅危惧 I類*1。 
*1環境省レッドリスト 2020 

 

 

写真 1-10: 逸見泰久  撮影
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石垣川平湾サイト 
所在地： 沖縄県石垣市 略号： TFKBR 

設置年： 2008年 海域区分： ⑥琉球列島沿岸 

 

サイト概要 

川平湾は、石垣島西北岸にある内陸に入り込んだ湾

で、サンゴ礁の切れ目である狭い水路により東シナ海に

通じている。川平湾からその後背の於茂登岳にかけて

は、サンゴ礁性海岸から亜熱帯性の山岳が一体となった

美しい景観と、地域固有の文化史的価値を背景に、国の

名勝と西表石垣国立公園に指定されている。また、重要

湿地に選定されている。 

湾に面した前浜干潟は砂質から砂泥質で、後背地には

ヤエヤマヒルギ等のマングローブ類、コウライシバやアダ

ン等の海浜植物帯が確認される。また、潮間帯下部に

は、リュウキュウスガモやマツバウミジグサ等の海草類が

生育している。 

A エリア：川平湾湾口部の近くに位置し、干潟の後背に

は小河川、マングローブ林と石灰岩の岩礁海岸がある。 

B エリア：川平湾の湾奥部に位置し、干潟の後背にはコ

ウライシバやアダン等の海浜植物帯とトキワギョリュウ等

の林がある。小河川も数本流入し、その河口部には小規

模なマングローブ林が見られる。 

 

（a）Bエリア, （b）Aエリア後背地, （c）Bエリア後背地 

干潟調査サイトの配置 

（点線丸内に当サイト調査地を含む） 

（a） 

（b） 

（c） 
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調査結果 

年月日 
2021 年 10 月 16、17

日 

サイト 

代表者 

岸本和雄 

（沖縄県農林水産部 

水産海洋技術センター） 

調査者 

岸本和雄（沖縄県農林水産部水産海洋技術センター）、久保弘文（沖縄県衛生

環境研究所）、藤田喜久（沖縄県立芸術大学全学教育センター）、田村 裕・ 

高江洲尚司（沖縄県農林水産部水産海洋技術センター石垣支所） 

調査協力者 阿部博和・菅 孔太朗（岩手医科大学教養教育センター） 

景観 

【A エリア】 

石垣島川平湾の湾口部の近くに位置し、面積がおよそ 8ha の前浜干潟である。干潟の後背に

は小河川、マングローブ林と石灰岩の岩礁海岸がある。干潟の底質は砂泥質で海岸線付近では

砂礫が混じり、表層直下に還元層が発達している。植生としては広く無植生地帯が広がるが、

潮間帯下部において、海草類のウミヒルモ、リュキュウスガモ、ベニアマモ及びマツバウミジ

グサが確認できる。リュウキュウスガモとベニアマモは、一部で高密度に生育している。 

今年度は新型コロナウイルス感染症拡大防止のための移動制限に伴い、例年よりも遅い 10

月に調査を実施した。例年と比べて、干潟部では特に景観上の変化は感じられなかったが、流

入河川の河口部では砂の堆積が見られた。マングローブの根本や 40～50 cm サイズの転石の下

部が部分的に砂で埋もれており、流入河川の水深も例年より浅くなっていると思われた。 

 

【B エリア】 

石垣島川平湾の湾奥部に位置し、面積がおよそ 23ha の前浜干潟である。干潟の後背にはコ

ウライシバやアダン等の海浜植物帯とトキワギョリュウ等の林がある。小河川も数本流入し、

その河口部には小規模なマングローブ林が見られる。干潟の底質は砂と砂泥質で、表層直下に

還元層が発達している。潮間帯上部では植生は見られず、下部においてウミヒルモが低い密度

で観察される。 

A エリア同様、干潟部では特段の変化は認められなかったが、後背地の河川では流路が変わ

る規模で砂の堆積が確認された。河川の水深も浅く、底質についても例年と比べて泥と砂の割

合が変化していると思われた。 
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底生生物の出現状況 

【A エリア】 

定量調査について、潮間帯上部（AU ポイント）ではウメノハナガイが最も多く観察された。

例年観察される種のナタマメケボリ、ミナミコメツキガニ、ホウシュノタマ、フタハオサガニ、

リュウキュウコメツキガニが複数の方形枠で出現した。潮間帯下部（AL ポイント）では、上

部と同様にウメノハナガイが見られた他、ムシモドキギンチャク科の一種が複数の方形枠で

見られ、多毛類（ゴカイ科の Ceratonereis 属の一種、カタアシフサゴカイ、イトゴカイ科の

Notomastus 属の一種、タケフシゴカイ科の Euclymene 属の一種等）が複数種出現した。希少

な種は特に出現しなかった。 

定性調査のうち干潟では、潮間帯上部の広範囲で観察されるタテジマユムシの他、二枚貝類

のタママキやヤエヤマスダレ、甲殻類のソデカラッパやフタハベニツケモドキ等、例年観察さ

れる種類を中心に確認された。希少な種としては、カワラガイ（準絶滅危惧*1*2*3）とカワラ

ピンノ（準絶滅危惧*2*3）が確認された。 

定性調査のうち後背地（植生帯及び転石帯）調査では、マングローブ域や流入河川の河口部

において、例年どおりコゲツノブエ、シイノミミミガイ、ヨコヤアナジャコ、スネナガエビ、

フタバカクガニ等が確認された。希少な種としては、2020 年度に続き、シイノミミミガイ（絶

滅危惧 I 類*1、絶滅危惧 IB 類*2）が出現した。 

 

【B エリア】 

定量調査について、潮間帯上部（BU ポイント）では例年どおり、ウメノハナガイが最も

多く出現した。その他には、マルテツノヤドカリ、ミナミコメツキガニ、タママキが複数の

方形枠で観察された。また、多毛類が複数種（コケゴカイ、ツノスピオ、Syllinae 亜科の一

種等）確認された。希少な種としては、2020 年度に引き続き、クシケマスオ（準絶滅危惧

*1*2）が 1 方形枠でのみ 3 個体出現した。潮間帯下部（BL ポイント）では、ナタマメケボリ

が最も多く観察された他、ウメノハナガイやムシモドキギンチャク科の一種等が複数の方形

枠で観察された。また、多毛類が複数種（イトゴカイ科の Dasybranchus 属の一種や

Notomastus 属の一種、ツバサゴカイ科の Chaetopterus 属の一種、ギボシイソメ科の

Scoletoma 属の一種等）出現した。希少な種として、ニッコウガイ（絶滅危惧 I 類*1、絶滅危

惧 IB 類*2、絶滅危惧 II 類*3）とミクニシボリザクラ（準絶滅危惧*1*2*3）が出現した。 

定性調査のうち干潟について、タママキ、ヤエヤマスダレ、タケノコカニモリ、ホウシュ

ノタマ、ハサミカクレガニ、カスリモミジガイ等、例年観察される種が今年度も出現した。 

定性調査のうち後背地調査では、マングローブ域や流入河川の河口部において、例年どお

り、カヤノミカニモリ、コゲツノブエ、ヒメヒラシイノミ（準絶滅危惧*1*2、絶滅危惧 II 類

*3）、カノコガイ、オキナワハクセンシオマネキ、ミナミヒメシオマネキ、ミツトゲヤワスナ

モグリ、ヨコヤアナジャコなどが確認された。希少な種としては、ヒメヒラシイノミが挙げ

られる。 

 

*1環境省レッドリスト 2020 

*2干潟の絶滅危惧動物図鑑 海岸ベントスのレッドデータブック 

*3改訂・沖縄県の絶滅のおそれのある野生生物 第 3 版（動物編）－レッドデータおきなわ－ 
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底生生物の変化 

【A エリア】 

今年度の調査でも、定量調査における優占種の構成に特段の変化は見られなかった。定性

調査では、本調査開始以降初めて、キザハシクビキレ（絶滅危惧 I 類*1*3）、タイワンシボ

リ、アマオブネ、シオボラ、オキナワヒライソガニ（準絶滅危惧*1）、ツノメガニ、ヒメシオ

マネキ（準絶滅危惧*2）、コオウギガニ、ハシリイワガニモドキ、コブツキウロコムシが確認

された。カワラガイ（準絶滅危惧*1*2*3）は、今年度も定性調査で 1 個体のみの確認にとどま

った。ヒメシイノミミミガイ（絶滅危惧 IB 類*2、絶滅危惧 I 類*1*3）とウチノミカニダマシ

（絶滅危惧 IB 類*2*3*4）は今年度も確認されなかった。 

多毛類について、今年度は岩手医科大学教養教育センターの阿部氏と菅氏の協力による

DNA 分析等の詳細な種の同定によって、新たに複数種が確認された。そのため、全体として

は出現種数が増加したが、これまで同定できなかった種を多く含むものと考えられる。 

 

【B エリア】 

定量調査について、B エリアにおいても A エリアと同様に、優占種の構成に特段の変化は

見られなかった。定性調査では、本調査開始以降初めて、トーマスヒメシャコとミナミトラノ

オガニが確認された。2020 年度に確認されなかったキバウミニナは、今年加入したと思われ

る幼貝が複数個体確認された。希少な種であるニッコウガイ（絶滅危惧 I 類*1、絶滅危惧 IB 類

*2）が、2016 年以来、久しぶりに確認された。ヤエヤマヘナタリ（絶滅危惧 II 類*1、準絶滅危

惧*3）とハスメザクラ（準絶滅危惧*1*2*3）は今年度も観察されなかった。定性調査において、

後背地で、流入河川の河口部におけるアナジャコ類の生息数が増えており、スナモグリ類と入

れ替わっている印象があった。これは、今年度の調査時に確認された砂の堆積に伴う底質の変

化によるものと考えられた。また、本調査開始以降初めて記録されたミナミトラノオガニは、

転石帯で確認された。 

 

*1環境省レッドリスト 2020 

*2干潟の絶滅危惧動物図鑑 海岸ベントスのレッドデータブック 

*3改訂・沖縄県の絶滅のおそれのある野生生物 第 3 版（動物編）－レッドデータおきなわ－ 

*4環境省海洋生物レッドリスト 2017 
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底生動物の総出現種数と内訳 

 

 

図．石垣川平湾サイトの各調査エリアで確認された門別の種数を示す。2016～2021年度の結果を並列した。 

種数は毎年調査（定量・定性）の結果を用いて算出し、魚類及び植物は対象外とした。 

 

2021 年度調査において、A エリアでは 7 門 102 種が確認された。また、B エリアでは 7 門 82

種が記録された。出現種数に関して、A エリアでは 2020 年度と同程度であった。一方で B エリ

アでは大幅に増加しており、2019 年度と同程度であった。また、B エリアの環形動物、軟体動

物門及び節足動物門における出現種が、2020 年度ではそれぞれ 7 種、14 種及び 19 種であった

が、2021 年度では 19 種、33 種および 26 種と、大きく増加した。 
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その他特記事項 

今年度は新型コロナウイルス感染症の影響で、例年と異なる時期に調査を実施したが、干潟

部ではその出現種類に大きな変化はみられなかった。 

干潟の後背地において、大量の砂の移動と堆積が見られ、流入河川の河口位置の変化や転石

帯での岩の埋没が確認された。台風等の影響によるものと思われ、生息環境を奪われた種類が

存在すると考えられることから、今後の生物群の出現傾向を注視する必要がある。 

参考文献 

環境省自然環境局 (2017) 海洋生物レッドリスト 2017. http://www.env.go.jp/press/103813.html, 

2021 年 2 月 1 日確認 

環境省自然環境局 (2020) 環境省レッドリスト2020. https://www.env.go.jp/press/107905.html, 2021

年 2 月 1 日確認 

日本ベントス学会 (2012) 干潟の絶滅危惧動物図鑑 海岸ベントスのレッドデータブック. 東海

大学出版会, 神奈川 

沖縄県環境部自然保護課 (2017) 改訂・沖縄県の絶滅のおそれのある野生生物 第 3 版（動物

編）－レッドデータおきなわ－. 

http://www.pref.okinawa.jp/site/kankyo/shizen/hogo/okinawa_rdb_doubutu.html, 2021 年 2 月 1 日

確認 

関連業績 

特になし 
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写真 

  

1 景観 
(Aエリア) 
砂泥質の干潟。今年度は調査地への移動制限等で、
例年と異なる時期に調査を実施したが、干潟部では出
現する種類に大きな変化はみられなかった。 

2 クロナマコ 
（Aエリア潮間帯下部） 
川平湾では、アマモ場でよく観察される。自ら体を切断す
ること（自切）が知られており、今年度の調査では、比較
的多く、自切後の個体が観察された。 

  

3 キザハシクビキレ（左下）とヌノメハマシイノミ 
（Ａエリア後背地） 
絶滅危惧 I類*1*2。これらの種類は、川平湾湾口の干潟
の後背地における琉球石灰岩の転石帯で、岩礫下に
生息していた。 
*1環境省レッドリスト 2020 
*2 改訂・沖縄県の絶滅のおそれのある野生生物 第 3
版（動物編）－レッドデータおきなわ－ 

4 シロスジフジツボ類とウズラタマキビ類 
（Ａエリア後背地） 
川平湾湾口の干潟の後背地におけるマングローブの樹
上で確認された。シロスジフジツボ類は1㎝程の大きさ
で、川平湾内で確認されるフジツボ類としては比較的大
型の種類である。 
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写真 

  

5 後背地河口部の景観 

(Bエリア) 

比較的大規模な砂の移動があったと思われ、これま

での流入河川の流路の一部（矢印）と河口部が砂の

堆積で閉塞され、流路が変わっていた。 

6 ヒメヒラシイノミ 

（Bエリア） 

準絶滅危惧*1、絶滅危惧 II 類*2。川平湾奥の後背地

には、マングローブ等が茂る湿地帯（塩性湿地）が小

規模に広がっており、本種は落ち葉が堆積した場所

で観察された。 
*1環境省レッドリスト 2020 
*2改訂・沖縄県の絶滅のおそれのある野生生物 第 3

版（動物編）－レッドデータおきなわ－ 

  

7 カスリモミジガイ集団 

（Bエリア） 

川平湾では、潮間帯上部のごく浅い場所で普通に観

察される種である。普段は分散して生息しているが、

今年度の調査では、干潮時に出現する水たまりで、

集団を形成している光景が見られた。 

8 ソデカラッパのペア 
（Bエリア） 
川平湾では普通に見られる種で、両方のハサミを使
って、器用に砂に潜る。今年度の調査では、交尾の
ためにオスがメスを抱え込んでいる姿が観察された。 

写真 1-8: 岸本和雄  撮影 
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協力サイト 

松名瀬干潟サイト 
所在地： 三重県松阪市 略号： TFMTV 

設置年： 2016年 海域区分： ④中部太平洋沿岸 

 

  

サイト概要 

日本の中央部に位置し、内湾としては三河湾とあわせ

て国内最大面積を誇る伊勢湾の西側に位置する。伊勢湾

西岸の櫛田川の河口に前浜干潟と河口干潟が発達して

いる。陸上植生からヨシ原湿地、後背の塩沼や感潮クリ

ーク、泥質干潟と前浜に広がる砂質干潟、アマモ場とい

った実に多様な環境が残されている。また、干潟特有の

産業であるアサリやハマグリ、ヤマトシジミの好漁場が

形成され、国内トップクラスの産業となっている（環境

省 2007）。重要湿地に選定されている。 

Aエリア（松名瀬干潟）：伊勢湾に面した前浜干潟であ

る。上部は砂丘を挟んで後背湿地が発達している。 

Bエリア（櫛田川干潟）：櫛田川河口部に形成された河

口干潟である。底質は砂であり、潮間帯上部にはヨシ原

が形成されている。 

2016 年度よりモニタリングサイト 1000（磯・干潟調

査）の協力サイトとして登録された。 

(a)Aエリア, (ｂ)-(c)Bエリアの植生帯 

（a） 

（ｂ） 

（ｃ） 

干潟調査サイトの配置 

（点線丸内に当サイト調査地を含む） 
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調査結果 

年月日 2021 年 6 月 12 日 サイト代表者 
木村妙子 

（三重大学大学院生物資源学研究科） 

調査者 木村妙子・木村昭一（三重大学大学院生物資源学研究科） 

調査協力者 浅田 要（岐阜大学） 

調査手法 

モニタリングサイト 1000 沿岸域調査（磯・干潟）の毎年調査の手法に準じ、

底生動物の定量及び定性調査を実施した。 

定量調査は、松名瀬干潟では 3 ポイント（潮間帯上部（AU）、中部（AM）、

下部（AL））、櫛田川干潟では 2 ポイント（潮間帯上部（BU）と下部（BL））

で実施した。各調査ポイントでは、干潟の表在性動物（50cm 四方当たり）と

埋在性動物（15cm 径×20cm 深）の個体数を記録した。 

定性調査は、松名瀬及び櫛田川干潟において実施した。 

景観 

【A エリア（松名瀬干潟）】  

伊勢湾に面した前浜干潟である。上部は砂丘を挟んで後背湿地が発達している。底質は潮間

帯上部の後背湿地内で砂泥質、中部と下部では砂質であった。 

 

【B エリア（櫛田川干潟）】 

櫛田川河口部に形成された河口干潟である。潮間帯上部にはヨシ原が形成されており、底質

は潮間帯上部から下部まで砂である。 
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底生生物の出現状況 

【A エリア（松名瀬干潟）】 

定量調査に関して、潮間帯上部では、干潟表面にカワザンショウガイ、ホソウミニナ、フ

トヘナタリ等の表在性巻貝類が高密度に分布していた。埋在性動物としてはゴカイ科の一種

が分布していた。潮間帯中部では、干潟表面に巻貝類のホソウミニナが多数見られ、ウミニ

ナやユビナガホンヤドカリ、アラムシロも見られた。また、アラムシロの殻上にはマキガイ

イソギンチャクが共生していた。埋在性動物として、オキシジミ、ハマグリ、アサリ、ユウ

シオガイ、スジホシムシモドキ、ヒモイカリナマコ、ネズミボヤ、トリウミアカイソモド

キ、アラムシロが見られた。潮間帯下部では、表在性動物としてユビナガホンヤドカリが見

られた。埋在性動物として二枚貝類のアサリ、バカガイの他、アラムシロ、紐形動物門、ギ

ボシムシ綱の一種も見られた。 

定性調査に関して、潮間帯上部のヨシ原では、ハマガニ、ベンケイガニ等のカニ類やキヌカ

ツギハマシイノミやクリイロコミミガイのオカミミガイ科の巻貝類が見られた。潮間帯中部

では、モズミヨコエビ等のヨコエビ類やワレカラ類のオオワレカラ、コツブムシ類のニホンコ

ツブムシ、ヘラムシ科の一種等の小型甲殻類や、ヤミヨキセワタやシオフキが見られた。また、

潮間帯下部では、アマモ場が見られ、タマシキゴカイ、タカノケフサイソガニ、ハマグリとそ

れを捕食するツメタガイが見られた。 

 

【B エリア（櫛田川干潟）】 

定量調査に関して、潮間帯上部では、表在性動物として、フトヘナタリが多数見られた。

埋在性動物として Pontodrilus 属のイソミミズ類、クチバガイ、チゴガニ、ハクセンシオマネ

キが見られた。潮間帯下部では、干潟表面にウミニナ、ホソウミニナ、フトヘナタリが見ら

れた。埋在性動物では、ウミニナが数個体確認されたものの、それ以外の底生動物は今年度

の調査では確認されなかった。 

定性調査に関して、潮間帯上部のヨシ原ではユビアカベンケイガニやアカテガニ、アシハラ

ガニ、ハマガニのカニ類の他、オカミミガイやクロイロコミミガイ等の巻貝類が確認された。

潮間帯下部では、澪筋のカキ礁にマガキ、タマキビ、ウネナシトマヤ等が確認された。 

 

本サイトにて記録しておくべき希少な種としては、オカミミガイ、キヌカツギハマシイノ

ミ、クリイロコミミガイ、ハクセンシオマネキ、ハマグリ、マキガイイソギンチャクが挙げら

れる。今年度は外来種のサキグロタマツメタは確認されなかった。これらの種に関しては、今

後の出現状況を注視していくことが重要である。 
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その他特記事項 

アサリの好漁場として知られているが、近年漁獲量の減少が著しい。2020 年度に続き、今

年度もアサリ資源の減少から、一般の潮干狩りが干潟の大部分で禁止された。事前に漁協に許

可を得て、調査を行った。2011 年の堤防工事以降、A エリア上部の塩性湿地は一部が失われ、

泥底だった干潟が砂質化している。 

参考文献 

環境省自然環境局 (2020) 環境省レッドリスト 2020. https://www.env.go.jp/press/107905.html, 

2022 年 2 月 1 日確認 

環境省自然環境局生物多様性センター (2007) 第 7回自然環境保全基礎調査浅海域生態系調査 

（干潟調査） 報告書. 環境省自然環境局生物多様性センター, 山梨 
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写真 

  

1 景観 
(Aエリア潮間帯中下部) 
伊勢湾に面した前浜干潟。いつもは大潮干潮時には
潮干狩り客で賑わう干潟だが、今年度はアサリ資源
の減少から、前年に続き一般の潮干狩りが干潟の大
部分で禁止され、人影がほとんどない。 

2 キヌカツギハマシイノミ 
（Aエリア） 
絶滅危惧 II 類*1の希少な巻貝類。オカミミガイ科に
分類される種の多くが絶滅危惧種で、本種もその一
つ。オカミミガイと混生しているが、本種は特に減少
している。塩性湿地で確認された。 
*1環境省レッドリスト 2020 

  

3 ハマグリ 
(Aエリア潮間帯下部) 
絶滅危惧II類*1の二枚貝類。潮間帯下部の底泥中で
生息が確認された。 
*1環境省レッドリスト 2020 

4 スナメリ幼体のストランディング 
（Aエリア） 
潮上帯で見られた。伊勢湾に広く分布する小型鯨
類。幼体のストランディングはこの時期によく見られ
る。 
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写真 

  

5 景観 
（Bエリア全景） 
澪筋に沿って狭い干潟があり、後背には大規模なヨ
シ原が広がる。 

6 調査の様子 
(Bエリア潮間帯上部) 
Bエリアの潮間帯上部での調査の様子。底土表面に
フトヘナタリが這い、チゴガニやハクセンシオマネキ
の巣穴が見られる。 

  

7 ハクセンシオマネキ 
(Bエリア) 
絶滅危惧 II 類*1。潮間帯上部から塩性湿地で見られ
た。近年、本種の分布は拡大傾向にある。 
*1環境省レッドリスト 2020 

8 クリイロコミミガイ 
（Bエリア） 
絶滅危惧II類*1の希少な巻貝類。オカミミガイ科に分
類される種の多くが絶滅危惧種で本種もその一つ。
塩性湿地で確認された。 
*1環境省レッドリスト 2020 

写真 1、3-7: 木村妙子  撮影 

写真 2、8: 浅田 要  撮影
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協力サイト 

英虞湾サイト 
所在地： 三重県志摩市 略号： TFAGV 

設置年： 2016年 海域区分： ④中部太平洋沿岸 

 

  

サイト概要 

三重県中部に位置し、熊野灘に面した場所である。英虞

湾には、リアス式の複雑な海岸地形が見られ、小さな支湾

が数多く形成されている。周辺には、南日本に特有な海岸

植生（ハイネズ、トベラ、ウバメガシ）が確認され、塩性湿地

等が現存している貴重な沿岸域である（環境省 2007）。伊

勢志摩国立公園に指定されている。 

A エリア（登茂山）：英虞湾のほぼ中央部に位置し、急峻

な崖に囲まれた小湾の奥にある前浜干潟である。崖付近に

は岩礁性の底生生物が見られる。潮間帯上部にはハマサ

ジ、ハマゴウ、ハマボウ等の塩生植物が見られる。 

B エリア（小才庭）：英虞湾北部の支湾奥部に形成された

前浜干潟である。登茂山よりさらに閉鎖的なリアス地形の

内湾奥に位置している。潮間帯上部には、小規模なヨシ原

が形成されている。 

本サイトでの調査は 2008年度から開始しているが、2016

年度よりモニタリングサイト 1000（磯・干潟調査）の協力サイ

トとして登録された。 

（a）Aエリア, （ｂ）Aエリア上部, （ｃ）Bエリア 

（a） 

（ｂ） 

（ｃ） 

干潟調査サイトの配置 

（点線丸内に当サイト調査地を含む） 
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調査結果 

年月日 
2021 年 4 月 30 日、 

5 月 1 日 

サイト 

代表者 

木村妙子 

（三重大学大学院生物資源学研究科） 

調査者 木村妙子・木村昭一（三重大学大学院生物資源学研究科） 

調査協力者 － 

調査手法 

モニタリングサイト 1000 沿岸域調査（磯・干潟）の毎年調査の手法に準じ、

底生動物の定量及び定性調査を実施した。 

定量調査は、登茂山で 2 ポイント（潮間帯上部（AU）と下部（AL））、小才

庭においても 2 ポイント、（潮間帯上部（BU）と下部（BL））で実施した。各

調査ポイントでは、干潟の表在性動物（50cm 四方当たり）と埋在性動物（15cm

径×20cm 深）の個体数を記録した。 

定性調査は、登茂山及び小才庭において、それぞれ干潟と塩性湿地内で実

施した。 

景観 

【A エリア（登茂山）】 

英虞湾のほぼ中央部に位置し、急峻な崖に囲まれた小湾の奥にある前浜干潟である。後背地

は崖となっている。潮間帯上部にはハマサジ、ハマゴウ、ハマボウ等の塩生植物が見られる。

底質は潮間帯上部から中部では礫が混じった砂泥質で、下部では砂泥質である。 

 

【B エリア（小才庭）】 

英虞湾北部の支湾奥部に形成された前浜干潟である。後背地には住宅が点在し、潮上帯は護

岸されている。潮間帯上部には、小規模なヨシ原が形成されている。登茂山よりさらに閉鎖的

なリアス地形の内湾奥に位置し、潮間帯上部から下部にかけての底質は、礫～砂泥質～泥質と

なる。 
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底生生物の出現状況 

【A エリア（登茂山）】 

定量調査に関して、潮間帯上部では、表在性動物として、ウミニナ、ホソウミニナ、ヘナ

タリ等の巻貝類が見られた。埋在性動物としてチゴガニが見られた。潮間帯下部では、表在

性動物としてウミニナとイボウミニナ、ユビナガホンヤドカリが優占していた。また、マガ

キにダイダイイソカイメンやスガイが付着していた。埋在性動物として、アナジャコ科とそ

れに寄生・共生する二枚貝類のマゴコロガイと等脚類のエビヤドリムシ科の一種（アナジャ

コヤドリエビ？）が見られた。また、ケマンガイの二枚貝類の他、スジホシムシモドキが確

認された。さらに、今年度の定量調査では、ハマグリの大型個体 1 個体が初めて確認された

が、人為的な移入の可能性がある（特記事項参照）。 

定性調査に関して、潮間帯上部では、2020 年度に引き続き、シイノミミミガイが確認され

た。潮間帯下部では、ツバサゴカイ、アラムシロやカゴメガイが確認された。 

 

【B エリア（小才庭）】 

定量調査に関して、潮間帯上部では、表在性動物としてウミニナ、ヘナタリ、フトヘナタ

リが多数見られた。また、マガキに付着したクログチやスガイ、シロスジフジツボ、タマキ

ビが見られた。埋在性動物として、シオヤガイ、ミズヒキゴカイ科、チゴガニ、コメツキガ

ニ、ヒモイカリナマコ等が見られた。潮間帯下部では、表在性動物として、イボウミニナ、

ヘナタリが多数見られた。また、それらの死殻をテナガツノヤドカリが利用していた。埋在

性動物として、シオヤガイ、オキシジミ、イチョウシラトリの二枚貝類、スナモグリ類、多

毛類のチロリ科、ヒモイカリナマコが確認された。 

定性調査に関して、潮間帯上部では、カスリアオガイ、イシダタミ等が確認され、塩性湿地

にウモレベンケイガニやユビアカベンケイガニのカニ類、サツマクリイロカワザンショウが

確認された。また、潮間帯下部ではツバサゴカイやイトゴカイ科の一種が確認された。 

 

本サイトにおいて記録しておくべき希少な種としては、A エリア潮間帯上部の岩礁部で確

認されたシイノミミミガイ（絶滅危惧 I 類*1）があり、ここでは本種の健全な個体群が見ら

れる。その他、イチョウシラトリ（絶滅危惧 I 類*1）やツバサゴカイ（絶滅危惧 IB 類*2）、イ

ボウミニナ（絶滅危惧 II 類*1）が挙げられ、今後の出現状況を注視していくことが重要であ

る。 

 

 

*1環境省レッドリスト 2020 

*2環境省海洋生物レッドリスト 2017 
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その他特記事項 

本サイトの干潟の面積は狭いが、絶滅危惧種が多く生息し、南方系の特異的な底生動物群集

が認められる。海岸付近は宅地造成等で破壊されやすく、干潟面積が狭いために環境も失われ

やすい。 

本調査において初めて、A エリアでハマグリの生貝が複数個体確認された。これまでに英虞

湾でハマグリの生息が確認されたことはなく、死殻も確認されていなかった。また、今年度の

調査で確認されたハマグリは大きさもほとんど成貝であったことや、半分地表に出ていたこ

と、数年前の A エリアの調査時にハマグリを移殖する様子を確認したこと、河川からの影響

がない環境であることから、この分布は人為的な導入の可能性がある。 

参考文献 

環境省自然環境局 (2017) 海洋生物レッドリスト 2017. http://www.env.go.jp/press/103813.html, 

2022 年 2 月 1 日確認 

環境省自然環境局 (2020) 環境省レッドリスト 2020. https://www.env.go.jp/press/106383.html, 

2022 年 2 月 1 日確認 

環境省自然環境局生物多様性センター (2007) 第 7回自然環境保全基礎調査浅海域生態系調査 

（干潟調査） 報告書. 環境省自然環境局生物多様性センター, 山梨 
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写真 

  

1 景観 
(Aエリア（登茂山）) 
内湾の前浜干潟と塩性湿地の上部に健全な海岸植生
が見られ、湿度が保たれることにより、底生動物の生
息に適した環境が提供されている。 

2 調査の様子 
(Aエリア潮間帯上部) 
方形枠内に高密度で見られるウミニナを数えている。 
 

  
3 シイノミミミガイ 
（Aエリア潮間帯上部） 
絶滅危惧 I 類*1。岩礁域で健全な個体群が確認され
た。 
*1環境省レッドリスト 2020 

4 アナジャコ類とマゴコロガイ 
(Aエリア潮間帯下部) 
前年度に続き、両種ともに増加傾向にある。 

 

 5 ハマグリ 
（Aエリア潮間帯下部) 
絶滅危惧 II類*1。人為的な導入の可能性がある。 
*1環境省レッドリスト 2020 
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写真 

  
6 景観 

(Bエリア（小才庭）) 
内湾の前浜干潟の潮間帯上部は、堤防や住居が建
設されているため、ごくわずかしか残っていない。潮間
帯下部にはカキ礁が散在する。 

7 カワアイ 
(Bエリア（小才庭）潮間帯下部） 
絶滅危惧 II 類*1 の希少な巻貝。前年度に引き続き確
認された。 

 

 8 ツバサゴカイ 
(Bエリア潮間帯下部) 
絶滅危惧 IB類*2の多毛類。今年度の調査では、減少傾向
にあった。 
*2海洋生物レッドリスト 2017 

 

 

写真 1-8: 木村妙子  撮影 
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4．各生態系における種の出現状況 

モニタリングサイト 1000磯・干潟調査で収集したデータは、磯及び干潟生態系における

生物相及び生物量を把握するとともに、地球温暖化等の影響による生物の分布域の変化や

外来種による在来種への影響等の問題に関して有用な基礎情報となる。 

本調査は、太平洋側の北から南までに設置された磯 6 サイトと干潟 8 サイトにおいて、

2008年度から毎年実施している。2021年度の磯調査では、全 6サイトで解析対象種もしく

は種群（以下「解析対象種」という）の出現の有無を記録し、その出現状況の変化に関する

調査データを取得した。干潟調査では、全 8サイトで生物の定量及び定性調査を実施し、底

生動物相の変化を把握するためのデータが順調に得られている。本まとめでは、それぞれの

生態系の変化を俯瞰的に捉えるため、磯では解析対象種の出現パターン、干潟では各サイト

の調査で確認された絶滅危惧種等の出現状況を視覚的に表現し、2021 年度における調査結

果と過去の調査結果との比較を行った。 

 

1）磯生態系 

磯生態系の調査では、磯生物の群集構造の変動等を把握することにより、地球温暖化や気

象等の環境変化による影響を捉えることを目的としている。磯生態系の最大の特徴は、地盤

高あるいは標高によって生物相が大きく変化し、明瞭な帯状分布（ゾーネーション）が見ら

れることである。そのため、各サイトでは、潮間帯の上部から下部の潮位が異なる様々な高

さに永久方形枠（以下「方形枠」という。）を 30個設置している。毎年調査では、サイト毎

に選定した 5～10種の固着性生物を解析対象種とし、様々な潮位帯での出現状況を把握し、

その変化から磯生態系の変化の兆候を捉えようとしている。なお、各サイトの解析対象種は

サイトで優占するもしくは環境変化に対する応答が予測されるなどを理由に選定されてい

るが、2016 年度以降、複数のサイトで出現する種を共通の解析対象種として加え、それら

の各サイトにおける出現状況から全国的な磯生態系の変化の兆候を捉えることができるよ

う、調査データを得ている。 

ここでは、各サイトにおける解析対象種の中から、出現した方形枠数の 2020年度との差

が最も大きかった種や調査開始から 2020年度までの期間の調査結果から算出した平均出現

方形枠数との差が大きかった種について取り上げ、それぞれの種についてどの潮位帯での

変化が見られたのかという視点で結果をとりまとめた。 

厚岸浜中サイトでは、2020 年度との差が最も大きかったキタアメリカフジツボ、調査開

始以降で出現方形枠数が最も少ない年と同数であったフクロフノリを取り上げる（図 4-1

（a））。キタアメリカフジツボは、2011年度から解析対象とした外来種であり、2021年度は

20 枠で、2020年度の 26枠と比較して 6枠減少した。本種の出現潮位について、潮位 70cm

以上の高さに設置された方形枠では概ね安定して見られている一方で、潮位 70cmよりも低

い潮位帯に設置した方形枠での出現は年によってばらつきがあった。また、フクロフノリは、

23 枠で確認され、2016年以来最も少ない枠数となった。本種は、平均潮位以上の高さの方

形枠では継続して出現しているが、平均潮位を下回る高さの方形枠では確認がされなくな
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る方形枠が見られた。 

安房小湊サイトでは、2020 年度との差が最も大きかった無節サンゴモ、調査開始以降で

出現方形枠数が最多であった年と同じ枠数となったイワフジツボを取り上げる（図 4-1（b））。

無節サンゴモの出現方形枠数は 26枠であり、2020年度の 22枠と比べて 4枠増加していた。

本種は、潮位 50～160cm が主な出現潮位帯であり、その傾向に変化は見られないものの、

調査開始から出現が継続的に確認されていた潮位 120cmの高さの方形枠では、2021 年度に

は確認されなかった。イワフジツボについては、2019 年度以来、最多となる 20枠で出現が

確認された。特に、潮位 60cm よりも低い潮位帯に設置された方形枠における出現は 2013

年度以来となった。なお、2020 年度の調査は、例年度より 3 か月遅い 8 月に実施した。そ

のため、季節的な影響を受けている可能性があり、その点に留意する必要がある。 

大阪湾サイトでは、2020 年度との差が最も大きかったケガキ、調査開始以降、最多の出

現方形枠数となった無節サンゴモを取り上げる（図 4-1（c））。ケガキは、7 枠で確認され、

2020 年度の 17 枠と比べて 10 枠減少した。特に、平均潮位よりも低い潮位帯に設置されて

いる方形枠において、本種の出現はほとんど確認されなかった。無節サンゴモは、調査開始

以降、最多となる 24枠を記録した。本種の出現した潮位帯については、主に平均潮位より

も低い場所であったが、2016 年度以降、平均潮位より高い潮位帯でも確認されるようにな

っている。2021 年度は、潮位 102cmの高さの方形枠で初めて確認された。なお、大阪湾に

出現する無節サンゴモは南方性であり、高水温等の変化に対する指標となりうるため、今後

の変化に着目したい。 

南紀白浜サイトでは、出現方形枠数が調査開始以降最多で、かつ 2020年度との差も最も

大きかった緑藻綱（アオサ類）と、2020 年度に出現方形枠数が調査開始以降最多であった

ケガキを取り上げる（図 4-1（d））。緑藻綱（アオサ類）の出現方形枠数は、調査開始以降最

多の 23 枠となり、2020 年度と比べて 5枠増加した。特に、平均潮位よりも高い潮位 120cm

以上の高さに設置された 3枠では、2017年度以来の出現となった。また潮位 40cm以下の潮

位帯に設置された方形枠でも近年継続して確認されるようになってきている。ケガキに関

して、2020 年度には 20 枠と調査開始から最多を記録したが、2021 年度は 19 枠となった。

本種は、2018年度以降、潮位 45cmや 60～95cm、105～130cm、140cmに設置された方形枠

において出現が確認されるようになった。2020年度には、最も低い潮位 33cmで初めて確認

されたものの、2021年度は確認されなかった。 

天草サイトでは、調査開始以降、最少の出現方形枠数となったイシゲを取り上げる（図 4-

1（e））。イシゲの出現方形枠数は、2019 年度以降減少しており、2021 年度は調査開始以降

最も少ない 2枠となった。また、本種の出現した潮位帯について、調査開始以降、潮位 68cm、

74cm、82cm、114cm の 4 枠で概ね毎年確認されていた。それら 4 枠のうち、潮位 74cm と

114cmの方形枠において、2021年度は確認されなかった。 

石垣屋良部サイトでは、2020年度との差が最も大きかった藍藻綱の一種を取り上げる（図

4-1（f））。2021 年度の調査では、2020 年度と比べて、藍藻綱の一種の出現方形枠数が 6 枠

増加し、19 枠となった。本種の出現した潮位帯に関しては、例年と比べて大きな変化は確
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認されず、潮位 230cm以上の高さに設置された方形枠において、2019 年度以降、出現が確

認されていない状況が続いている。 

複数のサイトで共通して解析対象種としている種に関しては、ケガキの出現状況につい

て、安房小湊サイト、大阪湾サイト、南紀白浜サイト及び天草サイトで確認されているが、

そのうち、南紀白浜サイトと大阪湾サイトでは共通する変化が見られた。南紀白浜サイトで

は、2018年度以降、年々出現方形枠数が増加し、2021 年度は 2020年度と同程度であった。

一方で、大阪湾サイトでは、2018年度に出現方形枠数が急増（4枠から 11枠）したものの、

2019 年度以降は年により増減を繰り返している。なお、他の共通種（イワフジツボ、クロ

フジツボ、イシゲ、カメノテ、ヒジキ、無節サンゴモ）については、複数サイトで共通する

変化は見られていない。ケガキで見られたような大きな増減は、一時的な変化である可能性

もあるが、気候変動の兆候を捉えている可能性もある。そのため、今後も本種を含め解析対

象種の出現状況を複数のサイトで継続してモニタリングしていくことが重要である。 
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図 4-1 (a)．厚岸浜中サイトにおける解析対象種の出現パターン 

縦軸は潮位（最低水面 CDL からの高さ）。破線は各サイトの平均潮位（MSL）を示し、プロットは各永久方形枠における解析対

象種の有無を表す。白丸は解析対象種が確認されなかった永久方形枠を示し、左から 2009-2021 年度のデータを重ねて表示

している。枠で囲んだ種は、過年度と 2021 年度の出現方形枠数を比較し、その数の差が大きかった種。枠線で囲った 2 種（キ

タアメリカフジツボ、フクロフノリ）は、本文で記述している種。 
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図 4-1 (b)．安房小湊サイトにおける解析対象種の出現パターン 

縦軸は潮位（最低水面 CDL からの高さ）。破線は各サイトの平均潮位（MSL）を示し、プロットは各永久方形枠における解析対

象種の有無を表す。白丸は解析対象種が確認されなかった永久方形枠を示し、左から 2009-2021 年度のデータを重ねて表示

している。枠で囲んだ種は、過年度と 2021 年度の出現方形枠数を比較し、その数の差が大きかった種。枠線で囲った 2 種（無

節サンゴモ、イワフジツボ）は、本文で記述している種。 
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図 4-1 (c)．大阪湾サイトにおける解析対象種の出現パターン 

縦軸は潮位（最低水面 CDL からの高さ）。破線は各サイトの平均潮位（MSL）を示し、プロットは各永久方形枠における解析対

象種の有無を表す。白丸は解析対象種が確認されなかった永久方形枠を示し、左から 2010-2021 年度のデータを重ねて表示

している。枠で囲んだ種は、過年度と 2021 年度の出現方形枠数を比較し、その数の差が大きかった種。枠線で囲った 2 種（ケ

ガキ、無節サンゴモ）は、本文で記述している種。 
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図 4-1 (d)．南紀白浜サイトにおける解析対象種の出現パターン 

縦軸は潮位（最低水面 CDL からの高さ）。破線は各サイトの平均潮位（MSL）を示し、プロットは各永久方形枠における解析対

象種の有無を表す。白丸は解析対象種が確認されなかった永久方形枠を示し、左から 2009-2021 年度のデータを重ねて表示

している。枠で囲んだ種は、過年度と 2021 年度の出現方形枠数を比較し、その数の差が大きかった種。枠線で囲った 2 種（緑

藻類（アオサ類）、ケガキ）は、本文で記述している種。 
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図 4-1 (e)．天草サイトにおける解析対象種の出現パターン 

縦軸は潮位（最低水面 CDL からの高さ）。破線は各サイトの平均潮位（MSL）を示し、プロットは各永久方形枠における解析対

象種の有無を表す。白丸は解析対象種が確認されなかった永久方形枠を示し、左から 2009-2021 年度のデータを重ねて表示

している。枠で囲んだ種は、過年度と 2021 年度の出現方形枠数を比較し、その数の差が大きかった種。枠線で囲った 1 種（イ

シゲ）は、本文で記述している種。 
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図 4-1 (f)．石垣屋良部サイトにおける解析対象種の出現パターン 

縦軸は潮位（最低水面 CDL からの高さ）。破線は各サイトの平均潮位（MSL）を示し、プロットは各永久方形枠における解析対

象種の有無を表す。白丸は解析対象種が確認されなかった永久方形枠を示し、左から 2009-2021 年度のデータを重ねて表示

している。枠で囲んだ種は、過年度と 2021 年度の出現方形枠数を比較し、その数の差が大きかった種。枠線で囲った 1 種（藍

藻網の一種）は、本文で記述している種。 
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2）干潟生態系 

干潟では、底生動物相の質的・量的変化を捉えるための定量調査と、種多様性の変化を捉

えるための定性調査を毎年実施している。これらの調査から得られた結果を基に、ここでは、

絶滅危惧種、外来種、共通種を取り上げ、各サイトにおける 2021年度の出現状況をとりま

とめた。 

 

【絶滅危惧種の出現状況】 

環境省版レッドリスト（絶滅のおそれのある野生生物の種のリスト）とは、日本に生息又

は生育する野生生物について、専門家で構成される検討会が、生物学的観点から個々の種の

絶滅の危険度を科学的・客観的に評価し、その結果をリストにまとめたものである。レッド

リストは、適宜見直しが実施されており、本調査で記録される海岸動物に関与するレッドリ

ス ト と し て は 、「 環 境 省 レ ッ ド リ ス ト 2020 （ 環 境 省 自 然 環 境 局 ）」

（https://www.env.go.jp/press/107905.html、2022年 2月 1日現在）と「環境省版海洋生物レッ

ドリスト 2017（環境省自然環境局）」（http://www.env.go.jp/press/103813.html、2022 年 2 月 1

日現在）が挙げられる。これらのレッドリストにおいて、絶滅危惧 I類（絶滅の危機に瀕し

ている種）、絶滅危惧 IA 類（ごく近い将来における野生での絶滅の危険性が極めて高いも

の）、絶滅危惧 IB 類（IA 類ほどではないが、近い将来における野生での絶滅の危険性が高

いもの）及び絶滅危惧 II類（絶滅の危険が増大している種）に該当する種を「絶滅危惧種」

と呼び、日本の自然環境を保全し、生きものの絶滅を回避するための取り組みが全国で行わ

れている。ここでは、2021 年度の定量及び定性調査で確認された全ての底生動物のうち、

「絶滅危惧種」に該当する種を取り上げ、各サイトにおける出現状況をまとめた（表 4-1）。

なお、日本ベントス学会では、「干潟の絶滅危惧動物図鑑 海岸ベントスのレッドデータブ

ック（2012）」において、干潟に生息する底生動物を対象として、各種の絶滅に対するリス

クを評価し、各ランクを付与しているため、表 4-1にはその情報も合わせて示した。 

環境省レッドリスト 2020 において、もしくは環境省版海洋生物レッドリスト 2017 で、

絶滅危惧 I 類、絶滅危惧 IA 類、絶滅危惧 IB 類に該当する種としては、剣尾類のカブトガ

ニ、軟体動物（腹足類と二枚貝類）のマルテンスマツムシ、ゴマフダマ、シマヘナタリ、シ

イノミミミガイ、ヘゴノメミミガイ、イタボガキ、イチョウシラトリ、ニッコウガイ、クロ

ヘナタリ、キザハシクビキレ、環形動物のツバサゴカイの合計 12 種が確認された。また、

これらの種の中で、ゴマフダマ、イチョウシラトリ、ツバサゴカイの 3種は複数のサイトで

確認されたが、その他の種については、1サイトのみでの出現であった。 

同様に、環境省レッドリスト 2020 もしくは環境省版海洋生物レッドリスト 2017 で絶滅

危惧 II 類に該当する種としては、軟体動物において、イボウミニナ、マツカワウラカワザ

ンショウ、オオシンデンカワザンショウ、ロウイロトミガイ、チガイザクラ、ヒメマスオ、

ハマグリ、カワアイ、コゲツノブエ、ヤミヨキセワタの 10種、甲殻類ではシオマネキ、ハ

クセンシオマネキ、ウモレベンケイガニの 3種、合計 13種が確認された。また、このうち、

軟体動物では、イボウミニナ、ハマグリ、カワアイ、コゲツノブエ、ヤミヨキセワタの 5種、
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甲殻類では、シオマネキ、ハクセンシオマネキ、ウモレベンケイガニの 3種が複数の調査サ

イトに出現した。これら以外の 6種については、1サイトのみでの出現であった。 

なお、環境省レッドリスト 2020 もしくは環境省版海洋生物レッドリスト 2017 の「絶滅

危惧種」には該当しないが、干潟の絶滅危惧動物図鑑 海岸ベントスのレッドデータブック

（日本ベントス学会 2012）において同ランクに該当する 9 種が出現した。絶滅危惧 IB 類

に該当する種として、甲殻類のツノナシイボガザミが確認された。また、絶滅危惧 II 類に

該当する種として、環形動物のムギワラムシやミナミエラコ、甲殻類のクシテガニ、リュウ

キュウシオマネキ、アカホシマメガニ、カワラピンノ、シマトラフヒメシャコ、刺胞動物の

マキガイイソギンチャクが確認された。 

2021年度の調査においては、7サイトで計 34種の絶滅危惧種が確認された。なお、厚岸

サイトでは、ここで取り上げた絶滅危惧種が確認されてはいないが、希少な種が生息してい

る。これらの種の出現状況は、絶滅を回避するための対策を講ずる上での基礎情報となるた

め、引き続きモニタリングを継続し、データを蓄積していくことが必要である。 
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表 4-1．2021 年度の干潟調査で記録された絶滅危惧種とその出現状況※1 

 

※1：保護の観点から情報をマスクしている種がある。 

※2：「環境省レッドリスト 2020」 I 類：絶滅危惧 I 類、IA 類：絶滅危惧 IA 類、II 類：絶滅危惧 II 類、情報不足：

情報不足。 

   「環境省版海洋生物レッドリスト 2017」 IB 類：絶滅危惧 IB 類、II 類：絶滅危惧 II 類、準絶：準絶滅危惧、

情報不足：情報不足。 

「干潟の絶滅危惧動物図鑑 海岸ベントスのレッドデータブック」 IA 類：絶滅危惧 IA 類、IB 類：絶滅危惧

IB 類、II 類：絶滅危惧 II 類、準絶：準絶滅危惧種、情報不足：情報不足。 

※3：種類の表記は、干潟の絶滅危惧動物図鑑 海岸ベントスのレッドデータブック（日本ベントス学会 2012）

での使用例を参照した。 

 

環境省レッド

リスト2020

環境省海洋生

物レッドリス

ト2017

海岸ベントス

レッドデータ

ブック

種類※3 和名 厚岸 松川浦
盤洲

干潟

汐川

干潟

南紀

田辺

中津

干潟

永浦

干潟

石垣

川平湾

剣尾類 カブトガニ ○

腹足類 マルテンスマツムシ ○

腹足類 ゴマフダマ ○ ○

腹足類 シマヘナタリ ○

腹足類 シイノミミミガイ ○

腹足類 ヘゴノメミミガイ ○

二枚貝 イタボガキ ○

二枚貝 イチョウシラトリ ○ ○

二枚貝 ニッコウガイ ○

II 類 腹足類 クロヘナタリ ○

IA 類 - 情報不足 腹足類 キザハシクビキレ ○

環形動物 ツバサゴカイ ○ ○ ○ ○

腹足類 イボウミニナ ○ ○ ○

腹足類 マツカワウラカワザンショウ ○

腹足類 オオシンデンカワザンショウ ○

腹足類 ロウイロトミガイ ○

二枚貝 チガイザクラ ○

二枚貝 ヒメマスオ ○

二枚貝 ハマグリ ○ ○

甲殻類 シオマネキ ○ ○

腹足類 カワアイ ○ ○ ○

腹足類 コゲツノブエ ○ ○ ○

甲殻類 ハクセンシオマネキ ○ ○ ○

情報不足 腹足類 ヤミヨキセワタ ○ ○ ○

甲殻類 ウモレベンケイガニ ○ ○

情報不足 情報不足 IB 類 甲殻類 ツノナシイボガザミ ○

環形動物 ムギワラムシ ○

甲殻類 クシテガニ ○ ○

甲殻類 リュウキュウシオマネキ

甲殻類 アカホシマメガニ ○

情報不足 甲殻類 カワラピンノ ○

刺胞動物 マキガイイソギンチャク ○ ○

環形動物 ミナミエラコ ○

甲殻類 シマトラフヒメシャコ ○

カテゴリー※2 調査サイト

I 類

IA 類

準絶

- IB 類 II 類

II 類 -

II 類

準絶

-

-

II 類

IB 類

- II 類 IB 類

-
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【外来種の出現状況】 

調査開始（2008 年度）から 2021 年度までの 14 年間における調査で記録された底生動物

種の中から、在来の底生動物の生息に負の影響を及ぼす可能性がある外来種を取り上げ、

2021年度と 2020年度における出現の状況をまとめた（図 4-2）。 

外来生物法に基づく特定外来生物に指定されている種の中に、底生生物は含まれていな

いものの、「生態系被害防止外来種リスト（環境省・農林水産省 2015）」で国内に定着が確

認されている「総合対策外来種」のうち、生態系等への甚大な被害が予想されるため対策の

必要性が高い「重点対策外来種」に指定されている自然分布域外のサキグロタマツメタ、「そ

の他の総合対策外来種」に選定されているシマメノウフネガイ、ムラサキイガイ、コウロエ

ンカワヒバリ、ヨーロッパフジツボ、アメリカフジツボ、キタアメリカフジツボ、タテジマ

フジツボ、カニヤドリカンザシの生息は、これまでの本調査においても確認されており、タ

テジマフジツボは、調査開始以降 5サイト（松川浦、盤洲干潟、汐川干潟、南紀田辺、中津

干潟サイト）で確認されている。汐川干潟サイトでは、調査開始時から毎年継続して出現し

ていることから、本サイトで繁殖していることは確実である。また、自然分布域外のサキグ

ロタマツメタは、松川浦及び盤洲干潟サイトにおいて、調査開始以降、ほぼ毎年確認されて

おり、周辺海域に生息する二枚貝類へ影響を与えている可能性が考えられる。 

また、岩崎ほか（2004）に掲載されている国外移入種及び水産増養殖目的で移入された種

のうち国内に定着している種を対象（ただし、サキグロタマツメタについて、中津干潟及び

永浦干潟サイトで確認されたものは在来の個体群が含まれる可能性があるため対象外）と

した場合には、これまでに本調査において確認されたのは 10種（軟体動物 4種：ムラサキ

イガイ、コウロエンカワヒバリ、シマメノウフネガイ、サキグロタマツメタ、節足動物 5種：

ヨーロッパフジツボ、アメリカフジツボ、キタアメリカフジツボ、タテジマフジツボ、イッ

カククモガニ、環形動物 1種：カニヤドリカンザシ）であった。これら 10種の外来種に関

して、2021 年度の調査では、厚岸サイトで 1 種、松川浦サイトで 4 種、盤洲干潟サイトで

5 種、汐川干潟、中津干潟、永浦干潟サイトで 2種がそれぞれ確認されたが、南紀田辺、石

垣川平湾の 2 サイトでは確認されなかった。イッカククモガニは、2008 年度に永浦干潟サ

イトで記録されて以降、本調査では出現が確認されていない。これまでの本調査において、

全サイトに共通して出現する種は確認されなかった。また、都市部近郊に位置する盤洲干潟

サイトでは、他のサイトと比較して、出現する外来種数が多い。この要因として、国内外か

らの船舶が往来する機会が多く、船舶の移動が侵入手段となっている固着性の種が持ち込

まれやすいことや、人口の多い場所での潮干狩りといったレジャー活動を支えるための種

苗放流が外来種の侵入経路となっていることが推測される。なお、調査開始以降、石垣川平

湾サイトでは、ここでとりあげた外来種は記録されていない。以下に、これらの 10種につ

いて、種ごとにその概要と本調査等での確認状況を記載する。 

ムラサキイガイは、1930 年代に日本へ侵入したと考えられており、1940 年代から 60 年

代にかけて日本全域の浅海域に分布を拡大した（岩崎ほか 2004）。調査開始以降、石垣川平

湾サイトを除く温帯域の 7 サイトで生息が確認されていたものの、2020 年度の調査では全
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てのサイトにおいて確認されなかった。しかし、2021 年度の調査では松川浦サイトで再び

確認された。 

コウロエンカワヒバリは、1970年代に日本での生息が初確認された種である。1990年代

には西日本を中心に分布を広げ、2000 年代以降には、関東以南の各地で確認された（岩崎

ほか 2004）。なお、近年の本種の国内における分布情報に関しては、2021 年に宮城県の万

石浦において環境省生物多様性センターが実施した他業務の調査（令和 3 年度東北地方太

平洋沿岸地域生態系監視調査業務）において確認されている。本調査において、2021 年度

の調査では、2020年度に引き続き盤洲干潟と汐川干潟サイトで、本種の生息が確認された。

また、調査開始以降、仙台湾に位置する松川浦サイトと北海道東部に位置する厚岸サイトで

は記録されていない。しかし、宮城県では近年出現記録があることから、今後これらのサイ

トにも侵入してくる可能性があるため、注視していく必要がある。 

シマメノウフネガイは、1970 年代後半には福島県から香川県までの各地で生息が確認さ

れ、2004 年以降、薩南・琉球諸島を除いて全国的に分布するようになったと推測されてい

る（岩崎ほか 2004）。本調査開始以降、松川浦、盤洲干潟、中津干潟、永浦干潟の 4サイト

で記録されており、2021年度の調査では、2020年度に引き続き、盤洲干潟と中津干潟サイ

トで記録された他、2020年度には確認されなかった永浦干潟サイトでも出現した。 

サキグロタマツメタは、放流用に輸入されたアサリに混入していたものが、国内に定着し

たと考えられており、1970 年代から全国に分布を拡大した（岩崎ほか 2004）。本種はアサ

リ等の二枚貝類を捕食するため、とりわけ水産業への被害が懸念される種である。本調査で

は、松川浦と盤洲干潟の 2 サイトでほぼ毎年継続して確認されており、2021 年度の調査で

も両サイトで確認された。 

外来種のフジツボ類（ヨーロッパフジツボ、アメリカフジツボ、キタアメリカフジツボ、

タテジマフジツボ）は、世界中で分布が確認されている。これらは、広温性かつ広塩性とい

う生態的特性を有することに加え、ほぼ通年にわたる繁殖が可能という特性を備えており、

地理的分布を拡大しやすいと言える。また、既に国内において、繁殖個体が確認されており、

国内での定着は確実であると言われている（岩崎ほか 2004）。ヨーロッパフジツボについて

は、松川浦と盤洲干潟サイトで記録され、盤洲干潟サイトでは 2019年度以来 2年ぶりに確

認された。アメリカフジツボは、2020年度の調査と同様に、中津干潟サイトで記録された。

キタアメリカフジツボは、厚岸サイトにおいて 2020 年度に引き続き生息が確認された。タ

テジマフジツボは、2021 年度の調査において、盤洲干潟と汐川干潟の 2 サイトで記録され

たが、2020年度の調査で初めて生息が確認された松川浦サイトでは確認されなかった。 

カニヤドリカンザシは、世界中の温帯域に広く分布する管棲性の環形動物である。本種は、

1966 年に岡山県で初めて発見されて以降、関東地方を中心に生息報告がある（岩崎ほか 

2004）。本調査では、松川浦サイトにおいて、2015 年度に初めて生息が確認された。また、

2015年度以降にも継続して確認されており、2021年度の調査においても記録された。 

外来種は、生息空間をめぐって在来種と競合していく過程で、個体数が爆発的に増加する

可能性がある。また、これまでは生息が確認されていない場所への侵入の発見等、分布の拡
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大をいち早く捉え、必要に応じて駆除するなどの迅速な対応をとるためには、モニタリング

調査を通じてこれらの種の生息状況を継続して捉えていくことが必要である。 

図 4-2．2021 年度及び 2020 年度調査における外来種の出現状況。各種の出現を赤で示す。ここでは、岩崎

ほか（2004）で取り上げられている種のうち、2008 年度から 2021 年度までの 14 年間の調査におい

て、生息が確認された外来種を対象とした。 

※1：サキグロタマツメタの出現については、中津干潟および永浦干潟サイトでは、在来の個体が含ま

れる可能性のあるため、外来種と判断ができないことにより対象外とした。 

※2：総対（重点）：総合対策外来種（重点対策外来種）、総対（その他）：総合対策外来種（その他の総

合対策外来種） 

種類 和名

生態系被害防止

外来種リスト

（環境省・農林
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【共通種の出現状況】 

各サイトに共通して見られる種の出現状況について、サイト間で比較することにより、日

本の沿岸域（太平洋岸）に沿った干潟における環境変化の兆候を捉えられる可能性がある。

ここでは、全 8サイトに共通して出現する種として、出現頻度が高い表在性動物のホソウミ

ニナ（巻貝類）と埋在性動物のアサリ（二枚貝類）を選定し、今年度と 2020年度における、

それぞれの種が確認された調査ポイント別に定量調査で出現した個体数をとりまとめた

（図 4-3）。ただし、石垣川平湾サイトについては、例年多く出現しているウメノハナガイ

（埋在性の二枚貝類）を選定した。これは、亜熱帯域に位置する琉球列島の底生動物相は、

温帯域に位置する北海道から九州までの底生動物相とは大きく異なっており、亜熱帯域の

琉球列島の石垣島に設置した本サイトでは、ホソウミニナ及びアサリが出現しなかったた

めである。 

 

表在性動物：ホソウミニナの出現状況 

底土の表面で暮らす巻貝類のホソウミニナについて、各サイトの調査ポイント別に 2021

年度と 2020年度の個体数をまとめた（図 4-3）。 

厚岸サイトの Aエリアにおいては、潮間帯上部（AU）ポイント及び下部（AL）ポイント

ともに、2020年度に引き続き出現しなかった。B エリアでは、潮間帯上部（BU）と下部（BL）

の両ポイントで確認された。また、BUにおける個体数は、2020年度と比べると、わずかに

減少していた。 

松川浦サイトにおいては、A 及び B の両エリアで確認され、2020 年度と同様に、B エリ

アよりも Aエリアの個体数が多かった。特に、A エリアの潮間帯上部（AU）ポイントでは、

2021年度は 888個体と高密度であり、2020年度の記録（831個体）を上回った。 

盤洲干潟サイトでは、2020 年度に引き続き、A 及び B の両エリアの全てのポイントで確

認された。また、Aエリアにおいて、2021年度には潮間帯上部（AU）ポイントで 50個体、

潮間帯下部（AL）ポイントで 16個体が確認され、2020年度の記録（AU：3個体、AL：6個

体）と比べて増加した。 

汐川干潟サイトでは、B及び C の両エリアで確認された。ただし、ポイント別では、2020

年度に確認された B エリアの潮間帯中部（BM）ポイントと C エリアの潮間帯上部（CU）

ポイントでは、2021年度の調査にて記録されなかった。また、Cエリアの潮間帯中部（CM）

ポイントでは、2020年度と比べ減少した。 

南紀田辺サイトでは、2020 年度に引き続き、A 及び B の両エリアで確認された。個体数

について、2020年度と比較し、2021年度には両エリアの潮間帯上部（AUと BU）で増加し

ていた。特に、BU ポイントでは、2020 年度には 1 個体のみであったのが、2021 年度には

62 個体と大きく増加した。 

中津干潟サイトでは、2020年度には、河口に最も近い潮間帯上部（A1U）ポイントでのみ

記録されていたが、2021年度には、同ポイントに加え B エリアの潮間帯上部（BU）ポイン

ト及び Cエリアの潮下帯中部（CM）ポイントでも確認された。また、A1Uポイントについ

て、2020年度に 153個体であったが、2021年度は 12 個体と大幅に減少した。 

永浦干潟サイトでは、2020年度に引き続き A 及び B エリアの全てのポイントで確認され
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た。個体数について、A エリアの潮間帯上部（AU）ポイントにおいては、2020 年度に 135

個体であったのが、2021 年度は 10 個体と大きく減少した。なお、その他のポイントでは、

2020年度の個体数と同程度であった。 

 

埋在性動物：アサリの出現状況 

底土中に生息する二枚貝類のアサリについて、各サイトの調査ポイント別に個体数をま

とめた（図 4-3）。 

厚岸サイトでは、2020 年度は、全てのポイントで 0個体であったが、2021年度には Aエ

リアの AUポイントで 1個体のみ記録された。 

松川浦サイトでは、2020 年度に引き続き A エリアでのみ記録された。個体数は、AU ポ

イントで、2020 年度には 7 個体であったが 2021 年度には 31 個体と増加していた。その一

方、ALポイントでは、2020年度の 28個体から、2021 年度には 9個体に減少していた。 

盤洲干潟サイトでは、2020年度に引き続き ALポイントのみでの記録であった。しかし、

その個体数については、2020年度には 46個体であったが、2021年度には 28個体と減少し

ていた。 

汐川干潟サイトでは、2021年度は、全ポイントで記録されず、2020年度に記録のあった

CU 及び CMポイントでも 0 個体となった。なお、2016年度ごろまでには、C エリア全体で

50 個体程度が記録されていたが、2017年度から徐々に減少しているようである。 

南紀田辺サイトでは、2020 年度に引き続き、BL ポイントで 1 個体のみの確認であった。 

中津干潟サイトでは、2021年度は CU ポイントにおいて、1個体のみの記録であり、2020

年度に 7個体が記録された A1U ポイントでは 0個体であった。 

永浦干潟サイトでは、2021 年度には AL 及び BU ポイントで記録された。個体数は、BU

ポイントでは、2020年度には 16個体であったが、2021年度は 5個体に減少した。 

 

埋在性動物：ウメノハナガイの出現状況 

石垣川平湾サイトで優占するウメノハナガイについては、A 及び B エリアの潮間帯上部

のポイント（AU と BU）で確認された（図 4-3）。AU 及び BU ポイントでの個体数は、2020

年度にそれぞれ 64 及び 71 個体であったが、2021 年度には 52 及び 45 個体となり、やや減

少した。また、BL ポイントにおいては、2020 年度には 84 個体と比較的高密度で確認され

ていたが、2021年度では 0個体であり大きく減少した。 

 

共通種の動向のまとめ 

表在性のホソウミニナと埋在性のアサリの両種の個体数について、石垣川平湾サイトを

除く 7 サイトで比較したところ、共通となる一方向への増加または減少傾向は確認されな

かった。ホソウミニナの個体数に関しては、2020 年度と同様に、松川浦サイトの AU ポイ

ントで 800個体以上と非常に多く確認された。しかし、中津干潟サイトの A1U ポイント及

び永浦干潟サイトの AU ポイントにおいては、2020 年度に 100 個体以上の記録であったの
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が、2021年度には約 10 個体と大きく減少した。中津干潟の A1U ポイントでは、2014 年度

から増加し、その後、増減を繰り返している。また、永浦干潟の AU ポイントでは、2016年

度に一度減少が確認されたものの、本調査開始以降、比較的安定して高密度を記録していた。

これらのポイントは、潮間帯の上部に位置しており、陸域からの影響を受けやすいなど、本

種の加入や生息環境が安定していない可能性も考えられるため、その動態を引き続きモニ

タリングしていく必要がある。なお、松川浦サイトでは、小型個体が数多く観察されたこと

から、個体群への新規加入が順調であったと考えられる。 

アサリについては、松川浦サイトの A エリアや盤洲干潟サイトの AL ポイントでは、他

サイトのポイントに比べ、比較的安定した個体数が維持されている。しかし、2021 年度の

調査では、小型個体があまり確認されておらず、稚貝の定着が少なかった可能性が考えられ

る。また、このことは、個体群の再生産が順調でない可能性をも示している。両サイトでは、

二枚貝を捕食する外来種のサキグロタマツメタの生息が確認されていることから、それが

アサリ減少の要因の一つである可能性もある。また、その他のサイトにおいては、定量調査

においてアサリはほとんど確認されなかった。これは、本種の生息密度が極めて低いことを

意味しており、南紀田辺サイトにおいてはナルトビエイによる食害によって、また中津干潟

においては貧栄養化の影響によって二枚貝類の個体数が減少傾向にあるという可能性があ

る。このため、他サイトにおいても、このような何かしらの負の影響をおよぼす要因が働い

ている可能性もあるため、モニタリングに当たって留意していく必要がある。 

石垣川平湾サイトにおけるウメノハナガイに関しては、2020 年度の結果と比べると、全

ポイントで減少していた。本サイトにおいては、例年増減を繰り返すことが記録されている

が、その要因については不明である。 

干潟に生息する代表種として取り上げたこれらの種の動態に関しては、それぞれの種が

好適とする底質等の生息条件にも依存することから、各サイトにおいて出現する調査ポイ

ントや個体数の変化の程度が異なっていた。これらの特徴を捉えておくことは、各サイトに

おける各種の出現パターンの変化や複数のサイトにおいて同調した変化を示すというよう

な、時間的もしくは空間的な変化を検出する上で必要不可欠である。そのため、今後も、よ

り長期にわたるデータの蓄積と解析が望まれる。 
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図 4-3．2021 年度及び 2020 年度調査におけるホソウミニナ（左）、アサリ（中）、ウメノハナガイ（右）の出現

状況。表中の数値は調査ポイント毎の個体数を示し、その多寡を色別で表現した。表在性のホソ

ウミニナは、干潟表面に 50cm × 50cm の方形枠を置き、方形枠内に出現した個体数について、5

回分を合計した。埋在性のアサリとウメノハナガイは、15cm 直径のコアサンプラーを用いて 20cm

までの深さの底土を採取し、2mm 目合いの篩でふるって得られた個体数について、5 回分を合計

した。 

表在性動物ホソウミニナ 埋在性動物アサリ ウメノハナガイ

2020 2021 2020 2021 2020 2021

AU 0 0 AU 0 1 AU 64 52

AL 0 0 AL 0 0 AL 6 0

BU 19 10 BU 0 0 BU 71 45

BL 2 1 BL 0 0 BL 82 0

AU 831 888 AU 7 31

AL 0 8 AL 28 9

BU 8 23 BU 0 0

BL 35 6 BL 0 0

AU 3 50 AU 0 0

AL 6 16 AL 46 28

BU 1 1 BU 0 0

BL 5 2 BL 0 0

BU 12 21 BU 0 0

BM 5 0 BM 0 0

BL 0 0 BL 0 0

CU 8 0 CU 16 0

CM 15 1 CM 2 0

CL 0 0 CL 0 0

AU 16 38 AU 0 0

AL 1 2 AL 0 0

BU 1 62 BU 0 0

BL 0 0 BL 1 1

A1U 153 12 A1U 7 0

A2U 0 0 A2U 0 0

A3U 0 0 A3U 0 0

BU 0 5 BU 0 0

BM 0 0 BM 0 0

BL 0 0 BL 0 0

CU 0 0 CU 1 1

CM 0 14 CM 0 0 0

CL 0 0 CL 0 0 1-10

AU 135 10 AU 1 0 11-50

AL 14 12 AL 1 3 51-100

BU 3 4 BU 16 5 101-300

BL 2 2 BL 6 0 >300

中津干潟

永浦干潟
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松川浦

盤洲干潟

汐川干潟

南紀田辺
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5．まとめ 

磯、干潟、アマモ場、藻場等の海岸線を挟んだ陸域から沿岸域に存在するエコトーン（移

行帯）は、自然環境が豊かで多様な生物相を形成している。それゆえ、これらのエコトーン

は、四方を海に囲まれたわが国において、生態系の保全を考える上で最重要な場所の一つと

考えられる。 

わが国の代表的な生態系の状態を長期的かつ定量的にモニタリングすることにより、種

の増減や種組成の変化等、その異変をいち早く検出し、適切な自然環境保全施策に資するこ

とを目的に、環境省では、「重要生態系監視地域モニタリング推進事業（モニタリングサイ

ト 1000）」を実施してきた。モニタリングサイト 1000 沿岸域調査（磯・干潟・アマモ場・

藻場）においては、太平洋沿岸域を中心として、全国に調査サイトを 28か所設置している。

これらのうち 16か所の調査サイトがある磯と干潟では、2008年度から順次調査サイトを設

置し、設置後に毎年調査を実施してきた。磯・干潟における 2021 年度の調査結果（概要）

については、次のとおりであった。 

 

【磯調査】 

厚岸浜中サイトでは、解析対象種の中でも外来種であるキタアメリカフジツボの出現方

形枠数について、2016 年度から 2020 年度まで 25 枠前後を維持していたが、2021 年度は

2020年度より 6枠減少し、20枠で確認された。 

安房小湊サイトでは、2021年度の無節サンゴモの出現方形数が、2020年度より 4枠増加

し、26枠で確認された。 

大阪湾サイトでは、ヒジキの出現方形枠数が 2020 年度と同様に 14 枠であり、調査開始

年（2010年度）以来、前年度を下回っていない。また、無節サンゴモの出現方形枠数は、25

枠であり、2010 年度以来、最も高い値であった。さらに、ケガキの出現方形枠数は、2020

年度に比べて 10枠と大きく減少し、7枠で確認された。 

南紀白浜サイトでは緑藻綱（アオサ類）の出現方形枠数が、2020 年度と比べて 5 枠増加

し、調査開始（2008年度）以降、最多の 23枠であった。また、2018年度以降、年々増加し

ていたケガキの出現方形枠数は 19枠であり、2020年度から 1枠減少した。 

天草サイトでは、イワフジツボの出現方形枠数が 15 枠であり、2020年度と比べて 5枠増

加した。イシゲの出現方形枠数は、2019年度以降減少しており、2021年度は調査開始以降、

最も少ない 2枠となった。 

石垣屋良部サイトでは、2020 年度に大幅に減少した藍藻綱の一種について、出現方形枠

が 19枠で確認され、6枠増加していた。 

各サイトで共通する解析対象種の出現状況では、磯生態系における全国的な変化は特に

確認されなかった。しかしながら、気候変動等の兆候をいち早く捉えるために、今後も解析

対象種の出現状況を複数のサイトで継続してモニタリングしていくことが必要である。  



190 

【干潟調査】 

厚岸サイトでは、Aエリアにおいて、2020年度には出現動物門数が 6門、出現種数が 37

種であったのに対し、2021 年度は 3 門 26 種と減少し、過去 5 年の調査結果と比較しても、

最少であった。一方、B エリアの出現動物門数と出現種数は、2020 年度と比較して大きな

変化は確認されなかった。 

松川浦サイトでは、A エリアにおける出現動物門数と出現種数は、9 門 103 種であり、

2020年度（7門 85 種）に比べて増加していた。B エリアでは、6 門 59種が出現し、過去 5

年の調査結果と比較すると最多であった。両エリアにおいて、2011 年の東北地方太平洋沖

地震以降、増減を繰り返しているが、2020年度の減少は 2019年秋の台風による出水による

影響を受けたと思われ、2021 年度は回復しつつある可能性もあるが、来年度以降も動態に

注意する必要がある。 

盤洲干潟サイトでは、Aエリアの出現動物門数と出現種数は、8門 94種であり、2020年

度（8門 105種）と比較して、出現した動物門の入れ替わりは確認されたものの、種数は概

ね定常状態であった。B エリアでは、4 門 71 種の底生動物が出現した。過去 5 年間と比較

して、動物門数は最少であったが種数は同程度であった。 

汐川干潟サイトでは、Bエリアの出現動物門数と出現種数は、5門 43種であった。過去 5

年と比較して、門数は最も少なかった一方で、種数は 2016年度以降ほとんど変化がなかっ

た。C エリアでは 4 門 38 種が確認され、門数は過去 5年間と比べ最少であり、種数も過去

最高値を記録した 2020年度（46種）より減少した。 

南紀田辺サイトでは、Aエリアの出現動物門数と出現種数は、3門 60種であった。また、

B エリアでは 7 門 87種であった。過去 5年間と比較して、両エリアともに、顕著な変化は

見られなかった。 

中津干潟サイトでは、Aエリアの出現動物門数と出現種数は、5門 57種であった。また、

B エリアと C エリアでは、それぞれ 5門 38種及び 7門 75種の底生動物が確認された。2020

年度（A：6門 53種、B：6門 40種、C：8門 68種）と比較して、いずれのエリアにおいて

も、出現動物門数がわずかに減少した一方で、Cエリアの出現種数はわずかに増加した。 

永浦干潟サイトでは、Aエリアの出現動物門数と出現種数は、6門 86種であり、2020年

度（7門 77種）と比べ、動物門数は減少したが種数はわずかに増加した。B エリアでは 8門

103 種の底生動物が確認され、2020 年度（8 門 95 種）と比較して、出現種数がやや増加し

た。 

石垣川平湾サイトにおいて、A エリアの出現動物門数と出現種数は、7 門 102 種であり、

2020 年度（6 門 101 種）と比べ同程度であった。B エリアでは、7 門 82 種の底生動物が確

認され、2020年度（5門 42種）より種数が大きく増加した。 

各調査サイトでは、絶滅危惧種や外来種の生息が継続的に確認されており、この結果は、

各調査サイトが絶滅危惧種等の重要な生息場所となっている一方で、外来種の定着による

影響を受けている可能性があることを意味している。これらの種の出現状況は、必要や状況

に応じて、希少な種の絶滅を回避するための対策を講じたり、外来種の防除対策を講じたり

する際の基礎情報となるため、引き続きモニタリングを継続し、データを蓄積していくこと

が必要である。 



191 

 

【展望】 

毎年同じ場所において同じ手法で定量的な調査を継続していくことにより、わが国の磯

及び干潟生態系の状態を適切に把握するとともに、異変があった場合にはいち早く検出し、

警鐘を鳴らすことができる可能性がある。また、長期にわたり調査を継続することにより、

突発的な事象に伴う生物群集・生態系の影響把握や、その後の回復過程等の把握、並びに長

期的な自然環境の変化に伴う生物群集・生態系の変化傾向の把握が可能となる。そのため、

今後も継続的にデータを取得していくことが重要である。 

また、本調査で収集されたデータは、生物多様性センターが運営する生物情報収集・提供

システム（いきものログ）や国立研究開発法人海洋研究機構が運営するシステム（Biological 

Information System for Marine Life：BISMaL）を通じ、生物多様性情報に関連する国際的な海

洋生物地理情報システム（Ocean Biogeographic Information System：OBIS）及び地球規模生物

多様性情報機構（Global Biodiversity Information Facility：GBIF）へ提供される。したがって、

本調査で得られるデータは、日本沿岸のみならず地球規模の海洋生物における生物多様性

の現況を把握・評価する上でも有益な基礎情報となり得るため、更なるデータの蓄積が望ま

れる。  
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はじめに 

 

本稿は、重要生態系監視地域モニタリング推進事業「モニタリングサイト 1000」沿岸域

調査のマニュアルである。この調査は、我が国の代表的な沿岸域の状態を長期的かつ定量

的にモニタリングすることにより、種の減少、種組成の変化など、その異変を検出し、適

切な自然環境保全施策に資することを目的としている。ここでは、沿岸域を 4 つの生態系

（磯・干潟・アマモ場・藻場）に分け、各生態系に適した調査マニュアルを検討会と分科

会で討議し作成した。 

作成に当たっては、長期にわたるモニタリングを実施する際に、調査そのものが安全で

持続可能であること、次世代の調査者が遂行可能であること、定量的なデータが得られる

こと、得られたデータが解析をするうえで十分な質・量であることに留意した。 

今後は、調査を重ねながら、関係諸氏の助言などをもとに必要に応じて改良されていく

ものである。 
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I．我が国の沿岸域の自然・地理的特性 

 

国土面積に比して長い海岸線を持つわが国の沿岸域は、次に示すように環境自体の多様

性が高いことが知られている。 

・ 国内に幅広い緯度勾配を有する。 

・ 南からは暖流（黒潮・対馬暖流）、北からは寒流（親潮）の影響を受ける。 

・ 半島や湾、内海など、複雑な地形が存在する。 

・ 地形および河川の影響により、岩礁、砂質、砂泥質などさまざまな底質環境が存在す

る。 

・ 潮位により、干潮時の乾燥暴露時間が異なる。 

 

これらの環境条件によって、わが国の沿岸域には次のような相異なる生態系が発達し、

生物多様性に極めて富んでいる。 

・ 潮上帯：塩性湿地、マングローブ湿地など。 

・ 潮間帯：磯、砂浜、干潟。 

・ 潮下帯：海草藻場*（アマモ場）、海藻藻場*（藻場）、サンゴ礁。 

 

沿岸域調査が対象とする磯、干潟、アマモ場、藻場は、豊かで多様な沿岸域の生態系を

構成する生態系として貴重である。 

 

*本マニュアルで「アマモ場」、「藻場」とは以下のものをいう。 

海草藻場 

（アマモ場） 
種子植物優占群落 アマモ類、ウミヒルモ類、スガモ類など 

海藻藻場 

（藻場） 

褐藻優占群落 

コンブ類（コンブ場） 

ホンダワラ類（ガラモ場） 

アラメ・カジメ類（海中林：アラメ・カジメ場） 

ウミウチワ類、アミジグサ類、ヤハズグサ類など 

紅藻優占群落 マクサ類、サンゴモ類など 

緑藻優占群落 アオサ類、アオノリ類など 
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II．対象とする生態系と調査対象 

 
沿岸域の生態系のうち、砂浜、干潟、およびサンゴ礁では、それぞれ、砂浜環境の指標

となるウミガメの産卵、シギ・チドリ類の飛来数、およびサンゴの被度のモニタリングが

行なわれている。したがって、沿岸域調査では、生物多様性に富む 4 つの生態系（磯・干

潟（塩性湿地・マングローブ湿地も含む）・アマモ場・藻場）について、底生動物や海草・

海藻に着目してモニタリングを行う。 

 

生態系 調査対象（指標生物種群） 対象とした理由 

磯 

底 

生 

生 

物 

定量的な測定を行いやすい、岩表面に生息

する種を対象とする。転石の下や固着性生物

の殻の中などに生息する種、移動速度の速い

種は、定量的な測定を行うことが困難である

ため、調査対象としない。 

特に現存量が大きく、

高次消費者の食物として

生態系の基礎を支えてい

る。水質浄化に寄与する

など、生態系エンジニア

としても沿岸域の環境に

大きな影響を及ぼす。 
干潟 

底 

生 

生 

物 

干潟表面に生息する種（表在生物）と底土

の中に生息する種（埋在動物）の両方を対象

とする。塩性湿地・マングローブ湿地におい

ては、植物の根・地下茎の発達によって埋在

動物の定量採集が困難であるため、表在生物

のみを対象とする。 

アマモ場 
海 

草 

海草を対象とする。5 年毎調査では、底生

動物（葉上動物、表在動物、埋在動物）も調

査対象として記録する。 
生態系の基礎であり、

多くの他生物種に生息場

所や食物を提供する。 
藻場 

海 

藻 

海藻を対象とする。海藻群落に影響を及ぼ

す大型の底生動物が見つかった場合には、こ

れも調査対象として記録する。 
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III．海域区分とサイト配置 
緯度勾配と海流に考慮し、全国を次の 6 つの海域に区分する。サイトの設定に当たって

は、各海域に均等になるように考慮する。 

 

2
1

4

3

5

6

2
1

4

3

5

6

 

 
海域区分名は以下のとおり。 

①北部太平洋沿岸、②日本海沿岸、③瀬戸内海沿岸、 
④中部太平洋沿岸、⑤西部太平洋沿岸等、⑥琉球列島沿岸
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IV．各生態系の調査に関する共通事項 
 

・ 調査は、毎年実施する「毎年調査」と、5 年毎に実施する「5 年毎調査」で構成する。

毎年調査では生物や環境の状況について、比較的少ない労力で得られる定量的なデー

タを収集し、5 年毎調査では毎年調査よりも生物や環境の状況について詳細な定量的デ

ータを収集するとともに、生物の標本を採集する。また、5 年毎調査の実施年度にも毎

年調査をあわせて実施する。 

・ 5 年毎調査は、各生態系で年度を変えて順番に実施する（下表も参照のこと）。 

 
5 年毎調査実施年度一覧 
 

西暦 
(20xx 年) 

20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 31 

令和 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 

磯     ○     ○   

干潟    ○     ○    

アマモ場 ○     ○     ○  

藻場  ○     ○     ○ 

※表内の数字は年度を示す。 
 
・ 各サイトでは、毎年の調査時期を揃える。 

・ 4 つの生態系（磯・干潟・アマモ場・藻場）において、指標生物種群の調査に最も適し

たサイズの方形枠あるいはコアサンプラーを用い、統計的に解析可能な数の観察・調

査を定量的に行う。 

・ 定量調査で種組成を把握しにくい場所（塩性湿地・マングローブ）や個体数の少ない

種については、定性的な調査も行う。 

・ 詳細は、各生態系別モニタリングマニュアルに記述する。 
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・ 調査許可 

事前に自然公園法、自然環境保全法、文化財保護法、水産資源保護法、漁業調整規則

などの諸法令の許可申請などが必要かどうか確認を行う。標本のための生物採取をは

じめ方形枠設置、土砂の掘削、採取などで許可が必要な場合がある。また、調査対象

海域の漁業協同組合などに連絡を入れ、調査許可を得る。 
・ 調査の際は、上記関連法令の許可証などを携帯し、できれば、調査中であることが分

かるように、旗や腕章などを表示する。 
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V．各生態系別モニタリングマニュアル 

 

 

 

 

 

 

 
 

―1．磯調査― 
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 [1]磯 詳細マニュアル 
 

1）調査必要人員と日数 

毎年調査と 5 年毎調査を実施する。5 年毎調査の実施年度にも、毎年調査をあわせて実施

する。各調査で必要な人員と日数の目安は以下のとおり。 

・ 毎年調査：2 人で 1 日（一人は方形枠の配置をよく知る者を含む）とする。 

・ 毎年調査＋5 年毎調査：4 人で 2 日（半数は海産底生生物の専門家を含む）とする。

この調査必要人員と日数で毎年調査も実施する。 

・ 方形枠設置：新規に設置するサイトでは、本調査に加えて調査準備（永久方形枠（以

下、方形枠という）設置など）も行うので、+2～3 人で+2～3 日（うち数人は方形枠

の設置経験があり、海産底生生物の専門家を含む）とする。 

※サイト代表者は調査者に氏名とその所属を「速報」及び「結果票」に掲載してよいか

確認しておく。 

 

 

2）調査時期 

調査は、海藻が少なく気象が安定しており、潮の引きが良い 5～8 月の大潮に実施するこ

ととし、各サイトで毎年同じ時期に行う。各サイトの調査時期は、海藻の消長を考慮し、

南から北へ実施していくように初年度に設定することが望ましい（例：南日本で 5～6 月、

中部日本で 6～7 月、北日本で 7～8 月）。 

・ 安房小湊（千葉県）：5 月頃（海藻類の繁茂後、一部の海藻類は残存） 

・ 大阪湾（大阪府）：6 月頃（海藻類の繁茂後） 

・ 南紀白浜（和歌山県）：6 月頃（海藻類の繁茂後） 

・ 天草（熊本県）：6 月頃（海藻類の繁茂後） 

・ 石垣屋良部（沖縄県）：6 月頃（海藻類の繁茂後） 

・ 厚岸浜中（北海道）：8 月頃（海藻類の繁茂後） 

 

 

3）調査に必要な資材 （○は必需品 △は設置したボルトやロガーの状況により必要） 

 

資材名 
方形枠 

設置 

毎年 

調査 

5 年毎 

調査 

□調査マニュアル 

（本稿：サイト代表者が携行、調査者人数分） 
○ ○ ○ 

□連絡先リスト（サイト代表者が携行） ○ ○ ○ 

□温度データロガー ○ ○  

□電気ドリル（ハンマードリル） ○3 台 ○1 台  
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資材名 
方形枠 

設置 

毎年 

調査 

5 年毎 

調査 

□水中ボンド ○2 箱 ○1 箱   

□ポリ手袋（水中ボンド取り扱い用） ○ ○  

□ドリルのピット（8 mm、17 mm） ○各 4 本 ○各 2 本   

□ハンマー ○4 本 ○1 本   

□たがね  ○2 本  

□プラスチックアンカー 

（約 8 mm 径、60 mm 長） 
○ △   

□ハンディ GPS ○ △   

□ダイモテープ（方形枠のナンバリング用： 

幅 12 mm、長さ 38 mm；赤色に白字） 
○ △   

□傾斜計 ○ △   

□巻尺 ○ △   

□水中チョーク（黄色、赤色、各 5 本） ○ △   

□ものさし、折れ尺（2 本程度） ○ △   

□放射温度計（2 つ） ○ △   

□スプレーペンキ ○ △   

□方位計 ○ △   

□水盛缶（給水タンク ＋ 内径 6 mm の 

 透明チューブ 2 本（8 m、12 m）） 
△   

□バケツ（小）または空ペットボトル（大） ○   

□雑巾（設置穴の水拭き取り用） ○ ○  

□軍手 ○ ○ ○ 

□長靴もしくはダイビングシューズ ○ ○ ○ 

□雨具（調査者用） ○ ○ ○ 

□雨具（調査道具用：大型のポリ袋） ○ ○ ○ 

□筆記用具（鉛筆、鉛筆削り） ○ ○ ○ 

□ビニールテープ ○ ○ ○ 

□ガムテープ ○ ○ ○ 

□リュック（3 つ） 調査機材運搬用 ○ ○ ○ 

□クリップボード ○ ○ ○ 

□耐水紙（地図用、サンプル記名用ほか） ○ ○ ○ 

□調査票 ○ ○ ○ 

□航空写真 ○     
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資材名 
方形枠 

設置 

毎年 

調査 

5 年毎 

調査 

□カッターナイフ ○ △   

□ビニール手袋 ○ △   

□地図（初年度作成したもの）  ○ ○ 

□デジタルカメラ   ○   

□ロガーデータ抽出セット一式   △   

□方形枠（25 cm × 25 cm） ○    

□方形枠（ゴム紐＋金属ピン 4 本）   ○  

□49 穴（7 × 7）点格子板（2 枚）     ○ 

□ペーパータオル（2 箱） ○ ○   

□スクレイパー（2 本）   △ ○ 

□ピンセット（先尖）   △ ○ 

□カウンター（2 つ）     ○ 

□歯ブラシ（2 本）  △  

□クーラーバック     ○ 

□10 %海水ホルマリン（500 ml）     ○ 

□海藻標本作製セット（小型のバット等、ケント紙、 

 新聞紙、ガーゼ、ダンボール） 
  ○ 

□サンプル用密閉式ポリ袋 

（縦 10 cm 前後、2 サイズ以上） 
    ○ 

□調査の腕章 ○ ○ ○ 
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4）調査地および方形枠などの設定 

（1）調査地の選定 

以下の条件を満たす場所を調査地とする。 

① 海岸距離（海岸線に平行な方向の距離）が 50～100 m の連続した岩礁海岸 

② 連続した平磯（潮間帯上部から下部までの距離が 100 m 以上）を含まない場所 

③ 方形枠を、潮間帯上部 +50 cm（将来的な海面上昇を見越して）から潮間帯下部まで、

さまざまな角度の傾斜で、さまざまな高さで設置できる場所。方形枠の位置の上限は、

年間最高潮位付近とする。方形枠の位置の下限は、夏の大潮（8 月の引きの悪い大潮）

で調査できる範囲内とする。 

 

（2）方形枠等の設置方法 

①方形枠の数、設置場所 

モニタリング初年度に 25 cm × 25 cm 方形枠 30 個の設置箇所を決定する。 

30 個の方形枠が、さまざまな潮位や傾斜（水平を 0°、垂直を 90°とする）の特性をもつ

ように、設置箇所を選ぶ（下の図を参照のこと）。ただし、以下の場所を除く。 

・ 傾斜角が 90°を越える箇所 

・ 潮だまり 

・ 転石場 

・ 観光者や遊漁者に踏まれやすい場所 

・ 大潮干潮時のみ干出する場所 

原則として方形枠数は 30 個を確保していく。もし岩の崩壊等により測定地点の方形枠が

欠損した場合、欠損した方形枠の近傍もしくは可能な限り潮位や傾斜条件が類似する場所

に方形枠を新設する。 
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②コーナーボルトの設置 

設置する方形枠は永久的なものとする。すなわち、方形枠の 4 隅にはプラスチックアン

カーを埋め込む。これらを、以後、コーナーボルトと呼ぶ。 

コーナーボルトは、後述するゴム紐の枠をあてがうための目印とする。方形枠はコーナ

ーボルトの位置に当てはめて、調査終了後すぐに取り外す。なお、この枠１つあたりの調

査時間は、毎年調査で数分、5 年毎調査で 10 数分である。 

コーナーボルトの素材や設置方法については、調査エリアの生態系、部外者に対する安

全性などに配慮して、サイト代表者が変更をしてもよい。ただし、コーナーボルトの素材

や方形枠の設置方法を変更する場合には、関係省庁や都道府県、市町村との調整が必要な

場合があるので、事務局に連絡する。 

コーナーボルトの設置手順は以下のとおり。 

・ 電気ドリル（ハンマードリル）で、岩礁部の方形枠の 4 隅に該当する箇所に、コーナ

ーボルト挿入用の深さ 50～60 mm の穴をあける。使用する電気ドリルは、充電式ロ

ータリーハンマードリル（Hilti 社製 TE 6−A；標準セット）、もしくはそれと同性能

の製品とする。 

・ ハンマーでコーナーボルトを打ち込む。このとき、ボルトの頂部を岩表面からわずか

に（10 mm 未満）出す。部外者に対する安全面を確保し、部外者による踏みつけによ

る破損を防ぐために、コーナーボルトを過度に突出させないようにする。 

 

③方形枠番号の付け方 

方形枠を識別するために、各方形枠に番号を付す。 

・ ダイモテープに、後述する「サイト名の略語、方形枠番号」を記入する。ダイモテー

プは、事前に用意し、現地に持参する。一般に、赤色に白字が見やすいが、調査地の

生態系などを考慮し配色するとよい。 

・ 電気ドリルで、方形枠の右横の 2 ヶ所（右上コーナーボルトの右と、右下コーナーボ

ルトの右）に約 5 × 2 cm、1 cm 深の窪地をつくる。 

・ 上記の穴に 5 mm 程度の厚さで水中ボンドを充填し、ダイモテープの両端を埋め込み

接着させる。穿孔作業で発生した粉塵が残っていると、接着強度が低くなる。そこで、

穿孔作業を前日にして、その翌日に接着作業をすると、接着強度が高まり、耐久性が

得られる。また、窪地に溜まった粉塵や砂をバケツまたは空ペットボトルに汲んだ海

水で洗い流し、雑巾などで余分な水を取り除いてから水中ボンドを充填するとよい。

なお、水中ボンドを扱う際は、安全のためポリ手袋を着用する。 
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方形枠番号 

サイト名の略語は大文字アルファベット 3 文字で示す。 

略語は添付資料 2 に基づく。 

方形枠番号は「01」、「02」、･･･「30」のように 2 桁で示す。 

 

④温度データロガーの設置方法 

岩礁域の温度情報取得のため、任意に選んだ 5 つの方形枠付近に、温度データロガー

（Onset 社製 Tidbit v2）各 1 つを設置する。ロガーの設置場所は、枠の右真横部とし、直近

の方形枠の辺から 5～10 cm 離れた箇所とする。 

・ 設置前にロガーの動作が正常か確認する。（事務局） 

・ ロガーにはシリアル番号がある。事前に、ロガーのシリアル番号と方形枠番号の対応

表を作成する。 

・ ロガーは、記録項目を温度のみ（バッテリー電圧にチェックが入っている場合は解除

する）とし、測定間隔を 15 分に設定する。なお、設定はパソコン上で事前に行って

おき、記録開始時刻をプログラムしておくとよい。 

・ ロガーには専用の保護ブーツ（白色）を装着し、機器の破損を防ぐ。 

・ 電動ドリルで、岩盤にロガーをはめ込むことのできる程度の穴を開ける。 

・ 水中ボンドでロガーを設置する際には、第三者による踏みつけを避けるため、必要以

上にロガーが突出しないよう配慮する。接着方法は方形枠番号の取り付け方と同様。 

 

⑤方形枠の保守・点検 

毎年調査時にコーナーボルトおよび方形枠番号の破損、流出、その他の不具合が見つか

った場合には、同等のものと交換する。その他の詳細な事柄については事務局や環境省と

適時相談すること。 

 

⑥方形枠設置時の記録事項 

初年度には、以下の情報を記録する。海況などにより、一部の項目が記録できなかった

ときは、次年度の調査時に補完する。 

・ 方形枠の位置および環境条件の記録：緯度・経度、斜度、傾斜の方向、方形枠の高

さを記録する。このとき、傾斜の方向は、北を 0°、東を 90°、南を 180°、西を 270°

とする。また「北」は、その場所の磁北とする。緯度経度の測定は GPS（測地系は

WGS84）を用いることとし、表示は 60 進法（dd°mm′ss″）ではなく、10 進法（ddd.dddd）

に設定する。 

・ 地図の作成：各方形枠の位置が判別できるように、調査地の地図を作成する。岩角

など、主要な測定点および各方形枠の中心までの角度を 2 基点から計測し、平面図

を作成する。気球などを用いた空撮が可能な場合は、それらを用いて平面図を作成

してもよい。 
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一般的な測量手順 

・ 方形枠設置箇所付近で可能な限り高い場所に最低 2 つの基点を設ける。 

・ 既存の基点があれば、それを利用する。新規に基点を設ける場合、目印となるもの

を設ける。たとえば、電気ドリルで基点の岩に穴を開け、目印（プラスチックアン

カー数本など）を打ち込むなど。 

・ 2 基点間の距離と方角を測定する。 

 

5）毎年調査 

（1）風景の写真撮影 

風景写真を 2 枚撮影する（基点から潮間帯下部に向かって 1 枚、潮間帯下部から基点方

向に 1 枚などサイトごとに決めておく）。 

 

（2）方形枠内の写真撮影 

岩礁域の生物相を記録するため、デジタルカメラで方形枠内の写真を撮影する。撮影範

囲、撮影枚数、撮影手順などは以下のとおり（次頁の図を参照のこと）。 

① 方形枠全体の写真を 1 枚撮る。このとき、一辺 25 cm の方形枠が画面いっぱいに収まる

ようにし、2 つの方形枠番号も収まるようにする。 

② 撮影補助道具として、ゴム紐製の輪に 4 本のピンを取り付けた枠をコドラートに取り

付けて撮影する（撮影の度に設置・取り外しを行う）。 

③ 得られた画像を CD−R 等に収録し、原本をサイト代表者が保管し、複写を事務局に送

付する。 

 

作業上の留意点は以下のとおり。 

・ ゴミや泥、および方形枠外から延びて表面を覆っている海藻などを除去したうえで

撮影する。 

・ 天候や波浪の影響で、方形枠内に水が溜まっている時は、生物の状態を損なわない

程度に、タオルやスポンジなどで水を取り除いてから撮影する。 

・ 撮影後、「ピントが合っているか」、「ブレがないか」、「撮影範囲は適切か」を必ず確

認する。 

・ 画素数は 1000 万画素以上が望ましい。 
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（3）写真からのデータ抽出 

指標的な固着性生物を各サイトにつき 5 種程度、サイト代表者が選定し、方形枠毎にそ

の有無を記録する。原則として写真から同定するが、写真同定が難しい種類が多いサイト

（石垣屋良部サイト等）に限っては現場で同定する。ただし、サイト内での同定方法は統

一する。これらの解析対象種はサイト毎に適切な種または種群を選択し、サイト代表者の

判断により追加してもかまわない（追加は事後報告でよい）。ただし、変更の際には分科会

の承認を必要とする。 

 

（4）ロガーの交換とデータの読み出し 

原則としてロガーは毎年交換する。取替え前にロガー表面の付着生物の状態や方形枠番

号が確認できる写真を撮影し、取り外したロガーは事務局に送付する。ロガーからのデー

タの読み出しは事務局で行う。 

 

（5）放射温度計による計測（任意） 

方形枠ごとの岩表面温度の相対的な大小関係を把握するため、放射温度計によって岩温

を計測することが望ましい。各方形枠について、可能であれば調査の度に岩温を測定する。

岩温の極大値が特に重要であるため、計測は最干潮時に行った方がよい。データが蓄積す

れば将来的にロガーデータを基準として、各方形枠における温度変化を推定することがで

きる。 

 

（6）その他の環境データの記録 

現地調査とは別に、必要に応じて、気温・水温、水中の栄養塩などの環境データを、各

種データベースを活用し、記録する。 

たとえば、海洋データ・情報の閲覧・提供サービス（Japan Oceanographic Data Center（JODC）、

Nationwide Ocean Wave information network（NOWPHAS））などがある。 
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6）5 年毎調査 

（1）生物定量調査 

各項目は現場の状況に応じて実施し、調査の順番は順不同でよい。 

・ 方形枠内に出現する固着性生物および移動性動物を、可能な限り現場で同定し、記録す

る。 

・ 後述する点格子法を用い、永久方形枠内に出現する 1 mm 以上の固着性生物の被度を測

定する。 

・ 方形枠内で、移動性の低い移動性動物（軟体動物・棘皮動物）について個体数を計数す

る。 

・ 現場での同定が困難な種は、採取して標本とする。標本の固定法および保管法は、後述

の（2）と同様とする。このとき標本は、方形枠外から同タイプの個体を採取する。標

本とした生物種は、必要に応じて専門家に同定依頼する。方形枠内外に関わらず、はぎ

取り調査は行わない。 

 

点格子法 

点格子板（8 mm 径の穴が、7 × 7 個の計

49 個ある、方形枠と同サイズの透明版）を

方形枠にあてがい、穴の中の最大被度を示

す固着性生物種を記録する。すべての穴で

種を記録する。点格子板での観察の際は、

右図のように真上から片目で穴を見る。 

 
８mm穴

× ○

 

記録のルール 

方形枠のラベルが正しく読める向きから調査を行う。穴の中の面積に占める、死骸を除

いた全生物の被度が 50 %未満の場合は、「裸地」とみなす。したがって、記録される生物種

はいない（次頁の図中 1、2、3 の場合、「裸地」と記録される）。 

穴の中の面積に占める全生物の被度が、50 %以上の場合は、その中で最大被度を占める

種を記録する。したがって、記録される種は 1 種類（次頁の図 4、5、6 の場合、「A 種」と

記録される）。また、死骸や殻のみの生物は記録対象としない。なお、点格子法による観察

は、海産底生生物の専門家と記録係が 2 人 1 組となって行う。 

また、移動性動物に注意しながら、ゴミや泥、および方形枠外から延びて表面を覆って

いる海藻などを除去したうえで記録する。



２１ ３

５４ ６

C種

B種A種

８mm穴

 
 

（2）標本用生物種の採集 

調査地の代表的な生物種を記録するため、標本を作製する。なお、アオサ類に関しては、

外来種が含まれる可能性を考慮して複数の地点から採集し、標本を作製するとよい。標本

の採取にあたっては、事前に海域を管轄する県の水産課などに特別採捕許可、その他自然

公園法、都道府県条例などの採捕許可申請が必要か否かを確認しておく。また、漁協にも

調査実施の連絡をしておく。 

① 方形枠内で出現した固着性生物と移動性動物のうち出現頻度の高い種をそれぞれ 10 種

程度、サイトごとに抽出する。 

② 方形枠外から数個体ずつ採集し、標本を作製する。 

 

標本の作製 

・ ホルマリン原液（ホルムアルデヒド 35 %水溶液）を海水で 10 %に希釈し、10 %海

水ホルマリンを作成する。 

・ 保存する試料をホルマリン溶液中に入れて固定する。 

・ 2、3 日間程度浸漬ののち、水道水で数回水洗いし、水道水に 1 日程度漬けておく（ホ

ルマリンを抜くため）。使用済みのホルマリンは適切に処理されるよう留意する。 

・ 水道水を捨て、70 %エタノールを満たして保存する。 

・ イソギンチャク類、ナマコ類、クモヒトデ類は生きたまま直接ホルマリンに浸すと

収縮や自切をする恐れがあるため、もし可能であるならば麻酔した後にホルマリン

固定するのが望ましい。海産無脊椎動物の麻酔剤としては、塩化マグネシウム水溶

液が汎用性に優れる。塩化マグネシウム等張液（塩化マグネシウム六水和物 73 g を

19 
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1 リットルの蒸留水に溶かしたもの。再利用可）に浸けて麻酔する。麻酔状態に入

ったことを確認し、ホルマリン液中に移せばよい（1 時間～半日程度）。 

・ カイメン類はホルマリン固定せず、直接エタノールに浸漬保存した方がよい。ホル

マリンの中和が不十分な場合、分類形質として重要な骨片が溶解する危険がある。 

・ 同様に、組織が硬化し解剖しにくくなることから、フジツボ類（小型甲殻類一般）

もホルマリン固定せずに直接エタノールで浸漬保存してかまわない。 

・ 保存容器はガラスバイアル瓶とし、内蓋パッキンは TF/ニトリル（推奨）又はニト

リルとする。サンプルが大型でガラスバイアル瓶に入らないものは、広口ポリ容器

でよい。また、サンプル数が多い場合は、チャック付ポリエチレン袋に入れたのち、

まとめて広口ポリ容器に入れてよい。 

・ 可能な範囲で同定し、種類ごとに分けてサンプル瓶に保存する。 

・ 標本ラベルとして、鉛筆等を用いて下記項目を親水性耐水紙に記入し、瓶の中に入

れる。記入項目は以下のとおり。 

□標本 No. （番号の付け方は添付資料 2 を参照のこと） 

□標準和名 

□採集日（任意） 

・ 植物については、押し葉標本あるいは乾燥標本を作製する。なお、押し葉標本の作

製方法は、藻場調査のモニタリングマニュアルを参照するとよい。 

・ 標本データ（採集年月日、採集者名、学名など）を事務局が提供する電子ファイル

の書式に従って記入する。 

・ 標本の固定法および保管法について不明な点については事務局に問い合わせる。 

 

（3）生物定性調査 

目視により、方形枠内外に出現する種（動物種）を、観察人数や観察時間とともに記録

する。エリアに生息する生物を可能な限り多く記録する。本調査の実施は任意とし、時間

的、人員的余裕がある場合のみ実施する。 
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[2]磯 携帯版マニュアル 

 

（1）毎年調査 

1 調査地の写真撮影 風景写真 2 枚（基点→潮間帯下部方向、潮間帯下部→基点方

向などサイト毎に決めておく）。 

2 方形枠の写真撮影 方形枠番号が入るように方形枠全体を撮影。 

3 温度ロガーの交換 温度ロガーを交換する。付着性生物の有無や破損状況等を確

認するため交換前に設置されていた温度ロガーの状態を撮影

する。 

4 点検と保守 コーナーボルト、方形枠番号のメンテナンス。 

＊緯度経度の測定は GPS（測地系は WGS84）を用いることとし、表示は 60 進法（dd°mm′ss″）

ではなく、10 進法（ddd.dddd）に設定すること。 

 

（2）5 年毎調査 

1 生物定量調査 方形枠内の固着性生物、移動性動物を記録。点格子法を用い

固着性生物の被度を記録。移動性動物の個体数を記録。同定

不可の種は持ち帰る。 

2 標本用生物種の採集 方形枠内に出現する出現頻度の高い固着性動物、海藻及び移

動性動物をそれぞれ 10 種程度標本とする。標本は方形枠外か

ら採集し、アオサ類は複数の地点から採集するとよい。 

3 生物定性把握（任意） 調査地に出現する生物種を可能な限り多く記録する。 

＊5 年毎調査に該当する年度は、「毎年調査」と「5 年毎調査」の両方を行う。 
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[3]磯 写真マニュアル 

 

 
＊緯度経度の測定は GPS（測地系は WGS84）を用いることとし、表示は 60 進法（dd°mm′ss″）

ではなく、10 進法（ddd.dddd）に設定すること。

 
方形枠設置状況 
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＊5 年毎調査の実施年度にも、毎年調査を実施する。 

1. 写真撮影と温度ロガーの

回収 
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―2．干潟調査― 
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[1]干潟 詳細マニュアル 

 
1）調査必要人員と日数 

毎年調査と 5 年毎調査を実施する。5 年毎調査の実施年度にも、毎年調査をあわせて実施

する。各調査で必要な人員と日数は以下のとおり。 

・ 毎年調査：3～4 人（写真撮影係、記録係、篩係、同定係）で、原則として 2 日とする。

広大な干潟に関しては、3 日となる場合がある。 

・ 毎年調査＋5 年毎調査：4～5 人（写真撮影係、記録係、篩係、同定係）で、2 日とす

る。この調査必要人員と日数で毎年調査も実施する。 

※サイト代表者は調査者に氏名とその所属を「速報」及び「報告書」に掲載してよいか

確認しておく。 

 

 

2）調査時期 

原則として、昼間に大潮の干潮になる 4～6 月を調査時期とする。 

 

3）調査に必要な資材 

 

資材名 
毎年 

調査 

5 年毎 

調査 

□調査マニュアル（本稿）（サイト代表者が携行） ○ ○ 

□携帯版マニュアル ○ ○ 

□連絡先リスト（サイト代表者が携行） ○ ○ 

□方形枠（50 cm × 50 cm） ○  

□デジタルカメラ（400 万画素以上） ○  

□ハンディ GPS ○  

□ペグ（方形枠設置場所の目印用）、5 本 ○  

□白トレー（A4 サイズ）、2～5 枚 ○  

□コンテナ（大型バット） ○  

□小型スコップ（先平） ○  

□バケツ、2 個 ○  

□ポリ袋：底生動物用（大）     ＊ ○  

□ポリ袋：同定サンプル用       ＊ ○  

□調査の腕章 ○  

□調査地点ボード ○  

□記録用紙（ボードと鉛筆も） ○  
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資材名 
毎年 

調査 

5 年毎 

調査 

□ザル（目合い 1 mm 程度） ○  

□Eh メーター（任意） ○  

□篩：2 mm 目、1 個 ○  

□ピンセット（先尖） ○  

□埋在動物採集用コアサンプラー（15 cm 径） ○  

□バケツ：底土用、5 個 ○  

□ポリ袋：底土用（小）      ＊  ○ 

□底土採取用コアサンプラー（5 cm 径）とゴム栓   ○ 

□篩：1 mm 目、1 個  ○ 

□中性ホルマリンとスポイト  ○ 

＊ポリ袋にはあらかじめ油性フェルトペンで必要事項を記入しておく。 

 

 

4）調査エリアと調査ポイントの設定 

（1）調査場所に係わる用語の定義 

本干潟調査では、調査場所を以下のように呼ぶ（次頁の図を参照のこと）。 

・ サイトとは、モニタリングサイト 1000（沿岸域調査）の干潟調査で、全国に配置し

た調査地の一般的な名称を指す。たとえば、厚岸サイト、松川浦サイト、盤洲干潟

サイト、汐川干潟サイト、南紀田辺サイト、中津干潟サイト、永浦干潟サイト、石

垣川平湾サイトである。 

・ エリアとは、各サイトに設けられた潮間帯上部（岸）から潮間帯下部（汀線）まで

を含む範囲を指す。たとえば、松川浦サイトの「鵜の尾エリア」と「磯辺エリア」。 

・ ポイントとは、各エリアに設けられた、潮間帯上部、潮間帯中部、潮間帯下部、お

よび植生帯を指す。それぞれ、U（Upper）、M（Middle）、L（Lower）、および P（Plant）

と略す。たとえば、A エリアの潮間帯上部と B エリアの潮間帯中部は、それぞれ

AU と BM である。 

・ コドラートとは、各ポイントで調査時のみに任意に設けられた方形枠のことであり、

「方形枠」の名称を使うこともある。 

 

（2）調査エリアと調査ポイントの数 

毎年調査は、原則として 2 日間で行い、1 エリアの調査は 1 日で行なう。そのため、調査

エリア数と調査ポイント数は、調査サイト（干潟）の状況と調査の円滑性を考慮して調査

開始年度にサイト代表者の報告をもとに分科会で協議の上、決定する。 
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（3）調査エリアの設定 

調査エリアは、潮間帯上部から潮間帯下部までを含む。湾口と湾奥で環境が異なるなど、

干潟の規模や環境の多様性に応じて 1～3 エリア設定する。 

 

（4）調査ポイントの設定 

調査ポイントは、潮間帯上部（U）－ 潮間帯下部（L）の 2 ヶ所、もしくは潮間帯上部（U）

－ 潮間帯中部（M）－ 潮間帯下部（L）の 3 ヶ所とする。 

このとき、潮間帯下部（L）のポイント決定には注意する。すなわち、大潮の際、あまり

に水際にポイントを設置すると、次年度以降に調査可能な日時が限られ、モニタリングの

継続性に支障をきたす。 

 
 

5）毎年調査 

（1）生物定量調査 

生物定量調査の手順は以下のとおり。方形枠は調査の都度、任意に設置する。 

① 方形枠の設置：まず、各ポイントで、50 cm × 50 cm の方形枠をランダムに 5 つ設置す

る。次に、各方形枠全体の写真（400 万画素以上）を撮影、緯度経度、底質の性状（礫、

砂、砂泥、泥など）、植生を記録する。緯度経度の測定は GPS（測地系は WGS84）を

用いることとし、表示は 60 進法（dd°mm′ss″）ではなく、10 進法（ddd.dddd）に設定す

る。 

② 表在生物の定量：各方形枠内で、表面に見える生物を種ごとに個体数を記録する。個

体数が非常に多い場合は、50 cm × 50 cm の方形枠内に 25 cm × 25 cm または 10 cm × 10 

cm の小方形枠を任意に 1～2 個設置し、その個体数から 50 cm × 50 cm に換算する（次

南紀田辺 
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頁の図を参照のこと）。植生（海草、海藻、塩性植物等）が確認された場合は、参考程

度に種名とその有無を記録する。量的な区別（+, ++ 等）は、参考情報として可能な範

囲で記録してもよい。 

③ 埋在生物の定量：各方形枠内で、15 cm 径のコアサンプラーを用いて、深さ 20 cm（努

力目標）の底土を 1 サンプルずつ採取する。つぎに、2 mm 目の篩でふるう。そして、

篩に残った生物を原則として持ち帰り同定・計数する。ただし、現場で問題なく同定・

計数可能な動物については必ずしも持ち帰る必要はない。このとき、標本は特に残す

必要はない。また、調査が終了したら、掘り返したところを可能な限り埋め戻す。 

 

 

 

（2）生物定性調査 

生物定量調査では採集されなかった生物を記録するため、ポイント毎に生物定性調査を

実施する。ただし、天候悪化や時間的余裕がなく実施が困難であった場合等は、定性調査

を実施していない旨を記録しておく。 

エリア近傍に塩性湿地やマングローブ湿地がある場合は、別途に探索し、発見した生物

（植生を含む）の種名を記録する。基本的な手順は以下のとおり。 

① ポイント毎に 2 名で 15 分間探索する。表層生物を対象とするが、適宜スコップで掘る

などして、生息する生物を可能な限り多く記録できるよう努める。 

② 発見した生物の種名を記録する。個体数は数えない。 

 

 

留意点は以下のとおり。 

・ 記録係が笛を吹くなどして合図し、調査時間を正確にする。 



 

29 

・ 探索範囲（ポイント単位やエリア単位）、人数、時間等が上記と異なる場合は、その

旨記録しておく。 

・ 定性調査で確認された種については、定量調査で記録していても、定性調査の結果

として別途記録する。 

・ 生息している生物種を特定できるような生活痕跡（アナジャコ類の巣穴等）が認め

られた場合には、適宜記録する。調査票には、巣穴、棲管、糞、殻などと書き入れ

る。この場合、調査終了後に、可能な限り本体の発見に努めるのが望ましい。 

・ 貝殻のみが発見された場合は、他の場所から波浪あるいは人為的に運ばれてきた可

能性も大きいことから、基本的には無視する。 

・ 軟泥が厚く堆積して、足が深く埋まって抜けなくなるような泥干潟は、危険であり、

しかも調査効率が悪いため、調査対象としない。 

 

（3）写真撮影 

画像データを以下の手順で取得する。 

① 調査ポイント情報を記したボードを右横に置き、方形枠全体を真上から撮影する。ボ

ードにはサイト名、エリア名、ポイント名などを記入する。 

② エリアごとに風景写真 2 枚と、調査サイトに出現する代表的な生物の写真 5 枚を撮影

する。この際、撮影した生物が、希少性が高いなどの理由で公表できない可能性があ

る場合は、代替の生物の写真をさらに数枚撮っておく。 

 

6）5 年毎調査 

（1）生物定量調査 

5 年毎調査では、毎年調査とは別途、生物定量調査を実施し、標本を残す。手順は以下の

とおり。毎年調査の生物定量調査では 2 mm 目の篩を使用するのに対し、5 年毎調査の生物

定量調査は 1 mm 目の篩を使用する（次頁の図も参照のこと）。 

① すべての方形枠の近傍にて 15 cm 径のコアサンプラーを用い、深さ 20 cm（努力目標）

の底土を 1 ヶ所ずつ採取し、1 mm 目の篩でふるう。 

② 残ったものすべてを 5～10 %中性ホルマリン（原液は四ホウ酸ナトリウムで中性にして

おく）で固定して持ち帰る。早期に、ソーティングと同定作業ができる場合は、ホル

マリンで固定せず、一時的に冷蔵してもよい（高い同定精度が見込める）。ただし、ソ

ーティングと同定作業の終了後、すみやかにホルマリンで固定する。 

③ 持ち帰ったサンプルから目視により動植物をソーティングし、可能な限り同定・計数

する。現存量は測定しない。 

 

標本の作製 

・ 標本はすべて、70～80 %エタノール中で保存する。使用済みのホルマリンは適切に

処理されるよう留意する。 
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・ 保存容器はガラスバイアル瓶とし、内蓋パッキンは TF/ニトリル（推奨）又はニト

リルとする。サンプルが大型でガラスバイアル瓶に入らないものは、マヨネーズ瓶

を使用する。 

・ 可能な範囲で同定し、種類ごとに分けてガラスバイアル瓶に保存する。 

・ 多毛類などで、どの分類群に入れてよいのか判断できないもの（頭部がなくてちぎ

れた胴体など）は、それらはひとまとめにして別のガラスバイアル瓶に保管する。 

・ 標本ラベルとして、鉛筆等を用いて下記項目を親水性耐水紙に記入し、瓶の中に入

れる。記入項目は以下のとおり。 

□標本 No.（番号の付け方は添付資料 2 を参照のこと） 

□標準和名 

□採集日（任意） 

・ 標本データ（採集年月日、採集者名、学名など）を事務局が提供する電子ファイル

の書式に従って記入する。 

 

（2）底土の採取・分析 

粒度と有機物含有量を測定するため、方形枠の近傍で底土を採取する（次頁の図も参照

のこと）。手順は以下のとおり。 

① 5 cm 径のコアサンプラーを用い、深さ 5 cm までの底土を 2 本分採取し、1 つのポリ袋

に入れて底土サンプルとする。採取の際には、表層の海藻類、二枚貝などの大型の底

生動物、打ち上げ物を除いておく。 

② 底土サンプルを持ち帰り、乾燥（60 °C、2～3 日）させ、請負業者に送付する。乾燥の

際、底土サンプルが泥の塊になった場合は、砕かずにそのまま送付する。請負業者は

分析業者に底土サンプルを送付し、分析を依頼する。もしくは、底土サンプルを採取

後すぐに冷蔵条件で直接分析業者へ送付する。その際、サンプルの劣化を防ぐため、

有機物含有量測定用は冷凍状態で送付することが望ましい。 

③ 粒度組成および有機物含有量を分析業者が測定する。粒度は 2 mm、1 mm、0.5 mm、0.25 

mm、0.125 mm、0.063 mm、シルト・クレイに分別する。シルトとクレイは分別しない。

粒度組成の測定は篩分析法、有機物含有量は強熱減量法（450 °C で 2 時間強熱条件）

で測定する。 
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[2]干潟 携帯版マニュアル 

 

（1）毎年調査 

1 写真撮影 エリアごとに景観写真 2 枚、サイトにつきに生物写真 5 枚。 

2 方形枠の設置 各ポイントに方形枠（50 cm × 50 cm）5 つ。 

3 方形枠内の写真撮影 ポイント情報を記したボードを右横に置き、真上から撮影。 

4 方形枠の位置測定 方形枠の中心で、GPS（世界測地系 WGS84、10 進法表示）

を用いて測定。 

5 底質性状の記録 方形枠内の底質（砂、砂泥など）を記録。 

6 表在生物の記録 表在生物の種類と数を記録。同定不可の種は持ち帰る。 

7 埋在動物の記録 各方形枠で 15 cm 径コア（20 cm 深）中の生物種を記録。「2 mm

篩」を使用。原則として篩上に残ったもの全量を固定し、持

ち帰ってから種同定と計数を行う。 

8 生物定性調査 ポイント毎に 15 分間探索（2 名）。表層生物を中心に発見し

た生物種名をすべて記録。近傍に植生帯があるときは別途、

同様の調査を実施。 

＊用語の定義：サイト（例：南紀田辺）→ エリア（例：内之浦）→ ポイント（例：潮間

帯上部：U）→ コドラート＝方形枠（No.1～5） 

 

（2）5 年毎調査 

1 底土の採取 方形枠の近傍で 5 cm 径コア（5 cm 深）を採取。1 方形枠につ

き 2 コア分を 1 サンプルとする。 

2 標本用生物の採集 各方形枠の近傍外側で、15 cm 径コア（20 cm 深）中の生物種

を採集、標本とする。「1 mm 篩」を使用（毎年調査と 5 年毎

調査では、篩の目のサイズが異なることに注意）。 

＊5 年毎調査に該当する年度は、「毎年調査」と「5 年毎調査」の両方を行う。 
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 コアサンプラーによるサンプリング 早見表 

調査時期 毎年調査 5 年毎調査 

目 的 
埋在動物の 

定量 

埋在動物の 

定量 

底土分析 

粒度組成・有機物含有量 

調査箇所と 

サンプル数 

すべての方形枠内で 

1 ヶ所ずつ 

すべての方形枠外の 

近傍で 1 ヶ所ずつ 

すべての方形枠の近傍

で 2 個ずつ 

5×ポイント数×エリア数 5×ポイント数×エリア数 2×5×ポイント数×エリア数 

直径 15 cm 15 cm 5 cm 

深さ 20 cm 20 cm 5 cm 

篩の目 2 mm 1 mm − 
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[3]干潟 写真マニュアル 

干潟底生生物調査道具

毎年調査（作業手順）

1. 写真を撮りGPS情報と
底質を記録

記録用紙

篩（1 mm 目）

バケツ

ザル

コアサンプラー（15 cm 径）

コドラート（方形枠）

コンテナ

ゴム栓

スコップ

ボード（地点名）

白色トレー

コアサンプラー（5 cm 径）

篩（2 mm 目）

2. 表在性の底生生物を
採取

３. 種類と数を記録

4. 15 cm 径のコアサンプ
ラーを差し込む

5. 深さ 20 cm までの底土
を堀りとる

6. 底土を 2 mm 目の篩へ
移す

7. コンテナなどに海水を
張ってふるう

8. ふるいに残ったものを
全量ポリ袋に入れ、中性
ホルマリンで固定して持
ち帰り、同定・計数する  

＊緯度経度の測定は GPS（測地系は WGS84）を用いることとし、表示は 60 進法（dd°mm′ss″）

ではなく、10 進法（ddd.dddd）に設定すること。
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3. コア2本分の底土をポリ袋
に入れる

2. 深さ 5 cm まで底土を取る

5. 60℃で3日間乾燥させて保
管する。または分析項目ごと
にサンプルをシール付ポリ袋
等に分け、冷蔵・冷凍して保管
する。

5年毎調査（作業手順）

乾燥させた底土は、シール付ポリ
袋（ユニパックなど）に移し、保管す
る。粒度組成と有機物含有量を分
析するため、請負者に送付する。

もしくは、採取後すぐに直接分析
業者へ送付する場合は、分析項目
ごとに底土サンプルを分け、冷蔵条
件で送付する。

 
＊5 年毎調査の実施年度にも、毎年調査を実施する。 

＊底土のコアは 2 本分を 1 サンプルとする。 
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―3．アマモ場調査― 
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[1]アマモ場 詳細マニュアル 

 

1）調査必要人員と日数 

毎年調査と 5 年毎調査を実施する。5 年毎調査の実施年度にも、毎年調査をあわせて実施

する。各調査で必要な人員と日数の目安は以下のとおり。 

・ 毎年調査：3 名で 1～2 日（+1 日予備日）とする。人員の配属は、2 名潜水要員、1 名水

上サポートとする。 

・ 毎年調査 + 5 年毎調査：5～6 人で 2～3 日（+1 日予備日）とする。人員の配属は、4 名

潜水要員、1～2 名水上とする。その他、研究室でのサポート要員が必要。 

※ 特に初回調査時には、調査に適した場所を探索のため、上記人数・日数よりも労力を要

する。 

※ サイト代表者は調査者に氏名とその所属を「速報」及び「結果票」に掲載してよいか確

認しておく。 

 
2）調査時期 

各サイトの調査時期は、海草類の現存量が最大となる時期に設定する。ただし、地域の

状況や調査員の都合を総合的に考慮して決定する。なお、2 年目以降の調査は、毎年同じ時

期に実施する。 

・ 指宿（鹿児島県）：4～5 月 

・ 富津（千葉県）：6 月 

・ 安芸灘生野島（広島県）：6 月 

・ 大槌（岩手県）：7 月 

・ 厚岸（北海道）：8 月 

・ 石垣伊土名（沖縄県）：9 月 

 
3）調査に必要な資材 

 

資材名 
毎年 

調査 

5 年毎 

調査 

【野外調査用品】   

□調査マニュアル（本稿）（サイト代表者が携行） ○ ○ 

□携帯版マニュアル ○ ○ 

□連絡先リスト（サイト代表者が携行） ○ ○ 

□潜水機材（各自用意） ○ ○ 

□モニタリングサイト 1000 調査旗 ○ ○ 

□調査許可関係の物品（許可証、潜水旗） ○ ○ 
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資材名 
毎年 

調査 

5 年毎 

調査 

□耐水紙と記録用紙、筆記用具 ○ ○ 

□デジタルカメラ（防水機能、耐圧機能つき、 
400 万画素以上） 

○ ○ 

□GPS（観測点のデータ入り、防水加工をするの 
が望ましい） 

○ ○ 

□測点マーク用のアンカーとブイ（船から投げ 
込めるタイプ） 

○ ○ 

□方形枠（50 cm × 50 cm）人数分が望ましい ○ ○ 

□標準被度写真 ○ ○ 

□標本採集用網 ○ ○ 

□1 mm のメッシュネット：10 個×植生帯の数  ○ 

□ビニール袋：5 個×植生帯の数  ○ 

□海草刈り取り用のハサミあるいはナイフ  ○ 

□15 cm 径コアサンプラー（底生生物採集用）  ○ 

□5 cm 径コアサンプラー（底土採取用）  ○ 

【室内作業用品】   

□1 mm 篩（大型＋小型）  ○ 

□バット類（白トレー）  ○ 

□ピンセット  ○ 

□サンプル保管用ボトル  ○ 

□10 %中性ホルマリン  ○ 

□スポイト、洗びん  ○ 

□漏斗、薬さじ（サンプル収納用）  ○ 

□押し葉作成キット（研究室） △ ○ 

□サンプル輸送用バケツ  ○ 

 
4）調査地点の設定 

毎年同じ場所で海草の消長を観測することを目的に調査地点を設定する。調査地点は、

調査対象の海草が優占的に生育する群落内となるよう、初年度に決定する。初年度にスノ

ーケリングなどで付近を泳いで、以下の 6 点以上を選定する。なお、点数は労力に応じて

適宜変更してよい。 

・ アマモ場の岸側の分布の縁 1 点 

・ アマモ場の沖側の分布の縁 1 点 

・ 上記 2 地点の間にあるアマモ場には水深を考慮しつつ植生帯に合わせて 4 地点に配置 
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2 年目以降は初年度に設定した点で調査を実施する。アマモ場の変動に応じて点数を増や

しても良い。 

緯度経度の測定は GPS（測地系は WGS84）を用いることとし、表示は 60 進法（dd°mm′ss″）

ではなく、10 進法（ddd.dddd）に設定すること。 

 

5）毎年調査 

（1）写真撮影 

調査開始前に調査地点全体の写真を撮影する。海から陸に向かった写真と、陸から海に

向けた写真を 2 枚撮る。 

 
（2）生物定量調査 

① GPS を利用して初年度に設定した調査地点にブイを投入する。 

② ブイの位置において、水深、時刻、見た目の底質を記録する。ここでの「見た目の底

質」とは、砂・泥・小礫など、景観としての底質のこと。 

③ ブイの周辺（直径 20 m 程度の範囲、ただし水深が急に変わる場所の場合は、同じ水深

帯にとどまること）に 50 cm × 50 cm の方形枠をランダムに 20 個設置し、出現種の被

度、優占する海草の種、および全体被度を記録する。ただし例外として、出現種が多

く各種の被度の計測が難しいサイトでは全体被度と第一優占種を記録する。（例：石垣

伊土名サイトなど）。植物の被度は方形枠を上から見た際の投影面積で表す。被度の判

定用には標準被度写真を用いて判定誤差を小さくする。被度は 5 %単位で記録する。た

だし 5 %未満と判断された場合は、便宜的に“＋”と記録する。また出現種が多く各種の

被度の計測が難しいサイト（例：石垣伊土名サイトなど）では、優占種以外の種の出

現（presence）を示す場合、“ p ”と記録する。もし、方形枠外のみに出現する海草の種

がある場合は、備考欄に種名を記録する。 

④ アマモ場に出現した表在性の大型底生生物については、採集せずに判別可能な範囲で記

録する。方形枠内に出現した種は出現ベントス欄に種名（あるいは高次分類群名）と個

体数を記録し、枠外の生物については種名のみ調査地点の備考に記入する。また、方形

枠内に出現した大型海藻は、可能な範囲で量的な情報を加えて方形枠の備考に記入する。 

⑤ 水中の景観写真、方形枠の写真、主要大型動植物の写真を撮影する。透明度が悪い場合

でも、写真を撮影しておくことでその状況が記録されるため、原則として写真は撮影す

る。 
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6）5 年毎調査 

（1）定量的な標本採集 

毎年調査を基に、優占する植物によって調査帯を分け、各調査帯の植生中心部付近にて

水深を記録する。各調査帯において、海草が生育している場所から 5 サンプルずつ底生生

物を採集する。まず、採集地点の海草の地上部を直径 15 cm の正円形に刈り取り、目合 1 mm

のメッシュバックに入れる。この際、葉上に生息していた動物を落とさないように、海草

は丁寧に扱う。次に、地上部を刈り取った部分にコアサンプラー（15 cm 径）を用いて海草

の地上部と地下部深さ 10 cm まで採集する。採集したコアサンプルは目合 1 mm のメッシュ

バックに入れて持ち帰る。すなわちサンプル数は、調査帯数 × 5 サンプル × 地上・地下（× 

2）となる。なお、小型の海草については、地上部と地下部を分けずにコアサンプラーで採

集を行う。ウミショウブは地上部のみを採集する。 

 

（2）底土の採取 

各調査帯において、調査帯毎の粒度を把握するための分析用の底土を 5 cm 径程度の塩ビ

製コア（あるいはアクリル製コア）用いて 5 cm の深さまで挿入し、2 サンプル（1 つは予備

サンプル）を採取する。 

 

（3）定性的な標本採集 

調査地周辺で観察された海草類すべてについて、押し葉標本用のサンプルを採集する。 

 

（4）乾燥重量の測定、底生動物の同定・測定、標本作製 
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① 定量的に採集した標本の処理 

・ 海草類の葉上部については、淡水で洗うことにより、付着している葉上の動物を分離す

る（動物が浸透圧の変化で壊れないように、なるべく速やかに行う）。採集したサンプ

ルは腐敗を防ぐため、ただちに氷冷するまたは 10 %中性ホルマリンで固定するなどの

処理を施した上で持ち帰る。 

・ サンプルの種同定及び計数を行う。種同定は調査者が問題なく同定できる範囲とし、科

や目程度の大まかなレベルとする。ただし、大型の甲殻類や貝類のように容易に同定可

能な種については、種や属レベルまで同定しても良い。なお、動物の個体数が多過ぎる

場合には、サブサンプルを取って作業量を軽減し、最後に全体量に換算しても良い。 

・ 海草類の地上部については、すべての種についてシュートタイプ（生殖株、栄養株）、

シュート数、草丈（シュートごと）を計測する。ただし、シュート数が多い小型種（コ

アマモ、マツバウミジグサ、ウミヒルモ等）については、無作為に 10 シュートを選び

計測する。その後、地上部と地下部を 60 °C で乾燥させ、それぞれの乾燥重量を測定す

る。 

・ コアサンプラーで採集した動物については 1 mm の篩をかけた後、篩の上に残ったもの

を目視でソーティングして、10 %中性ホルマリンで固定する。葉上の動物と共に密閉性

容器に入れて、標本の整理、固定液のエタノール置換を行う担当者に送付する。使用済

みのホルマリンは適切に処理されるよう留意する。 

② 底土分析：粒度分析用の底土は 60～80 °C で乾燥させ、分析を行う機関に送付する。 

③ 定性的に採集した標本の処理：標本用に採集した海草類の乾燥押し葉標本を作製する。

一般的な乾燥押し葉標本の作製手順は本冊子「V．4．藻場調査マニュアル」を参照の

こと。 
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[2]アマモ場 携帯版マニュアル 

 

（1）毎年調査 

1 風景の写真撮影 海→陸、陸→海の景観各 1 枚。 

2 生物定量調査 ブイ投入。ブイ近傍の水深・時刻・底質の記録。ブイから直

径 20 m の範囲に 50 cm × 50 cm 方形枠 20 個をランダムに設

置し、枠内の出現種の被度、優占海草種、全体被度を記録。 

3 生物の写真撮影 生物写真 5 枚程度。 

＊緯度経度の測定は GPS（測地系は WGS84）を用いることとし、表示は 60 進法（dd°mm′ss″）

ではなく、10 進法（ddd.dddd）に設定すること。 

 

（2）5 年毎調査 

1 定量的な標本採集 毎年調査に基づき調査帯を設ける。各調査帯の植生中心部付

近にて水深を記録。植生帯毎に海草が生育している場所から

5 サンプルずつ、海草の地上部と地下部（15 cm 径 × 10 cm 深

コアサンプラーを使用）、海草に付着した葉上の動物、底土の

コアサンプルを採集。小型の海草は地上部と地下部を分けず

に採集。 

2 底土の採取 各調査帯において、調査帯毎の粒度を把握するための分析用

の底土 2 サンプルを採取（5 cm 径 × 5 cm 深）。 

3 定性的な標本採集 調査地周辺で観察された海草類をすべて採集。 

4 研究室での作業 ・ 採集した動物を固定、調査者で能力的・時間的に可能な

範囲で種同定（科や目程度）・計数。 

・ 海草類の地上部は、すべての種についてシュートタイプ

（生殖株、栄養株）、シュート数、草丈（シュートごと）

を計測。地上部と地下部を 60 °C で乾燥後、乾燥重量を

測定。 

・ 底土を 60 ～80°C で乾燥後、底土分析をおこなう機関に

送付。 

・ 押し葉標本を作製。 

＊5 年毎調査に該当する年度は、「毎年調査」と「5 年毎調査」の両方を行う。 

＊潜水作業は潜水士免許所持者を充てるなど、特に安全に注意して実施すること。 
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[3]アマモ場 写真マニュアル 

アマモ場調査道具：毎年調査

潜水旗・許可証筆記用具
(耐水性のもの）

デジタルカメラ
（調査地点の景
観と方形枠内
の海草とベント
スの種を記録す

る）

GPS
（基点・調
査点の緯
度経度を
記録する）

ブイ
（調査地点をマークする）

ペグ
（ブイを固定する）

方形枠
(海草類の出現種と

被度の計測に用い
る）

シュノーケリングの装備

フィン
（深場で計測する場合）

ウエットスーツ
または

ドライスーツ

マリンブーツ

マスク
と

シュノーケル

 

調査の手順（毎年調査）

１．海岸の全景写真を2枚（海

向き・陸向き）撮影する
２．調査地点（６点以上）を設
定し，GPSで記録する

３．GPSで設定した点すべ

てにブイを投入する

４．ブイ投入点の底質・
水深・時刻を記録する

５．ブイ周辺の景観写真
を撮る

６．ブイの周囲10m以内に
方形枠を20個設置する

７．方形枠内の海草の全
体被度，出現種の被度，
優占種を記録し，大型ベ
ントスの種名と個体数を
記録する

８．各方形枠で海草・大型
ベントスの種毎の写真を
撮影する
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調査道具（５年ごと調査）

刈り取り用ナイフ
(錆びないものが望まし

い）

海草採集用
メッシュバック
（目合い1mm）

泥採集用
メッシュバック
（目合い1mm）

バケツ
（運搬用）

コアサンプラー（15cmΦ）

（泥サンプル用）

毎年調査の道具類に加えて，さらに必要な道具類

コアサンプラー（5cmΦ）

（底土サンプル用）
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１．海草の地上部を淡水で洗
い，動物を剥離させる

２．剥離させた動物を肉
眼でソーティングする

３．密閉容器に入れ，中
性ホルマリンで固定する

４．海草を地上部と地下
部にわける

５． 60℃で乾燥させ，乾

燥重量を計測する

６．泥サンプルを1mm目の

篩でふるう

８．密閉容器に入れ，中
性ホルマリンで固定する

９．底土サンプルを60～80℃
で乾燥させ，分析機関へ送
付する

７．ふるったものを肉眼で
ソーティングする

調査の手順 （５年ごと調査 ：室内作業）
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―4．藻場調査― 
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[1]藻場 詳細マニュアル 

 

1）調査必要人員と日数 

毎年調査と 5 年毎調査を実施する。5 年毎調査の実施年度にも、毎年調査をあわせて実施

する。各調査で必要な人員と日数は以下のとおり。 

・ 毎年調査：4～5 人で、原則として 2 日とする。海況を考慮し、予備日を 1 日設ける。初

年度は、調査準備（永久方形枠設置など）も行うので、人員と日数に余裕をもたせて計

画する。 

・ 5 年毎調査＋毎年調査：5～6 人で、原則として 2 日とする。海況を考慮し、予備日を 1

日設ける。永久方形枠の設置や調査などの潜水作業には、潜水士の資格を持つ者が担当

するなどの配慮を行う。 

※サイト代表者は調査者に氏名とその所属を「速報」及び「結果票」に掲載してよいか確認

しておく。 

 

 

2）調査時期 

各サイトの調査時期は海藻の消長を考慮し、その繁茂期に設定する。したがって、各サ

イトの状況に応じて、毎年同じ時期に実施する。 

・ 淡路由良（兵庫県）：5 月頃 

・ 竹野（兵庫県）：5 月頃 

・ 志津川（宮城県）：6 月頃 

・ 薩摩長島（鹿児島県）：7 月頃 

・ 室蘭（北海道）：8 月頃 

・ 伊豆下田（静岡県）：9 月頃 

 

 

3）調査に必要な資材 

 

資材名 
方形枠 

設置 

毎年 

調査 

5 年毎 

調査 

□調査マニュアル（本稿）（サイト代表者が携行） ○ ○ ○ 

□携帯版マニュアル ○ ○ ○ 

□連絡先リスト（サイト代表者が携行） ○ ○ ○ 

□潜水機材 ○ ○ ○ 

□モニタリングサイト 1000 調査旗 ○ ○ ○ 

□調査許可関係の物品（許可証、潜水旗） ○ ○ ○ 
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資材名 
方形枠 

設置 

毎年 

調査 

5 年毎 

調査 

□耐水紙と記録用紙、筆記用具  ○ ○ 

□デジタルカメラ（防水機能、耐圧機能、400 万 

画素以上、動画撮影機能）、ビデオカメラ 
 ○ ○ 

□GPS（観測点のデータ入り、防水加工をするの 

 が望ましい） 
○ ○ ○ 

□巻尺（100 m）と重し ○ ○ ○ 

□方形枠 50 cm × 50 cmおよび 2 m × 2 m方形枠用 

 ロープ 
 ○ ○ 

□ブイ、フロート ○ ○ ○ 

□ロープ ○ ○ ○ 

□標本採集用網 ○ ○ ○ 

 

 

4）調査地および方形枠の設定 

（1）調査地の選定 

調査地は永久方形枠が設置できる岩礁帯の藻場を選定する。ただし、波浪による海底地

形の変化や、後述するコーナーマーカーの逸出が生じる恐れのある転石帯は調査地としな

い。 
 

（2）調査ラインの設置 

毎年同じ場所で海藻の消長を観測することを目的に永久調査測線（以下、調査ラインと

いう）を設定する。調査ラインは、調査対象の海藻が優占的に生育する群落を通るように、

初年度に決定する。 

初年度の調査ラインの設定時には、起点の位置情報、調査ラインの方向などを記録する。

位置情報の記録方法は以下のとおり。 

① 潮上帯もしくは浅所の岩盤上などの地点を「起点」に定め、位置情報などを GPS によ

って計測する。起点にはボルトなどの耐久性のある目印を設けておく。 

② 調査ラインは岸から沖に向かって設定する。終点は、原則として藻場が成立しなくな

る水深までとするが、10 m 以深での調査は危険が伴うため、サイト代表者が適宜、終点

位置を判断し決定する。なお、緯度経度の測定は GPS（測地系は WGS84）を用いること

とし、60 進法（dd°mm′ss″）ではなく、10 進法（ddd.dddd）に設定すること。 

 

（3）方形枠の種類と設置の方法 

①方形枠のタイプ 

藻場調査で使用する方形枠には、「50 cm × 50 cm の方形枠」および「2 m × 2 m の永久方
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形枠」の 2 タイプがある。 

②方形枠・永久方形枠の数、設置場所 

・ 50 cm × 50 cm の方形枠：調査ラインの上に一定間隔に 10 ヶ所程度設置する。方形枠の

間隔は、調査地の環境条件や調査対象種の分布状況に応じて、初年度にサイト代表者が

決定する。初年度に決定した間隔は、次年度以降でも同一とする。 

・ 2 m × 2 m の永久方形枠：潜水により藻場景観を把握し、複数種の優占種がみられる藻

場の場合は、調査地を複数の調査帯（植生帯）に分ける（下図の点線部）。その調査帯

において当該調査帯を代表する海藻群落を含むように永久方形枠となる 2 m × 2 m の正

方形の頂点をアンカーボルトなどにより設置する（下図は調査帯を2つに設定した事例）。

アンカーボルトなどには目立つプラスチック番号札などの目印を付ける。 

 

 
 

 

③コーナーマーカーの設置 

2 m × 2 m の永久方形枠は、毎年継続して調査が行えるように、方形枠の 4 隅にはステ

ンレス製ネジなどを埋め込む。この 4 隅のボルト類を、以後、コーナーマーカーと呼ぶ。 

コーナーマーカーは、後述するようにロープを通して方形枠を作るための 4 つの頂点

の部分となる。方形枠の「辺」の部分となるロープは、調査終了後すぐに取り外す。 

コーナーマーカーの素材は、原則としてステンレス製のネジを使用するが、調査エリ

アの景観や海況などに配慮して、止むを得ない場合はサイト代表者が適切なものを選ぶ。
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同様に、設置方法についても現場状況に適した方法に変更してもよい。ただし、コーナ

ーマーカーの素材や方形枠の設置方法を変更する場合には、関係省庁や都道府県、市町

村、漁協との調整が必要な場合があるため、事務局に連絡する。 

また、コーナーマーカーの設置は、海中土木の専門業者に依頼してもよい。 

 

コーナーマーカー設置の事例 

  
・ 左写真は、瀬戸内海沿岸の淡路由良サイトにおける事例。岩盤を穿孔し、岩盤とステン

レス製ネジを専用接着剤で固定した。本法がスタンダードな方法である。 

・ 右写真は、北部太平洋沿岸の志津川サイトにおける事例。付近に養殖場が多く穿孔作業

ができないため、岩礁にステンレス製アイプレート（ロープが通せる金具）をエポキシ

系水中ボンドで固定した。本法はスタンダードな方法が採用できない場合の代替法のひ

とつである。 

 

5）種同定と被度の測定 

植物種の同定：原則として種レベルまで同定するが、現場での同定が困難な無節石灰藻

（無節サンゴモ）類については、ヒライボ等の特徴的な種以外は無節石灰藻（無節サンゴ

モ）として一括りにする。1 回の調査内で種の認識を調査者間で共有できるよう、種のすり

合わせを行うことが望ましい。被度は 5 %単位で記録する。ただし 5 %未満と判断された場

合は、“+” と記録する。また被度は、林冠状に発達する大型藻類（林冠）とその下層に生育

する小型藻類（下草）とに分けて、それぞれ計測する（林冠部と下層部の被度を総計した

ときに 100 %を超えてもかまわない）。 

 

6）毎年調査 

サイトの概観を把握するための調査を行う。調査ライン上の 50 cm × 50 cm 方形枠内、お

よび 2 m × 2 m 永久方形枠内で調査する。調査項目は以下のとおり。 

① 写真撮影：陸上および水中の景観写真を各 1 枚、生物写真を 3 枚程度撮影する。代表

的な 50 cm × 50 cm 方形枠の全体写真を撮影する。 

② ビデオ撮影：調査ライン上でビデオ撮影する。このとき、調査ライン上の生物相の変

化や環境状況を正確に記録できるように、起点から終点までゆっくりと連続して撮影

する。調査ラインを撮影する前に、撮影機器の日時設定等が実際の日付に設定されて

いるか確認しておく。 
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③ ライン調査（50 cm × 50 cm 方形枠）：方形枠内に生育する主な植物種、植物種ごとの被

度を記録する。あわせて、方形枠設置箇所の起点からの距離、水深、時刻、底質の性

状を記録する。そのほか、ライン上で底質や植生が大きく変化する場所の起点からの

距離や水深を記録する。 

④ 永久方形枠調査（2 m × 2 m 方形枠）：方形枠内に生育する主な植物種、植物種ごとの被

度、大型の底生動物の種および個体数を記録する。また枠全体の植生が判別可能な写

真を撮影する。なお、方形枠内の植物の被度としては、繁茂する植物については林冠

における被度を、林冠に達しない小型の海藻類については基質上（下草）における被

度を記録する。調査対象とする大型の底生動物は、ウニ類、ナマコ類、ヒトデ類など、

調査時に目視判別できる大型種とする。 
 

7）5 年毎調査 

毎年調査に加えて坪刈りと標本作製を行う。 

① 坪刈り：調査帯ごとに 50 cm × 50 cm 方形枠を 1 つ新たに設置し、枠内の植物を坪刈り

する。採集した海藻は種ごとにわけ、種ごとの湿重量及び乾燥重量（素重量：60 °C で

48 時間の乾燥）を測定する。ただし、大型海藻等の乾燥重量は文献等から乾湿重量比

を引用して湿重量から換算してもよい。 

② 標本採集と押し葉標本作製：調査ライン上（複数の 50 cm × 50 cm 方形枠内）で確認さ

れた調査サイトで優占する海藻を採集し、押し葉標本を作製する。 

 

 

参考：押し葉標本作製方法 

① 採集と持ち帰り：海藻は網袋か布袋に入れて持ち帰る。ポリ袋やバケツに入れる

ときは、可能な限り水を切って空気に触れるようにする。持ち帰りに時間がかか

る場合は、ポリ袋に入れて、さらにアイスボックスに入れる。保冷剤を新聞紙で

幾重にも包んで、一緒に入れておくとなおよい。 

② 保存：可能ならば、すみやかに標本作製作業を開始する。1～2 日後に押し葉にす

る場合は、水道水で洗わずにポリ袋に入れて、冷蔵庫内に保存する。やむを得ず

保存する場合は、海水か水道水でゴミや砂を落とし、小さなポリ袋に小分けにし

て入れ、水や空気を追い出すようにしながら口を輪ゴムで閉じ、冷凍する。 

③ 塩抜き：水道水で洗いながら、ゴミや砂を落とした後、水道水に浸けておく。薄

い標本なら数分、分厚い標本でも 10 分程度でよいが、ほとんどの標本はもっと長

く浸けておいてもよい。冷凍品は、水道水で解凍している間に塩分が抜ける。 

④ 海藻を台紙に乗せる：水道水を深めに張った洗面器に、塩抜きが済んだ海藻を入

れ、その下に海藻より一回り大きい台紙を入れる。海藻と台紙を水面に浮かべる

ように手の平で支えながら、ピンセットか楊枝で海藻の形を整え、そのまま押し

上げるようにして水から上げる。 
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⑤ 水切り：斜めに置いたスノコ板などに、海藻が乗った台紙を乗せ、海藻や台紙の

表面の水滴が落ちるのを待つ。台紙は斜めにしておく方が、水滴が落ちやすい。

長時間放置すると、海藻が縮んだり、台紙が曲がる恐れがあるので、5 分くらい

を目安にする。 

⑥ 吸取紙に挟む：ダンボールの上に海藻が乗った吸取紙を乗せ、その上に海藻が乗

った台紙を隙間なく並べ、さらにその上に布、吸取紙、ダンボールを順に重ねる。

これを繰り返して最後に厚い板をのせ、その上に重りを乗せる。布は海藻が糊分

で吸取紙に張り付くのを防ぐ役目をする。 

⑦ 乾燥：ダンボールの目に向かって、扇風機などで風を送ると、薄い標本は一晩、

かなり厚い標本でも 2～3 日で乾く。ダンボールを用いない場合は、吸取紙を朝夕

ごとに替えて、2～4 日かかる。この方法のための海藻押し葉乾燥機が使える場合

は、それを使用する。 

⑧ 完成：乾いたダンボールや吸取紙を取り除き、布を丁寧にはがす。ほとんどの海

藻は台紙に貼り付けているが、剥がれていたら、合成糊で貼り直し、布を被せ半

日ほど押しておく。海藻が縮んだり台紙に皴が生じた場合、もう一度水に浸けて

押し直す。 

 

 

＊以上の標本作製方法は、横浜・野田（1996）の「海藻おしばの作り方」の項を一部改変

し記述した。 

 

【文献】 

横浜康継・野田三千代（1996）海藻おしば カラフルな色彩の謎．海游舎 pp. 1−94. 
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[2]藻場 携帯版マニュアル 

 

（1）毎年調査 

1 写真撮影 陸上・水中の景観各 1 枚、生物写真 3 枚程度、50 cm × 50 cm

方形枠の全体写真を方形枠ごとに撮影。 

2 ビデオ撮影 調査ライン上での生物相や環境状況の変化が分かるように起

点から終点までゆっくりと撮影。 

3 ライン調査 50 cm × 50 cm 方形枠内の主な植物種、植物種ごとの被度を記

録。方形枠の位置情報（起点からの距離、水深、時刻、底質）、

そのほか、気がついた点を記録。 

4 永久方形枠調査 2 m × 2 m 方形枠内の主な植物種、植物種ごとの被度、大型の

底生動物の種名および個体数を記録。 

枠全体の植生を把握できる写真を撮影。 

＊緯度経度の測定には GPS を用いること。また、GPS の測地系は WGS84 に設定し、緯度

経度の記録には 60 進法（dd°mm′ss″）ではなく、10 進法（ddd.dddd）に設定すること。 

＊ライン調査の 50 cm × 50 cm 方形枠は岸側から 1、2、3、・・・とする。 

 

 

（2）5 年毎調査 

1 坪刈り 調査帯ごとに、新たに 50 cm × 50 cm 方形枠を任意で配置し、

枠内の海藻を坪刈り。植物種ごとに湿重量・乾燥重量を測定。 

2 標本採集と押し葉標本

作製 

ライン調査（複数の 50 cm × 50 cm 方形枠内）で確認された

調査サイトを代表する海藻を採集し、押し葉標本を作製。 

＊5 年毎調査に該当する年度は、「毎年調査」と「5 年毎調査」の両方を行う。 

＊潜水作業は潜水士免許所持者を充てるなど、特に安全に注意して実施すること。
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[3]藻場 写真マニュアル  

1. 調査ラインに沿って、植生をビデオで撮影
2. 調査ライン上の方形枠（50 cm 四方）内の主な

植物種とその被度を記録
3. 永久方形枠（2 m 四方）内の主な植物種とその

被度を記録
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各サイトの位置情報 
 

生態系 

タイプ 

海域 

区分 

調査 

サイト名 
都道府県 市町村 

磯 

① 厚岸浜中 北海道 厚岸郡浜中町 

③ 大阪湾 大阪府 泉南郡岬町 

④ 安房小湊 千葉県 鴨川市 

⑤ 南紀白浜 和歌山県 西牟婁郡白浜町 

⑤ 天草 熊本県 天草市 

⑥ 石垣屋良部 沖縄県 石垣市 

干潟 

① 厚岸 北海道 厚岸郡厚岸町 

③ 中津干潟 大分県 中津市 

④ 松川浦 福島県 相馬市 

④ 盤洲干潟 千葉県 木更津市 

④ 汐川干潟 愛知県 田原市、豊橋市 

⑤ 南紀田辺 和歌山県 田辺市 

⑤ 永浦干潟 熊本県 上天草市 

⑥ 石垣川平湾 沖縄県 石垣市 

アマモ場 

① 厚岸 北海道 厚岸郡厚岸町 

① 大槌 岩手県 上閉伊郡大槌町、釜石市 

③ 安芸灘生野島 広島県 豊田郡大崎上島町 

④ 富津 千葉県 富津市 

⑤ 指宿 鹿児島県 指宿市 

⑥ 石垣伊土名 沖縄県 石垣市 

藻場 

① 室蘭 北海道 室蘭市 

① 志津川 宮城県 本吉郡南三陸町 

② 竹野 兵庫県 豊岡市 

③ 淡路由良 兵庫県 洲本市 

④ 伊豆下田 静岡県 下田市 

⑤ 薩摩長島 鹿児島県 出水郡長島町 

海域区分は「III．海域区分とサイト配置」を参照のこと。 

 

添付資料 1 



 

58 

標本ラベル・標本データについて 
 

1）標本ラベルの記録内容 

調査者は、標本ラベルを標本作製時に作成し、バイアル瓶の中に入れる。 

 

 

 

 

 
      左：干潟の一例、右：藻場の一例 

2）標本 No.の文字列の構成 

・ 採取年：2010 

・ 生態系：TF（干潟）、AB（藻場） 

・ サイト名：MTK（松川浦）、YRA（淡路由良） 注）生態系ごと、およびサイトご

との略号は「6）生態系、サイト名の記号」を参照のこと。 

・ 標本番号：AU5−001＝AU5（A エリアの潮間帯上部方形枠 No.5）の 001 番 

 

3）ラベル用紙、インク、プリンターなど 
・ 親水紙（印刷用和紙など）とする。例：SOHO タワー／インクジェット用カラー親

水紙。撥水性の耐水紙は使用不可。 

・ 用紙は事務局で購入してサイト代表者に配布する。 

・ プリンターで印字する場合は顔料系ブラックのインクを使用する。このインクが利

用できるプリンターの例：バブルジェットインクジェットプリンターなど 
・ 直接記入の場合は、鉛筆・シャープペンシル、または顔料系インクを使用したロト

リング（製図ペン）を用いる。 
 

4）標本ビン 
・ ビン口が広く、肩の狭い硬質ガラス製スクリューバイアルを使用する（口が狭く、

肩が広いビンは、標本およびラベルの出し入れが困難）。例： 日電理化硝子 強化

硬質スクリューバイアル 

・ 内蓋パッキンは、TF/ニトリルが望ましいが、サンプル数が膨大で予算上の支障が生

じた場合は、TF/ニトリルをニトリルにする。ソフトロン、シリコンは使用不可。 

 
5）標本データ 

標本データを事務局が提供する電子ファイルの書式に従って記入する。必須記入項目は、

一般和名、学名（属名、種小名）、モニタリングサイト 1000 沿岸域調査標本番号、備考（標

本形態やサンプル固定・保存後に失われる特徴（色彩や形態など）、採集に用いた船舶名、

2010TFMTKAU5-001 

ホソウミニナ 

20100509 
日付は任意 

標本 No. 

一般和名 

添付資料 2 

2010ABYRA-001 

カジメ 

20100526 
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調査方法その他、調査者がラベル上に残したい情報；解剖検査結果、感染症検体結果。種

の保存法、自然公園法、外来生物法、文化財保護法など、法的事項との抵触など）。 

 

6）生態系、サイト名の記号 

生態系タイプ 

（英語表記：記号） 
調査サイト名 記号 

磯 

（Rocky shore：RS） 

厚岸浜中 HMN 

大阪湾 OSK 

安房小湊 KMN 

南紀白浜 SRH 

天草 AMK 

石垣屋良部 YRB 

干潟 

（Tidal flat：TF） 

厚岸 AKS 

中津干潟 NKT 

松川浦 MTK 

盤洲干潟 BNZ 

汐川干潟 SOK 

南紀田辺 TNB 

永浦干潟 NGU 

石垣川平湾 KBR 

アマモ場 

（Seagrass bed：SB） 

厚岸 AKS 

大槌 OTC 

安芸灘生野島 IKN 

富津 FTU 

指宿 IBS 

石垣伊土名 ITN 

藻場 

（Algal bed：AB） 

室蘭 MRN 

志津川 SDG 

竹野 TKN 

淡路由良 YRA 

伊豆下田 SMD 

薩摩長島 NGS 
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調査の安全管理に関する情報 
 

 

1）調査実施にあたっての注意点 

 本注意点は、磯や干潟での調査を想定した内容であり、潜水作業を伴う可能性のある

アマモ場や藻場での調査は対象としない。 

 

●危険の予測と対策 

 野外調査開始にあたって、現場担当者と調査責任者は野外で発生しうる事故について

事前に予測し、協議をおこなう。あらかじめ予測される危険が存在するときには、これ

に対処するためのガイドラインを作成することで危機に遭遇した際、迅速に対応できる。 

 

●野外調査において想定される危険とそれに対する安全対策について 

危険項目 想定される状況 安全対策 
地形条件 ・落石 

・離岸流や引き波等の沖に向かう流れに流

される。 
・岩場で転倒する。 
・干潟でぬかるみにはまる。 
 

・できるだけ崖には近づかない。 
・離岸流等が存在している場所（遊泳禁止

区域等）には絶対に近づかない。 
・ゆっくり足場を確認して歩く。岩場では

滑りにくいゴムやフェルト製の底の靴を

履く。また、転倒した際の怪我を最小限

にとどめるよう、身体を保護するもの（手

袋、長袖、長ズボン等）を着用する。 
・人が歩いていないと思われる場所には近

づかない。 
 

天候 ・落雷や大雨等の局所的な気象変化 
 
（例）雨雲が接近しあたりが暗くなる、雷

鳴が聞こえるなど 
 

・事前に調査予定日の天候について必ず確

認をおこなう。 
・局地的な気象変化にも対応できるよう、

リアルタイムでの気象情報にも留意す

る。 
・特に落雷の兆候が認められた際は、速や

かに作業を中断し、周囲にある頑丈な建

物や車の中などへ退避する。周囲に避難

場所がない場合は、姿勢を低く保ち水辺

から退避する。 
・天候の状況が悪いと判断される場合は、

無理に調査は実施せず、日程変更につい

て検討する。 
 

海況 ・台風や低気圧の接近による高潮や波高な

どの波の変化 
・潮汐（潮の満ち引き）変化により、岸へ

戻れなくなるなど 
 

・事前に調査予定日の海況（波浪予想、潮

位、潮汐）について必ず確認をおこなう。 
・海況の条件が悪いと判断される場合は、

無理に調査は実施せず、日程変更につい

て検討する。 
 

熱中症 ・大量の発汗 
・めまい 
・頭痛 
・倦怠感 
・手足のしびれ 

・調査者全員が十分に水分補給できる量の

スポーツドリンク等を準備する。 
・日差しを遮る帽子などを着用し、こまめ

な水分補給と適度な休息を心がける。 
・熱中症が疑われる場合は速やかに作業を

添付資料 3 
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危険項目 想定される状況 安全対策 
・けいれん 
・吐き気 
・嘔吐  等の症状が認められる。 

中断し、涼しい場所に移動する。首筋、

脇の下、脚の付け根を冷やす処置と同時

に水分補給をおこない安静にする。重度

と判断される場合は速やかに救急車を呼

ぶ。 
 

低体温症 ・唇の色が悪い 
・震える 
・頻尿 
・思考錯乱 
・軽い言語障害  等の症状が認められる。 

・適度な休息や暖をとったり、きちんと食

事や水分を補給する。 
・低体温症が疑われる場合は、救急車を呼

ぶなど迅速に医療機関へ搬送する。 
 
 

危険生物 ・アカエイ等の尾に毒トゲを持つ魚 
・ハオコゼ、ゴンズイ、アイゴ等のヒレに

毒刺を持つ魚 
・アンボイナガイ等の毒を持つ貝 
・カツオノエボシ、アカクラゲ等の刺胞（触

手についている小さな袋）に毒を持つク

ラゲ 
・毒トゲを持つガンガゼやオニヒトデ 
・ヒョウモンダコやウミヘビ  等との遭

遇 

・周辺海域で遭遇する可能性のある危険生

物の情報および事故が生じた際の対処方

法について事前に確認しておく。 
・危険生物の疑いのある生物をむやみに触

らない。 
・刺された場合は、直ちに医療機関へ搬送

する。 

津波 ・調査地周辺における地震発生 
・潮位の急激な変化を確認 

・調査前には、調査者全員で調査地にもっ

とも近い避難場所とその経路を地図で確

認する。 
・地震による揺れを感じた場合には、速や

かに作業を中断し、高台の避難場所へ移

動する。インターネット・ワンセグ・ラ

ジオ・防災無線等から情報収集を行う。 

 

●調査前に確認しておくべき事項 

・ 潮汐や波浪等の気象条件 

 必ず潮位や波浪および天候等の確認をおこなう。潮位や波浪および天候等は気象

庁の Web サイト（http://www.jma.go.jp/jma/index.html）などから検索できる。局地的

な気象変化にも対応できるよう、リアルタイムでの気象情報にも留意する。 

・ 危険生物 

 周辺海域で遭遇する可能性のある危険生物の情報および事故が生じた際の対処方

法を確認する（参考情報も参照）。 

・ 医療機関 

 調査地にもっとも近い医療機関の情報（電話番号、住所）等を確認する。 

・ 避難場所 

 調査前には、調査者全員で調査地にもっとも近い避難場所とその経路を地図で確

認する。特に、地震発生時の津波に関する情報を収集する方法を必ず確認する。 

・ トイレやコンビニ 

 利用できるトイレや調査地から最も近いコンビニなどの位置を営業時間とともに

確認しておくと良い。 
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・ 交通機関 

 調査地までの交通機関と最寄り駅およびバス停の時刻表を確認する。 

 

●調査時の服装等 

 帽子・長袖・長靴（胴長）・軍手など、怪我や日焼けを防ぐために肌が露出しないよう

な服装に心がける。胴長を着用する場合は、海に落ちて胴長に水が入ると溺れる危険性

もあるため十分に注意し、そのような危険が予測される場所では濡れてもよい服装で調

査を実施することが望ましい。さらに、熱中症等を防ぐため、必ずこまめに水分補給を

おこなう。 

 

帽子の着用
風などで飛ばされないよう
顎ひもをする。

軍手・ゴム手袋の着用

タオル

長袖・長ズボン

長靴・胴長

キャップにタオルを挟むと
日焼け防止にもなる。

両手が空くような
カバンにする。

 
 

 

2）野外調査の安全マニュアル等の参考情報 

●野外調査の安全マニュアル案（日本生態学会 野外安全管理委員会 編） 

http://www.esj.ne.jp/safety/manual/ 

●野外における危険な生物（日本自然保護協会 編）．300 ページ．平凡社，東京．

1994． 

●海の危険生物ガイドブック（山本典暎 著）．123 ページ．阪急コミュニケーション
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ズ，東京．2004． 

●あぶないいきもの―野外の危険動物、全ご紹介。（今泉忠明 著）．63 ページ．自由

国民社，東京．2006． 

 

 

3）緊急時の連絡先 

 海上保安庁では、海上での出来事（海難事故、法令違反、不審事象等）の緊急通報用電

話番号として「118 番」を運用している。海上で事件や事故に遭遇したときは、緊急通報

用電話番号「118 番」に連絡する。海上以外での緊急通報用電話番号は「119 番」に連絡

する（ともに携帯電話からも利用可能）。 

 ●119 番通報のしくみ（東京消防庁ホームページ） 

https://www.tfd.metro.tokyo.lg.jp/lfe/topics/119/ 

 

 

4）全国救命救急センターの情報 

調査を実施する際、あらかじめ下記ホームページに記載される病院の連絡先や診療時間

を確認しておくこと。 

●全国救命救急センター一覧（日本救急医学会ホームページ） 

 http://www.jaam.jp/html/shisetsu/qq-center.htm 

 

 

5）調査地ごとの安全管理情報 

調査実施主体は、以上の１）～４）の情報を調査地ごとに整理し、資料としてまとめ

て携行するなど、調査が安全に実施できるように想定される危険の回避に努めること。

また、必要に応じて、資料には災害時の避難場所等の項目を加える。なお、調査員の変

更などがあった場合は、調査地ごとの安全に係わる情報の引継ぎを行うこと。 
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調査票 
 
調査票とは、調査時に携帯して使用する記録用紙である。調査票を用いる目的は、現地

で効率よく調査を実施し、データの取り忘れを防ぐことである。次頁以降に各生態系タイ

プの調査票を掲載する。調査者は事前に、耐水紙に複写するなどして準備する。 

添付資料 4 
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モニタリングサイト1000磯調査

正常 消失 異常*
ブーツの有

無

□ □ □ □ 有・無

□ □ □ □ 有・無

□ □ □ □ 有・無

□ □ □ □ 有・無

□ □ □ □ 有・無

発見不可 補修 発見不可 補修

□ □ □ 有・無 □ 有・無

□ □ □ 有・無 □ 有・無

□ □ □ 有・無 □ 有・無

□ □ □ 有・無 □ 有・無

□ □ □ 有・無 □ 有・無

□ □ □ 有・無 □ 有・無

□ □ □ 有・無 □ 有・無

□ □ □ 有・無 □ 有・無

□ □ □ 有・無 □ 有・無

□ □ □ 有・無 □ 有・無

□ □ □ 有・無 □ 有・無

□ □ □ 有・無 □ 有・無

□ □ □ 有・無 □ 有・無

□ □ □ 有・無 □ 有・無

□ □ □ 有・無 □ 有・無

□ □ □ 有・無 □ 有・無

□ □ □ 有・無 □ 有・無

□ □ □ 有・無 □ 有・無

□ □ □ 有・無 □ 有・無

□ □ □ 有・無 □ 有・無

□ □ □ 有・無 □ 有・無

□ □ □ 有・無 □ 有・無

□ □ □ 有・無 □ 有・無

□ □ □ 有・無 □ 有・無

□ □ □ 有・無 □ 有・無

□ □ □ 有・無 □ 有・無

□ □ □ 有・無 □ 有・無

□ □ □ 有・無 □ 有・無

□ □ □ 有・無 □ 有・無

□ □ □ 有・無 □ 有・無

調査日： 調査者：

【磯】毎年調査・調査票 □はチェック欄

調査サイト： 記録者：

景観写真（2枚）　　□

基点A　　　　正常　□　　消失　□　　破損　□　　備考： 基点B　　　　正常　□　　消失　□　　破損　□　　備考：

温度データロガー

方形枠
番号

ロガー回
収前写真

シリアル
番号

ロガーの状態 備考
（*破損状態や点滅の有

無等を記入下さい）

新規設置シリアル番号

各方形枠

方形枠
番号

写真 発見不可
コーナーボルト 番号ラベル 放射温度計

による計測

（任意）

備考
（発見不可及び補修した箇所等につい

て記述ください）
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対象種1 対象種2 対象種3 対象種4 対象種5 対象種6 対象種7

番号 潮位（cm） 方角（°） 傾斜（°）

その他調査に関する備考

調査日： 調査員：

方形枠情報
解析対象種（分類群）

【磯】毎年調査・調査票 データ取得方法　　　　　写真　□　　　　　現場確認　□

調査サイト： 記録者：
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毎年　□　5年毎　□ □はチェック欄　

調査ポイント：

天候：

コドラートNo.1 Eh 地温

コドラートNo.2 Eh 地温

コドラートNo.3 Eh 地温

コドラートNo.4 Eh 地温

コドラートNo.5 Eh 地温

調査員：

調査サイト：

モニタリングサイト1000干潟調査

景観写真（エリアで2枚） □

底質：

【干潟】調査票

調査日：

時刻：調査エリア：

記録者：

定量調査　表在　□　埋在　□ 定量調査　表在　□　埋在　□

生き物の写真（エリアで5枚程度） □

植生：有 □　無 □

定性調査の実施（干潟） □

定性調査の実施（植生） □

写真 □　底土（5年毎）　□　　北緯　　　　　　　　　　　　　　　　　東経

写真 □　底土（5年毎）　□　　北緯　　　　　　　　　　　　　　　　　東経

写真 □　底土（5年毎）　□　　北緯　　　　　　　　　　　　　　　　　東経

写真 □　底土（5年毎）　□　　北緯　　　　　　　　　　　　　　　　　東経

写真 □　底土（5年毎）　□　　北緯　　　　　　　　　　　　　　　　　東経

定性調査の実施（その他） □
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定性調査　干潟 □ 植生 □ その他 □ 定性調査　干潟 □ 植生 □ その他 □
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モニタリングサイト1000アマモ場調査

【アマモ場】毎年調査・調査票 □はチェック欄

調査サイト： 記録者：

調査日： 調査者：

調査地点全体の景観写真（2枚）：　陸側⇒沖　□　　　沖⇒陸側　□

調査中の写真撮影（各複数枚）：　水中の景観　□　　　　方形枠　□　　　　主要な大型動植物（5枚程度）　□

地点番号： 時刻：

緯度、経度： 実測水深：

優占種： 底質：

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

17

18

19

20

調査地点全体の備考：（方形枠外に確認された大型底生生物など）

地点番号： 時刻：

緯度、経度： 実測水深：

優占種： 底質：

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

17

18

19

20

調査地点全体の備考：（方形枠外に確認された大型底生生物など）

各調査地点の記録

方形枠
番号

出現種名とその被度 全体被度

（％）

出現ベントス

（種名と個体数）

方形枠内に関する備考

（出現した大型海藻類）

各調査地点の記録

方形枠
番号

出現種名とその被度 全体被度

（％）

出現ベントス

（種名と個体数）

方形枠内に関する備考

（出現した大型海藻類）
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モニタリングサイト1000藻場調査

【藻場】毎年調査・調査票　（ライン調査） □はチェック項目

調査サイト：

調査日：

景観のビデオ撮影　　□

景観の写真（2枚）：　　陸上　□　　　海中　□

調査中の写真：　　生物種（3枚程度）　□

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10

底質

□ □ □ □ □ □ □ □ □ □ □ □ □ □ □

林冠・下草の区分 種名 被度（％） 同定備考

備考

方形枠の写真（代表的な植生のみ）

記録者：

調査者：

方形枠番号

離岸距離

実測水深

時刻
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モニタリングサイト1000藻場調査

【藻場】毎年調査・調査票　（永久方形枠調査） □はチェック項目

調査サイト：

調査日：

景観の写真（2枚）：　　陸上　□　　　海中　□

調査中の写真：　　生物種（3枚程度）　□

林冠・下草
底生動物の区分

種名 被度（％）及び個体数 同定備考

備考

記録者：

調査者：

方形枠番号

実測水深

底質

時刻

□方形枠の全体写真 □ □ □ □ □

 



＊このマニュアルは、平成 20 年 12 月 8 日の平成 20 年度重要生態系監視地域モニタリング

推進事業（沿岸域調査）第 2 回検討会の合意を経て、平成 20 年 12 月に施行されました。 

＊不明な点については、下記の特定非営利活動法人日本国際湿地保全連合にお問い合わせ

ください。 

 

 

改訂履歴 

 平成 21 年 12 月 平成 21 年度版モニタリングマニュアル（磯・干潟・アマモ場・藻場） 

 平成 23 年 1 月  平成 22 年度版モニタリングマニュアル（磯・干潟・アマモ場・藻場） 

 平成 24 年 1 月  平成 23 年度版モニタリングマニュアル（磯・干潟・アマモ場・藻場） 

 平成 25 年 1 月  モニタリングサイト 1000 沿岸域調査（磯・干潟・アマモ場・藻場）マニュアル 第 5 版 

 平成 26 年 1 月  モニタリングサイト 1000 沿岸域調査（磯・干潟・アマモ場・藻場）マニュアル 第 6 版 

平成 27 年 1 月  モニタリングサイト 1000 沿岸域調査（磯・干潟・アマモ場・藻場）マニュアル 第 7 版 

平成 28 年 1 月  モニタリングサイト 1000 沿岸域調査（磯・干潟・アマモ場・藻場）マニュアル 第 8 版 

平成 29 年 1 月  モニタリングサイト 1000 沿岸域調査（磯・干潟・アマモ場・藻場）マニュアル 第 9 版 

令和 2 年 1 月  モニタリングサイト 1000 沿岸域調査（磯・干潟・アマモ場・藻場）マニュアル 第 10 版 

 

 

 

 

 

平成 20 年度版モニタリングマニュアル 

初版発行 平成 20 年 12 月 

 

 

編集・発行 

環境省自然環境局生物多様性センター 

〒 403−0005 山梨県富士吉田市上吉田剣丸尾 5597−1  

Tel：0555−72−6033 FAX：0555−72−6035 

URL: http://www.biodic.go.jp/ 

 

制作・お問い合わせ先（令和 2 年 3 月現在） 

特定非営利活動法人 日本国際湿地保全連合 

〒103−0011 東京都中央区日本橋大伝馬町 17-1 

城野ビルⅡ 2 階 

Tel：03−5614−2150 Fax：03−6806−4187 

 



  



 

 

 

2． データファイル（表形式） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 



報告書データファイルの概要と利用上の注意点 

 

報告書データファイルは、「モニタリングサイト 1000 磯・干潟 調査報告書」に掲載されてい

る付表をエクセル形式にして公開しているものです。ご利用の際には、必ず「本文書」及び「モ

ニタリングマニュアル」をお読み下さい。これらに書かれている注意点に同意できない場合は、

データを利用することはできません。 

 

※今回公開する報告書データファイルは 2021 年度モニタリングサイト 1000 磯・干潟調査で

取得されたデータです。 

 

＜報告書データファイルの概要＞ 

 モニタリングサイト1000 磯・干潟調査では、絶滅危惧種や希少種に関わる情報や緯度経度

等の詳細な位置情報を、一部保護情報として取り扱っており、報告書データファイルにはこ

れらの保護情報は含まれていません。保護情報がある場合は、その旨を備考や表外に記載し

ておりますので、保護情報を含めたデータの利用をご希望される場合には、環境省自然環境

局生物多様性センターまでお問い合わせ下さい。 

 調査はモニタリングマニュアルに従って実施されています。ただし、有効なモニタリングを

実施するために、調査方法等が毎年検討されており、その検討結果を受けて、モニタリング

マニュアルの記載内容が変更されている場合があります。データのご利用に当たっては、調

査報告書に掲載されているモニタリングマニュアルをご参照されるようお願いします。 

 

＜調査の概要と注意点＞ 

・ 2008年から年1回の調査を実施しています。 

・ 2021年時点で調査サイト数は14サイト（磯：6サイト、干潟：8サイト）です。 

・ 調査時期は4月から8月に設定されています。 

・ 調査サイトの場所及び調査時期の詳細についてはモニタリングマニュアルをご覧下さい。 

・ 各サイトで調査を開始した年度（2008～2010年度）が異なるため、全サイトで2008年からの

データが取得されているわけではありません。 

・ 調査開始初年度（2008年度）の調査は試行的に実施したため、2009年度以降の調査方法やデ

ータ内容と異なる場合があります。 

 

 

 

 

 

 

 

 



生態系 項目 内容 

磯 

調査方法 ・ 各サイトには25 cm四方の永久方形枠がさまざまな潮位や傾斜

の特徴を持つように30個設置されています。 

・ 潮位は概ね最低水面（CDL）からの高さで表記されています。 

・ 2008年度の調査では、方形枠の画像を用いて点格子法（平成20

年度マニュアルを参照のこと）によりデータを取得しました。 

・ 2009年度以降の調査では、各サイトの代表的な生物を5種程度

選定し、画像を用いてそれら解析対象種の有無（0/1データ）を

データ化しています。 

データファイル ・ データファイルはサイト毎に1シートにまとめられています。 

・ 各方形枠の画像は、モニタリングサイト1000 磯・干潟調査の

磯調査データベースファイル内からファイルを取得すること

ができます。 

変更・注意点 ・ 2009年度に石垣屋良部サイトで解析対象種として選定された

イワフジツボ（Chthamalus challengeri）は、2011年度の再同定

の結果、近縁種のChthamalus moroであることが判明しました。

よって、2009年度、2010年度のイワフジツボはChthamalus moro

のデータとして扱うことが適当で、解析対象種の選定に変更が

あったわけではありません。 

・ 2021年度より、石垣屋良部サイトの解析対象種である

Chthamalus moroには、リトウイワフジツボが和名として提唱さ

れていることが判明したため、表記をリトウイワフジツボに変

更しました。そのため、2009年度、2010年度のイワフジツボと、

2011年度から2020年度のChthamalus moroは、リトウイワフジツ

ボのデータとして扱うことが適当で、解析対象種の選定に変更

があったわけではありません。 

・ 2011 年度より、厚岸浜中サイトでキタアメリカフジツボを解

析対象種として追加しました。 

・ 2012年度のリングビア属は単一種ですが、2011年度以前のデー

タには複数種が含まれている可能性があります。また、本種は

2014年度より、同定結果が不確実であることが判明し、藍藻綱

の一種として扱うことに変更しました。解析対象種の選定に変

更があったわけではありません。 

・ 2009年度に南紀白浜サイトで解析対象種として選定されたボ

タンアオサには複数種含まれていることが判明したため、2014

年度より緑藻綱（アオサ類）として扱うことに変更しました。

解析対象種の選定に変更があったわけではありません。 

 



生態系 項目 内容 

磯 

変更・注意点 ・ 2014年度より、南紀白浜サイトにおいて、方形枠情報を下記の

ように修正しました。 

RSSRH16：方角を376から276度に修正。 

RSSRH24：方角をFlatから5度に修正。 

・ 2014年度より、天草サイトにおいて、方形枠情報を下記のよ

うに修正しました。 

RSAMK02：方角をFlatから150度に修正。 

RSAMK10：方角をFlatから70度、傾斜を10から12度に修正。 

RSAMK21：方角をndから250度に修正。 

RSAMK30：方角をFlatから10度に、傾斜を7から15度に修正。 

・ 2015年度は、大阪湾サイトの永久方形枠（RSOSK24）が岩の崩

落により調査不可能となったため、そのデータは取得されてい

ません。また、新たな永久方形枠（RSOSK31）を設置して、デ

ータを取得しています。 

・ 2016年度より、安房小湊サイトではケガキとイシゲの2種、大

阪湾サイトではカメノテとイシゲの2種、南紀白浜サイトでは

ケガキ、ヒジキ、イシゲの3種、天草サイトではカメノテとヒ

ジキの2種、石垣屋良部サイトでは無節サンゴモの1種を解析対

象種として追加しました。 

・ 2017年度は、厚岸浜中サイトの永久方形枠（RSHMN12、19）

が岩の崩落、転石の出現により調査不可能となったため、それ

らのデータは取得されていません。また、新たな永久方形枠

（RSHMN31、32）を設置して、データを取得しています。 

・ 2020年度より、厚岸浜中サイトの永久方形枠（RSHMN12）に

ついて、2020年度より再び調査が可能となり、データを取得し

ました。そのため、永久方形枠（RSHMN31）はデータを取得

していません。 

  



生態系 項目 内容 

干潟 

調査方法 ・ 定量調査と定性調査を実施しています。 

・ 各サイトにはエリア（A、B、C）があり、それぞれのエリア内

に調査ポイント（潮間帯上部：U、潮間帯中部：M、潮間帯下

部：L）が設定されています。 

・ 各調査ポイントでは、50cm四方の方形枠をランダムに5個配置

して表在性生物を記録した後、15cm径のコアサンプラー（深さ

20cm）を用いて埋在性動物（2mm以上）を採集・記録していま

す。また、5年に一度、1mm以上の埋在性動物も併せて採集・

記録するとともに、粒度及び有機物含有量を分析するための底

土を採取しています。 

・ 定性調査では、発見した底生動物の種名を記録しています。 

データファイル ・ データファイルには定量・定性調査の結果が各サイトの調査ポ

イント毎に1または2シートにまとめられています。 

・ 1サイトの結果は調査ポイント数に応じて4～9シートにまとめ

られています。 

変更・注意点 ・ 埋在性動物は15cm径のコアサンプラー（深さ20 cm）を用いて

採集しているため、表在性動物と埋在性動物の個体数を単純に

比較することはできません。 

・ 一部のサイトでは定性調査を実施していない場合があります。 

・ 中津干潟サイトのAエリアは河口干潟で、調査した3箇所のポ

イント全てが潮間帯上部（U）に当たります。調査ポイントは

下流から上流方向に設定され、下流からA1U、A2U、A3Uとな

っています。 

・ データファイルの整理番号は保護情報（希少種）を除いて付け

られています。 

・ 生物名の表記は、分類学の進歩に伴い、随時更新されています。

そのため、過年度調査の結果と表記が異なっている場合があり

ます。生物名の表記等が統一されたデータを使用する場合は、

モニタリングサイト1000 磯・干潟調査の干潟調査データベー

スファイルをご利用ください。 

 



＜引用・出典明記＞ 

・ 報告書データファイルは「モニタリングサイト1000 磯・干潟 調査報告書」の一部に該当し

ます。そのため報告書データファイルをご利用される際は、下記の例を参考に出典を明記して

下さい。 

 

論文等における引用例 

環境省自然環境局生物多様性センター．2022．2021年度モニタリングサイト1000 磯・干潟 調

査報告書．環境省自然環境局生物多様性センター，富士吉田．pp. xxx． 

Biodiversity Center of Japan, Nature Conservation Bureau, Ministry of the Environment. 2022. Annual 

report of the coastal survey –rocky shores and tidal flats, the Monitoring Sites 1000 (in Japanese with 

English summary). Biodiversity Center of Japan, Nature Conservation Bureau, Ministry of the 

Environment., Fujiyoshida. pp. xxx. 

 

プレゼンテーション等での明示例 

「xxのデータについては、○○サイトにおける環境省モニタリングサイト1000事業による」 

”Data for XXX was provided by Ministry of the Environment Monitoring Sites 1000 Project at the ○○site”. 

 

報告書データファイルを利用して、成果物を作成された際に、よろしければ、公表した成果物

又はその写しを生物多様性センター宛に 1部送付していただけますようお願いいたします。 

 

＜その他＞ 

・ 報告書データファイルのチェックには細心の注意を払っていますが、誤りが含まれる可能性

もあります。誤りにお気づきの場合は、お手数ではございますが、該当情報を明記の上、下記

センターまでご連絡下さい。 

・「報告書データファイルの概要と利用上の注意点」の内容は予告なく変更する場合があります。 

 

 

 

環境省自然環境局生物多様性センター 

〒 403-0005 山梨県富士吉田市上吉田剣丸尾5597-1  

Tel：0555-72-6033 FAX：0555-72-6035 

E-mail：biodic_webmaster@env.go.jp  

URL: http://www.biodic.go.jp/ 

 

 

 

 

 





モニタリングサイト1000　沿岸域調査　【磯】
毎年調査　2021年度

RSHMN 厚岸浜中 解析対象種の有無

サイト代表者（所属）
北緯
（WGS84）

43.02

調査者（所属）
東経
（WGS84）

145.02

調査日 データ取得方法 写真確認

1 2 3 4 5

番号 潮位（cm） 方角（°） 傾斜（°） キタイワフジツボ フクロフノリ マツモ ピリヒバ
キタアメリカ

フジツボ

RSHMN01 139 284 82 1 1 0 0 1

RSHMN02 113 160 40 1 1 1 0 1

RSHMN03 128 145 20 1 1 1 0 1

RSHMN04 33 144 24 0 0 1 1 0

RSHMN05 58 84 17 0 0 1 1 0

RSHMN06 29 105 24 1 0 1 1 0

RSHMN07 37 22 64 0 0 0 1 0

RSHMN08 76 30 55 1 1 1 1 1

RSHMN09 36 36 35 0 0 0 1 0

RSHMN10 55 9 8 1 1 1 1 1

RSHMN11 88 23 nd 1 1 1 1 1

RSHMN12 82 15 25 1 1 1 1 1

RSHMN13 127 20 58 1 0 0 0 0

RSHMN14 82 22 38 1 0 0 0 0

RSHMN15 119 48 30 1 1 0 0 1

RSHMN16 89 97 89 1 1 0 0 1

RSHMN17 58 23 85 1 1 0 1 0

RSHMN18 75 52 14 1 1 1 0 1

RSHMN19 40 187 44 - - - - -

RSHMN20 80 134 62 1 1 1 0 1

RSHMN21 44 98 86 1 1 1 1 1

RSHMN22 125 100 21 1 1 1 0 1

RSHMN23 89 21 16 1 1 1 0 1

RSHMN24 45 297 40 1 1 1 1 0

RSHMN25 101 310 23 1 1 1 0 1

RSHMN26 63 132 14 1 1 1 1 1

RSHMN27 97 60 86 1 1 1 0 1

RSHMN28 51 121 39 1 1 1 0 1

RSHMN29 101 67 8 1 1 1 0 1

RSHMN30 86 121 55 1 1 1 0 1

RSHMN31 82 15 25  -  -  -  -  -

RSHMN32 40 187 44 1 1 1 1 0

潮位は海上保安庁潮汐表第1巻の霧多布（浜中湾）を用いて補正し最低水面CDLからの高さで示した。潮位補正の際には、霧多布（気象庁）の潮位偏差を考慮した。

2017年度調査よりRSHMN12、19を廃止し、新たにRSHMN31、32を設置した。ただし、2020年度以降、RSHMN12が調査可能となったため、RSHMN31は記録していない。

野田隆史（北海道大学大学院地球環境科学研究院）

立花道草・藤井玲於奈・姚　遠・米田智樹・劉　小河・新井
慧・稲冨　楽・久保田畔菜（北海道大学大学院環境科学院）、
阿部俊朗（たくほく）

2021年7月23日

方形枠情報
解析対象種（分類群）



モニタリングサイト1000　沿岸域調査　【磯】
毎年調査　2021年度

RSKMN 安房小湊 解析対象種の有無

サイト代表者（所属）
北緯
（WGS84）

35.12

調査者（所属）
東経
（WGS84）

140.18

調査日 データ取得方法 写真確認

1 2 3 4 5 6

番号 潮位（cm） 方角（°） 傾斜（°） イワフジツボ クロフジツボ 無節サンゴモ ヒジキ ケガキ イシゲ

RSKMN01 155 106 78 1 0 1 0 0 0

RSKMN02 108 150 63 1 0 1 0 0 0

RSKMN03 75 114 57 0 0 1 0 0 0

RSKMN04 111 0 0 0 0 1 0 0 0

RSKMN05 79 194 62 0 0 1 0 0 0

RSKMN06 75 323 5 0 0 1 1 0 0

RSKMN07 39 3 15 0 0 0 1 0 0

RSKMN08 54 15 12 0 0 1 1 0 0

RSKMN09 84 355 15 1 0 1 0 0 1

RSKMN10 133 310 60 1 0 1 0 0 0

RSKMN11 131 109 88 1 1 1 0 0 0

RSKMN12 102 109 25 1 1 1 1 0 1

RSKMN13 173 210 54 0 0 0 0 0 0

RSKMN14 154 160 10 1 0 1 0 0 0

RSKMN15 175 161 70 1 0 0 0 0 0

RSKMN16 85 44 11 1 0 1 0 0 1

RSKMN17 46 10 9 0 0 1 1 0 0

RSKMN18 110 106 3 1 0 1 0 0 1

RSKMN19 53 131 54 0 0 1 1 0 0

RSKMN20 89 120 35 1 0 1 0 0 1

RSKMN21 128 178 4 1 0 1 0 1 0

RSKMN22 53 160 90 1 0 1 1 0 1

RSKMN23 56 330 69 0 0 1 1 0 0

RSKMN24 84 246 38 1 0 1 1 0 1

RSKMN25 81 189 91 1 0 1 1 0 1

RSKMN26 59 194 4 1 0 1 1 0 1

RSKMN27 106 220 20 1 0 1 0 0 0

RSKMN28 119 128 9 1 0 1 0 1 0

RSKMN29 118 197 51 1 0 1 0 0 0

RSKMN30 120 156 46 1 0 0 0 1 0

潮位は海上保安庁潮汐表第1巻の小湊を用いて補正し最低水面CDLからの高さで示した。潮位補正の際には、布良（気象庁）の潮位偏差を考慮した。

2016年度調査より、ケガキ、イシゲを解析対象種として追加した。

村田明久（千葉県立中央博物館）

村田明久（千葉県立中央博物館）、青木美鈴・上野綾
子（日本国際湿地保全連合）

2021年5月28日

方形枠情報
解析対象種（分類群）



モニタリングサイト1000　沿岸域調査　【磯】
毎年調査　2021年度

RSOSK 大阪湾 解析対象種の有無

サイト代表者（所属）

調査者（所属）

調査日

1 2 3 4 5 6 7

番号 潮位（cm） 方角（°） 傾斜（°） イワフジツボ クロフジツボ 無節サンゴモ ケガキ ヒジキ カメノテ イシゲ

RSOSK01 108 Flat 0 1 0 0 1 0 0 0

RSOSK02 102 290 59 1 1 1 1 0 1 0

RSOSK03 91 230 86 1 1 1 0 0 1 0

RSOSK04 89 300 2 1 1 1 0 0 0 0

RSOSK05 85 45 74 0 1 1 0 1 0 0

RSOSK06 66 35 78 0 0 1 0 1 0 0

RSOSK07 62 165 72 0 0 1 0 1 0 0

RSOSK08 57 92 12 0 0 1 0 1 0 0

RSOSK09 50 12 53 0 0 1 0 0 0 0

RSOSK10 91 110 28 1 1 1 1 1 1 0

RSOSK11 81 50 45 0 1 1 0 1 0 0

RSOSK12 41 70 16 0 0 1 0 0 0 0

RSOSK13 101 210 10 1 1 0 0 0 0 0

RSOSK14 88 10 27 1 1 1 0 0 1 0

RSOSK15 63 180 44 1 0 1 0 1 0 0

RSOSK16 52 160 46 0 0 1 0 1 0 0

RSOSK17 34 110 43 0 0 1 0 1 0 0

RSOSK18 147 350 32 1 1 0 0 0 0 0

RSOSK19 140 230 43 1 0 0 0 0 0 0

RSOSK20 140 350 5 1 0 0 1 0 0 0

RSOSK21 108 81 49 1 1 1 1 0 1 0

RSOSK22 92 230 72 1 1 1 1 0 0 0

RSOSK23 76 320 90 1 0 1 0 1 0 0

RSOSK24 173 0 71 - - - - - - -

RSOSK25 63 120 2 0 0 1 0 1 0 0

RSOSK26 42 340 62 0 0 1 0 0 0 0

RSOSK27 53 150 34 1 0 1 0 1 0 0

RSOSK28 60 352 45 1 0 1 1 1 0 1

RSOSK29 41 180 6 0 0 1 0 0 0 0

RSOSK30 62 150 9 1 0 1 0 1 0 0

RSOSK31 173 0 71 1 0 0 0 0 0 0

潮位は海上保安庁潮汐表第1巻の深日を用いて補正し最低水面CDLからの高さで示した。潮位補正の際には、淡輪（気象庁）の潮位偏差を考慮した。

2015年度調査よりRSOSK24を廃止し、新たにRSOSK31を設置した。

2016年度調査より、カメノテ、イシゲを解析対象種として追加した。

石田　惣（大阪市立自然史博物館）
北緯
（WGS84）

34.32

石田　惣（大阪市立自然史博物館）
東経
（WGS84）

135.12

2021年6月24、25日 データ取得方法 現場確認

方形枠情報
解析対象種（分類群）



モニタリングサイト1000　沿岸域調査　【磯】
毎年調査　2021年度

RSSRH 南紀白浜 解析対象種の有無

サイト代表者（所属）

調査者（所属）

調査日

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10

番号 潮位（cm） 方角（°） 傾斜（°） イワフジツボ クログチ クロフジツボ カメノテ
緑藻綱※

（アオサ類）
無節サンゴ

モ
ヒバリガイ

モドキ
ケガキ ヒジキ イシゲ

RSSRH01 156 49 10 1 1 0 0 0 0 0 0 0 0

RSSRH02 50 32 72 0 0 0 0 0 1 0 0 1 0

RSSRH03 84 340 37 0 0 1 1 1 1 0 1 0 0

RSSRH04 33 25 32 0 0 0 0 1 1 1 0 1 0

RSSRH05 77 30 49 1 0 0 0 1 1 0 1 0 0

RSSRH06 140 25 29 1 1 1 1 1 1 0 1 0 0

RSSRH07 59 257 43 0 1 1 0 1 1 0 1 0 0

RSSRH08 44 215 61 0 0 0 0 1 1 0 1 0 0

RSSRH09 99 208 92 0 0 1 0 1 1 0 1 0 0

RSSRH10 146 226 64 1 1 0 0 0 0 0 0 0 0

RSSRH11 169 228 32 1 1 0 0 0 0 0 0 0 0

RSSRH12 34 173 10 1 0 0 0 1 1 1 0 0 0

RSSRH13 88 113 57 1 1 1 0 1 1 0 1 0 0

RSSRH14 133 113 53 1 1 1 1 1 1 0 1 0 0

RSSRH15 46 255 56 0 0 0 0 1 1 1 1 0 0

RSSRH16 100 276 34 1 1 1 0 1 1 0 1 0 0

RSSRH17 106 45 78 1 1 0 1 1 1 0 1 0 0

RSSRH18 63 333 10 1 0 1 0 1 1 0 1 0 0

RSSRH19 33 46 33 0 0 0 0 0 1 1 0 0 0

RSSRH20 46 137 5 1 0 0 0 1 1 1 0 0 0

RSSRH21 57 139 2 1 0 1 0 1 1 0 1 0 0

RSSRH22 57 90 93 0 0 1 0 1 1 0 0 1 0

RSSRH23 35 21 62 0 0 0 0 0 1 0 0 0 0

RSSRH24 139 5 8 1 1 0 0 0 0 0 1 0 0

RSSRH25 95 33 30 1 0 1 1 1 1 0 1 0 0

RSSRH26 99 49 1 1 1 1 1 1 1 0 1 0 0

RSSRH27 127 Flat 2 1 1 0 0 1 1 0 0 0 0

RSSRH28 78 100 33 1 0 1 0 1 1 0 1 0 0

RSSRH29 77 112 15 1 0 1 0 1 1 0 1 0 0

RSSRH30 141 84 35 1 1 0 1 1 1 0 1 0 0

潮位は海上保安庁潮汐表第1巻の田辺を用いて補正し最低水面CDLからの高さで示した。潮位補正の際には、白浜（気象庁）の潮位偏差を考慮した。
2016年度調査より、ケガキ、ヒジキ、イシゲを解析対象種として追加した。
※2013年度調査まで「ボタンアオサ」と呼んでいたものと同一。

石田　惣（大阪市立自然史博物館）
北緯
（WGS84）

33.70

石田　惣（大阪市立自然史博物館）、小林元樹（京都大学フィールド科学
教育研究センター瀬戸臨海実験所）

東経
（WGS84）

135.34

2021年6月14、15日 データ取得方法 現場確認

方形枠情報
解析対象種（分類群）



モニタリングサイト1000　沿岸域調査　【磯】

毎年調査　2021年度

RSAMK 天草 解析対象種の有無

サイト代表者（所属）

調査者（所属）

調査日

1 2 3 4 5 6 7

番号 潮位（cm） 方角（°） 傾斜（°） イワフジツボ 無節サンゴモ クロフジツボ イシゲ ケガキ カメノテ ヒジキ

RSAMK01 270 66 85 1 0 0 0 0 0 0

RSAMK02 253 150 31 1 0 0 0 0 1 0

RSAMK03 239 114 70 1 0 0 0 1 1 0

RSAMK04 209 80 41 1 0 0 0 1 0 0

RSAMK05 77 212 14 0 0 0 0 0 0 0

RSAMK06 75 260 11 1 0 0 0 1 0 0

RSAMK07 114 318 30 0 1 0 0 1 0 0

RSAMK08 61 310 20 0 0 0 0 0 0 0

RSAMK09 145 188 64 0 1 1 0 1 0 0

RSAMK10 68 70 12 0 0 0 1 1 0 0

RSAMK11 74 186 32 0 1 0 0 0 0 1

RSAMK12 200 Flat 4 1 0 0 0 1 0 0

RSAMK13 138 14 90 0 0 0 0 1 0 0

RSAMK14 180 6 80 1 0 1 0 1 0 0

RSAMK15 82 194 61 0 1 0 1 1 0 0

RSAMK16 68 318 15 1 0 0 0 1 0 0

RSAMK17 97 310 18 1 0 1 0 1 0 0

RSAMK18 148 314 18 0 0 1 0 1 0 0

RSAMK19 77 110 25 0 0 0 0 1 0 0

RSAMK20 136 Flat 3 0 0 0 0 1 0 0

RSAMK21 166 250 82 0 0 0 0 1 0 0

RSAMK22 238 150 66 1 0 0 0 1 1 0

RSAMK23 251 326 18 1 0 0 0 1 1 0

RSAMK24 146 108 14 1 0 0 0 1 0 0

RSAMK25 169 132 73 0 0 0 0 1 1 0

RSAMK26 245 Flat 1 1 0 0 0 0 0 0

RSAMK27 76 110 37 1 1 0 0 1 0 1

RSAMK28 194 154 91 0 0 1 0 1 1 0

RSAMK29 129 166 59 1 0 0 0 1 0 0

RSAMK30 151 10 15 0 0 1 0 1 0 0

潮位は海上保安庁潮汐表第1巻の口之津を用いて補正し最低水面CDLからの高さで示した。潮位補正の際には、口之津（気象庁）の潮位偏差を考慮した。

2010年度よりケガキを、2016年度調査よりカメノテとヒジキを解析対象種として追加した。

森　敬介（ひのくにベントス研究所）
北緯
（WGS84）

32.55

森 敬介・森　亜紀（ひのくにベントス研究所）
東経
（WGS84）

130.11

2021年5月25、26日 データ取得方法 写真確認

方形枠情報
解析対象種（分類群）



モニタリングサイト1000　沿岸域調査　【磯】
毎年調査　2021年度

RSYRB 石垣屋良部 解析対象種の有無

サイト代表者（所属）
北緯
（WGS84）

24.43

調査者（所属）
東経
（WGS84）

124.07

調査日 データ取得方法 現場確認

1 2 3 4 5

番号 潮位（cm） 方角（°） 傾斜（°） リトウイワフジツボ※1 イバラノリ属 バロニア属 藍藻綱の一種※2 無節サンゴモ

RSYRB01 237 50 3 0 0 0 0 0

RSYRB02 240 Flat 0 0 0 0 0 0

RSYRB03 238 230 21 0 0 0 0 0

RSYRB04 231 340 84 0 0 0 0 1

RSYRB05 201 60 40 0 0 0 1 0

RSYRB06 203 40 88 0 0 0 1 0

RSYRB07 203 40 34 0 0 0 1 0

RSYRB08 192 50 54 0 0 0 1 0

RSYRB09 204 40 79 0 0 0 0 0

RSYRB10 188 310 3 0 0 0 1 0

RSYRB11 201 240 25 0 0 0 1 0

RSYRB12 176 80 73 0 0 0 1 0

RSYRB13 199 Flat 3 0 0 0 1 0

RSYRB14 170 50 48 1 0 0 0 1

RSYRB15 136 250 44 1 0 0 1 0

RSYRB16 131 50 42 0 0 0 1 1

RSYRB17 84 245 6 0 0 0 1 0

RSYRB18 96 310 89 1 0 0 1 1

RSYRB19 132 220 8 0 0 0 1 0

RSYRB20 162 10 112 1 0 0 1 0

RSYRB21 152 230 21 0 0 0 0 0

RSYRB22 123 40 90 0 0 0 1 1

RSYRB23 90 230 36 1 0 0 1 0

RSYRB24 81 45 2 1 0 0 0 1

RSYRB25 84 230 38 1 0 0 1 0

RSYRB26 103 290 42 1 0 0 1 1

RSYRB27 77 Flat 3 0 0 0 0 0

RSYRB28 81 240 9 1 0 0 0 1

RSYRB29 90 40 76 1 0 0 1 1

RSYRB30 75 Flat 0 0 0 0 0 0

潮位は海上保安庁潮汐表第1巻の石垣を用いて補正し最低水面CDLからの高さで示した。潮位補正の際には、石垣（気象庁）の潮位偏差を考慮した。
※1　2009年度と2010年度のイワフジツボ、および2011年度から2020年度のChthamalus moro と同一
※2　2013年度調査までは、リングビア属と呼んでいたものと同一

島袋寛盛（水産研究・教育機構水産技術研究所）

島袋寛盛（水産研究・教育機構水産技術研究所）、久保弘文（沖縄県衛
生環境研究所）

2021年8月21日

方形枠情報
解析対象種（分類群）
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備
考

：
定

量
デ

ー
タ

に
つ

い
て

は
個

体
数

を
記

録
し

た
（
表

在
は

 0
.2

5
 ㎡

、
埋

在
は

 0
.0

1
7
7
 ㎡

 あ
た

り
の

個
体

数
）
。

定
性

デ
ー

タ
の

○
は

出
現

し
た

こ
と

を
表

す
。

ヨ
シ

原
内

に
マ

ル
ミ

ノ
シ

バ
ナ

、
ハ

マ
サ

ジ
、

シ
オ

ク
グ

。
ヨ

シ
原

が
前

年
よ

り
拡

大
し

、
他

の
塩

生
植

物
の

生
育

域
が

減
少

し
て

い
る

。
ハ

マ
マ

ツ
ナ

は
少

な
い

。
潮

下
帯

に
は

ア
マ

モ
が

繁
茂

。
シ

ロ
ナ

マ
コ

の
マ

ウ
ン

ド
は

変
わ

ら
ず

多
い

。
砂

っ
ぽ

く
な

り
、

干
出

面
積

が
増

え
た

印
象

。
2
0
2
1
年

2
月

の
地

震
で

近
傍

の
海

食
崖

が
大

規
模

崩
落

し
た

。
干

潟
上

の
溜

ま
り

水
で

測
定

し
た

塩
分

と
水

温
：
A

L
1
（
1
0
:5

4
）
塩

分
3
1
.1

、
水

温
2
7
.0

℃
、

A
L
2
（
1
0
:5

8
）
塩

分
3
0
.8

、
水

温
2
9
.1

℃
、

A
L
3
（
1
0
:5

9
）
塩

分
3
1
.4

、
水

温
2
9
.3

℃
、

A
L
4
（
1
1
:0

2
）
塩

分
3
1
.4

、
水

温
2
9
.7

℃
、

A
L
5
（
1
1
:0

4
）
塩

分
3
1
.7

、
水

温
2
8
.4

℃
。

環
形
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物
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岩
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科
大
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教

養
教

育
セ

ン
タ

ー
の

阿
部

博
和

氏
と

菅
孔

太
朗

氏
に

よ
る

同
定

。

同
定

の
備

考
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L
1

A
L
2

A
L
3

A
L
4
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L
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ボ
ウ
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オ
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リ
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糸
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緑
藻
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%

底
質
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泥

0
0

0
0

0
天

候
く
も

り
ア

ナ
ア

オ
サ

+
ボ

ウ
ア

オ
ノ

リ
+、

ア
ナ

ア
オ

サ
+

ボ
ウ

ア
オ

ノ
リ
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%、

糸
状

緑
藻

5%
ボ

ウ
ア

オ
ノ

リ
7
0
%

出
現

種
個

体
数

定
性

観
察
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日
2
0
2
1
年
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月

2
5
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-
-

-
-

金
谷

 弦
（
国

立
環

境
研

究
所

）
A

L
1

A
L
2

A
L
3

A
L
4

調
査

者
（
所

属
）

金
谷

 弦
（
国

立
環

境
研

究
所

）
、

鈴
木

孝
男

（
み

ち
の

く
ベ

ン
ト

ス
研

究
所

）
、

多
留

聖
典

（
東

邦
大

学
理

学
部

東
京

湾
生

態
系

研
究

セ
ン

タ
ー

）
、

海
上

智
央

（
自

然
教

育
研

究
セ

ン
タ

ー
）
、

菅
孔

太
朗

（
岩

手
医

科
大

学
教

養
教

育
セ

ン
タ

ー
）
、

青
木

美
鈴

（
日

本
国

際
湿

地
保

全
連

合
）

3
7
.8

2
0
3

3
7
.8

2
0
3

3
7
.8

2
0
3

3
7
.8

2
0
2

3
7
.8

2
0
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1
4
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8
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.9

8
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4
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1
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4
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8
1
0

1
4
0
.9

8
0
9

2
6
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2
7
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2
7
.4

2
7
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2
7
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岸
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℃
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植
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潟

護
岸
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ハ
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ボ

ウ
ア

オ
ノ

リ
+、
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ボ
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藻
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ボ
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ボ
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藻
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湾
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菅
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岩
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1
7
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。
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植
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潮
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、
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潟
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℃
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℃
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℃
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℃
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0
～

1
3
:0

0
3
4
0

3
3
1

3
4
5

3
3
3

2
8
4

調
査

日
2
0
2
1
年

6
月

2
4
日

-
-

-
-

金
谷

 弦
（
国

立
環

境
研

究
所

）
B

U
1

B
U

2
B

U
3

B
U

4

調
査

者
（
所

属
）

金
谷

 弦
（
国

立
環

境
研

究
所

）
、

鈴
木

孝
男

（
み

ち
の

く
ベ

ン
ト

ス
研

究
所

）
、

多
留

聖
典

（
東

邦
大

学
理

学
部

東
京

湾
生

態
系

研
究

セ
ン

タ
ー

）
、

海
上

智
央

（
自

然
教

育
研

究
セ

ン
タ

ー
）
、

菅
孔

太
朗

（
岩

手
医

科
大

学
教

養
教

育
セ

ン
タ

ー
）
、

青
木

美
鈴

（
日

本
国

際
湿

地
保

全
連

合
）

3
7
.7

8
1
0

3
7
.7

8
1
0

3
7
.7

8
1
0

3
7
.7

8
1
1

3
7
.7

8
1
1

1
4
0
.9

7
9
6

1
4
0
.9

7
9
7

1
4
0
.9

7
9
7

1
4
0
.9

7
9
7

1
4
0
.9

7
9
7

2
4
.7

2
7
.1

2
5
.6

2
5
.8

2
6

備
考

：
底

質
が

砂
泥

質
の

場
所

と
泥

質
の

場
所

と
が

あ
る

。
定

量
デ

ー
タ

に
つ

い
て

は
個

体
数

を
記

録
し

た
（
表

在
は

 0
.2

5
 ㎡

、
埋

在
は

 0
.0

1
7
7
 ㎡

 あ
た

り
の

個
体

数
）
。

定
性

デ
ー

タ
の

○
は

出
現

し
た

こ
と

を
表

す
。

磯
部

漁
港

側
の

岸
壁

下
に

、
昨

年
と

同
様

に
ア

マ
モ

の
パ

ッ
チ

も
み

ら
れ

た
。

干
潟

上
の

溜
ま

り
水

で
測

定
し

た
塩

分
と

水
温

：
B

U
1
（
1
1
:5

0
）
塩

分
2
0
.1

、
水

温
2
6
.9

℃
、

B
U

2
（
1
1
:5

5
）
塩

分
2
2
.2

、
水

温
2
8
.5

℃
、

B
U

3
（
1
1
:5

2
）
塩

分
2
3
.4

、
水

温
2
7
.4

℃
、

B
U

4
（
1
1
:5

6
）
塩

分
2
2
.6

、
水

温
2
7
.6

℃
、

B
U

5
（
1
1
:5

8
）
塩

分
2
2
.0

、
水

温
2
7
.8

℃
。

環
形

動
物

は
岩

手
医

科
大

学
教

養
教

育
セ

ン
タ

ー
の

阿
部

博
和

氏
と

菅
孔

太
朗

氏
に

よ
る

同
定

。



モ
ニ

タ
リ

ン
グ

サ
イ

ト
 1

0
0
0
　

沿
岸

域
調

査
　

【
干

潟
】

毎
年

調
査

　
2
0
2
1
年

度

T
F
M

T
K

-
B

L
松

川
浦

B
エ

リ
ア

 潮
間

帯
下

部
（
L
）
 【

毎
年

調
査

】

サ
イ

ト
代

表
者

（
所

属
）

コ
ド

ラ
ー

ト
番

号

北
緯

（
W

G
S

8
4
)

東
経

（
W

G
S

8
4
)

(任
意

）
地

温
（
℃

）
(任

意
）
E
h
 メ

ー
タ

ー
読

値
（
m

V
）

(任
意

）
酸

化
還

元
電

位
（
m

V
）

植
生

水
深

（
c
m

）

整
理

番
号

門
綱

目
科

和
名

学
名

干
潟

定
量

調
査

定
性

調
査

表
在

埋
在

表
在

埋
在

表
在

埋
在

表
在

埋
在

表
在

埋
在

1
刺

胞
動

物
門

花
虫

綱
イ

ソ
ギ

ン
チ

ャ
ク

目
-

ホ
ウ

ザ
ワ

イ
ソ

ギ
ン

チ
ャ

ク
S
yn

an
dw

ak
ia

 h
oz

aw
ai

○
2

扁
形

動
物

門
有

棒
状

体
綱

多
岐

腸
目

ス
チ

ロ
ヒ

ラ
ム

シ
科

ス
チ

ロ
ヒ

ラ
ム

シ
科

の
一

種
S
ty

lo
c
h
id

ae
 g

e
n
. s

p.
○

3
紐

形
動

物
門

-
-

-
紐

形
動

物
門

の
一

種
N

em
er

te
a 

cl
a.

 o
rd

. 
fa

m
. 
ge

n.
 s

p.
○

紐
形

動
物

門
の

一
種

（
赤

）
4

軟
体

動
物

門
腹

足
綱

-
ウ

ミ
ニ

ナ
科

ホ
ソ

ウ
ミ

ニ
ナ

B
at

ill
ar

ia
 a

tt
ra

m
en

ta
ri
a

1
2

2
1

○
5

軟
体

動
物

門
腹

足
綱

-
タ

マ
ガ

イ
科

サ
キ

グ
ロ

タ
マ

ツ
メ

タ
L
ag

un
cu

la
 p

ul
ch

el
la

○
6

軟
体

動
物

門
腹

足
綱

-
カ

ワ
ザ

ン
シ

ョ
ウ

科
マ

ツ
カ

ワ
ウ

ラ
カ

ワ
ザ

ン
シ

ョ
ウ

"
A

ss
im

in
ea

"
 s

p.
 D

1
1

5
7

9
○

7
軟

体
動

物
門

腹
足

綱
新

腹
足

目
オ

リ
イ

レ
ヨ

フ
バ

イ
科

ア
ラ

ム
シ

ロ
R

et
ic

un
as

sa
 f
es

ti
va

○
8

軟
体

動
物

門
腹

足
綱

頭
楯

目
ク

ダ
タ

マ
ガ

イ
科

コ
メ

ツ
ブ

ガ
イ

D
ec

or
ife

r 
in

si
gn

is
○

9
軟

体
動

物
門

腹
足

綱
頭

楯
目

カ
ノ

コ
キ

セ
ワ

タ
科

ヤ
ミ

ヨ
キ

セ
ワ

タ
M

el
an

oc
hl

am
ys

 f
uk

ud
ai

4
6

4
7

5
○

1
0

軟
体

動
物

門
二

枚
貝

綱
イ

ガ
イ

目
イ

ガ
イ

科
ム

ラ
サ

キ
イ

ガ
イ

M
yt

ilu
s 

ga
llo

pr
ov

in
ci

al
is

○
1
1

軟
体

動
物

門
二

枚
貝

綱
カ

キ
目

イ
タ

ボ
ガ

キ
科

マ
ガ

キ
C

ra
ss

os
tr

ea
 g

ig
as

○
1
2

軟
体

動
物

門
二

枚
貝

綱
-

ウ
ロ

コ
ガ

イ
科

ガ
タ

ヅ
キ

A
rt

hr
it
ic

a 
c
f. 

re
ik

oa
e

○
1
3

軟
体

動
物

門
二

枚
貝

綱
無

面
目

マ
テ

ガ
イ

科
マ

テ
ガ

イ
S
ol

en
 s

tr
ic

tu
s

○
1
4

軟
体

動
物

門
二

枚
貝

綱
ザ

ル
ガ

イ
目

シ
オ

サ
ザ

ナ
ミ

科
イ

ソ
シ

ジ
ミ

N
ut

ta
lli

a 
ja

po
ni

ca
○

1
5

軟
体

動
物

門
二

枚
貝

綱
オ

オ
ノ

ガ
イ

目
オ

オ
ノ

ガ
イ

科
オ

オ
ノ

ガ
イ

M
ya

 ja
po

ni
ca

○
1
6

軟
体

動
物

門
二

枚
貝

綱
マ

ル
ス

ダ
レ

ガ
イ

目
マ

ル
ス

ダ
レ

ガ
イ

科
オ

キ
シ

ジ
ミ

C
yc

lin
a 

af
f. 

si
ne

ns
is

○
1
7

軟
体

動
物

門
二

枚
貝

綱
マ

ル
ス

ダ
レ

ガ
イ

目
マ

ル
ス

ダ
レ

ガ
イ

科
ア

サ
リ

R
ud

it
ap

es
 p

hi
lip

pi
na

ru
m

○
1
8

軟
体

動
物

門
二

枚
貝

綱
マ

ル
ス

ダ
レ

ガ
イ

目
シ

ジ
ミ

科
ヤ

マ
ト

シ
ジ

ミ
C

or
bi

cu
la

 ja
po

ni
ca

○
1
9

環
形

動
物

門
-

サ
シ

バ
ゴ

カ
イ

目
シ

ロ
ガ

ネ
ゴ

カ
イ

科
ミ

ナ
ミ

シ
ロ

ガ
ネ

ゴ
カ

イ
N

ep
ht

ys
 p

ol
yb

ra
nc

hi
a

○
2
0

環
形

動
物

門
-

イ
ソ

メ
目

ギ
ボ

シ
イ

ソ
メ

科
コ

ア
シ

ギ
ボ

シ
イ

ソ
メ

S
co

le
to

m
a 

ni
pp

on
ic

a
○

2
1

環
形

動
物

門
-

ケ
ヤ

リ
ム

シ
目

カ
ン

ザ
シ

ゴ
カ

イ
科

カ
ニ

ヤ
ド

リ
カ

ン
ザ

シ
F
ic

op
om

at
us

 e
ni

gm
at

ic
us

○
2
2

環
形

動
物

門
-

ケ
ヤ

リ
ム

シ
目

ケ
ヤ

リ
ム

シ
科

ヒ
ガ

タ
ケ

ヤ
リ

ム
シ

の
一

種
L
ao

no
m

e 
sp

.
○

2
3

環
形

動
物

門
-

ス
ピ

オ
目

ス
ピ

オ
科

ヤ
マ

ト
ス

ピ
オ

P
ri
on

os
pi

o 
ja

po
ni

ca
1

1
○

2
4

環
形

動
物

門
-

ス
ピ

オ
目

ス
ピ

オ
科

ヒ
ゲ

ス
ピ

オ
R

hy
nc

ho
sp

io
 g

lu
ta

ea
 s

pe
c
ie

s 
c
o
m

pl
e
x

○
2
5

環
形

動
物

門
-

ス
ピ

オ
目

ス
ピ

オ
科

ド
ロ

オ
ニ

ス
ピ

オ
P

se
ud

op
ol

yd
or

a
 c

f. 
ke

m
pi

○
2
6

環
形

動
物

門
-

ス
ピ

オ
目

ス
ピ

オ
科

カ
ギ

ノ
テ

ス
ピ

オ
B

oc
ca

rd
ie

lla
 h

am
at

a
○

カ
キ

殻
間

2
7

環
形

動
物

門
-

-
イ

ト
ゴ

カ
イ

科
H

et
er

om
as

tu
s

 属
の

一
種

H
et

er
om

as
tu

s 
sp

.
2

2
8

1
○

2
8

環
形

動
物

門
-

ツ
バ

サ
ゴ

カ
イ

目
ツ

バ
サ

ゴ
カ

イ
科

ツ
バ

サ
ゴ

カ
イ

C
ha

et
op

te
ru

s 
ca

ut
us

○
2
9

節
足

動
物

門
H

e
xa

n
au

pl
ia

 綱
無

柄
目

フ
ジ

ツ
ボ

科
シ

ロ
ス

ジ
フ

ジ
ツ

ボ
F
is

tu
lo

ba
la

nu
s 

al
bi

co
st

at
us

○
3
0

節
足

動
物

門
H

e
xa

n
au

pl
ia

 綱
無

柄
目

フ
ジ

ツ
ボ

科
ヨ

ー
ロ

ッ
パ

フ
ジ

ツ
ボ

A
m

ph
ib

al
an

us
 im

pr
ov

is
us

○
3
1

節
足

動
物

門
軟

甲
綱

ア
ミ

目
ア

ミ
科

イ
サ

ザ
ア

ミ
N

eo
m

ys
is

 a
w

at
sc

he
ns

is
○

3
2

節
足

動
物

門
軟

甲
綱

端
脚

目
ユ

ン
ボ

ソ
コ

エ
ビ

科
ニ

ホ
ン

ド
ロ

ソ
コ

エ
ビ

G
ra

nd
id

ie
re

lla
 ja

po
ni

ca
1

1
○

3
3

節
足

動
物

門
軟

甲
綱

端
脚

目
メ

リ
タ

ヨ
コ

エ
ビ

科
ヒ

ゲ
ツ

ノ
メ

リ
タ

ヨ
コ

エ
ビ

M
el

it
a 

se
ti
fla

ge
lla

○
3
4

節
足

動
物

門
軟

甲
綱

端
脚

目
メ

リ
タ

ヨ
コ

エ
ビ

科
シ

ミ
ズ

メ
リ

タ
ヨ

コ
エ

ビ
M

el
it
a 

sh
im

iz
ui

○
3
5

節
足

動
物

門
軟

甲
綱

等
脚

目
ス

ナ
ウ

ミ
ナ

ナ
フ

シ
科

ム
ロ

ミ
ス

ナ
ウ

ミ
ナ

ナ
フ

シ
C

ya
th

ur
a 

m
ur

om
ie

ns
is

○
3
6

節
足

動
物

門
軟

甲
綱

等
脚

目
コ

ツ
ブ

ム
シ

科
G

no
ri
m

os
ph

ae
ro

m
a 

属
の

一
種

G
no

ri
m

os
ph

ae
ro

m
a

 s
p.

○
3
7

節
足

動
物

門
軟

甲
綱

ク
ー

マ
目

ク
ー

マ
科

ミ
ツ

オ
ビ

ク
ー

マ
D

ia
st

yl
is

 t
ri
ci

nc
ta

○
3
8

節
足

動
物

門
軟

甲
綱

十
脚

目
ス

ナ
モ

グ
リ

科
ニ

ホ
ン

ス
ナ

モ
グ

リ
N

eo
tr

yp
ae

a 
ja

po
ni

ca
○

3
9

節
足

動
物

門
軟

甲
綱

十
脚

目
ホ

ン
ヤ

ド
カ

リ
科

ユ
ビ

ナ
ガ

ホ
ン

ヤ
ド

カ
リ

P
ag

ur
us

 m
in

ut
us

○
4
0

節
足

動
物

門
軟

甲
綱

十
脚

目
コ

ブ
シ

ガ
ニ

科
マ

メ
コ

ブ
シ

ガ
ニ

P
yr

hi
la

 p
is

um
○

4
1

節
足

動
物

門
軟

甲
綱

十
脚

目
モ

ク
ズ

ガ
ニ

科
ケ

フ
サ

イ
ソ

ガ
ニ

H
em

ig
ra

ps
us

 p
en

ic
ill

at
us

○

4
2

節
足

動
物

門
軟

甲
綱

十
脚

目
モ

ク
ズ

ガ
ニ

科
タ

カ
ノ

ケ
フ

サ
イ

ソ
ガ

ニ
H

em
ig

ra
ps

us
 t

ak
an

oi
○

備
考

：
2
0
1
9
年

秋
の

出
水

が
原

因
と

思
わ

れ
る

砂
の

堆
積

が
お

こ
っ

て
お

り
、

元
々

泥
質

で
あ

っ
た

干
潟

の
一

部
で

2
0
2
0
年

の
調

査
時

か
ら

底
質

が
砂

泥
質

に
変

化
し

、
新

た
に

干
潟

と
な

っ
た

エ
リ

ア
も

有
っ

た
。

定
量

デ
ー

タ
に

つ
い

て
は

個
体

数
を

記
録

し
た

（
表

在
は

 0
.2

5
 ㎡

、
埋

在
は

 0
.0

1
7
7
 ㎡

 あ
た

り
の

個
体

数
）
。

定
性

デ
ー

タ
の

○
は

出
現

し
た

こ
と

を
表

す
。

干
潟

上
の

溜
ま

り
水

で
測

定
し

た
塩

分
と

水
温

：
B

L
1
（
1
0
:5

2
）
塩

分
2
4
.5

、
水

温
2
4
.5

℃
、

B
L
2
（
1
0
:5

4
）
塩

分
2
5
.9

、
水

温
2
4
.7

℃
、

B
L
3
（
1
0
:5

7
）
塩

分
2
6
.3

、
水

温
2
4
.8

℃
、

B
L
4
（
1
0
:5

9
）
塩

分
2
3
.1

、
水

温
2
4
.7

℃
、

B
L
5
（
1
1
:0

2
）
塩

分
2
5
.3

、
水

温
2
4
.5

℃
。

環
形

動
物

は
岩

手
医

科
大

学
教

養
教

育
セ

ン
タ

ー
の

阿
部

博
和

氏
と

菅
孔

太
朗

氏
に

よ
る

同
定

。

出
現

種
個

体
数

定
性

観
察

 
同

定
の

備
考

B
L
1

B
L
2

B
L
3

B
L
4

B
L
5

な
し

底
質

砂
泥

～
泥

0
0

0
0

0
天

候
く
も

り
一

時
雨

な
し

な
し

な
し

な
し

B
L
5

-
時

刻
1
0
:4

0
～

1
1
:4

0
3
4
0

2
8
4

2
9
2

2
5
8

2
9
2

調
査

日
2
0
2
1
年

6
月

2
4
日

-
-

-
-

金
谷

 弦
（
国

立
環

境
研

究
所

）
B

L
1

B
L
2

B
L
3

B
L
4

調
査

者
（
所

属
）

金
谷

 弦
（
国

立
環

境
研

究
所

）
、

鈴
木

孝
男

（
み

ち
の

く
ベ

ン
ト

ス
研

究
所

）
、

多
留

聖
典

（
東

邦
大

学
理

学
部

東
京

湾
生

態
系

研
究

セ
ン

タ
ー

）
、

海
上

智
央

（
自

然
教

育
研

究
セ

ン
タ

ー
）
、

菅
孔

太
朗

（
岩

手
医

科
大

学
教

養
教

育
セ

ン
タ

ー
）
、

青
木

美
鈴

（
日

本
国

際
湿

地
保

全
連

合
）

3
7
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8
1
8

3
7
.7

8
1
9

3
7
.7

8
1
9

3
7
.7

8
1
9

3
7
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8
1
9

1
4
0
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7
8
8

1
4
0
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7
8
8

1
4
0
.9

7
8
8

1
4
0
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7
8
7

1
4
0
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7
8
7

2
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2
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2
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2
4
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2
4
.1



モ
ニ

タ
リ

ン
グ

サ
イ

ト
 1

0
0
0
　

沿
岸

域
調

査
　

【
干

潟
】

毎
年

調
査

　
2
0
2
1
年

度

T
F
B

N
Z
-
A

U
盤

洲
干

潟
A

エ
リ

ア
 潮

間
帯

上
部

（
U

）
 【

毎
年

調
査

】

サ
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ト
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表
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（所
属

）
コ

ド
ラ

ー
ト

番
号

北
緯

（W
G

S
84
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東
経

（W
G

S
84

)

(任
意

）地
温

（℃
）

(任
意

）E
h 

メ
ー

タ
ー

読
値

（m
V

）

(任
意

）酸
化

還
元

電
位

（m
V

）

植
生

門
綱

目
科

和
名

学
名

干
潟

植
生

帯
定

量
調

査
定

性
調

査

表
在

埋
在

表
在

埋
在

表
在

埋
在

表
在

埋
在

表
在

埋
在

1
軟

体
動

物
門

腹
足

綱
カ

サ
ガ

イ
目

コ
ガ

モ
ガ

イ
科

ツ
ボ

ミ
P
at

el
lo

id
a 

co
nu

lu
s

○

2
軟

体
動

物
門

腹
足

綱
-

ウ
ミ

ニ
ナ

科
ホ

ソ
ウ

ミ
ニ

ナ
B

at
ill

ar
ia

 a
tt

ra
m

en
ta

ri
a

8
4

1
0

9
1

1
9

○
○

3
軟

体
動

物
門

腹
足

綱
-

ウ
ミ

ニ
ナ

科
ウ

ミ
ニ

ナ
B

at
ill

ar
ia

 m
ul

ti
fo

rm
is

○

4
軟

体
動

物
門

腹
足

綱
-

キ
バ

ウ
ミ

ニ
ナ

科
フ

ト
ヘ

ナ
タ

リ
C

er
it
hi

de
a 

m
oe

rc
hi

i
○

5
軟

体
動

物
門

腹
足

綱
-

カ
ワ

ザ
ン

シ
ョ

ウ
科

ク
リ

イ
ロ

カ
ワ

ザ
ン

シ
ョ

ウ
A

ng
us

ta
ss

im
in

ea
 c

as
ta

ne
a

○

6
軟

体
動

物
門

腹
足

綱
-

カ
ワ

ザ
ン

シ
ョ

ウ
科

ヒ
ラ

ド
カ

ワ
ザ

ン
シ

ョ
ウ

"A
ss

im
in

ea
" 

hi
ra

do
en

si
s

○

7
軟

体
動

物
門

腹
足

綱
新

腹
足

目
オ

リ
イ

レ
ヨ

フ
バ

イ
科

ア
ラ

ム
シ

ロ
R

et
ic

un
as

sa
 f

es
ti
va

○

8
軟

体
動

物
門

腹
足

綱
新

腹
足

目
ア

ッ
キ

ガ
イ

科
イ

ボ
ニ

シ
R

ei
sh

ia
 c

la
vi

ge
ra

○

9
軟

体
動

物
門

腹
足

綱
頭

楯
目

ク
ダ

タ
マ

ガ
イ

科
コ

メ
ツ

ブ
ガ

イ
D

ec
or

ife
r 

in
si

gn
is

1
○

10
軟

体
動

物
門

腹
足

綱
頭

楯
目

カ
ノ

コ
キ

セ
ワ

タ
科

ヤ
ミ

ヨ
キ

セ
ワ

タ
M

el
an

oc
hl

am
ys

 f
uk

ud
ai

○

11
軟

体
動

物
門

二
枚

貝
綱

カ
キ

目
イ

タ
ボ

ガ
キ

科
マ

ガ
キ

C
ra

ss
os

tr
ea

 g
ig

as
○

12
軟

体
動

物
門

二
枚

貝
綱

-
オ

キ
ナ

ガ
イ

科
ソ

ト
オ

リ
ガ

イ
E
xo

la
te

rn
ul

a 
lia

ut
au

di
○

13
軟

体
動

物
門

二
枚

貝
綱

-
フ

タ
バ

シ
ラ

ガ
イ

科
ウ

メ
ノ

ハ
ナ

ガ
イ

モ
ド

キ
F
el

an
ie

lla
 s

ow
er

by
i

23
4

9
2

1
0

○

14
軟

体
動

物
門

二
枚

貝
綱

マ
ル

ス
ダ

レ
ガ

イ
目

マ
ル

ス
ダ

レ
ガ

イ
科

ハ
マ

グ
リ

M
er

et
ri
x 

lu
so

ri
a

○

15
軟

体
動

物
門

頭
足

綱
閉

眼
目

ヤ
リ

イ
カ

科
ア

オ
リ

イ
カ

S
ep

io
te

ut
hi

s 
le

ss
on

ia
na

 a
uc

t.
 j
ap

on
.

○

16
環

形
動

物
門

-
サ

シ
バ

ゴ
カ

イ
目

ゴ
カ

イ
科

コ
ケ

ゴ
カ

イ
S
im

pl
is

et
ia

 e
ry

th
ra

ee
ns

is
2

2
9

2
○

17
環

形
動

物
門

-
サ

シ
バ

ゴ
カ

イ
目

ゴ
カ

イ
科

ヤ
マ

ト
カ

ワ
ゴ

カ
イ

H
ed

is
te

 d
ia

dr
om

a
1

18
環

形
動

物
門

-
サ

シ
バ

ゴ
カ

イ
目

ゴ
カ

イ
科

ゴ
カ

イ
科

の
一

種
N

er
ei

di
da

e 
ge

n.
 s

p.
1

19
環

形
動

物
門

-
-

オ
フ

ェ
リ

ア
ゴ

カ
イ

科
ツ

ツ
オ

オ
フ

ェ
リ

ア
A

rm
an

di
a

 c
f.
 a

m
ak

us
ae

ns
is

78
57

1
20

1
1
3
2

1
1
5
9

1
○

1
/
3
抽

出
し

換
算

20
節

足
動

物
門

軟
甲

綱
端

脚
目

ハ
マ

ト
ビ

ム
シ

科
ヒ

メ
ハ

マ
ト

ビ
ム

シ
近

似
種

P
la

to
rc

he
st

ia
 p

ac
ifi

ca
○

21
節

足
動

物
門

軟
甲

綱
等

脚
目

フ
ナ

ム
シ

科
キ

タ
フ

ナ
ム

シ
Li

gi
a 

ci
ne

ra
sc

en
s

○

22
節

足
動

物
門

軟
甲

綱
十

脚
目

テ
ッ

ポ
ウ

エ
ビ

科
セ

ジ
ロ

ム
ラ

サ
キ

エ
ビ

A
th

an
as

 ja
po

ni
cu

s
○

23
節

足
動

物
門

軟
甲

綱
十

脚
目

ス
ナ

モ
グ

リ
科

ニ
ホ

ン
ス

ナ
モ

グ
リ

N
eo

tr
yp

ae
a 

ja
po

ni
ca

○

24
節

足
動

物
門

軟
甲

綱
十

脚
目

ホ
ン

ヤ
ド

カ
リ

科
ユ

ビ
ナ

ガ
ホ

ン
ヤ

ド
カ

リ
P
ag

ur
us

 m
in

ut
us

○

25
節

足
動

物
門

軟
甲

綱
十

脚
目

ベ
ン

ケ
イ

ガ
ニ

科
ア

カ
テ

ガ
ニ

C
hi

ro
m

an
te

s 
ha

em
at

oc
he

ir
○

26
節

足
動

物
門

軟
甲

綱
十

脚
目

ベ
ン

ケ
イ

ガ
ニ

科
ウ

モ
レ

ベ
ン

ケ
イ

ガ
ニ

C
lis

to
co

el
om

a 
si

ne
ns

e
○

27
節

足
動

物
門

軟
甲

綱
十

脚
目

ベ
ン

ケ
イ

ガ
ニ

科
ク

ロ
ベ

ン
ケ

イ
ガ

ニ
C

hi
ro

m
an

te
s 

de
ha

an
i

○

28
節

足
動

物
門

軟
甲

綱
十

脚
目

ベ
ン

ケ
イ

ガ
ニ

科
ク

シ
テ

ガ
ニ

P
ar

as
es

ar
m

a 
af

fin
e

○

29
節

足
動

物
門

軟
甲

綱
十

脚
目

モ
ク

ズ
ガ

ニ
科

ア
シ

ハ
ラ

ガ
ニ

H
el

ic
e 

tr
id

en
s

○
○

30
節

足
動

物
門

軟
甲

綱
十

脚
目

モ
ク

ズ
ガ

ニ
科

タ
カ

ノ
ケ

フ
サ

イ
ソ

ガ
ニ

H
em

ig
ra

ps
us

 t
ak

an
oi

○

31
節

足
動

物
門

軟
甲

綱
十

脚
目

コ
メ

ツ
キ

ガ
ニ

科
チ

ゴ
ガ

ニ
Ily

op
la

x 
pu

si
lla

○

32
節

足
動

物
門

軟
甲

綱
十

脚
目

コ
メ

ツ
キ

ガ
ニ

科
コ

メ
ツ

キ
ガ

ニ
S
co

pi
m

er
a 

gl
ob

os
a

○

33
節

足
動

物
門

軟
甲

綱
十

脚
目

オ
サ

ガ
ニ

科
オ

サ
ガ

ニ
M

ac
ro

ph
th

al
m

us
 a

bb
re

vi
at

us
○

34
節

足
動

物
門

軟
甲

綱
十

脚
目

オ
サ

ガ
ニ

科
ヤ

マ
ト

オ
サ

ガ
ニ

M
ac

ro
ph

th
al

m
us

 ja
po

ni
cu

s
○

35
節

足
動

物
門

軟
甲

綱
十

脚
目

ス
ナ

ガ
ニ

科
ス

ナ
ガ

ニ
O

cy
po

de
 s

ti
m

ps
on

i
○

36
脊

椎
動

物
門

条
鰭

綱
ス

ズ
キ

目
ハ

ゼ
科

エ
ド

ハ
ゼ

G
ym

no
go

bi
us

 m
ac

ro
gn

at
ho

s
○

37
脊

椎
動

物
門

条
鰭

綱
ス

ズ
キ

目
ハ

ゼ
科

チ
ク

ゼ
ン

ハ
ゼ

G
ym

no
go

bi
us

 u
ch

id
ai

○
備

考
：個

体
数

を
記

録
し

た
（表

在
は

 0
.2

5 
㎡

、
埋

在
は

 0
.0

17
7 

㎡
 あ

た
り

の
個

体
数

）。
○

は
出

現
し

た
こ

と
を

示
す

。

出
現

種
個

体
数

定
性

観
察

 
同

定
の

備
考

整
理

番
号

A
U

1
A

U
2

A
U

3
A

U
4

底
質

砂
～

砂
泥

A
U

5

35
.4

1
2
6

3
5
.4

1
2
7

30
.7

31
.2

3
1
.5

3
1
.9

3
5
7

天
候

晴
な

し
な

し
な

し
な

し
な

し

時
刻

13
:2

0-
14

:3
0 

(6
/9

),
 8

:3
0-

10
:1

0 
(6

/1
0)

33
5

29
8

3
7
1

3
6
4

多
留

聖
典

（東
邦

大
学

理
学

部
東

京
湾

生
態

系
研

究
セ

ン
タ

ー
）

A
U

1
A

U
2

A
U

3
A

U
4

A
U

5

3
1
.9

調
査

日
20

21
年

6月
9-

10
日

-
-

-
-

-

3
5
.4

1
2
8

13
9.

89
70

13
9.

89
69

13
9
.8

9
6
8

1
3
9
.8

9
6
7

1
3
9
.8

9
6
8

調
査

者
（所

属
）

多
留

聖
典

（東
邦

大
学

理
学

部
東

京
湾

生
態

系
研

究
セ

ン
タ

ー
）、

金
谷

 弦
・伊

藤
 萌

・志
賀

 薫
（国

立
環

境
研

究
所

）、
海

上
智

央
（自

然
教

育
研

究
セ

ン
タ

ー
）、

青
木

美
鈴

・上
野

綾
子

・朴
 惠

眞
（日

本
国

際
湿

地
保

全
連

合
）、

横
岡

博
之

（い
で

あ
）、

尾
島

智
仁

・
尾

島
雅

子
（東

京
港

水
中

生
物

研
究

会
）

35
.4

12
7

35
.4

12
7
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表
在

埋
在

表
在

埋
在

表
在

埋
在

表
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埋
在

表
在

埋
在

1
海

綿
動

物
門

尋
常

海
綿

綱
コ

ル
ク

海
綿

目
イ

ソ
カ

イ
メ

ン
科

ナ
ミ

イ
ソ

カ
イ

メ
ン

H
al

ic
ho

nd
ri
a 

(H
al

ic
ho

nd
ri
a)

 p
an

ic
ea

○

2
刺

胞
動

物
門

花
虫

綱
イ

ソ
ギ

ン
チ

ャ
ク

目
タ

テ
ジ

マ
イ

ソ
ギ

ン
チ

ャ
ク

科
タ

テ
ジ

マ
イ

ソ
ギ

ン
チ

ャ
ク

D
ia

du
m

en
e 

lin
ea

ta
○

3
刺

胞
動

物
門

花
虫

綱
イ

ソ
ギ

ン
チ

ャ
ク

目
-

ホ
ウ

ザ
ワ

イ
ソ

ギ
ン

チ
ャ

ク
S
yn

an
dw

ak
ia

 h
oz

aw
ai

○

4
刺

胞
動

物
門

ヒ
ド

ロ
虫

綱
花

水
母

目
-

刺
糸

亜
目

の
一

種
F
ili

fe
ra

 f
am

. 
ge

n.
 s

p.
○

ア
ラ

ム
シ

ロ
殻

表
に

付
着

寄
生

5
刺

胞
動

物
門

鉢
虫

綱
旗

口
水

母
目

ミ
ズ

ク
ラ

ゲ
科

ミ
ズ

ク
ラ

ゲ
A

ur
el

ia
 c

f.
 c

oe
ru

le
a

○

6
紐

形
動

物
門

担
帽

綱
-

リ
ネ

ウ
ス

科
C

er
eb

ra
tu

lu
s 

ca
rn

os
us

C
er

eb
ra

tu
lu

s 
ca

rn
os

us
○

20
19

年
ま

で
の

「リ
ネ

ウ
ス

科
の

一
種

（赤
）」

7
紐

形
動

物
門

担
帽

綱
-

リ
ネ

ウ
ス

科
ナ

ミ
ヒ

モ
ム

シ
C

er
eb

ra
tu

lu
s 

co
m

m
un

is
2

○

8
紐

形
動

物
門

担
帽

綱
-

-
担

帽
綱

の
一

種
P
ili

di
o
ph

or
a 

or
d.

 f
am

. 
ge

n.
 s

p.
○

9
軟

体
動

物
門

腹
足

綱
カ

サ
ガ

イ
目

コ
ガ

モ
ガ

イ
科

ツ
ボ

ミ
P
at

el
lo

id
a 

co
nu

lu
s

○

10
軟

体
動

物
門

腹
足

綱
ニ

シ
キ

ウ
ズ

目
ニ

シ
キ

ウ
ズ

科
イ

ボ
キ

サ
ゴ

U
m

bo
ni

um
 m

on
ili

fe
ru

m
22

16
2
9

1
4

5
2
6

○

11
軟

体
動

物
門

腹
足

綱
-

ウ
ミ

ニ
ナ

科
ホ

ソ
ウ

ミ
ニ

ナ
B

at
ill

ar
ia

 a
tt

ra
m

en
ta

ri
a

8
3

2
3

3
○

12
軟

体
動

物
門

腹
足

綱
-

タ
マ

ガ
イ

科
サ

キ
グ

ロ
タ

マ
ツ

メ
タ

La
gu

nc
ul

a 
pu

lc
he

lla
○

13
軟

体
動

物
門

腹
足

綱
-

タ
マ

ガ
イ

科
ツ

メ
タ

ガ
イ

N
ev

er
it
a 

di
dy

m
a

1
○

14
軟

体
動

物
門

腹
足

綱
-

タ
マ

ガ
イ

科
ホ

ソ
ヤ

ツ
メ

タ
N

ev
er

it
a 

di
dy

m
a 

ho
so

ya
i

○

15
軟

体
動

物
門

腹
足

綱
-

カ
リ

バ
ガ

サ
科

シ
マ

メ
ノ

ウ
フ

ネ
ガ

イ
C

re
pi

du
la

 o
ny

x
○

16
軟

体
動

物
門

腹
足

綱
新

腹
足

目
オ

リ
イ

レ
ヨ

フ
バ

イ
科

ア
ラ

ム
シ

ロ
R

et
ic

un
as

sa
 f

es
ti
va

7
1

○

17
軟

体
動

物
門

腹
足

綱
新

腹
足

目
ア

ッ
キ

ガ
イ

科
ア

カ
ニ

シ
R

ap
an

a 
ve

no
sa

 v
en

os
a

○

18
軟

体
動

物
門

腹
足

綱
新

腹
足

目
ア

ッ
キ

ガ
イ

科
イ

ボ
ニ

シ
R

ei
sh

ia
 c

la
vi

ge
ra

○

19
軟

体
動

物
門

腹
足

綱
-

オ
オ

シ
イ

ノ
ミ

ガ
イ

科
ム

ラ
ク

モ
キ

ジ
ビ

キ
ガ

イ
J
ap

an
ac

te
on

 n
ip

po
ne

ns
is

○

20
軟

体
動

物
門

腹
足

綱
頭

楯
目

ク
ダ

タ
マ

ガ
イ

科
コ

メ
ツ

ブ
ガ

イ
D

ec
or

ife
r 

in
si

gn
is

1
○

21
軟

体
動

物
門

腹
足

綱
-

ト
ウ

ガ
タ

ガ
イ

科
ヨ

コ
イ

ト
カ

ケ
ギ

リ
C

in
gu

lin
a 

ci
rc

in
at

a
○

22
軟

体
動

物
門

腹
足

綱
-

ト
ウ

ガ
タ

ガ
イ

科
L
eu

co
ti
na

 属
の

一
種

Le
uc

ot
in

a 
sp

.
○

Mo
no
ty
gm
a
 属

？

23
軟

体
動

物
門

腹
足

綱
-

ト
ウ

ガ
タ

ガ
イ

科
ト

ウ
ガ

タ
ガ

イ
科

の
一

種
P
yr

am
id

el
lid

ae
 g

en
. 
sp

.
○

シ
グ

レ
ク

チ
キ

レ
モ

ド
キ

近
似

種
？

24
軟

体
動

物
門

二
枚

貝
綱

無
面

目
マ

テ
ガ

イ
科

マ
テ

ガ
イ

S
ol

en
 s

tr
ic

tu
s

○

25
軟

体
動

物
門

二
枚

貝
綱

ザ
ル

ガ
イ

目
シ

オ
サ

ザ
ナ

ミ
科

イ
ソ

シ
ジ

ミ
N

ut
ta

lli
a 

ja
po

ni
ca

1
1

ワ
ス

レ
イ

ソ
シ

ジ
ミ

型

26
軟

体
動

物
門

二
枚

貝
綱

-
バ

カ
ガ

イ
科

シ
オ

フ
キ

M
ac

tr
a 

qu
ad

ra
ng

ul
ar

is
○

27
軟

体
動

物
門

二
枚

貝
綱

-
フ

タ
バ

シ
ラ

ガ
イ

科
ウ

メ
ノ

ハ
ナ

ガ
イ

モ
ド

キ
F
el

an
ie

lla
 s

ow
er

by
i

1
2

5
5

28
軟

体
動

物
門

二
枚

貝
綱

マ
ル

ス
ダ

レ
ガ

イ
目

マ
ル

ス
ダ

レ
ガ

イ
科

カ
ガ

ミ
ガ

イ
D

os
in

ia
 ja

po
ni

ca
○

29
軟

体
動

物
門

二
枚

貝
綱

マ
ル

ス
ダ

レ
ガ

イ
目

マ
ル

ス
ダ

レ
ガ

イ
科

ハ
マ

グ
リ

M
er

et
ri
x 

lu
so

ri
a

○

30
軟

体
動

物
門

二
枚

貝
綱

マ
ル

ス
ダ

レ
ガ

イ
目

マ
ル

ス
ダ

レ
ガ

イ
科

ア
サ

リ
R

ud
it
ap

es
 p

hi
lip

pi
na

ru
m

4
2

3
1

4
1

1
5

○

31
環

形
動

物
門

-
サ

シ
バ

ゴ
カ

イ
目

チ
ロ

リ
科

ヒ
ガ

タ
チ

ロ
リ

G
ly

ce
ra

 m
ac

in
to

sh
i

○

32
環

形
動

物
門

-
サ

シ
バ

ゴ
カ

イ
目

チ
ロ

リ
科

チ
ロ

リ
G

ly
ce

ra
 n

ic
ob

ar
ic

a
1

○

33
環

形
動

物
門

-
サ

シ
バ

ゴ
カ

イ
目

ゴ
カ

イ
科

コ
ケ

ゴ
カ

イ
S
im

pl
is

et
ia

 e
ry

th
ra

ee
ns

is
○

34
環

形
動

物
門

-
サ

シ
バ

ゴ
カ

イ
目

シ
ロ

ガ
ネ

ゴ
カ

イ
科

ハ
ヤ

テ
シ

ロ
ガ

ネ
ゴ

カ
イ

も
し

く
は

ト
サ

カ
シ

ロ
ガ

ネ
ゴ

カ
イ

N
ep

ht
ys

 c
ae

ca
 a

nd
/o

r 
se

rr
at

a
○

35
環

形
動

物
門

-
サ

シ
バ

ゴ
カ

イ
目

シ
ロ

ガ
ネ

ゴ
カ

イ
科

コ
ク

チ
ョ

ウ
シ

ロ
ガ

ネ
ゴ

カ
イ

N
ep

ht
ys

 c
al

ifo
rn

ie
ns

is
○

36
環

形
動

物
門

-
サ

シ
バ

ゴ
カ

イ
目

シ
ロ

ガ
ネ

ゴ
カ

イ
科

ミ
ナ

ミ
シ

ロ
ガ

ネ
ゴ

カ
イ

N
ep

ht
ys

 p
ol

yb
ra

nc
hi

a
○

37
環

形
動

物
門

-
イ

ソ
メ

目
イ

ソ
メ

科
M

ar
ph

ys
a 

属
の

一
種

M
ar

ph
ys

a 
sp

.
○

38
環

形
動

物
門

-
イ

ソ
メ

目
ナ

ナ
テ

イ
ソ

メ
科

ス
ゴ

カ
イ

イ
ソ

メ
D

io
pa

tr
a 

su
go

ka
i

○

39
環

形
動

物
門

-
イ

ソ
メ

目
ナ

ナ
テ

イ
ソ

メ
科

エ
ノ

シ
マ

イ
ソ

メ
K
in

be
rg

on
up

hi
s 

en
os

hi
m

ae
ns

is
○

40
環

形
動

物
門

-
イ

ソ
メ

目
ギ

ボ
シ

イ
ソ

メ
科

コ
ア

シ
ギ

ボ
シ

イ
ソ

メ
S
co

le
to

m
a 

ni
pp

on
ic

a
○

41
環

形
動

物
門

-
ミ

ズ
ヒ

キ
ゴ

カ
イ

目
ミ

ズ
ヒ

キ
ゴ

カ
イ

科
ミ

ズ
ヒ

キ
ゴ

カ
イ

種
群

C
ir
ri
fo

rm
ia

 s
p.

 o
r 

sp
p.

○

42
環

形
動

物
門

-
-

タ
マ

シ
キ

ゴ
カ

イ
科

タ
マ

シ
キ

ゴ
カ

イ
A

re
ni

co
la

 b
ra

si
lie

ns
is

1
○

43
環

形
動

物
門

-
-

オ
フ

ェ
リ

ア
ゴ

カ
イ

科
ツ

ツ
オ

オ
フ

ェ
リ

ア
A

rm
an

di
a

 c
f.
 a

m
ak

us
ae

ns
is

○

44
環

形
動

物
門

-
ス

ジ
ホ

シ
ム

シ
目

ス
ジ

ホ
シ

ム
シ

モ
ド

キ
科

ス
ジ

ホ
シ

ム
シ

モ
ド

キ
S
ip

ho
no

so
m

a 
cu

m
an

en
se

○

45
環

形
動

物
門

-
ツ

バ
サ

ゴ
カ

イ
目

ツ
バ

サ
ゴ

カ
イ

科
ツ

バ
サ

ゴ
カ

イ
C

ha
et

op
te

ru
s 

ca
ut

us
○

46
外

肛
動

物
門

裸
喉

綱
唇

口
目

フ
サ

コ
ケ

ム
シ

科
フ

サ
コ

ケ
ム

シ
B

ug
ul

a 
ne

ri
ti
na

○

47
節

足
動

物
門

H
ex

an
au

pl
ia

 綱
無

柄
目

フ
ジ

ツ
ボ

科
タ

テ
ジ

マ
フ

ジ
ツ

ボ
A

m
ph

ib
al

an
us

 a
m

ph
it
ri
te

○

48
節

足
動

物
門

H
ex

an
au

pl
ia

 綱
無

柄
目

フ
ジ

ツ
ボ

科
ヨ

ー
ロ

ッ
パ

フ
ジ

ツ
ボ

A
m

ph
ib

al
an

us
 im

pr
ov

is
us

○

49
節

足
動

物
門

軟
甲

綱
ア

ミ
目

ア
ミ

科
イ

サ
ザ

ア
ミ

N
eo

m
ys

is
 a

w
at

sc
he

ns
is

○

50
節

足
動

物
門

軟
甲

綱
端

脚
目

ナ
ミ

ノ
リ

ソ
コ

エ
ビ

科
ウ

ス
ゲ

ナ
ミ

ノ
リ

ソ
コ

エ
ビ

H
au

st
or

io
id

es
 f

ur
ot

ai
○

20
20

年
ま

で
の

「ナ
ミ

ノ
リ

ソ
コ

エ
ビ

近
似

種
」

51
節

足
動

物
門

軟
甲

綱
端

脚
目

ユ
ン

ボ
ソ

コ
エ

ビ
科

ヒ
メ

ド
ロ

ソ
コ

エ
ビ

P
ar

ag
ra

nd
id

ie
re

lla
 m

in
im

a
○

52
節

足
動

物
門

軟
甲

綱
端

脚
目

ヒ
ゲ

ナ
ガ

ヨ
コ

エ
ビ

科
モ

ズ
ミ

ヨ
コ

エ
ビ

A
m

pi
th

oe
 v

al
id

a
○

53
節

足
動

物
門

軟
甲

綱
端

脚
目

ワ
レ

カ
ラ

科
ホ

ソ
ワ

レ
カ

ラ
C

ap
re

lla
 d

an
ile

vs
ki

i
○

54
節

足
動

物
門

軟
甲

綱
端

脚
目

ド
ロ

ノ
ミ

科
P
od

oc
er

us
 属

の
一

種
P
od

oc
er

us
 s

p.
○

55
節

足
動

物
門

軟
甲

綱
端

脚
目

カ
マ

キ
リ

ヨ
コ

エ
ビ

科
J
as

sa
 属

の
一

種
J
as

sa
 s

p.
○

56
節

足
動

物
門

軟
甲

綱
端

脚
目

メ
リ

タ
ヨ

コ
エ

ビ
科

シ
ミ

ズ
メ

リ
タ

ヨ
コ

エ
ビ

M
el

it
a 

sh
im

iz
ui

1

57
節

足
動

物
門

軟
甲

綱
端

脚
目

ア
ゴ

ナ
ガ

ヨ
コ

エ
ビ

科
ア

ゴ
ナ

ガ
ヨ

コ
エ

ビ
P
on

to
ge

ne
ia

 r
os

tr
at

a
1

○

58
節

足
動

物
門

軟
甲

綱
端

脚
目

キ
タ

ヨ
コ

エ
ビ

科
ポ

シ
エ

ッ
ト

ト
ゲ

オ
ヨ

コ
エ

ビ
E
og

am
m

ar
us

 p
os

sj
et

ic
us

○

59
節

足
動

物
門

軟
甲

綱
等

脚
目

ヘ
ラ

ム
シ

科
ハ

ナ
ビ

ラ
ヘ

ラ
ム

シ
S
yn

id
ot

ea
 e

zo
en

si
s

○

60
節

足
動

物
門

軟
甲

綱
ク

ー
マ

目
ク

ー
マ

科
ミ

ツ
オ

ビ
ク

ー
マ

D
ia

st
yl

is
 t

ri
ci

nc
ta

1

61
節

足
動

物
門

軟
甲

綱
十

脚
目

エ
ビ

ジ
ャ

コ
科

ウ
リ

タ
エ

ビ
ジ

ャ
コ

C
ra

ng
on

 u
ri
ta

i
○

62
節

足
動

物
門

軟
甲

綱
十

脚
目

エ
ビ

ジ
ャ

コ
科

カ
シ

オ
ペ

エ
ビ

ジ
ャ

コ
C

ra
ng

on
 c

as
io

pe
○

63
節

足
動

物
門

軟
甲

綱
十

脚
目

ス
ナ

モ
グ

リ
科

ニ
ホ

ン
ス

ナ
モ

グ
リ

N
eo

tr
yp

ae
a 

ja
po

ni
ca

○

64
節

足
動

物
門

軟
甲

綱
十

脚
目

ヤ
ド

カ
リ

科
テ

ナ
ガ

ツ
ノ

ヤ
ド

カ
リ

D
io

ge
ne

s 
ni

ti
di

m
an

us
3

○

65
節

足
動

物
門

軟
甲

綱
十

脚
目

ホ
ン

ヤ
ド

カ
リ

科
ユ

ビ
ナ

ガ
ホ

ン
ヤ

ド
カ

リ
P
ag

ur
us

 m
in

ut
us

○

66
節

足
動

物
門

軟
甲

綱
十

脚
目

コ
ブ

シ
ガ

ニ
科

マ
メ

コ
ブ

シ
ガ

ニ
P
yr

hi
la

 p
is

um
1

○

67
節

足
動

物
門

軟
甲

綱
十

脚
目

モ
ク

ズ
ガ

ニ
科

ヒ
ラ

イ
ソ

ガ
ニ

G
ae

ti
ce

 d
ep

re
ss

us
○

68
節

足
動

物
門

軟
甲

綱
十

脚
目

モ
ク

ズ
ガ

ニ
科

タ
カ

ノ
ケ

フ
サ

イ
ソ

ガ
ニ

H
em

ig
ra

ps
us

 t
ak

an
oi

1
○

69
節

足
動

物
門

軟
甲

綱
十

脚
目

コ
メ

ツ
キ

ガ
ニ

科
コ

メ
ツ

キ
ガ

ニ
S
co

pi
m

er
a 

gl
ob

os
a

○

70
節

足
動

物
門

軟
甲

綱
十

脚
目

カ
ク

レ
ガ

ニ
科

ギ
ボ

シ
マ

メ
ガ

ニ
P
in

ni
xa

 b
al

an
og

lo
ss

an
a

○

71
節

足
動

物
門

軟
甲

綱
十

脚
目

カ
ク

レ
ガ

ニ
科

ア
カ

ホ
シ

マ
メ

ガ
ニ

P
in

ni
xa

 h
ae

m
at

os
ti
ct

a
○

72
半

索
動

物
門

ギ
ボ

シ
ム

シ
綱

-
ギ

ボ
シ

ム
シ

科
ミ

サ
キ

ギ
ボ

シ
ム

シ
B

al
an

og
lo

ss
us

 m
is

ak
ie

ns
is

○

73
脊

椎
動

物
門

条
鰭

綱
ス

ズ
キ

目
ハ

ゼ
科

ヒ
メ

ハ
ゼ

F
av

on
ig

ob
iu

s 
gy

m
na

uc
he

n
○

74
脊

椎
動

物
門

条
鰭

綱
ス

ズ
キ

目
ハ

ゼ
科

チ
ク

ゼ
ン

ハ
ゼ

G
ym

no
go

bi
us

 u
ch

id
ai

○
備

考
：個

体
数

を
記

録
し

た
（表

在
は

 0
.2

5 
㎡

、
埋

在
は

 0
.0

17
7 

㎡
 あ

た
り

の
個

体
数

）。
○

は
出

現
し

た
こ

と
を

示
す

。

出
現

種
個

体
数

定
性

観
察

 
同

定
の

備
考

整
理

番
号

A
L
1

A
L
2

A
L
3

A
L
4

底
質

砂

A
L
5

3
3
9

天
候

晴
な

し
な

し
な

し
な

し
な

し

時
刻

10
:5

0-
13

:4
0

37
6

33
6

3
1
9

3
3
2

3
4
.2

調
査

日
20

21
年

6月
10

日
-

-
-

-
-

3
5
.4

1
4
1

13
9.

89
00

13
9.

89
01

13
9
.8

9
0
0

1
3
9
.8

8
9
7

1
3
9
.8

8
9
4

調
査

者
（所

属
）

多
留

聖
典

（東
邦

大
学

理
学

部
東

京
湾

生
態

系
研

究
セ

ン
タ

ー
）、

金
谷

 弦
・伊

藤
 萌

・志
賀

 薫
（国

立
環

境
研

究
所

）、
海

上
智

央
（自

然
教

育
研

究
セ

ン
タ

ー
）、

青
木

美
鈴

・上
野

綾
子

・朴
 惠

眞
（日

本
国

際
湿

地
保

全
連

合
）、

横
岡

博
之

（い
で

あ
）、

尾
島

智
仁

・
尾

島
雅

子
（東

京
港

水
中

生
物

研
究

会
）

35
.4

14
1

35
.4

14
0

35
.4

1
4
0

3
5
.4

1
4
0

29
.8

31
.7

3
2
.6

3
2
.7

多
留

聖
典

（東
邦

大
学

理
学

部
東

京
湾

生
態

系
研

究
セ

ン
タ

ー
）

A
L
1

A
L
2

A
L
3

A
L
4

A
L
5



モ
ニ

タ
リ

ン
グ

サ
イ

ト
 1

0
0
0
　

沿
岸

域
調

査
　

【
干

潟
】

毎
年

調
査

　
2
0
2
1
年

度

T
F
B

N
Z
-
B

U
盤

洲
干

潟
B

エ
リ

ア
 潮

間
帯

上
部

（
U

）
 【

毎
年

調
査

】
サ
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環

形
動

物
門

-
ス

ピ
オ

目
ス

ピ
オ

科
ア

ミ
メ

オ
ニ

ス
ピ

オ
P
se

ud
op

ol
yd

or
a 

cf
. r

et
ic

ul
at

a
○

29
環

形
動
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門
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イ
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ミ

ミ
ズ

P
on

to
dr

ilu
s 

lit
or

al
is

○
○

30
環

形
動

物
門

-
-

イ
ト
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科
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科
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節
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動

物
門
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無

柄
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ツ
ボ

科
シ

ロ
ス

ジ
フ

ジ
ツ

ボ
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nu
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○
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節
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動

物
門

軟
甲

綱
端

脚
目
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ク

ズ
ヨ

コ
エ

ビ
科

フ
サ

ゲ
モ

ク
ズ
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s
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節

足
動

物
門

軟
甲

綱
端

脚
目
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マ

ト
ビ

ム
シ

科
ヒ
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ハ

マ
ト

ビ
ム

シ
近
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種
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節

足
動

物
門

軟
甲

綱
端

脚
目

ハ
マ

ト
ビ

ム
シ

科
ミ
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ミ

ホ
ソ

ハ
マ

ト
ビ

ム
シ
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節

足
動

物
門

軟
甲

綱
端

脚
目

ユ
ン

ボ
ソ

コ
エ

ビ
科

ニ
ホ

ン
ド

ロ
ソ

コ
エ

ビ
G
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id
ie
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○
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節

足
動

物
門

軟
甲

綱
端

脚
目
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ロ

ク
ダ
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シ

科
ニ

ホ
ン

ド
ロ

ク
ダ

ム
シ

S
in
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節

足
動

物
門

軟
甲

綱
端

脚
目
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リ
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ヨ
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エ
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科

ヒ
ゲ

ツ
ノ
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リ

タ
ヨ
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エ

ビ
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el
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a 
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ti
fla
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節

足
動

物
門

軟
甲

綱
等

脚
目
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ナ

ウ
ミ
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ナ

フ
シ

科
ム

ロ
ミ

ス
ナ

ウ
ミ

ナ
ナ

フ
シ
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a 
m
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節

足
動

物
門

軟
甲

綱
等

脚
目
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ナ

ム
シ

科
キ

タ
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ム
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○
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節

足
動

物
門

軟
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綱
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脚
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コ
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シ
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ナ

ツ
バ

コ
ツ

ブ
ム

シ
S
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m
a 
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i
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節
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動

物
門

軟
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ツ
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シ
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リ

コ
ツ

ブ
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シ
近

似
種

S
ph
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門
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脚
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科
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m
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種

G
no
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ph

ae
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m
a 
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節

足
動

物
門

軟
甲

綱
十

脚
目

テ
ッ

ポ
ウ
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ビ

科
セ

ジ
ロ

ム
ラ

サ
キ

エ
ビ
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th
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s
○

44
節

足
動

物
門

軟
甲

綱
十

脚
目

エ
ビ

ジ
ャ

コ
科

ウ
リ

タ
エ

ビ
ジ

ャ
コ

C
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ng
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i
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節

足
動
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門

軟
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綱
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脚
目
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ガ
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ビ
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ビ

ナ
ガ
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足
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門
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脚
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ホ
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ナ
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グ
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足
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節

足
動

物
門

軟
甲

綱
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脚
目

ホ
ン

ヤ
ド
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リ

科
ユ
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ナ

ガ
ホ

ン
ヤ
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P
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節

足
動

物
門

軟
甲

綱
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脚
目

コ
ブ

シ
ガ

ニ
科
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メ
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シ
ガ

ニ
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足
動
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門

軟
甲

綱
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脚
目
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イ

ガ
ニ

科
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カ
テ

ガ
ニ

C
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m
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門
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綱
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ガ
ニ

科
ウ
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ガ
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e
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節
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門
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イ
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ニ
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i

○

53
節

足
動

物
門

軟
甲

綱
十

脚
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ガ
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ガ
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節
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備
考

：個
体

数
を

記
録

し
た

（表
在

は
 0

.2
5 

㎡
、

埋
在

は
 0

.0
17

7 
㎡

 あ
た

り
の

個
体

数
）。

○
は

出
現

し
た

こ
と

を
示

す
。
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L
5

出
現

種
個

体
数

定
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観
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同

定
の

備
考

整
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B
L
1

B
L
2

B
L
3

B
L
4

底
質

砂
泥

～
泥

3
0
3
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し
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し
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し
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刻
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)
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0
2
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3
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-
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-
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-

3
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1
1
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9
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0
2
1

1
3
9
.9

0
2
1

1
3
9
.9

0
2
1

調
査

者
（所

属
）

多
留

聖
典
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邦

大
学

理
学

部
東

京
湾

生
態

系
研

究
セ

ン
タ

ー
）、

金
谷

 弦
・伊

藤
 萌

・志
賀

 薫
（国

立
環

境
研

究
所
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海

上
智

央
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然
教

育
研

究
セ

ン
タ

ー
）、

青
木

美
鈴

・上
野

綾
子

・朴
 惠

眞
（日

本
国

際
湿

地
保

全
連

合
）、

横
岡

博
之

（い
で

あ
）、

尾
島

智
仁

・
尾

島
雅

子
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京
港

水
中

生
物

研
究

会
）
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8
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.4
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7
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.4

1
1
7

3
5
.4

1
1
5
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2
9
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3
1
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多
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理
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部
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京
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系
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究
セ

ン
タ
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B
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B
L
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B
L
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B
L
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B
L
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毎
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2
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F
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U
汐
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潟
B
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毎
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調
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サ
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表
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）
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ド
ラ

ー
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番
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緯
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G

S
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S
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意

）地
温

（℃
）
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意
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メ
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タ
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読
値

（m
V

）

(任
意

）酸
化

還
元

電
位

（m
V
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植
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門
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目
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干
潟

定
量

調
査

定
性

調
査
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埋
在

表
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埋
在

表
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埋
在
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在
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胞
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物
門

花
虫

綱
イ

ソ
ギ

ン
チ

ャ
ク

目
タ

テ
ジ

マ
イ

ソ
ギ

ン
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ャ
ク

科
タ

テ
ジ

マ
イ

ソ
ギ

ン
チ

ャ
ク

D
ia

du
m
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2
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体
動

物
門

腹
足

綱
カ

サ
ガ

イ
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コ
ガ

モ
ガ

イ
科

ツ
ボ

ミ
P

at
el

lo
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s
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3
軟

体
動

物
門

腹
足

綱
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ウ
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ニ
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科
ホ

ソ
ウ
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ナ
B

at
ill
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4
軟
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動
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門

腹
足

綱
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ウ
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ニ
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科
ウ

ミ
ニ

ナ
B

at
ill
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 m
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軟

体
動

物
門

腹
足

綱
-

ウ
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ニ
ナ

科
イ

ボ
ウ

ミ
ニ

ナ
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at
ill
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軟
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動
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門

腹
足

綱
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動
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腹
足

綱
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ト
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ケ

ガ
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科
ク

レ
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ガ
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E
pi

to
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m
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8
軟

体
動

物
門

腹
足

綱
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ワ
カ

ウ
ラ

ツ
ボ

科
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ワ
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チ
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ボ
F
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la
 e
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a
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9
軟

体
動

物
門

腹
足

綱
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腹
足
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リ
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レ
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フ
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イ
科

ア
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ム
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ロ
R
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動
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腹
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楯
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カ
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ヤ
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ヨ
キ

セ
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タ
M
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1
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体
動

物
門

腹
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綱
-

ト
ウ

ガ
タ

ガ
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科
ヨ

コ
イ

ト
カ

ケ
ギ

リ
C
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gu
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a 
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a
◯
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軟

体
動

物
門

腹
足

綱
-

ト
ウ

ガ
タ

ガ
イ

科
シ

ゲ
ヤ

ス
イ

ト
カ

ケ
ギ

リ
P
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a 

sh
ig
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1

1
1

2
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軟

体
動

物
門

二
枚

貝
綱

カ
キ

目
イ

タ
ボ

ガ
キ

科
マ

ガ
キ

C
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tr
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1

3
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軟

体
動

物
門

二
枚

貝
綱

-
オ

キ
ナ

ガ
イ

科
ソ

ト
オ

リ
ガ

イ
E
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te
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1

15
軟

体
動

物
門

二
枚

貝
綱

ザ
ル

ガ
イ

目
ニ

ッ
コ

ウ
ガ

イ
科

ユ
ウ

シ
オ

ガ
イ

J
it
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r
2

2
4

6

16
軟

体
動

物
門

二
枚

貝
綱

マ
ル

ス
ダ

レ
ガ

イ
目

マ
ル

ス
ダ

レ
ガ

イ
科

オ
キ

シ
ジ

ミ
C
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a 
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 s
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s

1
2
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軟

体
動

物
門

二
枚

貝
綱

マ
ル

ス
ダ

レ
ガ

イ
目

マ
ル

ス
ダ

レ
ガ

イ
科

ハ
マ

グ
リ

M
er

et
ri
x 

lu
so

ri
a

1

18
軟

体
動

物
門

二
枚

貝
綱

マ
ル

ス
ダ

レ
ガ

イ
目

マ
ル

ス
ダ

レ
ガ

イ
科

ア
サ

リ
R

ud
it
ap

es
 p

hi
lip

pi
na

ru
m

◯

19
環

形
動

物
門

-
サ

シ
バ

ゴ
カ

イ
目

チ
ロ

リ
科

チ
ロ

リ
科

G
ly

ce
ri
da

e
1

1

20
環

形
動

物
門

-
サ

シ
バ

ゴ
カ

イ
目

ゴ
カ

イ
科

ゴ
カ

イ
科

の
一

種
N

er
ei

di
da

e 
ge

n.
 s

p.
31

10
5

43
98

21
環

形
動

物
門

-
ス

ピ
オ

目
ス

ピ
オ

科
ス

ピ
オ

科
の

一
種

S
p
io

ni
da

e 
ge

n.
 s

p.
1

1

22
節

足
動

物
門

H
ex

an
au

p
lia

 綱
無

柄
目

フ
ジ

ツ
ボ

科
タ

テ
ジ

マ
フ

ジ
ツ

ボ
A

m
ph

ib
al

an
us

 a
m

ph
it
ri
te

1

23
節

足
動

物
門

軟
甲

綱
十

脚
目

ホ
ン

ヤ
ド

カ
リ

科
ユ

ビ
ナ

ガ
ホ

ン
ヤ

ド
カ

リ
P

ag
ur

us
 m

in
ut

us
1

備
考

：個
体

数
を

記
録

し
た

（表
在

は
 0

.2
5 

㎡
、

埋
在

は
 0

.0
17

7 
㎡

 あ
た

り
の

個
体

数
）。

○
は

出
現

し
た

こ
と

を
示

す
。

出
現

種
個

体
数

定
性

観
察

 
同

定
の

備
考

整
理

番
号

B
U

1
B

U
2

B
U

3
B

U
4

底
質

砂
質

、
 ア

オ
サ

B
U

5

34
.6

84
6

34
.6

84
6

29
.1

30
.1

29
.1

30
.5

-

天
候

晴
れ

な
し

な
し

な
し

な
し

な
し

時
刻

13
:5

3～
14

:3
5

-
-

-
-

木
村

妙
子

（三
重

大
学

大
学

院
生

物
資

源
学

研
究

科
）

B
U

1
B

U
2

B
U

3
B

U
4

B
U

5

31
.3

調
査

日
20

21
年

6月
25

日
-2

1
28

-4
1

22
5

-1
8

34
.6

84
6

13
7.

31
19

13
7.

31
18

13
7.

31
18

13
7.

31
19

13
7.

31
18

調
査

者
（所

属
）

木
村

妙
子

・木
村

昭
一

（三
重

大
学

大
学

院
生

物
資

源
学

研
究

科
）、

藤
岡

エ
リ

子
・藤

岡
純

治
（汐

川
干

潟
を

守
る

会
）

34
.6

84
6

34
.6

84
6



モ
ニ

タ
リ

ン
グ

サ
イ

ト
 1

0
0
0
　

沿
岸

域
調

査
　

【
干

潟
】

毎
年

調
査

　
2
0
2
1
年

度

T
F
S

O
K

-
B

M
汐

川
干

潟
B

エ
リ

ア
 潮

間
帯

中
部

（
M

）
 【

毎
年

調
査

】

サ
イ

ト
代

表
者

（所
属

）
コ

ド
ラ

ー
ト

番
号

北
緯

（W
G

S
84

)

東
経

（W
G

S
84

)

(任
意

）地
温

（℃
）

(任
意

）E
h 

メ
ー

タ
ー

読
値

（m
V

）

(任
意

）酸
化

還
元

電
位

（m
V

）

植
生

門
綱

目
科

和
名

学
名

干
潟

定
量

調
査

定
性

調
査

表
在

埋
在

表
在

埋
在

表
在

埋
在

表
在

埋
在

表
在

埋
在

1
刺

胞
動

物
門

花
虫

綱
イ

ソ
ギ

ン
チ

ャ
ク

目
タ

テ
ジ

マ
イ

ソ
ギ

ン
チ

ャ
ク

科
タ

テ
ジ

マ
イ

ソ
ギ

ン
チ

ャ
ク

D
ia

du
m

en
e 

lin
ea

ta
18

4
17

2
軟

体
動

物
門

多
板

綱
ク

サ
ズ

リ
ガ

イ
目

ケ
ハ

ダ
ヒ

ザ
ラ

ガ
イ

科
ヒ

メ
ケ

ハ
ダ

ヒ
ザ

ラ
ガ

イ
A

ca
nt

ho
ch

it
on

a 
ru

br
ol

in
ea

ta
◯

3
軟

体
動

物
門

腹
足

綱
カ

サ
ガ

イ
目

コ
ガ

モ
ガ

イ
科

ヒ
メ

コ
ザ

ラ
P

at
el

lo
id

a 
he

ro
ld

i
1

1

4
軟

体
動

物
門

腹
足

綱
-

ウ
ミ

ニ
ナ

科
ホ

ソ
ウ

ミ
ニ

ナ
B

at
ill

ar
ia

 a
tt

ra
m

en
ta

ri
a

1

5
軟

体
動

物
門

腹
足

綱
-

ウ
ミ

ニ
ナ

科
ウ

ミ
ニ

ナ
B

at
ill

ar
ia

 m
ul

ti
fo

rm
is

51
5

11
1

9
7

3

6
軟

体
動

物
門

腹
足

綱
-

ウ
ミ

ニ
ナ

科
イ

ボ
ウ

ミ
ニ

ナ
B

at
ill

ar
ia

 z
on

al
is

1

7
軟

体
動

物
門

腹
足

綱
-

キ
バ

ウ
ミ

ニ
ナ

科
ヘ

ナ
タ

リ
P

ir
en

el
la

 n
ip

po
ni

ca
56

1
74

11
4

1
93

73

8
軟

体
動

物
門

腹
足

綱
新

腹
足

目
オ

リ
イ

レ
ヨ

フ
バ

イ
科

ア
ラ

ム
シ

ロ
R

et
ic

un
as

sa
 f

es
ti
va

1
2

9
軟

体
動

物
門

腹
足

綱
新

腹
足

目
ア

ッ
キ

ガ
イ

科
イ

ボ
ニ

シ
R

ei
sh

ia
 c

la
vi

ge
ra

◯

10
軟

体
動

物
門

腹
足

綱
-

ト
ウ

ガ
タ

ガ
イ

科
カ

キ
ウ

ラ
ク

チ
キ

レ
モ

ド
キ

B
ra

ch
ys

to
m

ia
 b

ip
yr

am
id

at
a

1

11
軟

体
動

物
門

二
枚

貝
綱

カ
キ

目
イ

タ
ボ

ガ
キ

科
マ

ガ
キ

C
ra

ss
os

tr
ea

 g
ig

as
2

7
1

5

12
軟

体
動

物
門

二
枚

貝
綱

ザ
ル

ガ
イ

目
ニ

ッ
コ

ウ
ガ

イ
科

ユ
ウ

シ
オ

ガ
イ

J
it
la

da
 c

ul
te

r
1

2
6

1
2

13
軟

体
動

物
門

二
枚

貝
綱

マ
ル

ス
ダ

レ
ガ

イ
目

フ
ナ

ガ
タ

ガ
イ

科
ウ

ネ
ナ

シ
ト

マ
ヤ

N
eo

tr
ap

ez
iu

m
 li

ra
tu

m
◯

14
環

形
動

物
門

-
サ

シ
バ

ゴ
カ

イ
目

チ
ロ

リ
科

チ
ロ

リ
科

G
ly

ce
ri
da

e
1

15
環

形
動

物
門

-
サ

シ
バ

ゴ
カ

イ
目

ゴ
カ

イ
科

ゴ
カ

イ
科

N
er

ei
di

da
e

1
6

16
環

形
動

物
門

-
ミ

ズ
ヒ

キ
ゴ

カ
イ

目
ミ

ズ
ヒ

キ
ゴ

カ
イ

科
ミ

ズ
ヒ

キ
ゴ

カ
イ

科
C

ir
ra

tu
lid

ae
1

2
1

17
節

足
動

物
門

H
ex

an
au

p
lia

 綱
無

柄
目

フ
ジ

ツ
ボ

科
シ

ロ
ス

ジ
フ

ジ
ツ

ボ
F
is

tu
lo

ba
la

nu
s 

al
bi

co
st

at
us

1

18
節

足
動

物
門

軟
甲

綱
十

脚
目

ア
ナ

ジ
ャ

コ
科

ア
ナ

ジ
ャ

コ
科

U
po

ge
bi

id
ae

1
ア

ナ
ジ

ャ
コ

類

19
節

足
動

物
門

軟
甲

綱
十

脚
目

ホ
ン

ヤ
ド

カ
リ

科
ユ

ビ
ナ

ガ
ホ

ン
ヤ

ド
カ

リ
P

ag
ur

us
 m

in
ut

us
9

8

20
節

足
動

物
門

軟
甲

綱
十

脚
目

コ
ブ

シ
ガ

ニ
科

マ
メ

コ
ブ

シ
ガ

ニ
P

yr
hi

la
 p

is
um

◯

21
節

足
動

物
門

軟
甲

綱
十

脚
目

モ
ク

ズ
ガ

ニ
科

タ
カ

ノ
ケ

フ
サ

イ
ソ

ガ
ニ

H
em

ig
ra

ps
us

 t
ak

an
oi

1

備
考

：個
体

数
を

記
録

し
た

（表
在

は
 0

.2
5 

㎡
、

埋
在

は
 0

.0
17

7 
㎡

 あ
た

り
の

個
体

数
）。

○
は

出
現

し
た

こ
と

を
示

す
。

干
潟

表
面

に
ア

オ
サ

あ
り

。

出
現

種
個

体
数

定
性

観
察

 
同

定
の

備
考

整
理

番
号

B
M

1
B

M
2

B
M

3
B

M
4

底
質

砂
質

、
 ア

オ
サ

B
M

5

-

天
候

晴
れ

な
し

な
し

な
し

な
し

な
し

時
刻

13
:1

3～
13

:3
0

-
-

-
-

28
.7

調
査

日
20

21
年

6月
25

日
-2

6
-3

4
-1

24
-8

0
-9

4

34
.6

86
3

13
7.

30
98

13
7.

30
97

13
7.

30
97

13
7.

30
98

13
7.

30
98

調
査

者
（所

属
）

木
村

妙
子

・木
村

昭
一

（三
重

大
学

大
学

院
生

物
資

源
学

研
究

科
）、

藤
岡

エ
リ

子
・藤

岡
純

治
（汐

川
干

潟
を

守
る

会
）

34
.6

86
3

34
.6

86
3

34
.6

86
3

34
.6

86
3

26
.4

27
.9

26
.4

28
.3

木
村

妙
子

（三
重

大
学

大
学

院
生

物
資

源
学

研
究

科
）

B
M

1
B

M
2

B
M

3
B

M
4

B
M

5



モ
ニ

タ
リ

ン
グ

サ
イ

ト
 1

0
0
0
　

沿
岸

域
調

査
　

【
干

潟
】

毎
年

調
査

　
2
0
2
1
年

度

T
F
S

O
K

-
B

L
汐

川
干

潟
B

エ
リ

ア
 潮

間
帯

下
部

（
L
）
 【

毎
年

調
査

】
サ

イ
ト

代
表

者
（所

属
）

コ
ド

ラ
ー

ト
番

号

北
緯

（W
G

S
84

)

東
経

（W
G

S
84

)

(任
意

）地
温

（℃
）

(任
意

）E
h 

メ
ー

タ
ー

読
値

（m
V

）

(任
意

）酸
化

還
元

電
位

（m
V

）

植
生

門
綱

目
科

和
名

学
名

干
潟

定
量

調
査

定
性

調
査

表
在

埋
在

表
在

埋
在

表
在

埋
在

表
在

埋
在

表
在

埋
在

1
刺

胞
動

物
門

花
虫

綱
イ

ソ
ギ

ン
チ

ャ
ク

目
セ

ト
モ

ノ
イ

ソ
ギ

ン
チ

ャ
ク

科
マ

キ
ガ

イ
イ

ソ
ギ

ン
チ

ャ
ク

P
ar

an
th

us
 s

oc
ia

tu
s

1
2

2
軟

体
動

物
門

腹
足

綱
-

ウ
ミ

ニ
ナ

科
ウ

ミ
ニ

ナ
B

at
ill

ar
ia

 m
ul

ti
fo

rm
is

17
20

2
29

30

3
軟

体
動

物
門

腹
足

綱
-

ウ
ミ

ニ
ナ

科
イ

ボ
ウ

ミ
ニ

ナ
B

at
ill

ar
ia

 z
on

al
is

◯

4
軟

体
動

物
門

腹
足

綱
新

腹
足

目
オ

リ
イ

レ
ヨ

フ
バ

イ
科

ア
ラ

ム
シ

ロ
R

et
ic

un
as

sa
 f

es
ti
va

1
3

1
2

5
軟

体
動

物
門

二
枚

貝
綱

ツ
キ

ガ
イ

目
ツ

キ
ガ

イ
科

チ
ヂ

ミ
ウ

メ
ノ

ハ
ナ

C
ha

va
ni

a 
st

ri
at

a
1

6
軟

体
動

物
門

二
枚

貝
綱

オ
オ

ノ
ガ

イ
目

オ
オ

ノ
ガ

イ
科

ヒ
メ

マ
ス

オ
C

ry
pt

om
ya

 b
us

oe
ns

is
1

7
軟

体
動

物
門

二
枚

貝
綱

-
バ

カ
ガ

イ
科

シ
オ

フ
キ

M
ac

tr
a 

qu
ad

ra
ng

ul
ar

is
2

8
軟

体
動

物
門

二
枚

貝
綱

マ
ル

ス
ダ

レ
ガ

イ
目

マ
ル

ス
ダ

レ
ガ

イ
科

オ
キ

シ
ジ

ミ
C

yc
lin

a 
af

f.
 s

in
en

si
s

4

9
軟

体
動

物
門

二
枚

貝
綱

マ
ル

ス
ダ

レ
ガ

イ
目

マ
ル

ス
ダ

レ
ガ

イ
科

カ
ガ

ミ
ガ

イ
D

os
in

ia
 j
ap

on
ic

a
1

10
環

形
動

物
門

-
サ

シ
バ

ゴ
カ

イ
目

チ
ロ

リ
科

チ
ロ

リ
科

の
一

種
G

ly
ce

ri
da

e 
ge

n.
 s

p.
1

11
環

形
動

物
門

-
サ

シ
バ

ゴ
カ

イ
目

ゴ
カ

イ
科

ゴ
カ

イ
科

N
er

ei
di

da
e

1
1

1

12
環

形
動

物
門

-
ミ

ズ
ヒ

キ
ゴ

カ
イ

目
ミ

ズ
ヒ

キ
ゴ

カ
イ

科
ミ

ズ
ヒ

キ
ゴ

カ
イ

科
C

ir
ra

tu
lid

ae
1

13
環

形
動

物
門

-
-

タ
マ

シ
キ

ゴ
カ

イ
科

タ
マ

シ
キ

ゴ
カ

イ
A

re
ni

co
la

 b
ra

si
lie

ns
is

◯

14
節

足
動

物
門

H
ex

an
au

p
lia

 綱
無

柄
目

フ
ジ

ツ
ボ

科
シ

ロ
ス

ジ
フ

ジ
ツ

ボ
F
is

tu
lo

ba
la

nu
s 

al
bi

co
st

at
us

2
1

15
節

足
動

物
門

H
ex

an
au

p
lia

 綱
無

柄
目

フ
ジ

ツ
ボ

科
タ

テ
ジ

マ
フ

ジ
ツ

ボ
A

m
ph

ib
al

an
us

 a
m

ph
it
ri
te

2

16
節

足
動

物
門

軟
甲

綱
等

脚
目

コ
ツ

ブ
ム

シ
科

イ
ソ

コ
ツ

ブ
ム

シ
G

no
ri
m

os
ph

ae
ro

m
a 

ra
yi

1

17
節

足
動

物
門

軟
甲

綱
十

脚
目

ア
ナ

ジ
ャ

コ
科

ア
ナ

ジ
ャ

コ
科

U
po

ge
bi

id
ae

1
ア

ナ
ジ

ャ
コ

類

18
節

足
動

物
門

軟
甲

綱
十

脚
目

ホ
ン

ヤ
ド

カ
リ

科
ユ

ビ
ナ

ガ
ホ

ン
ヤ

ド
カ

リ
P

ag
ur

us
 m

in
ut

us
1

8
1

7
5

13

19
半

索
動

物
門

ギ
ボ

シ
ム

シ
綱

-
-

ギ
ボ

シ
ム

シ
綱

の
一

種
E
nt

er
op

ne
us

ta
 o

rd
. 
fa

m
. 
ge

n.
 s

p.
1

備
考

：個
体

数
を

記
録

し
た

（表
在

は
 0

.2
5 

㎡
、

埋
在

は
 0

.0
17

7 
㎡

 あ
た

り
の

個
体

数
）。

○
は

出
現

し
た

こ
と

を
示

す
。

干
潟

表
面

に
ア

オ
サ

あ
り

。

出
現

種
個

体
数

定
性

観
察

 
同

定
の

備
考

整
理

番
号

B
L
1

B
L
2

B
L
3

B
L
4

底
質

砂
質

、
 ア

オ
サ

B
L
5

-

天
候

晴
れ

な
し

な
し

な
し

な
し

な
し

時
刻

12
:3

0～
13

:0
0

-
-

-
-

26
.4

調
査

日
20

21
年

6月
25

日
62

22
18
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岡
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キ

ビ
L
it
to

ri
na

 b
re

vi
cu

la
◯

4
軟

体
動

物
門

腹
足

綱
新

腹
足

目
オ

リ
イ

レ
ヨ

フ
バ

イ
科

ア
ラ

ム
シ

ロ
R

et
ic

un
as

sa
 f

es
ti
va

1

5
軟

体
動

物
門

腹
足

綱
-

ト
ウ

ガ
タ

ガ
イ

科
シ

ゲ
ヤ

ス
イ

ト
カ

ケ
ギ

リ
P

yr
gu

lin
a 

sh
ig

ey
as

ui
1

6
軟

体
動

物
門

二
枚

貝
綱

イ
ガ

イ
目

イ
ガ

イ
科

ホ
ト

ト
ギ

ス
M

us
cu

lis
ta

 s
en

ho
us

ia
1

7
軟

体
動

物
門

二
枚

貝
綱

イ
ガ

イ
目

イ
ガ

イ
科

コ
ウ

ロ
エ

ン
カ

ワ
ヒ

バ
リ

X
en

os
tr

ob
us

 s
ec

ur
is

◯

8
軟

体
動

物
門

二
枚

貝
綱

カ
キ

目
イ

タ
ボ

ガ
キ

科
マ

ガ
キ

C
ra

ss
os

tr
ea

 g
ig

as
◯

9
軟

体
動

物
門

二
枚

貝
綱

ザ
ル

ガ
イ

目
ニ

ッ
コ

ウ
ガ

イ
科

ユ
ウ

シ
オ

ガ
イ

J
it
la

da
 c

ul
te

r
2

1

10
軟

体
動

物
門

二
枚

貝
綱

マ
ル

ス
ダ

レ
ガ

イ
目

マ
ル

ス
ダ

レ
ガ

イ
科

オ
キ

シ
ジ

ミ
C

yc
lin

a 
af

f.
 s

in
en

si
s

1

11
環

形
動

物
門

-
サ

シ
バ

ゴ
カ

イ
目

チ
ロ

リ
科

チ
ロ

リ
科

G
ly

ce
ri
da

e
1

12
環

形
動

物
門

-
サ

シ
バ

ゴ
カ

イ
目

ゴ
カ

イ
科

ゴ
カ

イ
科

N
er

ei
di

da
e

1
1

5
1

1

13
環

形
動

物
門

-
ミ

ズ
ヒ

キ
ゴ

カ
イ

目
ミ

ズ
ヒ

キ
ゴ

カ
イ

科
ミ

ズ
ヒ

キ
ゴ

カ
イ

科
C

ir
ra

tu
lid

ae
1

2
7

5
5

14
節

足
動

物
門

軟
甲

綱
等

脚
目

コ
ツ

ブ
ム

シ
科

G
no

ri
m

os
ph

ae
ro

m
a 

属
の

一
種

G
no

ri
m

os
ph

ae
ro

m
a 

sp
.

1

15
節

足
動

物
門

軟
甲

綱
十

脚
目

ア
ナ

ジ
ャ

コ
科

ア
ナ

ジ
ャ

コ
U

po
ge

bi
a 

m
aj

or
6

8
3

3
1

備
考

：個
体

数
を

記
録

し
た

（表
在

は
 0

.2
5 

㎡
、

埋
在

は
 0

.0
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7 
㎡

 あ
た

り
の

個
体

数
）。

○
は

出
現

し
た

こ
と

を
示

す
。

C
L
5

出
現

種
個

体
数

定
性

観
察

 
同

定
の

備
考

整
理

番
号

C
L
1

C
L
2

C
L
3

C
L
4

底
質

泥
質

-

天
候

晴
れ

な
し

な
し

な
し

な
し

な
し

時
刻

10
:5

8～
11

:2
3

-
-

-
-

24
.3

調
査

日
20

21
年

6月
26

日
91

90
70

85
44

34
.6

96
6

13
7.

32
04

13
7.

32
03

13
7.

32
03

13
7.

32
03

13
7.

32
03

調
査

者
（所

属
）

木
村

妙
子

・木
村

昭
一

（三
重

大
学

大
学

院
生

物
資

源
学

研
究

科
）、

藤
岡

エ
リ

子
・藤

岡
純

治
（汐

川
干

潟
を

守
る

会
）

34
.6

96
6

34
.6

96
6

34
.6

96
6

34
.6

96
6

24
.8

25
25

.3
24

.8

木
村

妙
子

（三
重

大
学

大
学

院
生

物
資

源
学

研
究

科
）

C
L
1

C
L
2

C
L
3

C
L
4

C
L
5



モ
ニ

タ
リ

ン
グ

サ
イ

ト
 1

0
0
0
　

沿
岸

域
調

査
　

【
干

潟
】

毎
年

調
査

　
2
0
2
1
年

度

T
F
T

N
B

-
A

U
南

紀
田

辺
A

エ
リ

ア
 潮

間
帯

上
部

（
U

）
 【

毎
年

調
査

】

サ
イ

ト
代

表
者

 (
所

属
)

コ
ド

ラ
ー

ト
番

号

北
緯

 （
W

G
S
84

）

東
経

 （
W

G
S
84

）

（任
意

）地
温

（℃
）

（任
意

）E
hメ

ー
タ

ー
読

値
 （

m
V

）

（任
意

）酸
化

還
元

電
位

 （
m

V
）

植
生

(ア
オ

サ
類

)

門
綱

目
科

和
名

学
名

干
潟

定
量

調
査

定
性

調
査

表
在

埋
在

表
在

埋
在

表
在

埋
在

表
在

埋
在

表
在

埋
在

1
軟

体
動

物
門

腹
足

綱
カ

サ
ガ

イ
目

コ
ガ

モ
ガ

イ
科

ツ
ボ

ミ
P

at
el

lo
id

a 
co

nu
lu

s
1

2
軟

体
動

物
門

腹
足

綱
カ

サ
ガ

イ
目

コ
ガ

モ
ガ

イ
科

ヒ
メ

コ
ザ

ラ
P

at
el

lo
id

a 
he

ro
ld

i
○

3
軟

体
動

物
門

腹
足

綱
カ

サ
ガ

イ
目

コ
ガ

モ
ガ

イ
科

シ
ボ

リ
ガ

イ
P

at
el

lo
id

a 
py

gm
ae

a
○

4
軟

体
動

物
門

腹
足

綱
ニ

シ
キ

ウ
ズ

目
リ

ュ
ウ

テ
ン

科
ス

ガ
イ

L
un

el
la

 c
or

re
en

si
s

○

5
軟

体
動

物
門

腹
足

綱
環

ア
マ

ガ
イ

目
ア

マ
オ

ブ
ネ

科
カ

ノ
コ

ガ
イ

C
lit

ho
n 

fa
ba

○

6
軟

体
動

物
門

腹
足

綱
環

ア
マ

ガ
イ

目
ア

マ
オ

ブ
ネ

科
ヒ

メ
カ

ノ
コ

C
lit

ho
n 

af
f. 

O
ua

la
ni

en
si

s
2

3
○

7
軟

体
動

物
門

腹
足

綱
環

ア
マ

ガ
イ

目
ア

マ
オ

ブ
ネ

科
イ

シ
マ

キ
C

lit
ho

n 
re

tr
op

ic
tu

m
○

8
軟

体
動

物
門

腹
足

綱
-

オ
ニ

ノ
ツ

ノ
ガ

イ
科

コ
ゲ

ツ
ノ

ブ
エ

C
er

it
hi

um
 c

or
al

iu
m

1
1

○

9
軟

体
動

物
門

腹
足

綱
-

ウ
ミ

ニ
ナ

科
ホ

ソ
ウ

ミ
ニ

ナ
B

at
ill

ar
ia

 a
tt

ra
m

en
ta

ri
a

11
9

6
12

○

10
軟

体
動

物
門

腹
足

綱
-

ウ
ミ

ニ
ナ

科
ウ

ミ
ニ

ナ
B

at
ill

ar
ia

 m
ul

ti
fo

rm
is

18
7

2
6

9
○

11
軟

体
動

物
門

腹
足

綱
-

ウ
ミ

ニ
ナ

科
B

at
ill

ar
ia

 属
の

一
種

B
at

ill
ar

ia
 s

p.
3

ウ
ミ

ニ
ナ

か
ホ

ソ
ウ

ミ
ニ

ナ

12
軟

体
動

物
門

腹
足

綱
-

キ
バ

ウ
ミ

ニ
ナ

科
フ

ト
ヘ

ナ
タ

リ
C

er
it
hi

de
a 

m
oe

rc
hi

i
2

○

13
軟

体
動

物
門

腹
足

綱
-

キ
バ

ウ
ミ

ニ
ナ

科
ヘ

ナ
タ

リ
P

ir
en

el
la

 n
ip

po
ni

ca
35

30
34

27
1
4

○

14
軟

体
動

物
門

腹
足

綱
-

キ
バ

ウ
ミ

ニ
ナ

科
カ

ワ
ア

イ
P

ir
en

el
la

 p
up

ifo
rm

is
1

2
2

2
1
3

○

15
軟

体
動

物
門

腹
足

綱
-

キ
バ

ウ
ミ

ニ
ナ

科
ヘ

ナ
タ

リ
も

し
く
は

カ
ワ

ア
イ

（幼
貝

）
P

ir
en

el
la

 n
ip

po
ni

ca
 a

nd
/o

r 
pu

pi
fo

rm
is

 (
ju

v.
)

3
0

ヘ
ナ

タ
リ

か
カ

ワ
ア

イ
の

幼
貝

16
軟

体
動

物
門

腹
足

綱
-

タ
マ

キ
ビ

科
マ

ル
ウ

ズ
ラ

タ
マ

キ
ビ

L
it
to

ra
ri
a 

si
ne

ns
is

○

17
軟

体
動

物
門

腹
足

綱
-

タ
マ

キ
ビ

科
タ

マ
キ

ビ
L
it
to

ri
na

 b
re

vi
cu

la
○

18
軟

体
動

物
門

腹
足

綱
-

カ
ワ

ザ
ン

シ
ョ

ウ
科

ク
リ

イ
ロ

カ
ワ

ザ
ン

シ
ョ

ウ
A

ng
us

ta
ss

im
in

ea
 c

as
ta

ne
a

○

19
軟

体
動

物
門

腹
足

綱
-

カ
ワ

ザ
ン

シ
ョ

ウ
科

ツ
ブ

カ
ワ

ザ
ン

シ
ョ

ウ
"A

ss
im

in
ea

" 
es

tu
ar

in
a

○

20
軟

体
動

物
門

二
枚

貝
綱

イ
ガ

イ
目

イ
ガ

イ
科

ク
ロ

グ
チ

X
en

os
tr

ob
us

 a
tr

at
us

○

21
軟

体
動

物
門

二
枚

貝
綱

カ
キ

目
イ

タ
ボ

ガ
キ

科
マ

ガ
キ

C
ra

ss
os

tr
ea

 g
ig

as
○

22
軟

体
動

物
門

二
枚

貝
綱

マ
ル

ス
ダ

レ
ガ

イ
目

マ
ル

ス
ダ

レ
ガ

イ
科

オ
キ

シ
ジ

ミ
C

yc
lin

a 
af

f. 
si

ne
ns

is
1

3

23
環

形
動

物
門

-
サ

シ
バ

ゴ
カ

イ
目

ゴ
カ

イ
科

P
er

in
er

ei
s

 属
の

一
種

P
er

in
er

ei
s 

sp
.

○

24
環

形
動

物
門

-
イ

ソ
メ

目
ギ

ボ
シ

イ
ソ

メ
科

ギ
ボ

シ
イ

ソ
メ

科
の

一
種

L
um

br
in

er
id

ae
 g

en
. s

p.
1

1
○

25
環

形
動

物
門

-
ス

ピ
オ

目
ス

ピ
オ

科
ス

ピ
オ

科
の

一
種

S
pi

on
id

ae
 g

en
. s

p.
1

26
環

形
動

物
門

-
ミ

ズ
ヒ

キ
ゴ

カ
イ

目
ミ

ズ
ヒ

キ
ゴ

カ
イ

科
ミ

ズ
ヒ

キ
ゴ

カ
イ

種
群

C
ir
ri
fo

rm
ia

 s
p.

 o
r 

sp
p.

1
2

3
3

1

27
環

形
動

物
門

-
-

イ
ト

ゴ
カ

イ
科

イ
ト

ゴ
カ

イ
科

の
一

種
C

ap
it
el

lid
ae

 g
en

. s
p.

4

28
節

足
動

物
門

H
ex

an
au

pl
ia

 綱
無

柄
目

フ
ジ

ツ
ボ

科
シ

ロ
ス

ジ
フ

ジ
ツ

ボ
F
is

tu
lo

ba
la

nu
s 

al
bi

co
st

at
us

○

29
節

足
動

物
門

軟
甲

綱
等

脚
目

フ
ナ

ム
シ

科
フ

ナ
ム

シ
L
ig

ia
 e

xo
ti
ca

○

30
節

足
動

物
門

軟
甲

綱
等

脚
目

コ
ツ

ブ
ム

シ
科

G
no

ri
m

os
ph

ae
ro

m
a

 属
の

一
種

G
no

ri
m

os
ph

ae
ro

m
a

 s
p.

○

31
節

足
動

物
門

軟
甲

綱
十

脚
目

テ
ッ

ポ
ウ

エ
ビ

科
マ

ン
グ

ロ
ー

ブ
テ

ッ
ポ

ウ
エ

ビ
A

lp
he

us
 s

p.
○

32
節

足
動

物
門

軟
甲

綱
十

脚
目

ス
ナ

モ
グ

リ
科

ハ
ル

マ
ン

ス
ナ

モ
グ

リ
N

eo
tr

yp
ae

a 
ha

rm
an

di
1

○

33
節

足
動

物
門

軟
甲

綱
十

脚
目

ヤ
ド

カ
リ

科
テ

ナ
ガ

ツ
ノ

ヤ
ド

カ
リ

D
io

ge
ne

s 
ni

ti
di

m
an

us
1

○

34
節

足
動

物
門

軟
甲

綱
十

脚
目

ホ
ン

ヤ
ド

カ
リ

科
ユ

ビ
ナ

ガ
ホ

ン
ヤ

ド
カ

リ
P

ag
ur

us
 m

in
ut

us
○

35
節

足
動

物
門

軟
甲

綱
十

脚
目

ベ
ン

ケ
イ

ガ
ニ

科
ウ

モ
レ

ベ
ン

ケ
イ

ガ
ニ

C
lis

to
co

el
om

a 
si

ne
ns

e
○

36
節

足
動

物
門

軟
甲

綱
十

脚
目

ベ
ン

ケ
イ

ガ
ニ

科
フ

タ
バ

カ
ク

ガ
ニ

P
ar

as
es

ar
m

a 
bi

de
ns

○

37
節

足
動

物
門

軟
甲

綱
十

脚
目

ベ
ン

ケ
イ

ガ
ニ

科
ユ

ビ
ア

カ
ベ

ン
ケ

イ
ガ

ニ
P

ar
as

es
ar

m
a 

tr
ip

ec
ti
ni

s
○

38
節

足
動

物
門

軟
甲

綱
十

脚
目

モ
ク

ズ
ガ

ニ
科

ハ
マ

ガ
ニ

C
ha

sm
ag

na
th

us
 c

on
ve

xu
s

○

39
節

足
動

物
門

軟
甲

綱
十

脚
目

モ
ク

ズ
ガ

ニ
科

ア
シ

ハ
ラ

ガ
ニ

H
el

ic
e 

tr
id

en
s

○

40
節

足
動

物
門

軟
甲

綱
十

脚
目

モ
ク

ズ
ガ

ニ
科

ケ
フ

サ
イ

ソ
ガ

ニ
H

em
ig

ra
ps

us
 p

en
ic

ill
at

us
○

41
節

足
動

物
門

軟
甲

綱
十

脚
目

コ
メ

ツ
キ

ガ
ニ

科
チ

ゴ
ガ

ニ
Ily

op
la

x 
pu

si
lla

1
6

○

42
節

足
動

物
門

軟
甲

綱
十

脚
目

オ
サ

ガ
ニ

科
ヒ

メ
ヤ

マ
ト

オ
サ

ガ
ニ

M
ac

ro
ph

th
al

m
us

 b
an

za
i

1
1

1
○

43
節

足
動

物
門

軟
甲

綱
十

脚
目

ス
ナ

ガ
ニ

科
ハ

ク
セ

ン
シ

オ
マ

ネ
キ

A
us

tr
uc

a 
la

ct
ea

○

44
節

足
動

物
門

軟
甲

綱
十

脚
目

ス
ナ

ガ
ニ

科
シ

オ
マ

ネ
キ

T
ub

uc
a 

ar
cu

at
a

○

備
考

：個
体

数
を

記
録

し
た

（表
在

は
 0
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5 

㎡
、

埋
在

は
 0

.0
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7 
㎡

 あ
た

り
の

個
体

数
）。

○
は

出
現

し
た

こ
と

を
示

す
。

古
賀

庸
憲

 (
和

歌
山

大
学

教
育

学
部

)
A

U
1

A
U

2
A

U
3

A
U

4
A

U
5

-

調
査

日
20

21
年

7月
12

日
-

-
-

-
-

3
3
.6

9
1
4

13
5.

39
02

13
5.

39
02

13
5.

39
02

13
5.

39
03

1
3
5
.3

9
0
2

調
査

者
 (
所

属
)

古
賀

庸
憲

 (
和

歌
山

大
学

教
育

学
部

)、
渡

部
哲

也
（西

宮
市

貝
類

館
)、

青
木

美
鈴

・上
野

綾
子

 (
日

本
国

際
湿

地
保

全
連

合
)、

小
林

元
樹

（京
都

大
学

フ
ィ

ー
ル

ド
科

学
教

育
研

究
セ

ン
タ

ー
瀬

戸
臨

海
実

験
所

）
33

.6
91

6
33

.6
91

5
33

.6
91

5
33

.6
91

5

-
-

-
-

-

天
候

く
も

り
な

し
な

し
な

し
な

し
な

し

時
刻

10
:0

0～
-

-
-

-

定
性

観
察

 
同

定
の

備
考

整
理

番
号

A
U

1
A

U
2

A
U

3
A

U
4

底
質

泥

A
U

5

出
現

種
個

体
数



モ
ニ

タ
リ

ン
グ

サ
イ

ト
 1

0
0
0
　

沿
岸

域
調

査
　

【
干

潟
】

毎
年

調
査

　
2
0
2
1
年

度

T
F
T

N
B

-
A

L
南

紀
田

辺
A

エ
リ

ア
 潮

間
帯

下
部

（
L
）
 【

毎
年

調
査

】

サ
イ

ト
代

表
者

 (
所

属
)

コ
ド

ラ
ー

ト
番

号

北
緯

 （
W

G
S
84

）

東
経

 （
W

G
S
84

）

（任
意

）地
温

（℃
）

（任
意

）E
hメ

ー
タ

ー
読

値
 （

m
V

）

（任
意

）酸
化

還
元

電
位

 （
m

V
）

植
生

（ア
オ

サ
）

門
綱

目
科

和
名

学
名

干
潟

定
量

調
査

定
性

調
査

表
在

埋
在

表
在

埋
在

表
在

埋
在

表
在

埋
在

表
在

埋
在

1
軟

体
動

物
門

腹
足

綱
カ

サ
ガ

イ
目

コ
ガ

モ
ガ

イ
科

ヒ
メ

コ
ザ

ラ
P

at
el

lo
id

a 
he

ro
ld

i
○

2
軟

体
動

物
門

腹
足

綱
ニ

シ
キ

ウ
ズ

目
リ

ュ
ウ

テ
ン

科
ス

ガ
イ

L
un

el
la

 c
or

re
en

si
s

2
2

○

3
軟

体
動

物
門

腹
足

綱
環

ア
マ

ガ
イ

目
ア

マ
オ

ブ
ネ

科
ヒ

メ
カ

ノ
コ

C
lit

ho
n

 a
ff
. 
ou

al
an

ie
ns

is
2

3
○

4
軟

体
動

物
門

腹
足

綱
環

ア
マ

ガ
イ

目
ア

マ
オ

ブ
ネ

科
イ

シ
マ

キ
C

lit
ho

n 
re

tr
op

ic
tu

m
○

5
軟

体
動

物
門

腹
足

綱
環

ア
マ

ガ
イ

目
ユ

キ
ス

ズ
メ

科
ミ

ヤ
コ

ド
リ

P
he

na
co

le
pa

s 
pu

lc
he

lla
○

6
軟

体
動

物
門

腹
足

綱
-

オ
ニ

ノ
ツ

ノ
ガ

イ
科

コ
ゲ

ツ
ノ

ブ
エ

C
er

it
hi

um
 c

or
al

iu
m

12
5

2
71

1
42

8
99

3
1
3
8

○

7
軟

体
動

物
門

腹
足

綱
-

ウ
ミ

ニ
ナ

科
ホ

ソ
ウ

ミ
ニ

ナ
B

at
ill

ar
ia

 a
tt

ra
m

en
ta

ri
a

2

8
軟

体
動

物
門

腹
足

綱
-

ウ
ミ

ニ
ナ

科
ウ

ミ
ニ

ナ
B

at
ill

ar
ia

 m
ul

ti
fo

rm
is

1
○

9
軟

体
動

物
門

腹
足

綱
-

キ
バ

ウ
ミ

ニ
ナ

科
カ

ワ
ア

イ
P

ir
en

el
la

 p
up

ifo
rm

is
○

10
軟

体
動

物
門

腹
足

綱
-

イ
ソ

コ
ハ

ク
ガ

イ
科

シ
ラ

ギ
ク

P
se

ud
ol

io
ti
a 

pu
lc

he
lla

○

11
軟

体
動

物
門

腹
足

綱
新

腹
足

目
オ

リ
イ

レ
ヨ

フ
バ

イ
科

カ
ニ

ノ
テ

ム
シ

ロ
N

as
sa

ri
us

 b
el

lu
lu

s
4

1
2

○

12
軟

体
動

物
門

腹
足

綱
新

腹
足

目
オ

リ
イ

レ
ヨ

フ
バ

イ
科

ア
ラ

ム
シ

ロ
R

et
ic

un
as

sa
 f
es

ti
va

1

13
軟

体
動

物
門

腹
足

綱
-

ト
ウ

ガ
タ

ガ
イ

科
ヒ

ガ
タ

ヨ
コ

イ
ト

カ
ケ

ギ
リ

C
in

gu
lin

a 
af

f. 
ci

rc
in

at
a

1

14
軟

体
動

物
門

二
枚

貝
綱

イ
ガ

イ
目

イ
ガ

イ
科

ホ
ト

ト
ギ

ス
M

us
cu

lis
ta

 s
en

ho
us

ia
1

1
5

1
3

1

15
軟

体
動

物
門

二
枚

貝
綱

カ
キ

目
イ

タ
ボ

ガ
キ

科
マ

ガ
キ

C
ra

ss
os

tr
ea

 g
ig

as
○

16
軟

体
動

物
門

二
枚

貝
綱

ザ
ル

ガ
イ

目
ニ

ッ
コ

ウ
ガ

イ
科

ト
ガ

リ
ユ

ウ
シ

オ
ガ

イ
J
it
la

da
 jo

ve
ni

lis
1

1
2

17
軟

体
動

物
門

二
枚

貝
綱

ザ
ル

ガ
イ

目
ニ

ッ
コ

ウ
ガ

イ
科

ヒ
メ

シ
ラ

ト
リ

M
ac

om
a 

in
co

ng
ru

a
1

2
2

1

18
軟

体
動

物
門

二
枚

貝
綱

マ
ル

ス
ダ

レ
ガ

イ
目

マ
ル

ス
ダ

レ
ガ

イ
科

シ
オ

ヤ
ガ

イ
A

no
m

al
od

is
cu

s 
sq

ua
m

os
us

3
3

1
1

2
6

1
4

○

19
軟

体
動

物
門

二
枚

貝
綱

マ
ル

ス
ダ

レ
ガ

イ
目

マ
ル

ス
ダ

レ
ガ

イ
科

オ
キ

シ
ジ

ミ
C

yc
lin

a
 a

ff
. s

in
en

si
s

4
4

2
1

4
○

20
軟

体
動

物
門

二
枚

貝
綱

マ
ル

ス
ダ

レ
ガ

イ
目

マ
ル

ス
ダ

レ
ガ

イ
科

ス
ダ

レ
ハ

マ
グ

リ
M

ar
ci

a 
ja

po
ni

ca
2

○

21
環

形
動

物
門

-
イ

ソ
メ

目
ギ

ボ
シ

イ
ソ

メ
科

ギ
ボ

シ
イ

ソ
メ

科
の

一
種

L
um

br
in

er
id

ae
 g

en
. s

p.
1

22
環

形
動

物
門

-
ス

ピ
オ

目
ス

ピ
オ

科
B

oc
ca

rd
ie

lla
 属

の
一

種
B

oc
ca

rd
ie

lla
 s

p.
○

23
環

形
動

物
門

-
ミ

ズ
ヒ

キ
ゴ

カ
イ

目
ミ

ズ
ヒ

キ
ゴ

カ
イ

科
ミ

ズ
ヒ

キ
ゴ

カ
イ

種
群

C
ir
ri
fo

rm
ia

 s
p.

 o
r 

sp
p.

5
6

8
9

3

24
環

形
動

物
門

-
-

イ
ト

ゴ
カ

イ
科

イ
ト

ゴ
カ

イ
科

の
一

種
C

ap
it
el

lid
ae

 g
en

. s
p.

1

25
節

足
動

物
門

H
ex

an
au

pl
ia

 綱
無

柄
目

フ
ジ

ツ
ボ

科
シ

ロ
ス

ジ
フ

ジ
ツ

ボ
F
is

tu
lo

ba
la

nu
s 

al
bi

co
st

at
us

○

26
節

足
動

物
門

軟
甲

綱
端

脚
目

ヒ
ゲ

ナ
ガ

ヨ
コ

エ
ビ

科
A

m
pi

th
oe

 属
の

一
種

A
m

pi
th

oe
 s

p.
1

2
ヒ

ゲ
ナ

ガ
ヨ

コ
エ

ビ
属

の
一

種

27
節

足
動

物
門

軟
甲

綱
十

脚
目

テ
ッ

ポ
ウ

エ
ビ

科
マ

ン
グ

ロ
ー

ブ
テ

ッ
ポ

ウ
エ

ビ
A

lp
he

us
 s

p.
○

28
節

足
動

物
門

軟
甲

綱
十

脚
目

ホ
ン

ヤ
ド

カ
リ

科
ユ

ビ
ナ

ガ
ホ

ン
ヤ

ド
カ

リ
P

ag
ur

us
 m

in
ut

us
29

○

29
節

足
動

物
門

軟
甲

綱
十

脚
目

ケ
ブ

カ
ガ

ニ
科

マ
キ

ト
ラ

ノ
オ

ガ
ニ

P
ilu

m
no

pe
us

 m
ak

ia
nu

s
○

30
節

足
動

物
門

軟
甲

綱
十

脚
目

ベ
ン

ケ
イ

ガ
ニ

科
ヒ

メ
ベ

ン
ケ

イ
ガ

ニ
N

an
os

es
ar

m
a 

m
in

ut
um

○

31
節

足
動

物
門

軟
甲

綱
十

脚
目

モ
ク

ズ
ガ

ニ
科

タ
カ

ノ
ケ

フ
サ

イ
ソ

ガ
ニ

H
em

ig
ra

ps
us

 t
ak

an
oi

3
○

32
節

足
動

物
門

軟
甲

綱
十

脚
目

コ
メ

ツ
キ

ガ
ニ

科
チ

ゴ
ガ

ニ
Ily

op
la

x 
pu

si
lla

○

33
節

足
動

物
門

軟
甲

綱
十

脚
目

オ
サ

ガ
ニ

科
チ

ゴ
イ

ワ
ガ

ニ
Ily

og
ra

ps
us

 n
od

ul
os

us
1

34
節

足
動

物
門

軟
甲

綱
十

脚
目

オ
サ

ガ
ニ

科
ヒ

メ
ヤ

マ
ト

オ
サ

ガ
ニ

M
ac

ro
ph

th
al

m
us

 b
an

za
i

1
1

1
1

○

35
節

足
動

物
門

軟
甲

綱
十

脚
目

オ
サ

ガ
ニ

科
ヤ

マ
ト

オ
サ

ガ
ニ

M
ac

ro
ph

th
al

m
us

 ja
po

ni
cu

s
○

36
脊

椎
動

物
門

条
鰭

綱
ス

ズ
キ

目
イ

ソ
ギ

ン
ポ

科
ト

サ
カ

ギ
ン

ポ
O

m
ob

ra
nc

hu
s 

fa
sc

io
la

to
ce

ps
○

備
考

：個
体

数
を

記
録

し
た

（表
在

は
 0

.2
5 

㎡
、

埋
在

は
 0

.0
17

7 
㎡

 あ
た

り
の

個
体

数
）。

○
は

出
現

し
た

こ
と

を
示

す
。

古
賀

庸
憲

 (
和

歌
山

大
学

教
育

学
部

)
A

L
1

A
L
2

A
L
3

A
L
4

A
L
5

-

調
査

日
20

21
年

7月
12

日
-

-
-

-
-

3
3
.6

9
2
3

13
5.

38
82

13
5.

38
82

13
5.

38
82

13
5.

38
81

1
3
5
.3

8
8
1

調
査

者
 (
所

属
)

古
賀

庸
憲

 (
和

歌
山

大
学

教
育

学
部

)、
渡

部
哲

也
（西

宮
市

貝
類

館
)、

青
木

美
鈴

・上
野

綾
子

 (
日

本
国

際
湿

地
保

全
連

合
)、

小
林

元
樹

（京
都

大
学

フ
ィ

ー
ル

ド
科

学
教

育
研

究
セ

ン
タ

ー
瀬

戸
臨

海
実

験
所

）
33

.6
92

2
33

.6
92

2
33

.6
92

2
33

.6
92

2

-
-

-
-

-

天
候

く
も

り
65

%
80

%
55

%
90

%
1
0
0
%

時
刻

13
:1

4～
-

-
-

-

定
性

観
察

 
同

定
の

備
考

整
理

番
号

A
L
1

A
L
2

A
L
3

A
L
4

底
質

軟
泥

A
L
5

出
現

種
個

体
数



モ
ニ

タ
リ

ン
グ

サ
イ

ト
 1

0
0
0
　

沿
岸

域
調

査
　

【
干

潟
】

毎
年

調
査

　
2
0
2
1
年

度

T
F
T

N
B

-
B

U
南

紀
田

辺
B

エ
リ

ア
 潮

間
帯

上
部

（
U

）
 【

毎
年

調
査

】
サ

イ
ト

代
表

者
 (
所

属
)

コ
ド

ラ
ー

ト
番

号

北
緯

 （
W

G
S
84

）

東
経

 （
W

G
S
84

）

（任
意

）地
温

（℃
）

（任
意

）E
hメ

ー
タ

ー
読

値
 （

m
V

）

（任
意

）酸
化

還
元

電
位

 （
m

V
）

植
生

（コ
ア

マ
モ

）

門
綱

目
科

和
名

学
名

干
潟

定
量

調
査

定
性

調
査

表
在

埋
在

表
在

埋
在

表
在

埋
在

表
在

埋
在

表
在

埋
在

1
刺

胞
動

物
門

花
虫

綱
イ

ソ
ギ

ン
チ

ャ
ク

目
タ

テ
ジ

マ
イ

ソ
ギ

ン
チ

ャ
ク

科
タ

テ
ジ

マ
イ

ソ
ギ

ン
チ

ャ
ク

D
ia

du
m

en
e 

lin
ea

ta
○

2
扁

形
動

物
門

有
棒

状
体

綱
多

岐
腸

目
-

多
岐

腸
目

の
一

種
P

ol
yc

la
di

da
 f
am

. g
en

. s
p.

○

3
軟

体
動

物
門

多
板

綱
ク

サ
ズ

リ
ガ

イ
目

ク
サ

ズ
リ

ガ
イ

科
ヒ

ザ
ラ

ガ
イ

L
io

lo
ph

ur
a 

ja
po

ni
ca

○

4
軟

体
動

物
門

多
板

綱
ク

サ
ズ

リ
ガ

イ
目

ウ
ス

ヒ
ザ

ラ
ガ

イ
科

ヤ
ス

リ
ヒ

ザ
ラ

ガ
イ

L
ep

id
oz

on
a 

co
re

an
ic

a
○

5
軟

体
動

物
門

多
板

綱
ク

サ
ズ

リ
ガ

イ
目

ケ
ハ

ダ
ヒ

ザ
ラ

ガ
イ

科
ヒ

メ
ケ

ハ
ダ

ヒ
ザ

ラ
ガ

イ
A

ca
nt

ho
ch

it
on

a 
ru

br
ol

in
ea

ta
○

6
軟

体
動

物
門

腹
足

綱
カ

サ
ガ

イ
目

コ
ガ

モ
ガ

イ
科

カ
ス

リ
ア

オ
ガ

イ
N

ip
po

na
cm

ea
 r

ad
ul

a
○

7
軟

体
動

物
門

腹
足

綱
カ

サ
ガ

イ
目

コ
ガ

モ
ガ

イ
科

ツ
ボ

ミ
P

at
el

lo
id

a 
co

nu
lu

s
○

8
軟

体
動

物
門

腹
足

綱
カ

サ
ガ

イ
目

コ
ガ

モ
ガ

イ
科

ヒ
メ

コ
ザ

ラ
P

at
el

lo
id

a 
he

ro
ld

i
○

9
軟

体
動

物
門

腹
足

綱
ニ

シ
キ

ウ
ズ

目
ニ

シ
キ

ウ
ズ

科
イ

シ
ダ

タ
ミ

M
on

od
on

ta
 c

on
fu

sa
○

10
軟

体
動

物
門

腹
足

綱
ニ

シ
キ

ウ
ズ

目
リ

ュ
ウ

テ
ン

科
ス

ガ
イ

L
un

el
la

 c
or

re
en

si
s

○

11
軟

体
動

物
門

腹
足

綱
環

ア
マ

ガ
イ

目
ア

マ
オ

ブ
ネ

科
ア

マ
オ

ブ
ネ

N
er

it
a 

al
bi

ci
lla

○

12
軟

体
動

物
門

腹
足

綱
環

ア
マ

ガ
イ

目
ユ

キ
ス

ズ
メ

科
ミ

ヤ
コ

ド
リ

P
he

na
co

le
pa

s 
pu

lc
he

lla
○

13
軟

体
動

物
門

腹
足

綱
-

ウ
ミ

ニ
ナ

科
ホ

ソ
ウ

ミ
ニ

ナ
B

at
ill

ar
ia

 a
tt

ra
m

en
ta

ri
a

4
2

16
1

36
3

4
○

14
軟

体
動

物
門

腹
足

綱
-

ウ
ミ

ニ
ナ

科
ウ

ミ
ニ

ナ
B

at
ill

ar
ia

 m
ul

ti
fo

rm
is

2
2

8
2

28
2

○

15
軟

体
動

物
門

腹
足

綱
-

ウ
ミ

ニ
ナ

科
B

at
ill

ar
ia

 属
B

at
ill

ar
ia

 s
p.

 o
r 

sp
p.

2
24

ウ
ミ

ニ
ナ

属

16
軟

体
動

物
門

腹
足

綱
-

ゴ
マ

フ
ニ

ナ
科

ゴ
マ

フ
ニ

ナ
P

la
na

xi
s 

su
lc

at
us

○

17
軟

体
動

物
門

腹
足

綱
-

キ
バ

ウ
ミ

ニ
ナ

科
ヘ

ナ
タ

リ
P

ir
en

el
la

 n
ip

po
ni

ca
3

4

18
軟

体
動

物
門

腹
足

綱
-

タ
マ

キ
ビ

科
ア

ラ
レ

タ
マ

キ
ビ

E
ch

in
ol

it
to

ri
na

 r
ad

ia
ta

○

19
軟

体
動

物
門

腹
足

綱
新

腹
足

目
ア

ッ
キ

ガ
イ

科
イ

ボ
ニ

シ
R

ei
sh

ia
 c

la
vi

ge
ra

○

20
軟

体
動

物
門

腹
足

綱
収

眼
目

ド
ロ

ア
ワ

モ
チ

科
イ

ソ
ア

ワ
モ

チ
P

er
on

ia
 v

er
ru

cu
la

ta
○

21
軟

体
動

物
門

二
枚

貝
綱

イ
ガ

イ
目

イ
ガ

イ
科

ク
ロ

グ
チ

X
en

os
tr

ob
us

 a
tr

at
us

○

22
軟

体
動

物
門

二
枚

貝
綱

フ
ネ

ガ
イ

目
フ

ネ
ガ

イ
科

ア
オ

カ
リ

ガ
ネ

エ
ガ

イ
B

ar
ba

ti
a 

ob
tu

so
id

es
○

23
軟

体
動

物
門

二
枚

貝
綱

カ
キ

目
イ

タ
ボ

ガ
キ

科
マ

ガ
キ

C
ra

ss
os

tr
ea

 g
ig

as
○

24
軟

体
動

物
門

二
枚

貝
綱

カ
キ

目
イ

タ
ボ

ガ
キ

科
ケ

ガ
キ

S
ac

co
st

re
a 

ke
ga

ki
○

25
軟

体
動

物
門

二
枚

貝
綱

ツ
キ

ガ
イ

目
ツ

キ
ガ

イ
科

ウ
メ

ノ
ハ

ナ
ガ

イ
P

ill
uc

in
a 

pi
si

di
um

1

26
軟

体
動

物
門

二
枚

貝
綱

ザ
ル

ガ
イ

目
シ

オ
サ

ザ
ナ

ミ
科

オ
チ

バ
ガ

イ
G

ar
i c

hi
ne

ns
is

1
○

27
軟

体
動

物
門

二
枚

貝
綱

マ
ル

ス
ダ

レ
ガ

イ
目

マ
ル

ス
ダ

レ
ガ

イ
科

シ
オ

ヤ
ガ

イ
A

no
m

al
od

is
cu

s 
sq

ua
m

os
us

1

28
軟

体
動

物
門

二
枚

貝
綱

マ
ル

ス
ダ

レ
ガ

イ
目

マ
ル

ス
ダ

レ
ガ

イ
科

オ
キ

シ
ジ

ミ
C

yc
lin

a
 a

ff
. s

in
en

si
s

3

29
環

形
動

物
門

-
サ

シ
バ

ゴ
カ

イ
目

チ
ロ

リ
科

G
ly

ce
ra

 属
の

一
種

G
ly

ce
ra

 s
p.

1

30
環

形
動

物
門

-
サ

シ
バ

ゴ
カ

イ
目

シ
リ

ス
科

シ
リ

ス
科

の
一

種
S
yl

lid
ae

 g
en

. s
p.

○

31
環

形
動

物
門

-
サ

シ
バ

ゴ
カ

イ
目

ウ
ロ

コ
ム

シ
科

フ
サ

ツ
キ

ウ
ロ

コ
ム

シ
亜

科
の

一
種

L
ep

id
on

ot
in

ae
 g

en
. s

p.
○

32
環

形
動

物
門

-
サ

シ
バ

ゴ
カ

イ
目

ゴ
カ

イ
科

コ
ケ

ゴ
カ

イ
S
im

pl
is

et
ia

 e
ry

th
ra

ee
ns

is
2

1

33
環

形
動

物
門

-
サ

シ
バ

ゴ
カ

イ
目

ゴ
カ

イ
科

P
er

in
er

ei
s

 属
の

一
種

P
er

in
er

ei
s

 s
p.

1
○

34
環

形
動

物
門

-
ケ

ヤ
リ

ム
シ

目
カ

ン
ザ

シ
ゴ

カ
イ

科
ヤ

ッ
コ

カ
ン

ザ
シ

S
pi

ro
br

an
ch

us
 a

ff
. 
kr

au
ss

ii
○

S
pi

ro
br

an
c
h
u
s 

sp
. 
1

se
n
su

 S
im

o
n
 e

t 
al

.
2
0
1
9

35
環

形
動

物
門

-
ミ

ズ
ヒ

キ
ゴ

カ
イ

目
ミ

ズ
ヒ

キ
ゴ

カ
イ

科
ミ

ズ
ヒ

キ
ゴ

カ
イ

種
群

C
ir
ri
fo

rm
ia

 s
p.

 o
r 

sp
p.

2

36
節

足
動

物
門

H
ex

an
au

pl
ia

 綱
無

柄
目

フ
ジ

ツ
ボ

科
シ

ロ
ス

ジ
フ

ジ
ツ

ボ
F
is

tu
lo

ba
la

nu
s 

al
bi

co
st

at
us

9

37
節

足
動

物
門

軟
甲

綱
等

脚
目

フ
ナ

ム
シ

科
フ

ナ
ム

シ
L
ig

ia
 e

xo
ti
ca

○

38
節

足
動

物
門

軟
甲

綱
十

脚
目

ス
ナ

モ
グ

リ
科

ニ
ホ

ン
ス

ナ
モ

グ
リ

N
eo

tr
yp

ae
a 

ja
po

ni
ca

○

39
節

足
動

物
門

軟
甲

綱
十

脚
目

ホ
ン

ヤ
ド

カ
リ

科
ユ

ビ
ナ

ガ
ホ

ン
ヤ

ド
カ

リ
P

ag
ur

us
 m

in
ut

us
○

40
節

足
動

物
門

軟
甲

綱
十

脚
目

ケ
ブ

カ
ガ

ニ
科

マ
キ

ト
ラ

ノ
オ

ガ
ニ

P
ilu

m
no

pe
us

 m
ak

ia
nu

s
○

41
節

足
動

物
門

軟
甲

綱
十

脚
目

ベ
ン

ケ
イ

ガ
ニ

科
ヒ

メ
ベ

ン
ケ

イ
ガ

ニ
N

an
os

es
ar

m
a 

m
in

ut
um

○

42
節

足
動

物
門

軟
甲

綱
十

脚
目

ベ
ン

ケ
イ

ガ
ニ

科
カ

ク
ベ

ン
ケ

イ
ガ

ニ
P

ar
as

es
ar

m
a 

pi
ct

um
○

43
節

足
動

物
門

軟
甲

綱
十

脚
目

モ
ク

ズ
ガ

ニ
科

ヒ
メ

ア
カ

イ
ソ

ガ
ニ

A
cm

ae
op

le
ur

a 
pa

rv
ul

a
○

44
節

足
動

物
門

軟
甲

綱
十

脚
目

モ
ク

ズ
ガ

ニ
科

ケ
フ

サ
イ

ソ
ガ

ニ
H

em
ig

ra
ps

us
 p

en
ic

ill
at

us
○

45
節

足
動

物
門

軟
甲

綱
十

脚
目

モ
ク

ズ
ガ

ニ
科

イ
ソ

ガ
ニ

H
em

ig
ra

ps
us

 s
an

gu
in

eu
s

○

46
節

足
動

物
門

軟
甲

綱
十

脚
目

モ
ク

ズ
ガ

ニ
科

タ
カ

ノ
ケ

フ
サ

イ
ソ

ガ
ニ

H
em

ig
ra

ps
us

 t
ak

an
oi

○

47
節

足
動

物
門

軟
甲

綱
十

脚
目

コ
メ

ツ
キ

ガ
ニ

科
チ

ゴ
ガ

ニ
Ily

op
la

x 
pu

si
lla

○

48
節

足
動

物
門

軟
甲

綱
十

脚
目

コ
メ

ツ
キ

ガ
ニ

科
コ

メ
ツ

キ
ガ

ニ
S
co

pi
m

er
a 

gl
ob

os
a

1
1

1
1

○

49
節

足
動

物
門

軟
甲

綱
十

脚
目

オ
サ

ガ
ニ

科
ヤ

マ
ト

オ
サ

ガ
ニ

M
ac

ro
ph

th
al

m
us

 ja
po

ni
cu

s
○

備
考

：個
体

数
を

記
録

し
た

（表
在

は
 0

.2
5 

㎡
、

埋
在

は
 0

.0
17

7 
㎡

 あ
た

り
の

個
体

数
）。

○
は

出
現

し
た

こ
と

を
示

す
。

B
U

1は
コ

ア
深

度
10

cm
。

B
U

5の
コ

ア
は

石
が

あ
っ

た
た

め
深

さ
10

cm
ま

で
。

古
賀

庸
憲

 (
和

歌
山

大
学

教
育

学
部

)
B

U
1

B
U

2
B

U
3

B
U

4
B

U
5

調
査

者
 (
所

属
)

古
賀

庸
憲

 (
和

歌
山

大
学

教
育

学
部

)、
渡

部
哲

也
（西

宮
市

貝
類

館
)、

青
木

美
鈴

・上
野

綾
子

 (
日

本
国

際
湿

地
保

全
連

合
)、

小
林

元
樹

（京
都

大
学

フ
ィ

ー
ル

ド
科

学
教

育
研

究
セ

ン
タ

ー
瀬

戸
臨

海
実

験
所

）
33

.7
00

3
33

.7
00

3
33

.7
00

3
33

.7
00

4
3
3
.7

0
0
4

13
5.

38
26

13
5.

38
26

13
5.

38
26

13
5.

38
27

1
3
5
.3

8
2
7

-
-

-
-

-

11
:1

8～
-

-
-

-
-

調
査

日
20

21
年

7月
13

日
-

-
-

-

同
定

の
備

考

整
理

番
号

B
U

1
B

U
2

B
U

3
B

U
4

B
U

5

な
し

底
質

砂
泥

天
候

晴
れ

な
し

な
し

5%
20

%

-

時
刻

出
現

種
個

体
数

定
性

観
察

 



モ
ニ

タ
リ

ン
グ

サ
イ

ト
 1

0
0
0
　

沿
岸

域
調

査
　

【
干

潟
】

毎
年

調
査

　
2
0
2
1
年

度

T
F
T

N
B

-
B

L
南

紀
田

辺
B

エ
リ

ア
 潮

間
帯

下
部

（
L
）
 【

毎
年

調
査

】
サ

イ
ト

代
表

者
 (
所

属
)

コ
ド

ラ
ー

ト
番

号
北

緯
 （

W
G

S
84

）

東
経

 （
W

G
S
84

）

（任
意

）地
温

（℃
）

（任
意

）E
hメ

ー
タ

ー
読

値
 （

m
V

）

（任
意

）酸
化

還
元

電
位

 （
m

V
）

植
生

（コ
ア

マ
モ

）

門
綱

目
科

和
名

学
名

干
潟

定
量

調
査

定
性

調
査

表
在

埋
在

表
在

埋
在

表
在

埋
在

表
在

埋
在

表
在

埋
在

1
刺

胞
動

物
門

花
虫

綱
イ

ソ
ギ

ン
チ

ャ
ク

目
タ

テ
ジ

マ
イ

ソ
ギ

ン
チ

ャ
ク

科
タ

テ
ジ

マ
イ

ソ
ギ

ン
チ

ャ
ク

D
ia

du
m

en
e 

lin
ea

ta
○

2
紐

形
動

物
門

-
-

-
紐

形
動

物
門

の
一

種
N

em
er

te
a 

cl
a.

 o
rd

. f
am

. g
en

. s
p.

2
持

ち
帰

り

3
軟

体
動

物
門

多
板

綱
ク

サ
ズ

リ
ガ

イ
目

ウ
ス

ヒ
ザ

ラ
ガ

イ
科

ヤ
ス

リ
ヒ

ザ
ラ

ガ
イ

L
ep

id
oz

on
a 

co
re

an
ic

a
○

4
軟

体
動

物
門

腹
足

綱
ニ

シ
キ

ウ
ズ

目
ク

ボ
ガ

イ
科

ク
ボ

ガ
イ

C
hl

or
os

to
m

a 
lis

ch
ke

i
○

5
軟

体
動

物
門

腹
足

綱
ニ

シ
キ

ウ
ズ

目
リ

ュ
ウ

テ
ン

科
ス

ガ
イ

L
un

el
la

 c
or

re
en

si
s

○

6
軟

体
動

物
門

腹
足

綱
-

オ
ニ

ノ
ツ

ノ
ガ

イ
科

コ
ゲ

ツ
ノ

ブ
エ

C
er

it
hi

um
 c

or
al

iu
m

88
1

3
3

4
○

7
軟

体
動

物
門

腹
足

綱
-

ウ
ミ

ニ
ナ

科
ウ

ミ
ニ

ナ
B

at
ill

ar
ia

 m
ul

ti
fo

rm
is

○

8
軟

体
動

物
門

腹
足

綱
-

ム
カ

デ
ガ

イ
科

オ
オ

ヘ
ビ

ガ
イ

T
hy

la
co

de
s 

ad
am

si
i

○

9
軟

体
動

物
門

腹
足

綱
新

腹
足

目
タ

モ
ト

ガ
イ

科
タ

モ
ト

ガ
イ

P
yr

en
e 

pu
nc

ta
ta

1

10
軟

体
動

物
門

腹
足

綱
新

腹
足

目
オ

リ
イ

レ
ヨ

フ
バ

イ
科

ム
シ

ロ
ガ

イ
N

as
sa

ri
us

 li
ve

sc
en

s
○

11
軟

体
動

物
門

腹
足

綱
新

腹
足

目
オ

リ
イ

レ
ヨ

フ
バ

イ
科

ア
ラ

ム
シ

ロ
R

et
ic

un
as

sa
 f
es

ti
va

1

12
軟

体
動

物
門

腹
足

綱
新

腹
足

目
ア

ッ
キ

ガ
イ

科
ウ

ネ
レ

イ
シ

ダ
マ

シ
D

ru
pe

lla
 m

ar
ga

ri
ti
co

la
○

13
軟

体
動

物
門

二
枚

貝
綱

イ
ガ

イ
目

イ
ガ

イ
科

ク
ロ

グ
チ

X
en

os
tr

ob
us

 a
tr

at
us

○

14
軟

体
動

物
門

二
枚

貝
綱

イ
ガ

イ
目

イ
ガ

イ
科

ヒ
バ

リ
ガ

イ
モ

ド
キ

B
ra

ch
id

on
te

s 
m

ut
ab

ili
s

○

15
軟

体
動

物
門

二
枚

貝
綱

フ
ネ

ガ
イ

目
フ

ネ
ガ

イ
科

コ
ベ

ル
ト

フ
ネ

ガ
イ

A
rc

a 
bo

uc
ar

di
○

16
軟

体
動

物
門

二
枚

貝
綱

フ
ネ

ガ
イ

目
フ

ネ
ガ

イ
科

ア
オ

カ
リ

ガ
ネ

エ
ガ

イ
B

ar
ba

ti
a 

ob
tu

so
id

es
○

17
軟

体
動

物
門

二
枚

貝
綱

フ
ネ

ガ
イ

目
サ

ン
カ

ク
サ

ル
ボ

オ
科

ミ
ミ

エ
ガ

イ
S
tr

ia
rc

a 
sy

m
m

et
ri
ca

○

18
軟

体
動

物
門

二
枚

貝
綱

カ
キ

目
ハ

ボ
ウ

キ
ガ

イ
科

ハ
ボ

ウ
キ

ガ
イ

P
in

na
 a

tt
en

ua
ta

○

19
軟

体
動

物
門

二
枚

貝
綱

カ
キ

目
イ

タ
ボ

ガ
キ

科
マ

ガ
キ

C
ra

ss
os

tr
ea

 g
ig

as
○

20
軟

体
動

物
門

二
枚

貝
綱

カ
キ

目
イ

タ
ボ

ガ
キ

科
ケ

ガ
キ

S
ac

co
st

re
a 

ke
ga

ki
○

21
軟

体
動

物
門

二
枚

貝
綱

ツ
キ

ガ
イ

目
ツ

キ
ガ

イ
科

ウ
メ

ノ
ハ

ナ
ガ

イ
P

ill
uc

in
a 

pi
si

di
um

6
25

20
58

2
0

22
軟

体
動

物
門

二
枚

貝
綱

無
面

目
マ

テ
ガ

イ
科

マ
テ

ガ
イ

S
ol

en
 s

tr
ic

tu
s

1
2

○

23
軟

体
動

物
門

二
枚

貝
綱

ザ
ル

ガ
イ

目
ニ

ッ
コ

ウ
ガ

イ
科

ト
ガ

リ
ユ

ウ
シ

オ
ガ

イ
J
it
la

da
 jo

ve
ni

lis
1

1
3

24
軟

体
動

物
門

二
枚

貝
綱

ザ
ル

ガ
イ

目
ニ

ッ
コ

ウ
ガ

イ
科

ヒ
メ

シ
ラ

ト
リ

M
ac

om
a 

in
co

ng
ru

a
4

4
4

3
7

25
軟

体
動

物
門

二
枚

貝
綱

-
バ

カ
ガ

イ
科

ユ
キ

ガ
イ

M
er

op
es

ta
 n

ic
ob

ar
ic

a
1

26
軟

体
動

物
門

二
枚

貝
綱

マ
ル

ス
ダ

レ
ガ

イ
目

マ
ル

ス
ダ

レ
ガ

イ
科

カ
ガ

ミ
ガ

イ
D

os
in

ia
 ja

po
ni

ca
○

27
軟

体
動

物
門

二
枚

貝
綱

マ
ル

ス
ダ

レ
ガ

イ
目

マ
ル

ス
ダ

レ
ガ

イ
科

ス
ダ

レ
ハ

マ
グ

リ
M

ar
ci

a 
ja

po
ni

ca
1

28
軟

体
動

物
門

二
枚

貝
綱

マ
ル

ス
ダ

レ
ガ

イ
目

マ
ル

ス
ダ

レ
ガ

イ
科

ア
サ

リ
R

ud
it
ap

es
 p

hi
lip

pi
na

ru
m

1

29
環

形
動

物
門

-
サ

シ
バ

ゴ
カ

イ
目

ゴ
カ

イ
科

コ
ケ

ゴ
カ

イ
S
im

pl
is

et
ia

 e
ry

th
ra

ee
ns

is
1

2

30
環

形
動

物
門

-
ケ

ヤ
リ

ム
シ

目
カ

ン
ザ

シ
ゴ

カ
イ

科
ヤ

ッ
コ

カ
ン

ザ
シ

S
pi

ro
br

an
ch

us
 a

ff
. k

ra
us

si
i

○
S
pi

ro
br

an
c
h
u
s 

sp
. 
1

se
n
su

 S
im

o
n
 e

t 
al

.
2
0
1
9

31
環

形
動

物
門

-
ス

ピ
オ

目
ス

ピ
オ

科
B

oc
ca

rd
ie

lla
 属

の
一

種
B

oc
ca

rd
ie

lla
 s

p.
1

32
環

形
動

物
門

-
ミ

ズ
ヒ

キ
ゴ

カ
イ

目
ミ

ズ
ヒ

キ
ゴ

カ
イ

科
ミ

ズ
ヒ

キ
ゴ

カ
イ

種
群

C
ir
ri
fo

rm
ia

 s
p.

 o
r 

sp
p.

5
11

2
4

2

33
環

形
動

物
門

-
フ

サ
ゴ

カ
イ

目
フ

サ
ゴ

カ
イ

科
T
he

le
pu

s 
属

の
一

種
T
he

le
pu

s 
sp

.
○

34
環

形
動

物
門

-
-

-
ホ

シ
ム

シ
類

の
一

種
S
ip

un
cu

la
 o

rd
. f

am
. g

en
. s

p.
1

35
環

形
動

物
門

-
ツ

バ
サ

ゴ
カ

イ
目

ツ
バ

サ
ゴ

カ
イ

科
ム

ギ
ワ

ラ
ム

シ
M

es
oc

ha
et

op
te

ru
s 

ja
po

ni
cu

s
1

「
M

es
oc

ha
et

op
te

ru
s

属
の

一
種

」

36
節

足
動

物
門

軟
甲

綱
十

脚
目

テ
ッ

ポ
ウ

エ
ビ

科
イ

ソ
テ

ッ
ポ

ウ
エ

ビ
A

lp
he

us
 lo

bi
de

ns
 lo

bi
de

ns
○

37
節

足
動

物
門

軟
甲

綱
十

脚
目

ヤ
ド

カ
リ

科
コ

ブ
ヨ

コ
バ

サ
ミ

C
lib

an
ar

iu
s 

in
fr

as
pi

na
tu

s
○

38
節

足
動

物
門

軟
甲

綱
十

脚
目

ヤ
ド

カ
リ

科
イ

ザ
ナ

ミ
ツ

ノ
ヤ

ド
カ

リ
D

io
ge

ne
s 

iz
an

am
ia

e
1

1

39
節

足
動

物
門

軟
甲

綱
十

脚
目

ホ
ン

ヤ
ド

カ
リ

科
ケ

ア
シ

ホ
ン

ヤ
ド

カ
リ

P
ag

ur
us

 la
nu

gi
no

su
s

○

40
節

足
動

物
門

軟
甲

綱
十

脚
目

ホ
ン

ヤ
ド

カ
リ

科
ユ

ビ
ナ

ガ
ホ

ン
ヤ

ド
カ

リ
P

ag
ur

us
 m

in
ut

us
4

1
13

6
4

2
5

4
○

41
節

足
動

物
門

軟
甲

綱
十

脚
目

カ
ニ

ダ
マ

シ
科

イ
ソ

カ
ニ

ダ
マ

シ
P

et
ro

lis
th

es
 ja

po
ni

cu
s

○

42
節

足
動

物
門

軟
甲

綱
十

脚
目

ケ
ブ

カ
ガ

ニ
科

マ
キ

ト
ラ

ノ
オ

ガ
ニ

P
ilu

m
no

pe
us

 m
ak

ia
nu

s
○

43
節

足
動

物
門

軟
甲

綱
十

脚
目

ガ
ザ

ミ
科

タ
イ

ワ
ン

ガ
ザ

ミ
P

or
tu

nu
s 

pe
la

gi
cu

s
○

44
節

足
動

物
門

軟
甲

綱
十

脚
目

ガ
ザ

ミ
科

ガ
ザ

ミ
P

or
tu

nu
s 

tr
it
ub

er
cu

la
tu

s
○

45
節

足
動

物
門

軟
甲

綱
十

脚
目

ガ
ザ

ミ
科

イ
シ

ガ
ニ

C
ha

ry
bd

is
 (
C

ha
ry

bd
is

) 
ja

po
ni

ca
○

46
節

足
動

物
門

軟
甲

綱
十

脚
目

オ
ウ

ギ
ガ

ニ
科

オ
ウ

ギ
ガ

ニ
L
ep

to
di

us
 a

ff
in

is
○

47
節

足
動

物
門

軟
甲

綱
十

脚
目

オ
ウ

ギ
ガ

ニ
科

シ
ワ

オ
ウ

ギ
ガ

ニ
M

ac
ro

m
ed

ae
us

 d
is

ti
ng

ue
nd

us
○

48
節

足
動

物
門

軟
甲

綱
十

脚
目

モ
ク

ズ
ガ

ニ
科

ケ
ア

シ
ヒ

ラ
イ

ソ
ガ

ニ
G

ae
ti
ce

 c
f.
 u

ng
ul

at
us

○

49
節

足
動

物
門

軟
甲

綱
十

脚
目

オ
サ

ガ
ニ

科
チ

ゴ
イ

ワ
ガ

ニ
Ily

og
ra

ps
us

 n
od

ul
os

us
1

1
1

50
節

足
動

物
門

軟
甲

綱
十

脚
目

オ
サ

ガ
ニ

科
オ

サ
ガ

ニ
M

ac
ro

ph
th

al
m

us
 a

bb
re

vi
at

us
○

51
節

足
動

物
門

軟
甲

綱
十

脚
目

オ
サ

ガ
ニ

科
ヒ

メ
ヤ

マ
ト

オ
サ

ガ
ニ

M
ac

ro
ph

th
al

m
us

 b
an

za
i

1

52
棘

皮
動

物
門

ヒ
ト

デ
綱

ア
カ

ヒ
ト

デ
目

イ
ト

マ
キ

ヒ
ト

デ
科

ヌ
ノ

メ
イ

ト
マ

キ
ヒ

ト
デ

A
qu

ilo
na

st
ra

 b
at

he
ri

○

備
考

：個
体

数
を

記
録

し
た

（表
在

は
 0

.2
5 

㎡
、

埋
在

は
 0

.0
17

7 
㎡

 あ
た

り
の

個
体

数
）。

○
は

出
現

し
た

こ
と

を
示

す
。

古
賀

庸
憲

 (
和

歌
山

大
学

教
育

学
部

)
B

L
1

B
L
2

B
L
3

B
L
4

B
L
5

-

調
査

日
20

21
年

7月
13

日
-

-
-

-
-

3
3
.7

0
0
3

13
5.

38
28

13
5.

38
29

13
5.

38
30

13
5.

38
31

1
3
5
.3

8
3
0

調
査

者
 (
所

属
)

古
賀

庸
憲

 (
和

歌
山

大
学

教
育

学
部

)、
渡

部
哲

也
（西

宮
市

貝
類

館
)、

青
木

美
鈴

・上
野

綾
子

 (
日

本
国

際
湿

地
保

全
連

合
)、

小
林

元
樹

（京
都

大
学

フ
ィ

ー
ル

ド
科

学
教

育
研

究
セ

ン
タ

ー
瀬

戸
臨

海
実

験
所

）
33

.7
00

1
33

.7
00

1
33

.7
00

2
33

.7
00

2

-
-

-
-

-

天
候

晴
れ

45
%

95
%

40
%

70
%

6
0
%

時
刻

13
:2

9～
-

-
-

-

B
L
5

出
現

種
個

体
数

定
性

観
察

 
同

定
の

備
考

整
理

番
号

B
L
1

B
L
2

B
L
3

B
L
4

底
質

砂
泥



モ
ニ

タ
リ

ン
グ

サ
イ

ト
 1

0
0
0
　

沿
岸

域
調

査
　

【
干

潟
】

毎
年

調
査

　
2
0
2
1
年

度

T
F
N

K
T

-
A

1
U

中
津

干
潟

A
エ

リ
ア

 潮
間

帯
上

部
（
1
U

）
 【

毎
年

調
査

】

サ
イ

ト
代

表
者

（所
属

）
コ

ド
ラ

ー
ト

番
号

北
緯

（W
G

S
84

)

東
経

（W
G

S
84

)

(任
意

）地
温

（℃
）

(任
意

）E
h 

メ
ー

タ
ー

読
値

（m
V

）

(任
意

）酸
化

還
元

電
位

（m
V

）

植
生

門
綱

目
科

和
名

学
名

干
潟

転
石

帯
定

量
調

査
定

性
調

査

表
在

埋
在

表
在

埋
在

表
在

埋
在

表
在

埋
在

表
在

埋
在

1
刺

胞
動

物
門

花
虫

綱
イ

ソ
ギ

ン
チ

ャ
ク

目
タ

テ
ジ

マ
イ

ソ
ギ

ン
チ

ャ
ク

科
タ

テ
ジ

マ
イ

ソ
ギ

ン
チ

ャ
ク

D
ia

du
m

en
e 

lin
ea

ta
○

2
軟

体
動

物
門

腹
足

綱
カ

サ
ガ

イ
目

コ
ガ

モ
ガ

イ
科

ツ
ボ

ミ
P

at
el

lo
id

a 
co

nu
lu

s
○

3
軟

体
動

物
門

腹
足

綱
ニ

シ
キ

ウ
ズ

目
リ

ュ
ウ

テ
ン

科
ス

ガ
イ

L
un

el
la

 c
or

re
en

si
s

○

4
軟

体
動

物
門

腹
足

綱
-

ウ
ミ

ニ
ナ

科
ホ

ソ
ウ

ミ
ニ

ナ
B

at
ill

ar
ia

 a
tt

ra
m

en
ta

ri
a

8
1

3
○

5
軟

体
動

物
門

腹
足

綱
-

ウ
ミ

ニ
ナ

科
ウ

ミ
ニ

ナ
B

at
ill

ar
ia

 m
ul

ti
fo

rm
is

1
3

1
○

6
軟

体
動

物
門

腹
足

綱
-

キ
バ

ウ
ミ

ニ
ナ

科
ヘ

ナ
タ

リ
P

ir
en

el
la

 n
ip

po
ni

ca
○

7
軟

体
動

物
門

腹
足

綱
新

腹
足

目
オ

リ
イ

レ
ヨ

フ
バ

イ
科

ア
ラ

ム
シ

ロ
R

et
ic

un
as

sa
 f

es
ti
va

3
○

8
軟

体
動

物
門

腹
足

綱
新

腹
足

目
ア

ッ
キ

ガ
イ

科
イ

ボ
ニ

シ
R

ei
sh

ia
 c

la
vi

ge
ra

○

9
軟

体
動

物
門

二
枚

貝
綱

イ
ガ

イ
目

イ
ガ

イ
科

ホ
ト

ト
ギ

ス
M

us
cu

lis
ta

 s
en

ho
us

ia
1

2
7

1
6

3
3

○

10
軟

体
動

物
門

二
枚

貝
綱

カ
キ

目
イ

タ
ボ

ガ
キ

科
マ

ガ
キ

C
ra

ss
os

tr
ea

 g
ig

as
1

11
軟

体
動

物
門

二
枚

貝
綱

ザ
ル

ガ
イ

目
ニ

ッ
コ

ウ
ガ

イ
科

ユ
ウ

シ
オ

ガ
イ

J
it
la

da
 c

ul
te

r
1

12
軟

体
動

物
門

二
枚

貝
綱

マ
ル

ス
ダ

レ
ガ

イ
目

マ
ル

ス
ダ

レ
ガ

イ
科

ア
サ

リ
R

ud
it
ap

es
 p

hi
lip

pi
na

ru
m

○

13
環

形
動

物
門

-
サ

シ
バ

ゴ
カ

イ
目

ゴ
カ

イ
科

コ
ケ

ゴ
カ

イ
S
im

pl
is

et
ia

 e
ry

th
ra

ee
ns

is
2

3
1

1

14
環

形
動

物
門

-
イ

ソ
メ

目
ナ

ナ
テ

イ
ソ

メ
科

ス
ゴ

カ
イ

イ
ソ

メ
D

io
pa

tr
a 

su
go

ka
i

○

15
環

形
動

物
門

-
ミ

ズ
ヒ

キ
ゴ

カ
イ

目
ミ

ズ
ヒ

キ
ゴ

カ
イ

科
ミ

ズ
ヒ

キ
ゴ

カ
イ

種
群

C
ir
ri
fo

rm
ia

 s
p.

 o
r 

sp
p.

3

16
環

形
動

物
門

-
-

イ
ト

ゴ
カ

イ
科

ホ
ソ

イ
ト

ゴ
カ

イ
H

et
er

om
as

tu
s 

si
m

ili
s

2
種

名
確

認
の

必
要

性
あ

り

17
節

足
動

物
門

H
ex

an
au

pl
ia

 綱
無

柄
目

フ
ジ

ツ
ボ

科
シ

ロ
ス

ジ
フ

ジ
ツ

ボ
F
is

tu
lo

ba
la

nu
s 

al
bi

co
st

at
us

○

18
節

足
動

物
門

H
ex

an
au

pl
ia

 綱
無

柄
目

フ
ジ

ツ
ボ

科
ア

メ
リ

カ
フ

ジ
ツ

ボ
A

m
ph

ib
al

an
us

 e
bu

rn
eu

s
○

19
節

足
動

物
門

軟
甲

綱
十

脚
目

ハ
サ

ミ
シ

ャ
コ

エ
ビ

科
ハ

サ
ミ

シ
ャ

コ
エ

ビ
L
ao

m
ed

ia
 a

st
ac

in
a

○

20
節

足
動

物
門

軟
甲

綱
十

脚
目

ア
ナ

ジ
ャ

コ
科

ア
ナ

ジ
ャ

コ
U

po
ge

bi
a 

m
aj

or
○

21
節

足
動

物
門

軟
甲

綱
十

脚
目

ホ
ン

ヤ
ド

カ
リ

科
ユ

ビ
ナ

ガ
ホ

ン
ヤ

ド
カ

リ
P

ag
ur

us
 m

in
ut

us
1

1
○

22
節

足
動

物
門

軟
甲

綱
十

脚
目

コ
ブ

シ
ガ

ニ
科

マ
メ

コ
ブ

シ
ガ

ニ
P

yr
hi

la
 p

is
um

○

23
節

足
動

物
門

軟
甲

綱
十

脚
目

モ
ク

ズ
ガ

ニ
科

ヒ
ラ

イ
ソ

ガ
ニ

G
ae

ti
ce

 d
ep

re
ss

us
○

24
節

足
動

物
門

軟
甲

綱
十

脚
目

モ
ク

ズ
ガ

ニ
科

ケ
フ

サ
イ

ソ
ガ

ニ
H

em
ig

ra
ps

us
 p

en
ic

ill
at

us
○

25
節

足
動

物
門

軟
甲

綱
十

脚
目

モ
ク

ズ
ガ

ニ
科

タ
カ

ノ
ケ

フ
サ

イ
ソ

ガ
ニ

H
em

ig
ra

ps
us

 t
ak

an
oi

○

26
節

足
動

物
門

軟
甲

綱
十

脚
目

コ
メ

ツ
キ

ガ
ニ

科
チ

ゴ
ガ

ニ
Ily

op
la

x 
pu

si
lla

1
1

○

27
節

足
動

物
門

軟
甲

綱
十

脚
目

オ
サ

ガ
ニ

科
ヤ

マ
ト

オ
サ

ガ
ニ

M
ac

ro
ph

th
al

m
us

 ja
po

ni
cu

s
○

28
棘

皮
動

物
門

ナ
マ

コ
綱

無
足

目
イ

カ
リ

ナ
マ

コ
科

ト
ゲ

イ
カ

リ
ナ

マ
コ

P
ro

ta
nk

yr
a 

bi
de

nt
at

a
1

2
29

脊
椎

動
物

門
条

鰭
綱

ス
ズ

キ
目

ハ
ゼ

科
ト

ビ
ハ

ゼ
P

er
io

ph
th

al
m

us
 m

od
es

tu
s

○
30

ボ
ウ

ア
オ

ノ
リ

○

31
ア

ナ
ア

オ
サ

○
備

考
：個

体
数

を
記

録
し

た
（表

在
は

 0
.2

5 
㎡

、
埋

在
は

 0
.0

17
7 

㎡
 あ

た
り

の
個

体
数

）。
○

は
出

現
し

た
こ

と
を

示
す

。

出
現

種
個

体
数

定
性

観
察

 
同

定
の

備
考

整
理

番
号

A
1U

1
A

1
U

2
A

1
U

3
A

1
U

4

底
質

砂
・礫

A
1
U

5

3
3
.6

1
7
8

3
3
.6

1
7
8

-
-

-
-

-

天
候

晴
れ

ボ
ウ

ア
オ

ノ
リ

ボ
ウ

ア
オ

ノ
リ

な
し

ボ
ウ

ア
オ

ノ
リ

な
し

時
刻

15
:3

0
-

-
-

-

浜
口

昌
巳

（水
産

研
究

・教
育

機
構

水
産

技
術

研
究

所
）

A
1U

1
A

1
U

2
A

1
U

3
A

1
U

4
A

1
U

5

-

調
査

日
20

21
年

6月
24

日
-

-
-

-
-

3
3
.6

1
7
8

13
1.

19
47

13
1
.1

9
4
7

1
3
1
.1

9
4
7

1
3
1
.1

9
4
8

1
3
1
.1

9
4
8

調
査

者
（所

属
）

浜
口

昌
巳

・鬼
塚

　
剛

（水
産

研
究

・教
育

機
構

水
産

技
術

研
究

所
）、

西
 栄

二
郎

（横
浜

国
立

大
学

教
育

学
部

）、
金

子
誠

也
（日

本
国

際
湿

地
保

全
連

合
)

33
.6

17
8

33
.6

1
7
7
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0
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沿
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査
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干
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】

毎
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1
年
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T
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K
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2
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津

干
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A
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リ
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帯
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2
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毎
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サ
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表
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po
ni

ca
1

20
環

形
動

物
門

-
サ

シ
バ

ゴ
カ

イ
目

ゴ
カ

イ
科

コ
ケ

ゴ
カ

イ
S
im

pl
is

et
ia

 e
ry

th
ra

ee
ns

is
○

21
環

形
動

物
門

-
サ

シ
バ

ゴ
カ

イ
目

ゴ
カ

イ
科

ヤ
マ

ト
カ

ワ
ゴ

カ
イ

H
ed

is
te

 d
ia

dr
om

a
○

22
環

形
動

物
門

-
ミ

ズ
ヒ

キ
ゴ

カ
イ

目
ミ

ズ
ヒ

キ
ゴ

カ
イ

科
ミ

ズ
ヒ

キ
ゴ

カ
イ

種
群

C
ir
ri
fo

rm
ia

 s
p.

 o
r 

sp
p.

1
○

23
環

形
動

物
門

-
フ

サ
ゴ

カ
イ

目
ウ

ミ
イ

サ
ゴ

ム
シ

科
オ

ク
ダ

ウ
ミ

イ
サ

ゴ
ム

シ
P

ec
ti
na

ri
a 

ok
ud

ai
○

種
名

確
認

の
必

要
性

あ
り

24
節

足
動

物
門

H
ex

an
au

pl
ia

 綱
無

柄
目

フ
ジ

ツ
ボ

科
シ

ロ
ス

ジ
フ

ジ
ツ

ボ
F
is

tu
lo

ba
la

nu
s 

al
bi

co
st

at
us

○

25
節

足
動

物
門

軟
甲

綱
十

脚
目

ハ
サ

ミ
シ

ャ
コ

エ
ビ

科
ハ

サ
ミ

シ
ャ

コ
エ

ビ
L
ao

m
ed

ia
 a

st
ac

in
a

○

26
節

足
動

物
門

軟
甲

綱
十

脚
目

ホ
ン

ヤ
ド

カ
リ

科
ユ

ビ
ナ

ガ
ホ

ン
ヤ

ド
カ

リ
P

ag
ur

us
 m

in
ut

us
○

27
節

足
動

物
門

軟
甲

綱
十

脚
目

ベ
ン

ケ
イ

ガ
ニ

科
ア

カ
テ

ガ
ニ

C
hi

ro
m

an
te

s 
ha

em
at

oc
he

ir
○

28
節

足
動

物
門

軟
甲

綱
十

脚
目

ベ
ン

ケ
イ

ガ
ニ

科
ク

ロ
ベ

ン
ケ

イ
ガ

ニ
C

hi
ro

m
an

te
s 

de
ha

an
i

○
○

29
節

足
動

物
門

軟
甲

綱
十

脚
目

ベ
ン

ケ
イ

ガ
ニ

科
ク

シ
テ

ガ
ニ

P
ar

as
es

ar
m

a 
af

fin
e

○
30

節
足

動
物

門
軟

甲
綱

十
脚

目
モ

ク
ズ

ガ
ニ

科
ヒ

メ
ア

シ
ハ

ラ
ガ

ニ
H

el
ic

an
a 

ja
po

ni
ca

○
○

31
節

足
動

物
門

軟
甲

綱
十

脚
目

モ
ク

ズ
ガ

ニ
科

ア
シ

ハ
ラ

ガ
ニ

H
el

ic
e 

tr
id

en
s

○
○

32
節

足
動

物
門

軟
甲

綱
十

脚
目

モ
ク

ズ
ガ

ニ
科

タ
カ

ノ
ケ

フ
サ

イ
ソ

ガ
ニ

H
em

ig
ra

ps
us

 t
ak

an
oi

○
33

節
足

動
物

門
軟

甲
綱

十
脚

目
コ

メ
ツ

キ
ガ

ニ
科

チ
ゴ

ガ
ニ

Ily
op

la
x 

pu
si

lla
○

34
節

足
動

物
門

軟
甲

綱
十

脚
目

コ
メ

ツ
キ

ガ
ニ

科
コ

メ
ツ

キ
ガ

ニ
S
co

pi
m

er
a 

gl
ob

os
a

6
7

5
5

3
○

35
節

足
動

物
門

軟
甲

綱
十

脚
目

オ
サ

ガ
ニ

科
ヤ

マ
ト

オ
サ

ガ
ニ

M
ac

ro
ph

th
al

m
us

 ja
po

ni
cu

s
○

36
節

足
動

物
門

軟
甲

綱
十

脚
目

ス
ナ

ガ
ニ

科
ハ

ク
セ

ン
シ

オ
マ

ネ
キ

A
us

tr
uc

a 
la

ct
ea

○

37
節

足
動

物
門

軟
甲

綱
十

脚
目

ス
ナ

ガ
ニ

科
シ

オ
マ

ネ
キ

T
ub

uc
a 

ar
cu

at
a

○
小

型
個

体
増

加

38
脊

椎
動

物
門

条
鰭

綱
ス

ズ
キ

目
ハ

ゼ
科

ヒ
モ

ハ
ゼ

E
ut

ae
ni

ic
ht

hy
s 

gi
lli

○

39
脊

椎
動

物
門

条
鰭

綱
ス

ズ
キ

目
ハ

ゼ
科

ト
ビ

ハ
ゼ

P
er

io
ph

th
al

m
us

 m
od

es
tu

s
○

41
ボ

ウ
ア

オ
ノ

リ
○

備
考

：個
体

数
を

記
録

し
た

（表
在

は
 0

.2
5 

㎡
、

埋
在

は
 0

.0
17

7 
㎡

 あ
た

り
の

個
体

数
）。

○
は

出
現

し
た

こ
と

を
示

す
。

い
ず

れ
の

コ
ド

ラ
ー

ト
で

も
コ

ア
深

度
10

～
15

cm
程

度
。

出
現

種
個

体
数

定
性

観
察

 
同

定
の

備
考

整
理

番
号

A
3U

1
A

3
U

2
A

3
U

3
A

3
U

4

底
質

泥
・転

石
・植

生
（ヨ

シ
）

A
3
U

5

-
天

候
晴

れ
な

し
な

し
な

し
な

し
な

し
時

刻
13

:0
2

-
-

-
-

-
調

査
日

20
21

年
6月

24
日

-
-

-
-

-

3
3
.6

1
1
4

13
1.

19
04

13
1
.1

9
0
4

1
3
1
.1

9
0
4

1
3
1
.1

9
0
4

1
3
1
.1

9
0
4

調
査

者
（所

属
）

浜
口

昌
巳

・鬼
塚

　
剛

（水
産

研
究

・教
育

機
構

水
産

技
術

研
究

所
）、

西
 栄

二
郎

（横
浜

国
立

大
学

教
育

学
部

）、
金

子
誠

也
（日

本
国

際
湿

地
保

全
連

合
)

33
.6

11
5

33
.6

1
1
5

3
3
.6

1
1
5

3
3
.6

1
1
4

-
-

-
-

浜
口

昌
巳

（水
産

研
究

・教
育

機
構

水
産

技
術

研
究

所
）

A
3U

1
A

3
U

2
A

3
U

3
A

3
U

4
A

3
U

5



モ
ニ

タ
リ

ン
グ

サ
イ

ト
 1

0
0
0
　

沿
岸

域
調

査
　

【
干

潟
】

毎
年

調
査

　
2
0
2
1
年

度

T
F
N

K
T

-
B

U
中

津
干

潟
B

エ
リ

ア
 潮

間
帯

上
部

（
U

）
 【

毎
年

調
査

】
サ

イ
ト

代
表

者
（所

属
）

コ
ド

ラ
ー

ト
番

号

北
緯

（W
G

S
84

)

東
経

（W
G

S
84

)

(任
意

）地
温

（℃
）

(任
意

）E
h 

メ
ー

タ
ー

読
値

（m
V

）

(任
意

）酸
化

還
元

電
位

（m
V

）

植
生

門
綱

目
科

和
名

学
名

干
潟

定
量

調
査

定
性

調
査

表
在

埋
在

表
在

埋
在

表
在

埋
在

表
在

埋
在

表
在

埋
在

1
軟

体
動

物
門

腹
足

綱
カ

サ
ガ

イ
目

コ
ガ

モ
ガ

イ
科

ツ
ボ

ミ
P

at
el

lo
id

a 
co

nu
lu

s
2

○

2
軟

体
動

物
門

腹
足

綱
-

ウ
ミ

ニ
ナ

科
ホ

ソ
ウ

ミ
ニ

ナ
B

at
ill

ar
ia

 a
tt

ra
m

en
ta

ri
a

2
2

1
○

3
軟

体
動

物
門

腹
足

綱
-

ウ
ミ

ニ
ナ

科
ウ

ミ
ニ

ナ
B

at
ill

ar
ia

 m
ul

ti
fo

rm
is

1
○

4
軟

体
動

物
門

腹
足

綱
-

ウ
ミ

ニ
ナ

科
イ

ボ
ウ

ミ
ニ

ナ
B

at
ill

ar
ia

 z
on

al
is

○

5
軟

体
動

物
門

腹
足

綱
-

カ
ワ

ザ
ン

シ
ョ

ウ
科

オ
オ

シ
ン

デ
ン

カ
ワ

ザ
ン

シ
ョ

ウ
"A

ss
im

in
ea

" 
sp

. 
E

10
16

7
2
5

1
8

○
1
0
c
m

×
1
0
c
m

の
個

数

6
軟

体
動

物
門

腹
足

綱
新

腹
足

目
オ

リ
イ

レ
ヨ

フ
バ

イ
科

ア
ラ

ム
シ

ロ
R

et
ic

un
as

sa
 f

es
ti
va

1
1

1
1

3
○

7
軟

体
動

物
門

二
枚

貝
綱

ザ
ル

ガ
イ

目
シ

オ
サ

ザ
ナ

ミ
科

ハ
ザ

ク
ラ

G
ar

i m
in

or
1

1
2

1
2

8
環

形
動

物
門

-
サ

シ
バ

ゴ
カ

イ
目

チ
ロ

リ
科

チ
ロ

リ
G

ly
ce

ra
 n

ic
ob

ar
ic

a
○

9
環

形
動

物
門

-
サ

シ
バ

ゴ
カ

イ
目

チ
ロ

リ
科

チ
ロ

リ
科

の
一

種
G

ly
ce

ri
da

e 
ge

n.
 s

p.
○

10
環

形
動

物
門

-
サ

シ
バ

ゴ
カ

イ
目

ゴ
カ

イ
科

コ
ケ

ゴ
カ

イ
S
im

pl
is

et
ia

 e
ry

th
ra

ee
ns

is
1

1
3

7

11
環

形
動

物
門

-
イ

ソ
メ

目
ナ

ナ
テ

イ
ソ

メ
科

ス
ゴ

カ
イ

イ
ソ

メ
D

io
pa

tr
a 

su
go

ka
i

○
12

環
形

動
物

門
-

ミ
ズ

ヒ
キ

ゴ
カ

イ
目

ミ
ズ

ヒ
キ

ゴ
カ

イ
科

ミ
ズ

ヒ
キ

ゴ
カ

イ
種

群
C

ir
ri
fo

rm
ia

 s
p.

 o
r 

sp
p.

1
1

3
1

○
13

環
形

動
物

門
-

-
イ

ト
ゴ

カ
イ

科
ホ

ソ
イ

ト
ゴ

カ
イ

H
et

er
om

as
tu

s 
si

m
ili

s
1

1
14

節
足

動
物

門
H

ex
an

au
pl

ia
 綱

無
柄

目
フ

ジ
ツ

ボ
科

ド
ロ

フ
ジ

ツ
ボ

F
is

tu
lo

ba
la

nu
s 

ko
nd

ak
ov

i
○

15
節

足
動

物
門

H
ex

an
au

pl
ia

 綱
無

柄
目

フ
ジ

ツ
ボ

科
シ

ロ
ス

ジ
フ

ジ
ツ

ボ
F
is

tu
lo

ba
la

nu
s 

al
bi

co
st

at
us

○

16
節

足
動

物
門

軟
甲

綱
十

脚
目

ホ
ン

ヤ
ド

カ
リ

科
ユ

ビ
ナ

ガ
ホ

ン
ヤ

ド
カ

リ
P

ag
ur

us
 m

in
ut

us
2

○

17
節

足
動

物
門

軟
甲

綱
十

脚
目

コ
ブ

シ
ガ

ニ
科

マ
メ

コ
ブ

シ
ガ

ニ
P

yr
hi

la
 p

is
um

○

18
節

足
動

物
門

軟
甲

綱
十

脚
目

オ
サ

ガ
ニ

科
オ

サ
ガ

ニ
M

ac
ro

ph
th

al
m

us
 a

bb
re

vi
at

us
○

19
節

足
動

物
門

軟
甲

綱
十

脚
目

オ
サ

ガ
ニ

科
ヤ

マ
ト

オ
サ

ガ
ニ

M
ac

ro
ph

th
al

m
us

 ja
po

ni
cu

s
○

20
ボ

ウ
ア

オ
ノ

リ
○

21
ア

ナ
ア

オ
サ

○

22
コ

ア
マ

モ
○

備
考

：個
体

数
を

記
録

し
た

（表
在

は
 0

.2
5 

㎡
、

埋
在

は
 0

.0
17

7 
㎡

 あ
た

り
の

個
体

数
）。

○
は

出
現

し
た

こ
と

を
示

す
。

出
現

種
個

体
数

定
性

観
察

 
同

定
の

備
考

整
理

番
号

B
U

1
B

U
2

B
U

3
B

U
4

底
質

砂

B
U

5

-

天
候

晴
れ

な
し

な
し

な
し

な
し

な
し

時
刻

12
:4

5
-

-
-

-

-

調
査

日
20

21
年

6月
26

日
-

-
-

-
-

3
3
.6

1
4
2

13
1.

21
15

13
1
.2

1
1
5

1
3
1
.2

1
1
5

1
3
1
.2

1
1
5

1
3
1
.2

1
1
5

調
査

者
（所

属
）

浜
口

昌
巳

・鬼
塚

　
剛

（水
産

研
究

・教
育

機
構

水
産

技
術

研
究

所
）、

西
栄

二
郎

（横
浜

国
立

大
学

教
育

学
部

）、
金

子
誠

也
（日

本
国

際
湿

地
保

全
連

合
)

33
.6

14
2

33
.6

1
4
2

3
3
.6

1
4
2

3
3
.6

1
4
2

-
-

-
-

浜
口

昌
巳

（水
産

研
究

・教
育

機
構

水
産

技
術

研
究

所
）

B
U

1
B

U
2

B
U

3
B

U
4

B
U

5



モ
ニ

タ
リ

ン
グ

サ
イ

ト
 1

0
0
0
　

沿
岸

域
調

査
　

【
干

潟
】

毎
年

調
査

　
2
0
2
1
年

度

T
F
N

K
T

-
B

M
中

津
干

潟
B

エ
リ

ア
 潮

間
帯

中
部

（
M

）
 【

毎
年

調
査

】

サ
イ

ト
代

表
者

（所
属

）
コ

ド
ラ

ー
ト

番
号

北
緯

（W
G

S
84

)

東
経

（W
G

S
84

)

(任
意

）地
温

（℃
）

(任
意

）E
h 

メ
ー

タ
ー

読
値

（m
V

）

(任
意

）酸
化

還
元

電
位

（m
V

）

植
生

門
綱

目
科

和
名

学
名

干
潟

定
量

調
査

定
性

調
査

表
在

埋
在

表
在

埋
在

表
在

埋
在

表
在

埋
在

表
在

埋
在

1
刺

胞
動

物
門

花
虫

綱
イ

ソ
ギ

ン
チ

ャ
ク

目
カ

ド
サ

ク
テ

ィ
ス

科
M

ar
ac

ti
s

 属
の

一
種

M
ar

ac
ti
s

 s
p.

2
○

塩
基

配
列

解
析

で
も

確
定

で
き

な
い

2
軟

体
動

物
門

腹
足

綱
カ

サ
ガ

イ
目

コ
ガ

モ
ガ

イ
科

ツ
ボ

ミ
P

at
el

lo
id

a 
co

nu
lu

s
○

イ
ボ

ウ
ミ

ニ
ナ

付
着

3
軟

体
動

物
門

腹
足

綱
ニ

シ
キ

ウ
ズ

目
ニ

シ
キ

ウ
ズ

科
イ

ボ
キ

サ
ゴ

U
m

bo
ni

um
 m

on
ili

fe
ru

m
2

1
2

○

4
軟

体
動

物
門

腹
足

綱
-

ウ
ミ

ニ
ナ

科
イ

ボ
ウ

ミ
ニ

ナ
B

at
ill

ar
ia

 z
on

al
is

○

5
軟

体
動

物
門

腹
足

綱
-

タ
マ

ガ
イ

科
ツ

メ
タ

ガ
イ

N
ev

er
it
a 

di
dy

m
a

○

6
軟

体
動

物
門

腹
足

綱
-

タ
マ

ガ
イ

科
ゴ

マ
フ

ダ
マ

P
ar

at
ec

to
na

ti
ca

 t
ig

ri
na

○

7
軟

体
動

物
門

腹
足

綱
-

カ
ワ

ザ
ン

シ
ョ

ウ
科

オ
オ

シ
ン

デ
ン

カ
ワ

ザ
ン

シ
ョ

ウ
"A

ss
im

in
ea

" 
sp

. 
E

14
4

14
8

9
3

1
4
8

1
2
2

○
1
0
c
m

×
1
0
c
m

の
個

数

8
軟

体
動

物
門

腹
足

綱
新

腹
足

目
オ

リ
イ

レ
ヨ

フ
バ

イ
科

ア
ラ

ム
シ

ロ
R

et
ic

un
as

sa
 f

es
ti
va

1
1

1
○

9
軟

体
動

物
門

二
枚

貝
綱

無
面

目
マ

テ
ガ

イ
科

マ
テ

ガ
イ

S
ol

en
 s

tr
ic

tu
s

4
1

1
○

10
軟

体
動

物
門

二
枚

貝
綱

ザ
ル

ガ
イ

目
ニ

ッ
コ

ウ
ガ

イ
科

ユ
ウ

シ
オ

ガ
イ

J
it
la

da
 c

ul
te

r
1

11
軟

体
動

物
門

二
枚

貝
綱

-
バ

カ
ガ

イ
科

シ
オ

フ
キ

M
ac

tr
a 

qu
ad

ra
ng

ul
ar

is
4

1
○

12
環

形
動

物
門

-
サ

シ
バ

ゴ
カ

イ
目

ゴ
カ

イ
科

コ
ケ

ゴ
カ

イ
S
im

pl
is

et
ia

 e
ry

th
ra

ee
ns

is
1

13
環

形
動

物
門

-
イ

ソ
メ

目
ナ

ナ
テ

イ
ソ

メ
科

ス
ゴ

カ
イ

イ
ソ

メ
（棲

管
）

D
io

pa
tr

a 
su

go
ka

i 
(t

ub
e)

5
4

4
2

1
14

環
形

動
物

門
-

ス
ピ

オ
目

ス
ピ

オ
科

ス
ピ

オ
科

の
一

種
S
pi

o
ni

da
e 

ge
n.

 s
p.

1
15

環
形

動
物

門
-

ミ
ズ

ヒ
キ

ゴ
カ

イ
目

ミ
ズ

ヒ
キ

ゴ
カ

イ
科

ミ
ズ

ヒ
キ

ゴ
カ

イ
種

群
C

ir
ri
fo

rm
ia

 s
p.

 o
r 

sp
p.

1
1

16
環

形
動

物
門

-
-

イ
ト

ゴ
カ

イ
科

ホ
ソ

イ
ト

ゴ
カ

イ
H

et
er

om
as

tu
s 

si
m

ili
s

1
17

環
形

動
物

門
-

ツ
バ

サ
ゴ

カ
イ

目
ツ

バ
サ

ゴ
カ

イ
科

ム
ギ

ワ
ラ

ム
シ

M
es

oc
ha

et
op

te
ru

s 
ja

po
ni

cu
s

○
18

節
足

動
物

門
H

ex
an

au
pl

ia
 綱

無
柄

目
フ

ジ
ツ

ボ
科

シ
ロ

ス
ジ

フ
ジ

ツ
ボ

F
is

tu
lo

ba
la

nu
s 

al
bi

co
st

at
us

○
19

節
足

動
物

門
軟

甲
綱

十
脚

目
ヤ

ド
カ

リ
科

テ
ナ

ガ
ツ

ノ
ヤ

ド
カ

リ
D

io
ge

ne
s 

ni
ti
di

m
an

us
○

20
節

足
動

物
門

軟
甲

綱
十

脚
目

ホ
ン

ヤ
ド

カ
リ

科
ユ

ビ
ナ

ガ
ホ

ン
ヤ

ド
カ

リ
P

ag
ur

us
 m

in
ut

us
1

○

21
節

足
動

物
門

軟
甲

綱
十

脚
目

キ
ン

セ
ン

ガ
ニ

科
ア

ミ
メ

キ
ン

セ
ン

ガ
ニ

M
at

ut
a 

pl
an

ip
es

○

22
節

足
動

物
門

軟
甲

綱
十

脚
目

コ
ブ

シ
ガ

ニ
科

マ
メ

コ
ブ

シ
ガ

ニ
P

yr
hi

la
 p

is
um

○

23
節

足
動

物
門

軟
甲

綱
十

脚
目

ガ
ザ

ミ
科

ガ
ザ

ミ
P

or
tu

nu
s 

tr
it
ub

er
cu

la
tu

s
○

24
コ

ア
マ

モ
○

25
ア

ナ
ア

オ
サ

○

備
考

：個
体

数
を

記
録

し
た

（表
在

は
 0

.2
5 

㎡
、

埋
在

は
 0

.0
17

7 
㎡

 あ
た

り
の

個
体

数
）。

○
は

出
現

し
た

こ
と

を
示

す
。

出
現

種
個

体
数

定
性

観
察

 
同

定
の

備
考

整
理

番
号

B
M

1
B

M
2

B
M

3
B

M
4

底
質

砂

B
M

5

-

天
候

曇
り

な
し

な
し

な
し

な
し

な
し

時
刻

13
:5

0
-

-
-

-

-

調
査

日
20

21
年

6月
26

日
-

-
-

-
-

3
3
.6

1
9
5

13
1.

21
40

13
1
.2

1
4
1

1
3
1
.2

1
4
0

1
3
1
.2

1
4
0

1
3
1
.2

1
4
0

調
査

者
（所

属
）

浜
口

昌
巳

・鬼
塚

　
剛

（水
産

研
究

・教
育

機
構

水
産

技
術

研
究

所
）、

西
 栄

二
郎

（横
浜

国
立

大
学

教
育

学
部

）、
金

子
誠

也
（日

本
国

際
湿

地
保

全
連

合
)

33
.6

19
5

33
.6

1
9
5

3
3
.6

1
9
5

3
3
.6

1
9
5

-
-

-
-

浜
口

昌
巳

（水
産

研
究

・教
育

機
構

水
産

技
術

研
究

所
）

B
M

1
B

M
2

B
M

3
B

M
4

B
M

5



モ
ニ

タ
リ

ン
グ

サ
イ

ト
 1

0
0
0
　

沿
岸

域
調

査
　

【
干

潟
】

毎
年

調
査

　
2
0
2
1
年

度

T
F
N

K
T

-
B

L
中

津
干

潟
B

エ
リ

ア
 潮

間
帯

下
部

（
L
）
 【

毎
年

調
査

】

サ
イ

ト
代

表
者

（所
属

）
コ

ド
ラ

ー
ト

番
号

北
緯

（W
G

S
84

)

東
経

（W
G

S
84

)

(任
意

）地
温

（℃
）

(任
意

）E
h 

メ
ー

タ
ー

読
値

（m
V

）

(任
意

）酸
化

還
元

電
位

（m
V

）

植
生

門
綱

目
科

和
名

学
名

干
潟

定
量

調
査

定
性

調
査

表
在

埋
在

表
在

埋
在

表
在

埋
在

表
在

埋
在

表
在

埋
在

1
刺

胞
動

物
門

花
虫

綱
イ

ソ
ギ

ン
チ

ャ
ク

目
ウ

メ
ボ

シ
イ

ソ
ギ

ン
チ

ャ
ク

科
イ

シ
ワ

ケ
イ

ソ
ギ

ン
チ

ャ
ク

A
nt

ho
pl

eu
ra

 s
p.

○

2
軟

体
動

物
門

腹
足

綱
ニ

シ
キ

ウ
ズ

目
ニ

シ
キ

ウ
ズ

科
イ

ボ
キ

サ
ゴ

U
m

bo
ni

um
 m

on
ili

fe
ru

m
1

1
○

3
軟

体
動

物
門

腹
足

綱
-

タ
マ

ガ
イ

科
ツ

メ
タ

ガ
イ

N
ev

er
it
a 

di
dy

m
a

○

4
軟

体
動

物
門

腹
足

綱
新

腹
足

目
オ

リ
イ

レ
ヨ

フ
バ

イ
科

ア
ラ

ム
シ

ロ
R

et
ic

un
as

sa
 f

es
ti
va

1
2

1
1

○
5

軟
体

動
物

門
二

枚
貝

綱
無

面
目

マ
テ

ガ
イ

科
マ

テ
ガ

イ
S
ol

en
 s

tr
ic

tu
s

1
2

4
○

6
環

形
動

物
門

-
イ

ソ
メ

目
ナ

ナ
テ

イ
ソ

メ
科

ス
ゴ

カ
イ

イ
ソ

メ
（棲

管
）

D
io

pa
tr

a 
su

go
ka

i 
(t

ub
e)

2
2

○
7

環
形

動
物

門
-

ケ
ヤ

リ
ム

シ
目

ケ
ヤ

リ
ム

シ
科

モ
バ

ケ
ヤ

リ
ム

シ
P

ar
ad

ia
ly

ch
on

e 
ka

ts
uu

ra
en

si
s

○
コ

ア
マ

モ
場

8
環

形
動

物
門

-
-

イ
ト

ゴ
カ

イ
科

イ
ト

ゴ
カ

イ
科

の
一

種
C

ap
it
el

lid
ae

 g
en

. 
sp

.
○

9
環

形
動

物
門

-
ツ

バ
サ

ゴ
カ

イ
目

ツ
バ

サ
ゴ

カ
イ

科
ツ

バ
サ

ゴ
カ

イ
C

ha
et

op
te

ru
s 

ca
ut

us
○

10
環

形
動

物
門

-
ツ

バ
サ

ゴ
カ

イ
目

ツ
バ

サ
ゴ

カ
イ

科
ム

ギ
ワ

ラ
ム

シ
（棲

管
）

M
es

oc
ha

et
op

te
ru

s 
ja

po
ni

cu
s

 (
tu

be
)

1
1

○
11

腕
足

動
物

門
舌

殻
綱

舌
殻

目
シ

ャ
ミ

セ
ン

ガ
イ

科
ミ

ド
リ

シ
ャ

ミ
セ

ン
ガ

イ
種

群
の

一
種

L
in

gu
la

 a
ff

. a
na

ti
na

○
12

節
足

動
物

門
軟

甲
綱

十
脚

目
エ

ビ
ジ

ャ
コ

科
エ

ビ
ジ

ャ
コ

C
ra

ng
on

 a
ff

in
is

○
13

節
足

動
物

門
軟

甲
綱

十
脚

目
ヤ

ド
カ

リ
科

テ
ナ

ガ
ツ

ノ
ヤ

ド
カ

リ
D

io
ge

ne
s 

ni
ti
di

m
an

us
○

14
節

足
動

物
門

軟
甲

綱
十

脚
目

キ
ン

セ
ン

ガ
ニ

科
ア

ミ
メ

キ
ン

セ
ン

ガ
ニ

M
at

ut
a 

pl
an

ip
es

○

15
節

足
動

物
門

軟
甲

綱
十

脚
目

コ
ブ

シ
ガ

ニ
科

マ
メ

コ
ブ

シ
ガ

ニ
P

yr
hi

la
 p

is
um

○

16
節

足
動

物
門

軟
甲

綱
十

脚
目

ガ
ザ

ミ
科

ガ
ザ

ミ
P

or
tu

nu
s 

tr
it
ub

er
cu

la
tu

s
○

17
コ

ア
マ

モ
○

備
考

：個
体

数
を

記
録

し
た

（表
在

は
 0

.2
5 

㎡
、

埋
在

は
 0

.0
17

7 
㎡

 あ
た

り
の

個
体

数
）。

○
は

出
現

し
た

こ
と

を
示

す
。

出
現

種
個

体
数

定
性

観
察

 
同

定
の

備
考

整
理

番
号

B
L
1

B
L
2

B
L
3

B
L
4

底
質

砂

B
L
5

-

天
候

曇
り

な
し

な
し

な
し

な
し

な
し

時
刻

15
:0

5
-

-
-

-

-

調
査

日
20

21
年

6月
26

日
-

-
-

-
-

3
3
.6

2
6
3

13
1.

21
69

13
1
.2

1
6
0

1
3
1
.2

1
7
0

1
3
1
.2

1
6
9

1
3
1
.2

1
6
9

調
査

者
（所

属
）

浜
口

昌
巳

・鬼
塚

　
剛

（水
産

研
究

・教
育

機
構

水
産

技
術

研
究

所
）、

西
栄

二
郎

（横
浜

国
立

大
学

教
育

学
部

）、
金

子
誠

也
（日

本
国

際
湿

地
保

全
連

合
)

33
.6

26
3

33
.6

2
6
4

3
3
.6

2
6
3

3
3
.6

2
6
3

-
-

-
-

浜
口

昌
巳

（水
産

研
究

・教
育

機
構

水
産

技
術

研
究

所
）

B
L
1

B
L
2

B
L
3

B
L
4

B
L
5
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ニ

タ
リ

ン
グ

サ
イ

ト
 1

0
0
0
　

沿
岸

域
調

査
　

【
干

潟
】

毎
年

調
査

　
2
0
2
1
年

度

T
F
N

K
T

-
C

U
中

津
干

潟
C

エ
リ

ア
 潮

間
帯

上
部

（
U

）
 【

毎
年

調
査

】

サ
イ

ト
代

表
者

（所
属

）
コ

ド
ラ

ー
ト

番
号

北
緯

（W
G

S
84

)

東
経

（W
G

S
84

)

(任
意

）地
温

（℃
）

(任
意

）E
h 

メ
ー

タ
ー

読
値

（m
V

）

(任
意

）酸
化

還
元

電
位

（m
V

）

植
生

門
綱

目
科

和
名

学
名

干
潟

定
量

調
査

定
性

調
査

表
在

埋
在

表
在

埋
在

表
在

埋
在

表
在

埋
在

表
在

埋
在

1
海

綿
動

物
門

尋
常

海
綿

綱
コ

ル
ク

海
綿

目
イ

ソ
カ

イ
メ

ン
科

ダ
イ

ダ
イ

イ
ソ

カ
イ

メ
ン

H
ym

en
ia

ci
do

n 
si

na
pi

um
○

2
軟

体
動

物
門

腹
足

綱
カ

サ
ガ

イ
目

コ
ガ

モ
ガ

イ
科

ツ
ボ

ミ
P

at
el

lo
id

a 
co

nu
lu

s
○

イ
ボ

ウ
ミ

ニ
ナ

付
着

3
軟

体
動

物
門

腹
足

綱
-

ウ
ミ

ニ
ナ

科
ウ

ミ
ニ

ナ
B

at
ill

ar
ia

 m
ul

ti
fo

rm
is

○

4
軟

体
動

物
門

腹
足

綱
-

ウ
ミ

ニ
ナ

科
イ

ボ
ウ

ミ
ニ

ナ
B

at
ill

ar
ia

 z
on

al
is

11
18

5
2
7

3
1
7

2
2

○

5
軟

体
動

物
門

腹
足

綱
-

キ
バ

ウ
ミ

ニ
ナ

科
ヘ

ナ
タ

リ
P

ir
en

el
la

 n
ip

po
ni

ca
2

1
○

6
軟

体
動

物
門

腹
足

綱
-

キ
バ

ウ
ミ

ニ
ナ

科
カ

ワ
ア

イ
P

ir
en

el
la

 p
up

ifo
rm

is
○

7
軟

体
動

物
門

腹
足

綱
新

腹
足

目
オ

リ
イ

レ
ヨ

フ
バ

イ
科

ア
ラ

ム
シ

ロ
R

et
ic

un
as

sa
 f

es
ti
va

1
1

2
○

8
軟

体
動

物
門

二
枚

貝
綱

カ
キ

目
イ

タ
ボ

ガ
キ

科
シ

カ
メ

ガ
キ

C
ra

ss
os

tr
ea

 s
ik

am
ea

1
○

イ
ボ

ウ
ミ

ニ
ナ

付
着

9
軟

体
動

物
門

二
枚

貝
綱

ザ
ル

ガ
イ

目
ニ

ッ
コ

ウ
ガ

イ
科

ユ
ウ

シ
オ

ガ
イ

J
it
la

da
 c

ul
te

r
1

1
1

10
軟

体
動

物
門

二
枚

貝
綱

ザ
ル

ガ
イ

目
ニ

ッ
コ

ウ
ガ

イ
科

イ
チ

ョ
ウ

シ
ラ

ト
リ

S
er

ra
ti
na

 d
ia

ph
an

a
1

○

11
軟

体
動

物
門

二
枚

貝
綱

-
バ

カ
ガ

イ
科

シ
オ

フ
キ

M
ac

tr
a 

qu
ad

ra
ng

ul
ar

is
○

12
軟

体
動

物
門

二
枚

貝
綱

マ
ル

ス
ダ

レ
ガ

イ
目

マ
ル

ス
ダ

レ
ガ

イ
科

オ
キ

シ
ジ

ミ
C

yc
lin

a
 a

ff
. s

in
en

si
s

1
1

1
○

13
環

形
動

物
門

-
サ

シ
バ

ゴ
カ

イ
目

ニ
カ

イ
チ

ロ
リ

科
ヤ

マ
ト

キ
ョ

ウ
ス

チ
ロ

リ
G

on
ia

da
 ja

po
ni

ca
1

14
環

形
動

物
門

-
イ

ソ
メ

目
ナ

ナ
テ

イ
ソ

メ
科

ス
ゴ

カ
イ

イ
ソ

メ
（棲

管
）

D
io

pa
tr

a 
su

go
ka

i 
(t

ub
e)

2
1

○
15

環
形

動
物

門
-

イ
ソ

メ
目

ギ
ボ

シ
イ

ソ
メ

科
ギ

ボ
シ

イ
ソ

メ
科

の
一

種
L
um

br
in

er
id

ae
 g

en
. 
sp

.
1

○
16

環
形

動
物

門
-

フ
サ

ゴ
カ

イ
目

ウ
ミ

イ
サ

ゴ
ム

シ
科

オ
ク

ダ
ウ

ミ
イ

サ
ゴ

ム
シ

P
ec

ti
na

ri
a 

ok
ud

ai
○

17
節

足
動

物
門

節
口
網

剣
尾
目

カ
ブ

ト
ガ

ニ
科

カ
ブ

ト
ガ

ニ
T
ac

hy
pl

eu
s 

tr
id

en
ta

tu
s

○
18

節
足

動
物

門
H

ex
an

au
pl

ia
 綱

無
柄

目
フ

ジ
ツ

ボ
科

ド
ロ

フ
ジ

ツ
ボ

F
is

tu
lo

ba
la

nu
s 

ko
nd

ak
ov

i
○

19
節

足
動

物
門

軟
甲

綱
十

脚
目

テ
ッ

ポ
ウ

エ
ビ
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備
考

：
個

体
数

を
記

録
し

た
（
表

在
は
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.2

5
 ㎡

、
埋

在
は

 0
.0

1
7
7
 ㎡

 あ
た

り
の

個
体

数
）
。

巣
穴

の
よ

う
な

生
活

痕
跡

も
記

録
し

た
。

○
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出
現

し
た

こ
と

を
示

す
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環
形
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物
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岩

手
医

科
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養
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育
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ン
タ

ー
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阿
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博
和
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と

菅
孔

太
朗
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よ
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種
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観
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A
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な
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な
し

な
し

な
し
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4
4
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2
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4
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1
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-
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候

6
月

1
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、

6
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日
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も
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な
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な

し
な

し
な

し
な
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時
刻
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5
（
定

量
調

査
）
、

6
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5
（
定

性
調

査
）
、

6
月

2
7
日

1
4
:3

5
–
1
4
:5

0
（
塩

性
湿

地
）

-
-

-
-
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久
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く
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環
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4
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.4
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1
0
0

1
3
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1
0
0

1
3
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1
0
0

1
3
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タ
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﨑
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熊

本
大

学
大

学
院

自
然

科
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科
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岡
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志
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住

）
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2
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4
4
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2
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4
4
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岸
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緯
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℃
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植
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植
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ソ
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録
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考
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記

録
し

た
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表
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は
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.2

5
 ㎡

、
埋

在
は

 0
.0

1
7
7
 ㎡

 あ
た

り
の

個
体

数
）
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定
性

観
察

で
は

巣
穴

の
よ

う
な

生
活

痕
跡
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録
し

た
。

○
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現
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と
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形
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岩
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タ

ー
の

阿
部

博
和

氏
と

菅
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岸
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縄
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農
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部
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技
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セ

ン
タ

ー
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A
U

1
A

U
2

A
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3
A

U
4

A
U

5

-

調
査

日
2
0
2
1
年

1
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-

-
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4
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5
5
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1
2
4
.1
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1
2
4
.1
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1
2
4
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3
9
5

1
2
4
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3
9
6

1
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縄
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縄
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縄
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司
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4
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5
5
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4
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4
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5
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-
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-
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も
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な
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な
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な
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な
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刻

1
0
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7
-
1
1
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-

-
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-
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3
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U
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種
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0
0
　

沿
岸
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℃
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潟
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リサイクル適性の表示：印刷用の紙にリサイクルできます 

この印刷物は、グリーン購入法に基づく基本方針における「印刷」に係る判断の基準にしたがい、印刷用の紙へ

のリサイクルに適した材料［Ａランク］のみを用いて作製しています。 
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